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序

近年、松山市においては、土地開発の激増に伴って発掘調査 も増大 し、松山の歴史を塗 りかえる新

しい発見が相次いでいます。枝松遺跡 4次調査地及び束本遺跡 4次調査地が立地する桑原地区もその

ひとつです。「船」の絵が描かれた土器片が出土 した樽味高木遺跡をはじめとして、これまでに弥生

時代から中世にかけての数多 くの遺跡が確認されています。

今回の発掘調査による成果のひとつとして、束本遺跡 4次調査地全域にわたつてアカホヤ火山灰

(6,300年 前)及びAT火山灰 (約 22,000～ 25,000年 前)を確認 したことが挙げられます。これまでの

部分的かつ 2次的でしかなかった火山灰土を 1次堆積層で確認 したことは、それらの前後に含まれる

遺構 。遺物の新旧関係を明らかにするうえで、貴重な成果といえます。

また、同遺跡で検出された 2棟の竪穴式住居址は、特筆すべ き遺構 として注目されています。とも

に弥生時代末の一般的な大型円形竪穴式住居ではありますが、住居の周囲に周堤帯を巡らしているこ

と、住居内より青銅鏡 (破鏡)を 出上 したことなど、非常にめずらしい検出例です。これらのことか

ら、この周辺における卓越 した人物の存在を考えずにはいられません。

このように、検出された住居址によって当時の人々の暮らしの一端を明らかにでき、今後の集落関

係の研究を進める上で大変貴重な資料を得ることができました。

本書の刊行にあたり、当遺跡の発掘調査についてのご指導 。ご協力を頂 きました関係各位、ならび

に関係機関に厚 くお礼申し上げますとともに、今後 とも埋蔵文化財の発掘調査に関して、よリー層の

ご協力をお願い申し上げます。

平成 8年 3月 31日

財団法人 松山市生涯学習振興財団

理事長 田 中 誠 一



例

1.本書は、松山市教育委員会 ,(財)松山市生涯学習振興財団が平成 4年 10月 ～平成 5年 7月 に実

施した松山市東部環状線建設に伴う事前調査の報告書である。

2.遺構の実沢1は、担当調査員の責任のもと、愛媛大学 。松山大学学生他の援助を受けた。遺構の撮

影は担当調査員と大西朋子が行った。

3.遺構は呼称を略号で記述した。竪穴式住居 :SB、 溝 iSD、 土坑 iSK、 自然流路 :SR、 柵

列 :SA、 柱穴 :SP、 掘立柱建物 :掘立、倒木及び性格不明遺構 :SXである。

4.科学分析の番号は、図中に黒丸に白字で表示した。

5,本書にかかる図面の作成は、梅木謙一、宮内慎一、高尾和長、山本健一、水本完児、相原秀仁、

大森一成の責任のもと志賀夏行、波多野恭久、田九竜馬、白石公信、小野敬通、黒木修二、越智令

子、松本美知子、田崎真理、中村紫、岩本美保、村上真由美、木下奈緒美、岡本邦栄、森田利恵、

生鷹真弓、古角優子が行った。

6.遺構図・遺物図の縮尺は、縮分値をスケール下に記した。

7.本書に使用した方位はすべて磁北である。

8,本書にかかわる遺物・記録類は、松山市立埋蔵文化財センターで保管している。

9.調査及び報告書作成においては、愛媛大学下條信行、平井幸弘、田崎博之、村上恭通、徳島文理

大学石野博信、京都造形大学内田俊秀、九州大学宮本一夫、広島県立歴史博物館福井照道の諸先生

方には御指導と御教示を賜つた。記して感謝申し上げます。

10。 本書の執筆は、高尾和長、梅木謙一、宮内慎一、山本健一、水本完児、相原秀仁、大森一成が分

担執筆した。執筆者名は本文目次に記し、必要に応じ文末にも記載した。関連資料の調査は志賀夏

行が行った。浄書は、高尾和長の指導のもと白石公信が担当した。

11.写真図版は、担当調査員の指導のもと、遺物の撮影及び図版作成は大西朋子が行った。

12.本書の編集は高尾和長が行い、梅木謙一、宮内慎―の協力を得た。
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圭早 はじめに

1.調査に至る経緯                     _

平成4年、松山市道路部街路建設課より松山東部環状線 (松山市東本町～枝松町)道路改良工事に

伴う埋蔵文化財の確認願いが、松山市教育委員会文化教育課 (以下、文化教育課)に提出された。

確認願いが申請された束本1丁 目他は、松山市の指定する埋蔵文化財包蔵地の『83 枝松遺物包蔵

地』内にあり、周知の包蔵地として知られる。申請地一帯は『桑原地区』と呼ばれ、これまでにも数

多 くの調査が行われ、弥生時代～古墳時代の集落関連遺構が確認されている。同地区は、「船」を描

いた弥生土器 (樽味高木遺跡3次調査)や「貨泉」 (樽味立添遺跡)な どが出土しているほか、前方後

円墳 (5世紀末)の経石山古墳などの遺跡が数多 くあり、松山平野の主要な遺跡地帯 として注目され

る。

文化教育課では、確認願いが申請された地点についての遺跡の有無と、さらにはその範囲や性格を

確認するために、平成5年 に試掘調査を実施 した。試掘調査の結果、申請地では遺物包含層及び遺構

が検出され、弥生時代～中世の集落遺跡があることを確認 した。

この結果を受け、 (財 )松山市生涯学習振興財団埋蔵文化財センターと申請者は発掘調査について

の協議を行った。発掘調査は、弥生時代の集落構造の解明と範囲確認を主目的とし、平成5年 10月 ～

同6年 7月 の間に野外調査を実施 した。

なお、室内作業は平成6年 8月 ～同8年3月 の間に実施 した。
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第 2章 遺跡の概要

1.地理的環境                       コ

松山平野は県下最大の平野であり、主に重信川によって形成された扇状地である。その支流の一つ

である石手川は、高縄山に源を発し、平野の北東部を南西方向に向け横断しながら小野川さらには、

重信川に合流し、伊予灘に注ぐ河川である。石手川は溝辺町周辺から南西に向かって大規模な扇状地

を形成し、その扇状地の標高32m～ 36mに今回の調査地も立地する。

東本遺跡と枝松遺跡が立地している扇状地面は、約23,000年前の姶良 (AT)火山灰の降下 。堆積

期には、すでに段丘化していたと推定されている。しかし、この火山灰層直上に火山灰混じりの砂礫

層が堆積していることから、この地で姶良火山灰の降下・堆積後に、短期間の洪水のような現象が起

こったと推測される。しかし、その後は小河川の流路に沿って、部分的に小規模な洪水や砂礫の堆積

が起こったが、石手川本流による激しい洪水に襲われることなく、縄文時代や弥生時代の遺跡の立地

にとっては、安定した地形環境であったと推定されている 〔平井1989〕 。

2.歴史的環境

本遺跡一帯は桑原地区と称され、数多 くの遺跡が存在する。ここでは、近年に調査された遺跡を中

心に桑原地区の遺跡の展開を概説 していきたい。

旧石器時代

当地域にかぎらず、松山平野全域においても、これまでに旧石器時代の明確な遺構は発見されてい

ない。しかし、樽味遺跡・樽味四反地遺跡においてはポケット状に堆積 したAT火山灰上を確認 して

いる。

縄文時代

現在までに、縄文時代の遺構は検出されていない。しかし、樽味立添遺跡・桑原田中遺跡からは、

刻目凸帯をもつ土器 (縄文晩期後半～弥生前期前半)が各1点出土している。

弥生時代

前期 :樽味遺跡より前期前半の上坑 (S K5)と 溝 (S D4)、 樽味高木遺跡からは前期後半の土器

を検出している。桑原田中遺跡2次調査地においても土器片が出土 している。

中期 :樽味高木遺跡1～3次調査地からは中期後半の土器が出土している。特に2次調査地 S Blか ら

は甕形土器 。無頸壺 。短頸壺などが、さらに3次調査地 S Xlか らは甕形土器・壼形土器・高杯形土器

の資料性が高い土器が出土 している。

後期 :本調査地北部では、樽味立添遺跡 S Xlか ら後期後葉の遺物が出土している。樽味高木遣跡2

次調査地B区 より、弥生後期の竪穴式住居址 (SB2)を 検出している。樽味四反地遺跡2～ 3次調査

地 S Blと S B8、 これらの竪穴式住居址から出土 した土器は、弥生時代後期末のものであり、この一

帯に弥生後期～後期末にかけて集落が広がっていたことを示すものである。

他に、樽味立添遺跡では包含層中より『貨泉』の出上がある 〔梅木謙-1989〕 。また、樽味高木遺



歴 史 的 環 境

跡3次調査地から「船」を描いた線刻 (絵画)土器が出上している 〔梅木謙-1992〕 。

南部においても集落跡が検出されている。桑原田中遺跡 S Klか らは、一括投棄された土器群が出

土している。下層には壷形土器、上層には高郭形土器が検出される傾向にあり、認識された投棄が行

われた井戸祭祀の可能性がある遣構である。今回の調査地に隣接する、東本遺跡2次調査地では竪穴

式住居2棟 と掘立柱建造物址や土坑が検出され、枝松遺跡3次調査地では、貼り付けによる高床部をも

つ竪穴式住居址が検出されている。桑原稲葉遺跡では、円形と方形の竪穴式住居址を1棟づつ検出し

ている。

桑原高井遺跡では、竪穴式住居址5棟のほか、集落関連遺構が検出されている。住居址 には円形 と

方形の二種類があ り、これ らは壁体 に沿って周溝がめ ぐる。特 に2号住居址は平面形態が六角形 を思

わせるような円形である。柱穴は中心部に1本 と壁体に沿って6本の計7本からなり、ベッド状施設を

付設している 〔森光晴1980〕 。これらの住居址 。土坑より検出した土器も弥生時代後期～後期末のも

のであり、この南部一帯においても、北部同様に集落の存在を示すものである。

古墳時代

古墳時代では、樽味立添遺跡から10数棟の竪穴式住居址と掘立柱建物址 (古墳後期以降)を検出し

ている。樽味高木遺跡の竪穴住居址並びに土坑からは5世紀代の須恵器・土師器の甕形土器・壷形土

器・高杯形土器などが出上している。また桑原本郷遺跡では5世紀後半の方形竪穴式住居址や掘立柱

建物址が検出され、さらに包含層より滑石製の臼玉100点余りが須恵器と共に出土している 〔栗田茂

毎集1987〕 。

桑原地区では、集落関連遺構だけでなく、経石山古墳と三島神社古墳の2基の古墳が古くから知ら

れている。経石山古墳は、全長48.5mの前方後円墳で5世紀末に時期比定されている 〔森光晴1986〕 。

三島神社古墳は全長45m、 初期の畿内型の横穴式石室を内部主体にもつ前方後円墳である。出土遺物

より6世紀前葉に比定される 〔森光晴1986〕 。発掘調査後に削平 (消滅)さ れる。

また、桑原地区の東側の丘陵部には、東野お茶屋台古墳群と畑寺竹ケ谷古墳群が存在し東野お茶屋

台古墳では周溝から5世紀後半の須恵器が出土し、畑寺竹ケ谷古墳においても周溝内から須恵器や直

刀が出上している。これらの群集墳は、6世紀前半に始まる。

古代 。中世

樽味四反地遺跡では10世紀代に比定される溝 S Dl・ S D3が検出されている。また、樽味遺跡のS

Dl,S D2か らは14世紀後半、 S D3・ S K5か らは15世紀代の土師器が出上している。特にS Dllま

集落境界の溝として位置づけられている。なお、樽味遺跡一帯は14～ 16Cにかけて当地方で権力を握

つていた河野氏の支配範囲に入つていたのではないかと考えられている 〔宮本1989b〕 。



遺 跡 の 概 要

0樽味遺跡

0樽昧高木遺跡

0樽味四反地遺跡2・ 3次調査地

0桑原高井遺跡

0東野お茶屋台古墳群

②樽昧四反地遺跡

0桑原田中遺跡2次調査地

O東本遺跡2次調査地

0桑原本郷遺跡

O畑寺竹ケ谷古墳群

0樽昧立添遺跡

0樽昧高木遺跡2次調査地

0枝松遺跡3次調査地

0経石山古墳

0枝松遺跡4次調査地

0桑原田中遺跡

0樽昧高木遺跡3次調査地

⑫桑原稲葉遺跡

0三島神社古墳

0束本遺跡4次調査地

第 1図 桑原地区の主要遺跡分布図 (S=1:25,000)
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第 3章 調査の概要

1)調査の経緯

調査地は、束本1丁 目から枝松1丁 目に位置 し、全長約900m、 幅20m、 対象面積は17,600ぽである。

枝松町と束本町では、既に3次の遺跡調査が実施されている。したがって今回の調査地は遺跡名を枝

松町内は枝松遺跡4次調査地、束本町内は東本遺跡4次調査地とし調査を進めた。

束本遺跡は調査の進行上調査区を東西に横切る道路及び畦によって地区割を行った。名称は北より

1区 ～6区 とし、さらに、2区 と4区 は北・南区、5区 と6区 は北よりA・ B・ Cの 3区 画に小区分を行っ

た。

枝松遺跡は東西に横切る溝より、北・南区に小区分を行った。調査は北側の枝松遺跡 と東本遺跡 1

区より開始 した。まず、各調査区ともに調査地西端に土層観察用の トレンチを設定 し、基本層序の検

討を行う。次に、重機により表土予Jぎ を行い、つ,上 の搬出をも行う。調査区東側は排土搬出用の道路

及び排土置場 として使用する。なお、遺構の呼称は、1区 S Bllま S B 101、 2区 S Blは S B 201と し、

算用数字の左側は区名をあらわし、右側は各調査地内での遺構番号をあらわすものである。

平成6年 3月 19日 (土 )午後に第一回現地説明会を行い、近隣住民や考古学ファンほか約200名 の見

学者が訪れる。主に束本遺跡の1区 から4区の見学をおこない、特にS B203の 遺構説明とS B302の 住

居址及び出土遺物の説明を行う。3月 末で1区 と2区 の調査を終了する。枝松遺跡につていは平成5年 12

月で調査を終了している。

平成6年 7月 25日 (月 )午後に第二回現地説明会を開き、5区 と6区 の見学会を行った。雨天のために

現場事務所内にて出土遺物の説明を行う。見学者60名。7月 末で野外調査を終了する。

野外及び室内調査では、住居址・土坑・土器内の土壊、基本土層について植物珪酸体や火山灰など

の自然科学分析を行い、堆積土層の時期や古環境の復元につとめた。

また、 S B302よ り検出した破鏡の分析と保護処理を委託 した。

今回の調査では、調査の全体にわたり、下條信行氏・田崎博之氏 。宮本一夫氏に指導を賜つた。さ

らに、住居については石野博信氏、鏡については高橋 徹氏、石器については藤野次央氏に指導を賜

り、植物珪酸体及び火山灰分析は、古環境研究所 (杉山真二氏・早田 勉氏)に調査を委託 し協力を

いただいた。



主早第 層 位

本調査は松山東部環状線道路建設に伴う事前調査である。建設予定地の内、枝松1丁 目-9か ら束本1

丁目2香に至る約800mの 間が調査対象地である。調査地は調査以前は水田や既存宅地であつた。調査

地の標高は北端で35.6m、 南端で32.Omを 測る。

基本層位は第 I層表土、第Ⅱ層黄灰色砂質土、第Ⅲ層黒色土、第Ⅳ層掲色砂質土、第V層 暗褐色粘

質土、第Ⅵ層黄褐色上、第Ⅶ層暗褐色砂質土、第Ⅷ層灰色砂礫である (第 2図 )。

第 I層―水田耕作に伴う客土や造成上である。地表下15～80cmま で開発が行われている。

第Ⅱ層―粘性の違いにより2層 に分層した。第Ⅱ①層は調査地全域に見られる。黄灰色砂質土で

厚さ3～ 20cmの堆積を測り、土師器片を少量含む。第Ⅱ②層は調査地南部、5区 A及び6区

Aのみで検出された。第Ⅱ①層に比べ粘性がやや強い。厚さ5～ 10cmの堆積を測り、土師

器、須恵器を包含する。

第Ⅲ層一微弱な土色の違いから2層 に分層した。第Ⅲ①層は調査地北部、2区の南半部から3区の

北半部を除くほぼ全域で検出された。黒色土で、厚さ5～ 10cmの堆積を測るが、調査地南

部5区 A～ Cでは厚さ40cm前 後を測る。本層中及び上面からは多数の遺構や遺物を検出し

た。特に本層中からは石器類が出上している。第Ⅲ②層は4区の一部を除くほぼ全域で見

られる。厚さ5～ 15cmの 堆積であり、本層中から石器類が出上している。土壌分析の結果、

約6,300年前に南九州の鬼界カルデラから噴出した広域テフラ、鬼界アカホヤ火山灰に由

来する火山ガラスの濃集層準が認められた。本層上面にて倒木址を検出している。

第Ⅳ層以下は各調査区の西壁沿い、及び調査区内の東西方向のトレンテ掘りによって土層観察を行

つた。調査の進行上、危険が伴う場所や第Ⅷ層検出までに地表下3mを越える場所では途中で トレン

チ掘 りを中止した場所もある。

第Ⅳ層一本層上面が今回の調査における最終の遺構検出面である。調査北区中央部 (4区の北半部)

を除くほぼ全域で見られる。厚さ5～ 20cm前後の堆積である。本層上面からは石器が数点

出土しているほか1区 の南半部にて焼上を検出した。

第V層 -4区 の北半部を除くほぼ全域でみられる。堆積状況は調査地北方から南方へ向けて緩傾斜

堆積をなし調査区北端で約5cm、 南端では約40cm前 後を測る。本層中から遺物は検出され

なかった 〔2区 の中央部にて本層上面から掘り込まれたピット状遺構を検出した〕。

第Ⅵ層一土壊分析の結果、本層は約2.2～ 2.5万年前に南九州の姶良カルデラから噴出した広域テフ

ラ、姶良Tn火山灰であることが判明した。堆積状況により大きく2層 に分層した。1つ は直

接、調査地に降下した火山灰 〔1次堆積〕、他方は、何らかの作用により調査地外の場所に

降下した火山灰が、調査地内に移動して堆積した火山灰 〔2次堆積〕である。特に1次堆積

の火山灰は粒子の大きさにより3つ に分層した。上位より黄色の細粒火山灰層、褐色の粗

粒火山灰層、黄色細粒火山灰層で、それぞれを第Ⅵ①層、第Ⅵ②層、第Ⅵ③層と呼称した。

また、2次堆積の火山灰は混入する遺物 (砂、礫)に より、第Ⅵ層砂、第Ⅵ層礫、第Ⅵ層

風といつた呼称名を付けた。

〔2次堆積〕

第Ⅵ層砂-1区の北半部及び3区 を除くほぼ全域でみられた。1～ 3alm大 の砂の粒子が混入するもので色
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位

調は責褐色を呈する。調査地北から南へ向けて緩傾斜堆積をなし厚さ5～20cm前後を測る。

第Ⅵ層礫 -3区 の一部及び4区 を除 くほぼ全域でみられた。5～ 23Hlm大の小礫が混入するもので、色

調は黄褐色を呈する。2区、6区 では堆積が厚 く、厚さ20～ 30cmを 測るが、その他はいず

れも5～ 15cm前後である。

第Ⅵ層風-1区の北半部及び4区 を除くほぼ全域で見られた。1～ 4mll大の礫がわずかに混入するもの

で、色調は黄色を呈する。6区 では比較的堆積が厚 く20cm前 後を測るが、その他の場所

では5～ 10cm程度である。

〔1次堆積〕

第Ⅵ①層-1次堆積の火山灰の内、最も粒子のきめの細やかなもので、調査地ほぼ全域で検出され

た。4区 においては、本層がブロック状に堆積をなす。色調は黄色を呈し、厚さはほぼ

均―で10～30cm前後を測る。

第Ⅵ②層一本層は堆積中及び堆積後に東西方向の水の作用を受けたものと思われる。色調は褐色を

基調とし、特に水の作用の大小により乳褐色浮し責褐色に色調の変化した部分がみられた。

分布は4区及び5区の一部を除くほぼ全域である。1～ 3区では15～ 20cm前後の堆積である

が5区では30cm前後と最も厚くなり、6区南端部では5cm程度と最も薄い堆積状況となる。

第Ⅵ③層―調査地内に最初に降下した火山灰である。比較的粒子のきめの細かい火山灰で色調はや

や淡い黄色を呈する。堆積状況は西壁や東西 トレンチの上層観察などから、6区周辺で

は面的な広がりが予想されるが、その他の地域では点在しているものと思われる。厚さ

わずかに3～ 5cm程度の堆積である。

第Ⅶ層一前述したように、危険を伴う場所では第Ⅷ層まで掘り下げができなかった。したがって便

宜上、第Ⅷ層までの間の土層を第Ⅶ層と呼称する。暗褐色砂質土を基調とするが、5区で

は黄白色の粘土層 (厚 さ10～20cm)が褐色砂質土を覆う場所がある。その他、6区 Aでは

第Ⅵ層下に541m大の小礫を含む灰色粗砂層が検出された。調査区西壁沿い及び東西 トレン

チ掘 りにより、本層上面は調査地全域を通し、ゆるやかな起伏をもつ。特に5区 Aの北端

では約30cm程度盛 り上がった箇所がみられた。第Ⅵ層以上、第Ⅲ①層までは、本層上面

の起伏に沿った堆積状況をなす。

第Ⅷ層―旧石手川の砂礫層である。調査区北半部で主に検出された。拳大の円礫で構成される。本

層上面は調査地北東から南西方向へ傾斜をなす。特に東西方向では1区 の中央部に、南北

方向では3区及び4区の南端部にて約20cm前後の上堤状の高まりがあり、自然堤防があっ

たことがうかがわれる。

遣構は、第Ⅲ①層上面及び第Ⅳ層上面で検出した (第 3図 )。 第Ⅲ①層上面では枝松遺跡 S D5・ 7

など数条の溝やピットを検出し、束本遺跡S B203や S B302の 竪穴式住居址をはじめ、土坑やピット、

倒木址などを検出した。第Ⅳ層上面 (最終遺構検出面)では、竪穴式住居址や掘立柱建物l■、溝、土

坑などの遺構を多数検出したが、その深さなどから判断すると本来は第Ⅲ②層以上の層から掘り込ま

れた可能性が高いものばかりである。

これらのことから各層は出土遺物・検出遺構から判断すると、第Ⅱ①層は中世以降、第Ⅱ②層は古

墳時代～中世、第Ⅲ①層は縄文時代までに堆積したものと判断される。

また、第Ⅳ層上面の標高を測量すると漸次、調査地北東から南西方向へ向けて緩傾斜をなす。

つ
０



3 東本 1区 (2)

位

第 5図 土層写真 (1)

4 束本 2区

2 束本 1区 (1)

5 東本 3区 6 東本 4区
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7 束本 5区 A 8 東本 5区 B

9 東本 5区 C 10 東本 6区 C

11 東本 6区 B 12 東本 6区 A

第 6図 土層写真 (2)
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層

まとめ

今回の調査で注目されることは2つ のテフラ (火山灰)の検出である。アカホヤ火山灰 (第 Ⅲ②層)

とAT火山灰 (第Ⅵ層)である。

アカホヤ火山灰は今から約6,300年前に降下したテフラである。色調は黒褐色を呈し、厚さは調査

地全域を通し5～ 15cmを 測る。松山平野での検出は初例である。本層中からは石鏃10点 が出土してい

る。これまで、松山平野における縄文時代以前の石器は表採資料がほとんどであり、今回のように層

位的に検出された例はなく、本資料は貴重な資料といえる。今後、松山平野における先土器～縄文時

代の石器編年等を考えるうえで好資料となるものである。

一方、AT火山灰は今から約22,000～ 25,000年 前に降下した広域テフラである。色調は黄褐色を基

調とする。今回の調査では直接、調査地に降下した火山灰 (1次堆積)と 、何らかの作用により調査

地以外の地から搬入された火山灰 (2次堆積)と を検出した。1次堆積のうち最初に降下した火山灰は

厚さ3～ 5cmの堆積で、その分布は点在しているものと考えられる。次に降下した火山灰は厚さ5～

25cmの堆積を浪Iる 。調査地全域でみられるが、東西方向に流れる河川や流路等の影響で色調が茶褐色

や乳褐色を呈する。最後に直接降下した火山灰は、厚さ10～ 30cmを 測り、1次堆積の火山灰の中では

最も厚い堆積をなす。調査地のほぼ全域でみられ、色調は黄褐色を呈する。l次堆積後には風や水

(砂・礫が混じる)の作用により、2次的に堆積した火山灰が厚さ10～ 30cmの堆積を測る。色調は責褐

色を呈する。松山平野では調査地東部、樽味四反地遺跡1次調査地や桑原西稲葉遺跡2次調査地などで

AT火山灰が検出されている。しかしながら、今回の調査では、最大で厚さ60cm前後の堆積があり、

松山平野では初例である。よって、きわめて貴重な資料といえる。

火山灰以外の上層では第Ⅶ層はAT火山灰堆積以前の土層であり、砂質土や粗砂、粘質土などで構

成される。調査地全域を通し、第Ⅶ層上面では南北方向は凹凸がみられ、東西方向は東から西へ緩傾

斜をなす。第Ⅵ層以上、第Ⅲ①層まではいずれも第Ⅶ層上面の起伏に沿つた堆積状況をなす。第Ⅲ①

層上面では比較的平坦面をなすことから、生活面を形成していたことがうかがわれる。

また、最下層である灰色砂礫層は拳大の円礫で構成され、旧石手川の砂礫層である。検出した地点

は数箇所ではあるが、調査区北部では南北方向に、調査区中央部から南側の一部では東西方向に20cm

前後の上堤状の高まりを検出している。おそらく自然堤防が形成されていたものと思われる。

以上、簡単にまとめを行った。AT火山灰は、これまでに桑原・樽味地区で検出例が報告されてい

るが、今後は資料収集を重ね、松山平野でのAT火山灰の分布や堆積状況などの詳細なデータ作りに

努め、AT火山灰が堆積する要因を検討していく必要性がある。また、今後の調査では、可能な限り

深掘りを実施し、火山灰の有無や、旧石手川の砂礫層の検出をし、古地形や古環境の復元に努めるこ

とも重要な調査課題である。
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第 5章 1区の調査

1.調査の経緯                       ヤ

1区 は、調査対象地の北端部であり、調査以前は水田と果樹園であつた。調査対象面積は1,400ぽ で

あるが、安全対策及び排土置場 として周縁を2～ 5mの幅で使用 したために、調査面積は990♂余 りと

なった。以下、調査工程を略記する。

1993年10月 1日 より調査事務所の設置及び調査準備作業を行う。

10月 8日 より調査区西側に幅lmの トレンチ (aト レンチ)を掘 り基本土層の確認を行う (第 8図 )。

表土剥ぎ取 りはまず調査区西側の幅8mを重機により行い、つ,土 は東側に置 く。景」ぎ取 り後は遺構検

出作業を行う。

19～25日 、排土搬出用の道路をつけ、排上の搬出をしながら東側7mの表土黒↓ぎを行う。遺構検出

作業を行い、掘立柱建造物・溝・土坑・柱穴痕を検出する。調査区内に東西8m間 隔、南北4m間隔の

浪1量抗を打ち、遺構配置図の作成を行う。

28日 に杉山真二・早田勉・田崎博之の各氏に層序に関する調査指導を乞い、検討会を行う。

■月末迄に遺物出土状況の測量と遺物の取 り上げを行い、さらに遺構の測量を完了する。

3月 に調査区内を精査 し、航空写真測量を行う。測量完了後、東西3カ 所にトレンチ (boc・ dト

レンチ)を掘 り、写真撮影と測量を行う。3月 末日迄に野外調査を終了する。

なお、調査区に4m四方の杭を打ち、西から東にA・ BoC、 北から南に 1・ 2,3… 。21・ 22・ 23

と番号を付 し、グリット分けを行った。

2.層 位

本調査区の基本土層は、第I層表土 (耕作土)、 第Ⅱ層黄灰色 (水田床土)、 第Ⅲ①層黒色土、第Ⅲ

②層黒taJ色土、第Ⅳ層褐灰色土、第V層暗褐色土である。第I層及び第Ⅱ層は20～ 30cmの厚さを測る。

第Ⅲ①層黒色土と第Ⅲ②層黒褐色土は、調査区の南側5mから北側にわたりみられ、共に厚さ5～ 20cm

の堆積である。第Ⅲ①層中には少量であるが、弥生土器が含まれる。第Ⅲ②層中に1点石器を検出し

ている。この第Ⅲ②層はアカホヤ火山灰 (6,300年 前)である。第Ⅳ層褐色砂質土は調査区全域に堆

積 し、厚さ10～20cmを測る。第Ⅳ層中には遺物は検出されなかったが、生活が行われていたと思われ

る焼土を調査区の中央部で検出している。

遺構は、第Ⅳ層上面で検出し、古墳時代から近世までの遺構を確認した。掘立柱建造物2棟・柵列1

基・溝7条・土坑2基・柱穴29基である。これらの遺構は調査区西壁では第Ш②層を切つており、本来

は第Ⅲ②層のアカホヤ火山灰以上の層から掘りこまれていたと考えられる。

検出遺構の時期は、調査壁の上層の切り合い関係より埋上が灰色の遺構は近代で、灰色以外は古墳

時代以降と認定した。
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第 7図 調査区位置図
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東本遺跡 4次調査 1区

3.遺構 と遺物

〔1〕 先土器・縄文時代

1)焼土 (図版 8)

調査区中央の cト レンチで焼土を確認 した。 トレンチ南壁の第Ⅳ層中にて断面検出後、平面で焼土

の範囲を確認 した。その結果、焼土は東西80cm、 深さ20cmの広が りをもち、その上面では赤茶げた焼

土痕を検出した。焼土内から遺物は検出されず、明確な掘 り方は確認できなかった。焼土の時期はア

カホヤ火山灰降下以前である。

2)遺物 (第 10図 ,図版10)

1は ナイフ型石器で、焼土検出地点より13m南西のB9区で検出した。検出面は第Ⅳ層上面の検出で

ある。石材は赤色チャー ト。法量は長さ7.8cm、 幅2.Ocm、 厚さ0.9cm、 重さ13.7gを測る。

(S=2:3)

第10図 第Ⅳ層上面出土遺物実測図

〔2〕 古墳時代以降の遺構と遺物

1)掘立柱建物址 (掘立)

本調査で確認された掘立柱建物址は2棟である。

掘立 101(第 11図 ,図版 7)

調査区北側の中央より東、Cl～ D2区 に位置する。建物址は、東西棟で1間 Xl間 、桁行長3.4m、

梁行長2.2mを 測る。柱穴は円形で直径20～ 35cm、 深さ12～ 18cmで ある。埋土は灰白色上である。柱

穴内からは遺物の出土はない。

掘立 102(第 12図 )

調査区中央部のC10～ D10区 に位置する。建物址は1間 ×1間 で、桁行2.lm、 梁行1.7mを 測る。柱

穴は円形または楕円形で、直径20cm～ 40cm、 深さ10cmの 遺存である。埋土は黒色土である。柱穴内か

らは遺物の出土はない。
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遺 構 と 遺 物
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第11図 掘立刊01測量図

o                        2m

(S-1:40)

2)柵列 (SA)
SA101(第 18図 )

調査区南東部のD12～ 13区で、ほぼ一直線に並ぶ小穴列を検出した。当初、掘立柱建物の可能性を

考え、対応する小穴の検出に努めたが、対応する小穴がみあたらず、南北方向に直線的に並ぶ柵列と

判断 した。柵列はS P32・ 34・ 35。 36・ 37か ら構成され、検出径は19～ 20cm、 深さ6～ 24cmを 測 り、

それぞれの間隔は北より1.6m。 1.9m・ 1.8m。 1.6mを測る。 S P35は 深さが他の小穴より深 く24cmを

測 り、基底部より12X10cm、 厚さ5cmの 敷石を検出する。埋土は灰白色土で遺物の出土はない。なお、

この柵列に関連する遺構は西側では検出されなかったことより、柵列に関連する遺構は、東側の調査

区外に広がるものと考えられる。

3)溝 (SD)
SD106(第 14・ 15図 ,図版10)

調査区北西のAl～ Cl区で検出し、S D101・ 1021こ切られる。溝は断面形態がレンズ状を呈 し、上

場幅170cm、 深さ46cm、 検出長6.Omを 測る。溝床面は北東から南西に向け傾斜 している。埋土は2層

で、上層が茶褐色砂層、下層は灰茶色砂層である。出土遺物は、須恵器の杯蓋小片1点 と、弥生土器

の細片と鉄製品である。このうち、実測可能な遺物は須恵器1点 と鉄製品である。
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束本遺跡 4次調査 1区

山oo9ク8H

誤
①

罵

1黒色土

2黒灰色土

3茶掲色土

4黒掲色土

■ 柱痕

0                        2m

(S=1140)
第12図 掘立102測量図

出上遺物の杯蓋21よ 、扁平な天丼部 と口縁部を分ける稜はやや鈍 く、口縁部は尖 り気味に九 く、内

面に内傾する段を有する。鉄製品3は 、棒状で長さ3.6cmで断面は楕円形を呈 している。錆が厚 く原形

は不明瞭であるが釣 り針の可能性が考えられる。

SD104

調査区南東のC14～ D14区で検出した。ただし、調査区の南側は、表土剥ぎ取 り時に掘 り下げすぎ

てお り、本来は南側に延びるものと思われる。断面形態はレンズ状を呈 し、上場幅65cm、 深さ1lcm、

検出長■.8皿 を淑Iる 。埋土は黒色±1層 である。遺物の出土はない。

SD107

調査区南東隅C15～ D16区に位置する。上場幅110cm、 深さ20cm、 検出長7.2mを 測る。断面形態は

レンズ状である。埋上は2層 である。上層は黒褐色粘質上、下層は黒褐色砂質上で、レンズ状に堆積

する。.遺物の出土はない。

SD105

C15～ D16区に位置 し、 S D 107の 上面を流れる。上場幅52cm、 深さ12cm、 検出長7.lmを 測る。断

面形態はレンズ状で、埋土は灰白色の砂層である。遺物の出土はない。
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遺 構 と 遺 物

『

③  SP32

◎  SP34

照C) SP35

《⊆) SP36

1.黒色土

2.灰 自色土

3茶掲色土

《ED》  SP37

L                      m

(S=1140)

第13図 SA101測量図
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束本遺跡 4次調査 1区

0                        3m

1灰白色土 (SD101)

2灰白色土+茶褐色砂 (SD102)

3茶褐色砂 (SX107)

4灰茶色砂 (SD106)

第14図 SD106測 量図

0                        10cm

(S=1:3)

第15図  SD刊 06出土遺物実測図

SD102(図 版 7)

調査区の北西Al～ Cl区 にあり、 S D 106を切 りS D 1011こ 切 られる。溝の断面形態はレンズ状で上

場幅60cm、 深さ19cm、 検出長6.Omを 測る。埋土は灰白色粗砂に灰黒色細砂混入するもので、遺物の

出土はない。

〔3〕 近代の遺構

1)溝 (SD)
SD101

調査区北側のAl～ Dl区 に位置 し、東西方向に第Ⅱ層を切る状況で検出した。上場幅40cm、 深さ

10cm、 検出長12.2mを 測る。断面形態はレンズ状を呈 し、埋土は灰色の砂である。遺物の出土はみら

れないが、埋土が灰色上であり、近現代の遺構 と思われる。

ＳＤ‐０‐
０
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遺 構 と遺 物

2)土坑 (SK)
SK101

調査区北のBl区 に位置 し、 S D101を 切っている。平面形態は楕円形であ り、長軸100cm、 短軸

57cm、 深さ15cmを 測る。埋土は仄色土である。遺物の出土はない。時期は近代の溝 S D 101を 切る遺

構であり、近現代のものと思われる。

SK102

調査区南壁沿いのB16区 に位置する。遺構は調査区外に至る。平面形態は楕円形 と思われ長軸

160cm、 短軸91cm、 深さ85cmを 測る。埋土は灰色上で S K101と 同じである。遺物の出土もない。埋土

等より近現代の土坑と思われる。

〔4〕 その他の遺構

1)倒木 (SX)

倒木は、調査区4区から13区 間に6基を検出した。平面形態は精円形で、規模は160～ 350cmで ある。

このうち、 S X105は 160cmと やや規模が小さい。倒れた方向は、 S X1011よ北西方向、S X102・

105。 106は南東方向、S X103。 104は南西方向に倒れている。今回の調査では、平面形態とその規模、

さらに倒壊方位を記録するにとどめ、完掘はしていない。

4.小 結

層位 :第 Ⅲ②層 (ア カホヤ火山灰 )、 第Ⅵ層 (AT火山灰1次堆積)は火山灰であることを確認 してい

る。アカホヤ火山灰の下層からは、石器 と焼土を検出してお り、6,300年 以前の生活址を確認するこ

とができた。今後、周辺地域の面的な調査が進めば、よリー層の成果がえられると思われる。

遺構 :本調査区で検出した遺構は、いずれも出土遺物が少なく時期が明確に比定できないが、弥生時

代の遺物を包蔵する第Ⅲ①層を切っているために、古墳時代以降の遺構であると認定した。

検出遺構は掘立柱建物l■ と柵列及び柱穴と土坑である。掘立柱建物址は、1間 ×1間 の2棟 を検出し

ている。この2棟の柱穴は小規模なものであり、住居址ではなく、小さな簡易的各倉庫であつたと思

われる。溝は6条検出している。溝の基底部は、北東から南西にゆるやかに傾斜 している。 S D104を

除く5条 の溝には砂が見られ、水が流れていたことがわかる。

出土遺物は、 S D106か ら須恵器を検出してお り、埋土より古墳時代以降のものと考えられる。

今回、調査区内西側では住居址は未検出であり、住居址は柵列 (S A101)よ り東側に展開するも

のと考えられる。

遺構・遺物一覧 ―凡例―

(1)以下の表は、本調査区検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は高尾・田崎 。中村が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法 量 欄   ( ):復 元推定値

形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。
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束本遺跡4次調査 1区

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中 の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、 多→「1～ 411m大 の砂粒・長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表 1 掘立柱建物址一覧

掘 立
規 模

(間 )

方 位

桁   行 梁  行 床 面

(ド )

積
時 期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (尺 ) 実長 (m) 柱間寸法 (尺 )

1× 1 東西 220 748 古墳時代以降 SP l,2・ 34

1× 1 Hヒ東 210 170 357 古墳時代以降 SP 24 26・ 27 28

表 2 土坑一覧

土坑

(SK)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備  考

BI 楕 円 形 逆 台 形 100× 057× 0,15 灰色土 近  代 SD101を切 る

B16 楕 円 形 逆 台 形 1.60× 091× 085 灰色土 近   代 調査区外へ続く

表 3 溝一覧

溝

(SDl
地    区 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備  考

Al～ Dl レンズ状 12.2× 04× 0,1 灰白色砂 近 代 E→W

Al～ Cユ レンズ状 60× 06× 019 灰白色粗砂
灰黒色粗砂

古墳時代以降
SD106を切 りSD101
に切 られる

Al～ A3 レンズ状 5.2× 01× 015 灰 白色粗砂 近 代
平面は確認できず
断面のみ確認

C14～ D14 レンス状 118× 0.65× 011 黒色土 古墳時代以降 NE→ SヽV

C15～ D16 レンズ状 71× 0.52× 012
灰白色砂
黒褐色砂質土 古墳時代以降 NE→SW

Al～ Cl レンズ状 60× 17× 0.46
茶褐色砂
灰茶色砂

須恵器杯蓋
弥生

古墳時代以降
SD101 1能 に切られる

NE→SW

C15～ D16 レンス】犬 72× 1.1× 02
黒褐色砂質土

黒褐色粘質土
古墳時代以降 NE→SW

表 4 第Ⅳ層上面出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残   存 質
材

材

石

法 量

備考 図版

長 さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ

] ナイフ形石器 完形 赤色チャート

表 5 SD106出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調   整 色調
1賞目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

2 杯蓋
口径(136)

残高 4.4

日縁部はほぼ直に立ち上がる。端部は
わずかに凹面をなして内傾する。天丼
部と日縁部との段差による陵をもつ。

① 回転ヘラ削1/2

回転ヨヨナデ

◎回転ヨコナデ
回転 ヨコナデ

灰色

灰色

石,長
(1～ 2)

密
◎

表 6 SD106出土遺物観察表 金属製品

番 号 器  種 残存 材  質
法 量

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

3
棒状鉄製品

釣針 ?
棒状の小片 鉄 製 035
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第 6章 2区の調査

1.調査の経緯

2区 は、1区 の南側に位置 し、1区 との距離は4mで ある。調査地は幅20m、 長さ■6m、 対象面積

2,320♂である。当地は、調査以前は2枚の水田であった。調査面積は、周縁地を安全対策兼排土置き

場として使用 したために、1,366♂ あまりとなった。以下、調査工程を略記する。

調査地は調査地中央にある水路により北区と南区の2つ に小区分 し、南区より調査を開始 した。

10月 12日 より、南区西側に幅lmの トレンチを掘 り基本土層の確認を行う。つづいて東西10m、 南

北50mの範囲で表土剥ぎを行い遺構検出作業を行う。

11月 18日 より、北区設置の事務所を撤去 し、西側に土層確認の トレンチ (aト レンチ)を掘る。次

に東西幅14mで表土剥ぎを行い、同時に排土の搬出を行う。表土剥ぎ作業と併行 して遺構検出作業を

行う。

12月 2日 より、南区は東に4m拡張する。表土剥ぎ取 りを行い、遺構検出作業も同時に行う。

12月 6日 、東西8m間隔、南北4m間隔の2列で測量杭を打ち、区割りを行う。

1月 7日 より、南区D21～ 29区 にかけて竪穴式住居が検出され、幅4m、 長さ33mに渡り拡張を行い

遺構検出作業を行う。

2月 24日 、田崎博之・平井幸弘・宮本一夫 。杉山真二・早田 勉の各氏に土層、遺構及び遺物に関す

る調査指導を乞い検討会を行う。

3月 19日 に現地説明会を行い、地域住民及び考古学ファン約200名 が見学に訪れる。

3月 末までに調査区内の精査を行い、航空写真測量を実施する。つづいて東西に3カ 所のトレンチ

b・ c・ dを掘り上層の確認を行う。土層の写真撮影と測量を行い野外調査を終了する。

2.層 位 (第 3・ 1咽 )

本調査区の基本土層は、第I層表土 (耕作土)、 第Ⅱ層黄灰色 (水田床土)、 第Ⅲ①層黒色上、第Ⅲ

②層黒褐色土 (ア カホヤ火山灰)、 第Ⅳ層褐灰色土、第V層暗褐色土、第Ⅵ層はAT火山灰上である。

l次堆積土と2次堆積上に分かれ、2次堆積上の風・礫・砂、1次堆積土の第Ⅵ①層、第Ⅵ②層、第Ⅵ③

層と呼称する。第I層及び第Ⅱ層は20～ 30cmの厚さを測る。第Ⅲ①層は、北区北端より20m以南には

5～ 10cmの堆積が認められるが、北区北端より20m間には見られない。第Ⅲ②層は、ほぼ調査区全域

で5～ 15cmの堆積が見られる。第Ⅲ①層からは弥生土器、第Ⅳ層上面からは石器が出上している。

遺構は、第Ⅵ層上面で先土器時代～縄文時代の柱穴1基 を検出した。第Ⅳ層上面では、弥生時代末

～近世までの遺構を確認 した。竪穴式住居址5棟、溝3条、土坑11基、柱穴120基、倒木痕4基である。
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束本遺跡 4次調査 2区

第16図 調査区位置図
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束本遺跡 4次調査 2区

3.遺構 と遺物

〔1〕 先土器時代～縄文時代

遺構は南区 cト レンチの第Ⅵ層上面で円形の小ピットを1基検出した (第20図 、図版 14)。 規模は径

16cm、 深さ25cmを 測る。埋土は、灰褐色上である。出土遺物はない。第Ⅵ層上面での調査は時間的な

関係で部分的なものである。

遺物は第Ⅳ層上面のC13区 、B24。 26区で石鏃とスクレイパーが出土 した (第21図 、図版32)。

石鏃4は凹基式である。法量は長さ2.3cm、 幅1.9cm、 厚さ0.25cm、 重さ0.9gを 測る。石材は赤色チャ

ー トである。石鏃5は平基式である。制片の縁辺部に調整を施す。両面に主最↓離面を残す。法量は長

さ1.5cm、 幅1.3cm、 厚さ0.15cm、 重さ0.4gを 測る。石材は緑色チャー トである。

スクレパー6は、ほぼ完形品で自然面をもつ。法量は長さ5.9cm、 幅2:2cm、 厚さ1.lcm、 重さ11.9gを

測る。石材は姫島産の黒曜石である。

1灰掲色土

2暗乳黄色土(黒色上が帯状に混じる)

O②⑭ は分析番号

(S=1:40)

第20図 第Ⅵ層上面遺構断面測量図

Å_

→

一滋4§態蛍一‖
→     5

れ

よ

＝

Ⅵ

Ｗ

0                       5                      10Cm

(S=2:3)

第21図 第Ⅳ層上面出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

〔2〕 弥生時代

1)竪穴式住居址 (SB)

検出した5棟の住居址は、すべて弥生時代後期末の住居址である。いずれも第Ⅳ層上面での検出で、

調査区南区の南側に集中している。平面形態は円形 (1棟 )と 方形 (4棟)の二種類がある。円形の住

居は大型で、方形の住居は大型と小型がある。

(3B203の 調査工程 )

2区 の遺構検出状況の写真撮影を高所作業車を使用 して行った。その際、上方より各遺構を観察す

ると、南区にドーナツ状に巡る幅約lmの輪が見られた。当初は住居址ではなく、周溝ではないかと

考えたが、入念に遺構の観察と検討を行った結果、竪穴式住居の周堤であることが判明した。なお、

住居の東側は未検出部分があったため東側に拡張を行ったが、住居全体の検出にはいたらなかった。

調査は続いて住居東壁に幅50cmの トレンチを掘 り、埋上の堆積状況及び住居の深さと周堤帯の構造に

ついての確認を行った。住居の埋土は4層 あり堆積は40cmであった。周堤帯は2層 に分層でき、厚さ

25cmであった。

次に、住居の中央部に十字にベル トを残 し、埋±1か ら掘 り下げを開始する。以後埋±2・ 埋±3と

順次掘 り下げをおこなう。埋±4は 部分的な検出であった。遺物は埋±2・ 埋±3よ り出土 したため、

遺物とベル ト土層の測量を行い、遺物を取 り上げ、ベル トを撤去 し、床面施設の検出を行った。床面

には炉と主柱穴、周壁溝、小溝を検出した。炉は不整形であったために、南北に1本、東西に2本のベ

ル トを残 し掘 り下げを行った。精査の結果、炉は方形の深い炉と楕円形の浅い炉より構成されている

ことが判明した。

主柱穴は、はじめに外側に8本を検出したが、東側に2本あるものと思われたため調査区を対象地域

まで拡張 し計10本を検出することになった。さらには、内側に4本の主柱穴が存在することをも確認

した。周壁溝の検出では、外側の主柱穴から周壁溝につづ く小溝が存在することを確認 した。小溝は

主柱穴10本の内8本 に伴い、北西の S P4と 北東 S P49の 周辺からは小溝は検出できなかった。また、

小溝と周壁溝との切 り合い関係 も入念に観察を行ったが、切 り合いは確認できなかった。

SB203(第 22図 、図版15～ 19)

南区の南東隅に位置する。平面形態の全容は、調査区外に続 くために明らかではないが、円形と思

われる。規模は径12m、 壁高40cmを 測 り、大型の住居である。この住居には3点 の特徴がある。

第11こ は周堤帯をもつことであり、第2に は主柱穴が10本 と4本の2重 に巡ることであり、第3に 1ま 炉

が2ケ 所あるということである。

周堤帯は幅1～ 1.5mで 、厚さ25～ 30cmが残っていた。周堤帯は、住居の外偵1を 30cm掘 り下げ、掘 り

下げた外壁下に幅10～ 15cmの 溝を巡らす。周堤帯は灰褐色上で非常に硬 く築造されており、部分的に

は上下2層 に分層できる。

主柱穴は、外側 と内側の2重に巡る14本 の柱穴を検出した。外側の柱は壁体より1.5m離 れた地点に

10本 (S Pl～ 8・ 48。 49)があり、柱穴平面は円形で、径35～ 60cm、 深さ35～ 60cm、 柱穴間は200～

230cmを測る。内側の柱は壁体より3.5mの 地点に4本 (S P9～ 12)が並び、柱穴平面は円形で、径38

～48cm、 深さ55～ 60cm、 柱穴間は200～ 280cmを測る。内側の柱穴は、外側の柱穴にくらべて、深 く統

一されている。
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束本遺跡4次調査2区

炉址 (第 23図 )は、住居址中央やや南側に位置する。南側のものは不整の楕円形を呈 し浅 く (炉 1

とする)、 北側のものは長方形を呈 し深い (炉2と する)と いう形態をもつ。規模は南側炉 1は 長軸

172cm、 短軸92cm、 深さ8cmを 測る。断面形態は、レンズ状を呈する。炉1の埋土は、上層が黒掲色土

を下層は、厚さ4～ 6cmの炭の層を検出した。北側炉2は長軸100cm、 短軸32cm、 深さ30cmを測る。炉2

の埋土は、大きく三層に分層される。炉2か らは炭は検出されなかった。中・下層は第Ⅵ層の火山灰

(責色)ブロック混 じりである。その他の内部施設として、小溝と周壁溝を検出した。

小溝は、外側の主柱穴10本の内、S P4・ 49を省 く8本 より壁体に向かって伸びる溝である。規模は、

幅20cm、 深さ5cm、 長さ100cmを 測る。断面形態は、U字】犬である。

周壁溝は、壁体にそつて巡る。規模は、幅20cm、 深さ5cmを 測る。断面形態はU字状である。

遺物は埋土内と床面から出土 している。

住居址内の床面からは石錘1点 と石庖丁2点、それと土器片が出土 し、住居内の周壁溝よりほぼ完形

の鉢が出土 している。炉2か らは鉢片が出土している。周堤内 (北東部)か らはガラス玉が1点 出土 し

ている。それと、焼土を周壁 と平行に巡る形で検出した。

出土遺物 (第24～ 27図 、図版23～ 25)

甕形土器 (7～ 8) 7口 縁部は、ゆるやかに外反 し端部は、「コ」字状を呈する。外面口縁部にタ

タキ後ハケ、底部にタタキ後ナデ調整を施す。8,9口縁端部の内面はヨコナデによりやや拡張され、

端面は凹む。10は 口縁部～頸部にかけての小片、直立気味に立ち上が り端部付近で僅かに外反する。

内面にケズリが見られる。■口縁端面はナデにより僅かに凹む。12口縁部はゆるやかに外反し端部は

「コ」字状を呈する。13口縁部は「く」字状に外反し、端部は丸味のある「コ」字状である。日縁部

に接合痕が顕著に見られる。14口縁部がやや肥厚 し端部は九味をもつ。15短 く屈曲する口縁部の端部

は九味をもつ。16小 さい平底より肩部の張る胴部をもち、口縁部はゆるやかに外反し肥厚する。17・

18は平底内外面にハケロ調整を施す。

重形土器 (19～ 38) 19～ 28は複合口縁壺の口縁部片である。19は 口縁拡張部が僅かに外反し、櫛

描による沈線文を施す。20拡張部が剥ぎ落としている。擬口縁の端面に波状文を施す。21短 く内傾す

る拡張部片。櫛状工具による縦沈線文を施す。22接合端面に波状文を施す。23～26は 拡張部～接合部

の小片であり口径は不明である。23・ 26は 波状文、241よ 斜線充填による三角文を施す。27僅かに内湾

する拡張部、端面はナデにより上方に拡張する。28内傾する拡張部の端部はナデにより九 く仕上げる。

横沈線文を8条施す。29外反する口縁端部は内外に拡張 し、端面に円形浮文 と三角形斜線の充填を施

す。30外反する口縁の端部は粘土貼 り付けによつて拡張する。31外反する口縁部、肩部に円形の竹管

文をlヶ 施す。頸部内面にしばり痕が顕著である。32外傾気味に立ち上が り端部手前で外反する口縁

部。33外反する口縁の端部は指おさえにより凹む。ハケメ調整を施す。34頸部片で僅かにタト傾する長

い頸部、外面にミガキ調整が施される。35～ 37直口気味に立ち上がる頸部片、外面にミガキ調整後に

横沈線文を施す。38丸味のある平底。内外面にハケメ調整を施す。
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石

石庖丁

ガラス王

1 埋上① (黒掲色上、柔かい)

2 埋土② (暗褐色土)

3 埋上③ (黒褐色上、黒色が強く、柔かい)

4 埋土③(ATブロック混)

5 埋土③ (黄色粒混)

6 埋上④ (茶掲色上)

7 黄褐色土(ATブロツク混)

8 黄掲色上(責色粒混)

9 黄色土(掲色土混)

0 炭

H 周堤帯①(灰掲色土く黒色上混〉)

2 月堤帯②
13 111②層

0、 O、 O、 0、 0分析番号
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第22図  SB203測量図



遺 構 と 遺 物

¬

↑

炉 1 _」

W    E J

1埋土③ (黒褐色土、黒色が強く、柔かい)

2埋土③ (ATブロック混)

3黄褐色土 (ATブ ロック混)

4炭 (黒色)

5炭 (黒掲色土混)

▲ 石

0～ 0は分析番号

(S=1:40)

男23図  SB203炉 1・ 2測量[コ

鉢形土器 (39～48)_39・ 40は 大型品。39の 口縁部は、反 り気味にゆるやかに外反する。内面に弱

い稜をもつ。外面にタタキ後ハケ、内面にケズリ調整を施す。40短 く外反する。口縁部。内面に明瞭

な稜、内外面にケズリ風のナデが施される。41大 きく開く口縁部の端部は「コ」字状である。ボタン

状の底部を持つ。42肩 部の張る胴部である。41・ 42と もに内タト面にミガキ調整が施されている。43～

47は、直口口縁である。43は 口縁端部は先細 りで丸い。44小 さな底部であり全合的にいびつである。

45先細 りの口縁部。外面にタタキ痕が残る。46口縁部は先細 りである。47口縁部の小片である。48

「ハ」字状の脚台を持つ。指頭痕が顕著に残る。

高杯形土器 (49～ 55)49・ 50は外反する杯部。屈曲部に明瞭な稜が見られる。51回縁部片である。

端面に半裁竹管文と円形浮文を施す。52・ 53は柱部。52は 四方向に円孔がある。54・ 55は裾部。ゆる

やかに広がる裾部の端部は「コ」字】犬である。

器台形土器 (56～ 58) 56は口縁部片、端面に竹管文を施 した円形浮文あり。57の 口縁部はラッパ

状に開き端部は粘土を貼 り付け「コ」字状を呈する。内外面にミガキ調整を施す。58は裾部片、端面

は強いヨコナデにより凹む。器壁は厚い。
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束本遺跡 4次調査 2区

ゝ  10

弟24図

0                 10               20cm

(S=1:4)

SB203出土遺物実測図 (1)

支脚形土器 (59。 60)59は中空であり、受部は斜めにカットされ「U」 字状を呈すると思われる。

60は受部の角状突起の一部と思われる。

不明土器 (61。 62)61・ 62極めて小片である。内湾気味に立ち上が り端部は尖 り気味に丸い。

石庖丁 (63) 完形品である。法量は長さ9.8cm、 幅4.lcm、 厚さ0.55cm、 重さ53.4gを 測る。研磨段

階に側部に袂 りを施す。刃は両面から同じ角度で研がれる。石材は結晶片岩である。

石庖丁 (64) 完形品である。法量は長さ7.6cm、 幅4.3cm、 厚さ0.45cm、 重さ34.2gを 測る。両面に

剥離面を残す。側部に快 りをもち、刃は両面から違う角度で研がれる。

石錘 (65) 有溝石錘の完形品である。法量は長さ3.4cm、 幅3.Ocm、 厚さ1.8cm、 重さ25.3gを 測る。

石材は砂岩である。

韻
ヽ
隠
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遺 構 と 遺 物
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第25図 SB203出土遺物実測図 (2)
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東本遺跡 4次調査 2区
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遺 構 と遺 物

鉄製品 (66) 器種不明である。錆が厚 く付着する。尖った端部をもつ。

ガラス小玉 (67) 青色である。細かい気泡が多 く含まれ濁る。

時期 :出土遺物41の 鉢が時期決定の資料である。大きく開く口縁部とボタン状の底部の形態や内外

面のミガキ調整は弥生時代後期末の特徴をもち、出土遺物に大きな時期幅がないことより、埋没時期

は、弥生時代後期末と思われる。
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第27図  SB203出土遺物実測図 (4)
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束本遺跡4次調査2区

SB201(第 28図 )

南区の北西A17～ 18区 にて住居址の一部を検出した。本住居の大部分は調査区外にあり、さらに土

層確認のための トレンチにより切られてお り、わずかな検出にとどまった。よって全容は判明しない

が、直角となる平面形態を一部検出したため、住居址の平面形態は隅九方形ないし長方形になるもの

と思われる。検出値は75× ■Ocm、 深さ40cmで あるが、調査地西壁では長さ4mの住居部分を確認 して

いる。屋内施設には周壁溝と炉がある。周壁溝は壁体にそって幅10cm、 深さ5cmで巡る。埋土は黒色

土と黒褐色上である。調査区西壁では、炉址と考えられる炭化物を含む黒色粘質上を検出した。炉は

南側がわずかに凹んでいる。

出土遺物は奏形土器、鉢形土器が床面より少量出上している。

トレンチ

1黒色土 (白 色砂粒含む)

2黒掲色土

3黒色粘質土 (炭化物含む)

(S=1:40)

第 28図  SB201測 量図
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遺 構 と遺 物

出土遺物 (第29図 、図版25)

甕形土器 (68。 70'72)68・ 70は 国縁部片。68は大きく外反する口縁部で端部は丸味のある「コ」

字状を呈する。70の 口縁端部は下方にやや突出する。器壁は厚い。68・ 70の 内外面ともにヨコナデ調

整が施される。

鉢形土器 (69,71)69は直口口縁、端部は先細 りになり若干内湾する。底部は丸味のある小さい

平底である。71は 口縁部片、短 く外反する口縁部、端部は九味のある「コ」字状である。

時期 :出土遺物69の鉢は、タト傾して立ち上がり、底部は九みをもつ形態であり外面にタタキ調整が

残る。これらは、弥生時代後期末の特徴をもち、出土遺物は少量ではあるが、大きな時期幅がないこ

とより、埋没時期は弥生時代後期末と思われる。

可孫コ

第29図  SB20刊 出土遺物実測図

SB202(第 30・ 31図 、図版20)

C22～ D23区で検出した。重機による掘削作業中に土器がまとまって出土 したので、周囲を精査す

ると隅九長方形の住居址であることが判明した。規模は長軸390cm、 短軸290cm、 深さ7cmを 測る。埋

土は黒色上である。屋内施設には、炉 と小 ピットをもち、主柱穴は検出されなかった。炉 (第 31図 )

は西側をS K205に 切られているが、住居址の中央部やや北よりに不整形な形で検出した。長軸92cm、

短軸45cm、 深さは8cmを 測 り、北額1がやや深 くなっている。炉内からは炭化物及び焼土を検出した。

小ピットは壁体に沿って検出され、直径5～ 18cm、 深さ3～4cmを測る。遺物は、住居址南東隅の床面

より甕形土器・重形土器・鉢形土器が出土 している。

出土遺物 (第32図 、図版26)

甕形土器 (73～ 78)73口縁部は長めで直立気味に立ち上がり中位付近でゆるやかに外反する。端

部は九味のある「コ」字状である。74口縁部は短く外反し端部は丸味をもつ。胴部は肩部が張る形態

である。75外反する口縁部片。端部は幅の広い「コ」字状を呈する。76口縁部片。外反する口縁端部

イま「コ」字状を呈する。器壁が薄い。77・ 78小 さめの平底で胴部は長い。

壷形土器 (79～ 81)79複合口縁壺の拡張部片である。上下に櫛状工具による7条の横沈線文とそ

の間に波状文7条 と縦沈線文5条 を施す。80突出気味の小さい平底とやや肩の張る球形の胴部をもつ。

口縁部は欠損している。81平底の底部である。内面にケズリ調整が施される。82ミ ニチュア土器の底

部片。
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束本遺跡 4次調査 2区
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焼土

・ 土器

2m0
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第30図 SB202測量図

時期 :出土遺物の甕形土器は小さな丸みをもつ底部と長胴であるという弥生時代後期末の特徴をも

ち、他の上器との時期幅がないことより坦没時期は弥生時代後期末と思われる。

鞠邸
ぬ評○
塩Ψ
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遺 構 と 遺 物
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王

H34600m

1焼土と掲色土と黒色上の混じり

2焼土

3焼土と黒色上の混じり

4焼土と褐色上の混じり

5炭
6焼土塊

0～⑭ は分却幡号

第31図

(S-1:20)

第32図 SB202出土遺物実測図
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束本遺跡4次調査2区

SB204(第 33・ 34図 、図版20。 21)

南区、東側拡張区のD23～ E24区 で検出した。平面形態は隅丸方形で、規模は南北250cm、 東西

220cm、 深さ16cmを 沢よる。内部施設としては炉と小ピットを検出している。炉 (第34図 )は住居の中

央やや東側にあり、平面形態は方形で南北64cm、 東西42cm、 深さ3cmを測る。炉床全体に焼土を検出

した。主柱穴と周壁溝は検出されなかったが、床面において径5cm、 深さ5cmの 散在する小ピットを40

基検出している。

遺物は、床面中央部と北側より鉢形土器と支脚形土器のほぼ完形品が出土 した。そのほかに、甕形

土器・壺形土器が出上 している。

出土遺物 (第35図 、図版26)

奏形土器 (83～89)83・ 84は外反する口縁部の小片。83の端部はナデにより面をもつ。841よ 尖 り

気味に丸い。85～ 89は底部片。85は平底。外面にハケロ調整が施される。86小 さな平底をもち内外面

にハケロ調整が施される。87小 さな平底。タタキ痕が顕者に残る。88・ 89丸味をおびる底部にタタキ

痕が残る。

↑

H35000m

1黒色土 (暗茶褐色小粒混)

2茶褐色土

3皓茶掲色土 (焼土混)

焼土

● 土器

▲ 石

0・ 0は分析番号

卜 炉 引

o                                l.5m

(S=1:30)
第33図  SB204測量図
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遺 構 と 遺 物

「

L   H 34800m

1褐色土 (焼土混 )

2.黒褐色土

3,焼土

(S=1:20)

第34図  SB204炉 測量図

壺形土器 (90)複合口縁重。拡張部の破片である。櫛状工具による4条の波状文と2条 の沈線文を

施す。

外形土器 (91～ 97)91・ 92は大型品の口縁部片。91の 口縁端部は「コ」字状を呈する。92の 口縁

端面はヨコナデにより凹む。93は外反する口縁部。端部は九味をもつ「コ」字状である。94内面に稜

をもち、短 く外反する日縁部。日縁端部はヨコナデにより凹む。95直口口縁の完形品。口縁端部は尖

り気味であり底部は丸味をもつ。底部から胴部にかけて全体にタタキ痕が顕者に残る。96小型品。ゆ

るやかに内湾気味に立ち上がる口縁部の端部は九味をもつ。97突 出気味に九味をもつ小さな底部。

支脚形土器 (98) 中空であり受部に2本の角状の突起をもつほぼ完形品である。外面にタタキ痕

カリ完る。

時期 :出土遺物の鉢形土器等より弥生時代後期末に埋没したものと思われる。

SB205(第 36図、図版20。 21)

東側拡張区で、 S B 202の東側に接するように検出した。平面形態は隅九長方形で、規模は東西

290cm、 南北210cm、 深さ15cmを測る。内部施設としては炉・高床部・小 ピットを付設 している。炉

(第37図 )は中央部やや南側にあり、平面形態は卵形を呈 し長軸105cm、 短軸64cm、 深さ14cmを 測る。

埋土は2層 あり、上面が炭化物混 じりの焼上で覆われ、床面部分は焼土混 じりの暗茶褐色上である。

高床部は、住居の西壁から70～ 120cm間 に三日月状を呈 した形で検出した。この高床部は厚さ10cmを

測る黒褐色土を貼 り付けて築造 していた。このほか壁体にそって小 ピット (径 10cm、 深さ7cm)力滑6

基見られる。

遺物は床面北側 と南東隅より完形の甕形土器と鉢形土器、それと小型の鉄鏃が1点 出上 している。

一

王

ω
ヽ
∞
〇
〇
ヨ
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東本遺跡 4次調査 2区

πア83

〃

一
拳 ＼

戸 ぶ∈＼″  91

＼
υ も7

lo               20cm

(S=1!4)

第35図  SBρ 04出土遺物実測図

出土遺物 (第39図 、図版27)

奏形土器 (99～ 103)99は、小さな平底より張 りが少なく細長い胴部につづ く。口縁部は「く」

字状を呈 し端部は丸味をもつ。外面にタタキ、内面にケズリ調整を施す。1001よ 胴中位がやや張る長

い胴部をもつ。口縁部は反 り気味に外反し、端部は下方に若千突出する。外面にタタキ、内面にケズ

リ調整が残る。101は胴部中位で張 りをもつ。日縁部は「く」字状を呈 し肥厚される。底部は小さな

平底である。102口 縁部は短 く直立気味である。口縁端部は九味をもつ。肩の張らない胴部に小さな

平底をもつ。103は 口縁端部でやや肥厚され端面はナデにより凹む。顎部内面に稜をもつ。

鉢形土器 (104) 直口口縁。端部は丸味をもつ「コ」字状を呈する。体部は九味をもち、底部は

粘土を貼 り付けし突出気味である。

鉄鏃 (105) 基部の一部を欠 く長さ1,9cm、 幅1.Ocm、 厚さ0,18cm、 重さ0,7gを 測る有頚圭頭鏃であ

る。

時期 :出土遺物の甕形土器・鉢形土器より弥生時代後期末に埋没したものと思われる。

＼Ⅷ斡

○

。
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遺 構 と 遺 物

Ｅ
０
０
０
い
０

エ

」

1黒掲色土
2黒掲色土 (褐色が強い)

3黄褐色土
4黒掲色土 (焼土混 )

5焼土
6焼土 (少 )十炭
7焼土 (多 )十炭
8暗茶掲色土 (焼土混)

2m

(S=1:40)

第36図 SB205測量図

1焼土(炭混)(焼土少〉

2焼土(炭混)(焼土多〉

3暗茶褐色土(焼土混)

0～ 0は分利謡

lm

第37図  SB20引戸測量図
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束本遺跡 4次調査 2区
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第38図 SB205出土遺物測量図

(S=1:4)

第39図 SB205出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

2)溝 (SD)

今回の調査で、検出した溝は3条 である。 S D202と 203は 北区からの検出であり、特にS D203は 弥

生時代後期末の上器を多量に出土 している。 S D201は 、南区からの検出で弥生土器が出土 している。

SD203(第 40図、図版22)

S D203は 、土器が多数出土 したために東側を5× 3mの範囲で拡張 し調査を行った。よって溝はD4
～A9区 にかけて検出するにいたった。北東から南西に走る溝の断面形態は舟底状を呈 し検出長21.5

m、 上場幅130cm～ 180cm、 深さ30cmを測る。埋土は2層 でその多 くは黒褐色土で、基底部では黒掲色

土に砂が多 く含まれるものである。なお、地点によっては、灰色 と黄色の砂がブロック状に堆積 して

いるのが見られた。

出土遺物は、溝全体より弥生時代後期末～古墳時代初頭の土器が出土 した。

出土遺物 (第41～ 46図、図版28～ 30)

甕形土器 (106～ 137) 106～ 1231よ 口縁から胴部にかけての残存である。106直立気味に立ち上が

る口縁部の端部は「コJ字状である。胴部の張 りは少なく、外面にタタキ痕が残る。107外反する口

縁部の端部は強いナデにより上方にやや拡張する。胴部は張 りをもつ。口縁部内外面にヨコナデ調整

を施す。108は やや反 り気味にゆるやかに外反する。口縁端部は「コ」字状である。内外面に板ナデ

による調整が施されている。109の 口縁部はゆるやかに外反 し端部は薄 く下方がやや突出する。110ゆ

るやかに外反する口縁部の端部は「コ」字状である。111・ 112は 口縁部下半部が月巴厚 し端部は先細 り

で丸味をもつ。粘土接合痕が顕著に見られる。113口縁部はやや反 り気味に外反する。端部は先細 り

である。114の 回縁部は短 く急角度で外反する。端部はヨコナデにより上方にわずかに拡張する。

115・ 116は 「 く」字状の回縁部である。115の端部は先細 りで口縁部中位に粘土接合痕が見られる。

117～ 119。 121の 口縁端部はヨコナデにより上方に拡張が行われている。120の 口縁部は反 り気味に外

反 し端部は「コ」字状であるが上方にわずかに突出する。122口縁部は直立気味で端部は九味をもつ。

124～ 137は 底部片である。124～ 126は 丸味のある不安定な平底である。1271ま 平底で細長い胴部をも

つ。128～ 133は 小さな平底の底部である。外面にタタキ痕が見られる。134は磨減のため調整不明で

ある。137は九味のある尖底である。外面にタタキ痕が見られる。

壼形土器 (138～ 162) 138～ 148は 複合口縁壼の口縁部片である。138は接合部が「く」字状を呈

する。拡張部中位に櫛状工具による横沈線文とその上下に6条 と3条 の波状文を施す。139の 拡張部は

内湾 し端部はわずかに上方につまみ上げる。1401よ拡張部がわずかに残るだけである。141は 内傾する

拡張部をもつ。口縁端部は外上方に拡張する。櫛状工具による横沈線文を14条施 し、その上面に7条 1

組の縦沈線文を、下部に波状文を施す。142拡張部を最↓ぎ落とし下垂する擬口縁を看取する。端面に4

条の波状文が施される。143内 傾する口縁部の端部は「コ」字状で九味をもつ。頸部に貼 り付けによ

る一条の凸帯を巡らし、櫛状工具による斜格子文を施す。144内 傾する拡張部の端部はわずかに上方

につまみ上げる。145は直立気味に立ち上が り、短 く内傾する拡張部。端部は「コ」字状を呈する。

頸部に貼 り付けによる凸帯を巡らし櫛状工具による斜格子文を施す。146イま直立気味にわずかに外反

する拡張部に波状文が施される。148内 湾する拡張部は肥厚され、口縁端部は上下にわずかに拡張さ

れる。148直立 し僅かに外反する拡張部。中位の内外面に稜が見 られる。149～ 1511よ 外反する口縁部

片である。149は 口縁端部をわずかに下方に拡張 し端面に斜格子文を施す。150は 大きく開く口縁部、

端部は粘土を貼 り付け下方に拡張 し垂れ下げる。端面に6条 の波状文を施す。頸部に凸帝を貼 り付け
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束本遺跡 4次調査 2区

H35000浪

1.黒褐色土(黄色粗砂混入)

2黒掲色粗砂 (灰色砂混)

(S=1:100)

第 40図  SD203測量 図

斜格子文を施す。1511よ 口縁上位の器壁が厚 く口端部は「コ」字状を呈する。152・ 155直立気味にわ

ずかに外反する口縁部。153・ 154は 内湾気味にわずかに外傾する口縁部。口端部はナデにより凹む。

156大 きく外反する拡張部の外面に山形文を施す。接合部に円形浮文を貼 り付ける。内面にミガキ調

整を施す。157～ 1621ま 底部片。157～ 159は 丸味のある平底で胴部は九味をもち立ち上がる。160突出

した平底。161・ 162は高台状に大きく突出した平底である。162の底部に葉脈圧痕が見られる。

鉢形土器 (163～ 184) 163大 型品。口縁部は反 り気味にゆるやかに外反する。端部は内面のヨコ

ナデにより上方にやや拡張する。164短 く外反する口縁部。端部下方がやや突出する。165ゆ るやかに外

〒
２
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遺 構 と 遺 物
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第41図  SD203出土遺物実測図 (1)
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東本遺跡 4次調査 2区

0                 1o               20cm

(S=1:4)
す 136    

第42図  SD203出 土遺物実測図 (2)

反する口縁部。端部は「コ」字状を呈 し胴部は九味をおびる。166口 縁部は大きく外反する。端部は

九味をもつ。167口縁部片。端部は丸味をもつ。器壁は薄い。168口縁部は外反して口端郡下方がやや

突出する。内外面にミガキ調整を施す。169口縁部はわずかに外反する。端部は「コ」字状である。

170～ 172は 直口口縁。170の 口縁部は先細 りである。171は 「コ」字状を呈 しわずかに内湾する。172

は九味をもつ。173小型品である。日縁都はゆるやかに外反 し、端部はやや肥厚され、端面はヨコナ

デにより凹む。174～ 177は 口縁部の小片。174～ 176は わずかに外反し先細 りである。177は 直口口縁、

端部は九味をもつ。178は わずかに突出気味の九味のある平底。内面にミガキ調整を施す。182～ 184

は台付鉢。182・ 183は くびれの上げ底。

高杯形土器 (185～ 191) 185～ 191は 脚部。185は 上下2段に円孔があり、下段は貫通 していない。

186は ゆるやかに広がる脚部。187は径 1.Ocmの 円孔が四方向に残る。188は外部中位に稜をもつ。柱部

と裾部を分ける境に径1.Ocmの 円孔が四方向に見られる。189脚部上位に三方向と思われる円孔を施す。

190は 2段の円Tし を施す。191は大きく広がる裾部。端部内面は凹む。

器台形土器 (192) 大型の器台、四方向に径2.2cmの 円孔を施す。

支脚形土器 (193～ 198)198は受部の小片。受部上面を斜めにカットする。194中実で器高は低い。

上下の面は凹みをもつ。195中 空である。口縁部は折 り曲げ垂下させ端部にヘラ状工具によるキザミ

を施す。196中 空で直立する口縁部の受部は斜めにカットする。197中 空。受部に2本の角状突起をも

つ。198中 空。胴部に穿孔があり受部に2本の角状突起をもつ。
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遺 構 と 遺 物
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第43図 SD203出 土遺物実測図 (3)
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東本遺跡 4次調査 2区

＼
＼ Ⅷ院

10

(S=1:4)

第44図  SD203出土遺物実測図 (4)

時期 :出土遺物より弥生時代後期末に埋没 したと思われる。

SD201(第 18図 )

南区、A28～ B25区 にあり、 S B 203の西側で検出した。規模は上場幅40～ 80cm、 深さ3cm、 検出長

■.7mを 測る。 S D201は、第Ⅳ層上面での検出であるが、南壁では第Ⅲ①層を切つていることを確

認している。南壁では、溝の深さは20cmを測る。検出長は11.7mで ある。ただし、溝底の凹みが北東

方向にD19区 までは見られるが、東壁では検出されなかった。断面形態はレンズ状を呈し、坦土は黒

掲色土である。S D201は 3区北西の溝と断面形態や埋上が同じであり、位置関係からも同一の溝と思

われる。よって、本調査の中では最も長い溝となる。出土遺物は弥生土器片が少量出上している。

時期 :出土遺物、埋土等より弥生時代後期末と思われる。

SD202(第 17図、図版22)

北区、A6～ D3区で検出した。溝はD3区 にはじまり西に伸び、一旦南西に折れ曲がりA6区 に続く。

溝は非常に残りが浅く、溝底をわずかに検出しただけである。規模は上場幅50～ 120cm、 深さ3～ 9cm、

検出長13.2mを 測る。埋土は黒色上である。遺物の出土はない。

時期 :埋土と西壁土層で第Ⅲ①層からの検出であり、S D203と 同様弥生時代後期末と考えられる。

〔3〕 近現代の遺構

土坑 (SK)

北区2基、南区9基の計11基の上坑を検出した。平面形態は隅丸長方形 と楕円形を呈するものである。

隅丸長方形の S K201～ 206・ 208。 210,211は 、規模は径53～ 150cm、 深さ20～ 42cmを測る。楕円形の

S K207・ 209は長軸規模は87～ 131cm、 深さ22～ 27cmを 測る。11基の上坑からは遺物の出土はない。

時期 :埋上がすべて灰白色上のため近現代の遺構と思われる。

〔4〕 その他の遺構

1)倒木 (SX)

倒木は北区と南区で4基 を検出した。平面形態は円形で、規模は径200～330cmで ある。倒れた方向

は、 S X201は 北方向、S X202・ 203は南東方向、 S X204は 南方向である。今回の調査では、平面形

態とその規模さらに倒壊方位を記録するにとどめ完掘はしていない。

2)柱穴 (SP)

本調査区では柱穴を119基検出した。柱穴は埋土の違いによりi～ �の4グループに分けられる。
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遺 構 と 遺 物
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第45図 SD203出土遺物実測図 (5)
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束本遺跡 4次調査 2区
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第46図 SD203出土遺物実測図 (6)
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遺 構 と遺 物

i:黒色土を埋土にもつもの44基である。その中で遺物が出上したのは、 S P3、 S P24、 S P49、

S P73である。

� :黒色上に暗茶褐色土が混ざる埋土をもつもの36基である。その中で遣物が出土 したのは、SP

54、 S P72、 S P95で ある。

� :暗茶褐色土を埋土にもつもの20基である。遺物は出土 していない。

� :灰白色上を埋土にもつもの19基である。その中で遺物が出土 したのは、 S P34である。

SP出土遺物 (第47・ 48図 、図版31)

S P3(199) かなり厚い平底の底部片。

S P24(200)外上方に直線的に広がる口縁部。端部は九味をもつ。

S P34(201)小 さめの平底。肩部がやや張 り胴部中位に焼成後の穿子しあり。

S P49(202～ 204)202,203は壺の底部片。204は直回口縁の鉢。口縁部は、やや内湾 し端部は

先細 りで、九味のある平底である。外面にタタキ痕が残る。

S P54(205。 206)205は袋状口縁。頸部は長めで中位までほぼ直立し接合部に向かって急に外

反し、拡張部は短く内湾する。端部は九味のある「コ」字状を呈する。206の 口縁部は長球形の胴部

から稜をもたず、なだらかに直立気味に立ち上がる。日縁部は「コ」字状である。

S P72(207) 「く」字状口縁をもち端部は「コ」字状であるが下方がやや突出する。

S P73(208)小 さめの平底。外面にタタキ痕が残る。

S P95(209)外反する口縁部の端部は先細 りである。

＼
詑 i3

≦ジ孝
/

SP3 :199       SP54:205, 206

SP24:200       SP72:207
SP34:201       SP73:208

SP49:202～ 204  SP95:209

206

0                 10               201

(S=1:4)

第47図  SP出土遺物実測図
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東本遺跡4次調査2区

S P l15(210) 敲石である。長さ14.2cm、 幅7.lcm、 厚さ3.3cm、 重 さ435gを 測る。両面及び片方

の側面に使用痕が見られる。

その他の出土遺物 (第49図、図版32)

211～ 213は 甕形土器。211は 短 く外反する口縁部。口縁部外面 と胴部内面に接合痕が顕著に残る。

212丸味をもって突出気味の不安定な底部。213九底の底部片。214・ 215は複合口縁壷。214頸部は直

立気味に立ち上が り拡張部は内湾する。口縁部はヨコナデにより丸味をもつ。215接合部は九味をも

ち口端面はヨコナデにより凹む。216～ 219は鉢形土器。216く びれの上げ底の台付鉢。217大型品。弱

い稜をもち短 く外反する口縁部。218直 口口縁。口端部は先細 りし底部は突出気味に丸味をおびる。

219突 出する小さなボタン状の底部。2201よ高杯の口縁部片。端部を上下に拡張 し端面に半裁竹管文を

2段 と円形浮文を貼 り付ける。221は 器台の国縁部片。口端部は粘土貼 り付けにより垂下する。端面に

0                        5                      10cm

(S=2:3)

SP刊 15出土遺物実測図
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遺 構 と遺 物

櫛描による4条 の波状文を施す。222ミ ニチュアの高杯か ?短 く細い柱部の下部に径0.9cmの 円孔を3方

向に施す。223須恵器の杯蓋。内湾気味に垂下し口縁端部は丸い。224土師器の杯。内湾気味に立ち上

がる。口縁端部は先細 りで九い。225土師器の小皿。外傾する口縁端部は九い。226皿。底部内面に工

具痕と思われる輪状の溝が顕著に残る。227土師器の郭。内湾気味に立ち上がる口縁部。228須恵器の

甕。外反する口縁端部はナデにより凹む。229三足付土金の脚部。

翻
ぎ 苺

洩

|

―

◇

―

222

み

２‐

〈笞:::::::::::::::::::::::::S:旨 S:Z::旨さ::」
・事‐=================・主‐

=宝=====三
f≡正三覧:〔、

                                                                      1220

0                 10               20cm

(S=1:4)

(S=1:3)

第49図 その他の出土遺物実測図
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束本遺跡 4次調査 2区

4.小 結

本調査区においては、先土器時代～縄文時代、弥生時代、近現代の遺構と遺物を検出することがで

きた。

(1)先土器時代～縄文時代

遺構 :南区 cト レンチの第Ⅵ層上面では、円形の小ピット1基 を検出した。調査は時間的な関係で

3× 3mの範囲に限られたために、ピット1基以外には遺構を検出することができなかった。よって、

小ピットの性格を明らかにすることができなかった。小ピットの検出は、AT火山灰堆積以降でアカ

ホヤ火山仄堆積前に、調査地周辺で生活が営まれていたことを示す資料である。

遺物 :第Ⅳ層上面とアカホヤ火山灰 (6,300年 前)を含む第Ⅲ②層中ではスクレイパー1点 と石鏃2

点が出土 している。この3点 はアカホヤ火山灰降下以前の縄文時代早期に調査地周辺地で生業を行つ

ていたことを示す資料である。

(2)弥生時代

本調査区で検出した弥生時代遺構は、円形の大型住居1棟、方形の中型以上の住居1棟、方形の小型

住居4棟 と溝3条である。特筆されるものは、円形の大型住居 S B 203で ある。 S B203は幅1.0～ 1.5m

の周堤帯をもつ直径12mの住居である。内部施設には外側に10本 、内側に4本の主柱穴、外側の主柱

穴から壁に向かう小溝、中央部に副次的構造の炉をもち、非常にめずらしい住居である。特に、炉の

構造は興味深い。炉 11よ楕円形で浅 く、炭を検出し、炉21よ 長方形で深 く、炭を検出していない。2つ

の炉は、異なる形態と様相をしめしているのである。

方形の住居 (S B201)イま一部分の検出であるが、2区検出の方形住居の中では最も大きく深い中型

以上の住居である。小型の住居は一辺2～ 4mを測 り、主柱穴は未検出である。小型住居の内部施設に

は違いがあり、貼 り床をもつもの (S B205)と 周壁に小ピットが並び炉をもつもの (S B202・ 204)

がある。

住居 と溝内出土遺物には、甕形土器、壺形土器、鉢形土器、高杯形土器、支脚形土器などがある。

甕形土器には底部にはタタキ痕が残 り、口縁端部をナデによって尖らすものがみられ、鉢形土器には

ボタン状の底部に大きく外反する口縁部をもつものがある。これらは弥生時代後期末の土器の特徴を

示すものである。よって、5棟の住居は弥生時代後期末のものと考えられる。ただし、 S B202と 205

は隣接 しており、同時に建造されていたとは考えられず、2棟は時間差があると考えておく。

(3)その他の遺構

ここでは、柱穴の時期を考える。時期は、埋土と出土遺物から推測すると、 i黒色土と暗茶褐色混

じりの埋土をもつものは弥生時代後期末、�の灰白色土を埋土にもつ柱穴は近現代 と考えられる。�

の暗茶褐色土を埋上にもつ柱穴は他の調査区資料 と比較検討することで時期が特定できると思われ

る。

遺構 。遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査区検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は高尾・田崎 。中村が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法  量  I関   ( ):復 元推定値
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遺 構 一 覧

形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中 の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 4)、 多→「1～ 411m大 の砂粒・長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、O→良、△→不良。

表 7 竪穴式住居l■ 一覧

竪穴

(SB)
時   期 平 面 形

規  模

長さ(長径)×幅(短径)×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周 壁 溝 備 考

高床 土 坑 炉 カマド

弥生後期末 隅 九 方 形 (HO)× (075)× 0.40 ○ ○
aト レンチに切られ調査区外に続く
aト レンチ西壁で3配 mを 測る。

202 弥生後期末 隅九長方形 390× 290 ×0.07 ○ 小ピット列

弥生後期末 円   形 120× (9,3)× 040
４

Ю

内

外 ◎ ○
柱穴から周壁溝に向かって小溝
周提帯

弥生後期末 隅 九 方 形 250× 220× 016 ○

205 弥生後期末 隅丸長方形 290× 210× 015 ○ ○

◎副次的炉

表 8 清 一覧

清

(SD)
地    区 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備  考

A28～ D25 レンズ状 1174× 080× 003
土色

土

褐

色

里
ヽ
里
ヽ

弥生 弥生後期末

202 B5～ D4 レンズ状 1320× 120× 009 黒色土 誅生後期末 NE→SW

203 ☆9～ D4 舟 底 状 2150× 1.68× 030
黒褐色土

黒褐色粗砂
弥生 弥生後期末 NE→SW

表 9 土坑 一覧

土坑

(SK)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備   考

C18 隅九長方形 逆台形 116× 063× 032 灰 白色土 近現代

202 C D18 隅九長方形 逆台形 105× 082× 020 灰 白色土 近現代

203 C'D19 隅九長方形 逆台形 110× 090× 027 灰白色土 近現代

C2122 隅九長方諺 逆台形 1.27× 078× 025 灰白色土 近現代

205 C22 隅九長方形 逆台形 134× 067× 031 灰白色土 近現代 sB202を 切る

206 C23 隅丸長方形 逆台形 124× 091× 042 灰白色土 近現代

207 C23 楕 円 形 逆台形 131× 080× 027 仄 白色土 近現代

切 隅九長方形 逆台形 150× 0,84× 0熟 灰 白色土 近現代

209 c2223 楕 円 形 逆台形 125× 087× 022 灰白色土 近現代

CD7 隅九長方形 逆台形 100× 094× 025 灰白色土 近現代

隅丸長方形 逆台形 059× 053× 0.20 灰白色土 近現代

7ユ



束本遺跡 4次調査 2区

表10 第Ⅳ層上面 出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材  質

法 里
皇

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ

4 石 鏃 完  形 赤色チャート 0.25

5 石 鏃 ほぼ完形 緑色チ ャー ト

6 スクレイパー ほぼ完形 姫島産黒曜石 l■ 9

表1l SB203出 土遺物観察表 土製品 (1)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文

調    整 色調法目十
胎 土

焼 成
備考 図版

外  面 内  面

7 養 口径(204)

残高 274

日縁部は長めでゆるやかに外反。

端部は「コ」字状。胴部下半は底
部にむかってすぽまる。

⊃①盈斜丞‡年
廻⊃タタキ
廻⊃ タタキ→ナデ

Θハケ(8本 /cl)

⑩ハケ→ナデ上げ
暗責茶色

黄茶色

石長(1～ 6)

◎
黒斑

8 甕
口径 (196)

残高 3.1

口縁端部は内面のヨヨナデにより
やや拡張する。端面はヨコナデに
より凹む。

@Dヨ コナデ
◎ハケ(5本/帥)→

ヨコナ デ

∝Dヨ コナデ

他は磨減のた
め不明

茶色

仄茶色

石長(1～ 4)

◎

9 甕
口径 (158)
残高 55

「 く」字口縁。端部は内面のヨコ

ナデによりやや拡張する。端部は
ヨヨナデにより凹む。

↓”ガ』
ヨ
コ
ケ
デ

⑩∞
∝ナ

∈⊃ヨコナデ

他は磨滅のた
め不明

乳責茶色

乳灰茶色

石長(1～ 3)

◎

甕 残高 4,9
日縁都は、直口ぎみに立ち上がり、
端部付近で外反する。端部は九味を

もつ。内面だけに弱い稜をもつ。

QDナ デ
Θ⑪ハケ(8本 /cm)

Θナデ

⑪ケズリ
乳赤茶色

石長(1～ 2)

◎

甕
口径 (172)
残高 5,0

日縁部は若干反り気味に外反する。
端面は ナデによりわずかに凹む。内
面は明瞭な稜、外面は弱い稜をもつ。

QDナデ
Θ⑤ハケ(5本 /cnl)

◎ハケ(25本 /em)

⑩ハケ(5本/cm)
乳黄茶色

石'長 (1～ 3)

◎

菱
口径 (14.4)

残高 6.3

口縁部はゆるやかに外反する。端
部は「コ」字】濫 内面は明瞭な稜、
外面は弱い稜をもつ。

CDヨ コナデ
Θハケ(5本 /cm)一

ヨコナデ
⑪タタキ→ハケ

Θハケ(5本/cm)

⑩ハケ●～9本 /cm)

暗黄茶色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎

甕
口径(154)

残高 59

口縁部は「く」字に外反する。端

部は丸味のある「コ」字状。日縁

都中位に接合痕が顕著。 議騨
-4A/ Θハケ(8本/c4)

⑩ハケーナデ
乳赤茶色

石長(1～ 5)

◎

甕
口径 (150)

残高 50

口縁上半部がやや肥厚する。端部
は丸味をもつ。内面だけに弱い稜
をもつ。

⊂⊃ナデ
Θ⑩ハケ(7本 /cm)

Θハケ(7本/cnl)→

ナデ
⑩ハケ

乳黄灰色
石長(1～ 2)

◎

甕
口径 (154)
残高 5,0

口縁部は短 く屈曲する。端部は九
味をもつ。内外面とも明瞭な稜を
もつ。肩部がやや張る。

口縁 部 のつ け根 に

ハケ (7本/cm)他 は

磨減のため不明

◎ハケ(15本ため
⑩ハケ(7本/帥 )

乳灰色

乳責灰色

石(1)

◎

甕

日径 (113)

底径 (3.2)

器高 19,9

日縁部はゆるやかに外反。中位で肥厚す
る。端部は九味をもつ。内面だけに弱い

稜あり。肩部が張る。小さい平底。 §号ョまこ本/cm) Θヨコナデ

⑩ナデ
暗灰茶色

石長(2～ 3)

◎

甕
径
高

底
残

突出ぎみの小さめの平底。胴部は丸
味をもって立ち上がる。底部周辺に

放射状にタタキ痕が顕著に残る。
綴理スヶ

(8～ 9本/cm)

ナデ上げ
黄茶色

乳責灰色

石長(1ヽ 3)

◎
23

霙
径
高

底
残

ごく小さな平底。胎土や焼きが良 ハケ(10本 /cm) ⑩ハケ(10本 /cm)

①ハケーナデ
暗灰茶色

責茶色

騒

◎
黒班

士霊
口径(360)
残高 53

複合口縁。
②櫛状工具による横沈線文(4条 )縦

沈線文(5条 )斜沈線文。小片。

施文

(磨減のため不明)

ナ デ
乳黄茶色

灰責色

石長(1～ 3)

◎
24

士笠 残高 22
複合口縁。口縁拡張部が剥落する。
擬口縁を看取する。端面に波状文。
小片。

霰合のヨヨナデ‐施文

⑪ミガキ
黄茶色

石長(1～ 3)

◎

９
留

ワ
！



出土遺物観察表

表1l SB203出 土遺物観察表 土製品 (2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 色調

1禽目|

生

成

胎

焼
備考 酬

外   面 内  面

壷
径
高

口
残

複合口縁。
拡張都短く、接合部で剥落する。
櫛状工具による縦沈線文(5条 )。

④ナデ→施文 指頭痕
乳赤茶色

乳赤黄茶色

石(1～ 2)

◎
24

士笠 残高 24
口縁端部欠損の為形態がはっきり
わからない。日端部垂下し端面に
は波状文(6条 )を 施す。

⑭緬 ヨコナデ→施文

⑤ハケ(7本/cm)
黒 色

石(1～ 2)

◎

一笠 残高 35
複合口縁。
②櫛状工具による小さめの波状文(6

条×2段)接合端面はナデにより四む。

②施文
◎ハケ(13本 /cll)→

ナデ
ナ デ 赤黄色

石長密(1)

◎
24

24 士霊 残高 24
複合口縁の接合部分付近の破片。
外面ヘラ状工具による斜線充填の
三角文。

懺合①ヨコナデ→施文
⑮ナデ

ナ デ 責茶色
石長(1～ 2)

◎

士範 残高 27

復 含 口 豚 。

拡張部短く、接合部で剥落する。
端部は「コ」字状を呈する。
命 征す

ヨヨナデ ヨコナデ 黄茶色
石長(1～ 3)

◎

一霊 残高 32 複合日縁の接合部分付近の破片。
外面は波状文。

⑭施文
◎ハケ(9本/cm)→

ナデ
ハケ(9本/cm)→ナデ 赤黄色

石長(1～2)

◎
24

士璽
口径 (10,7)

残高 70
複合口縁。
拡張部わずかに内湾する。端面は
ナデにより上方にやや拡張。

④ヨコナデ
④ハケ

“

本/cm)一
ナデ

②ヨコナデ
◎ハケ(5本 /cm)→

ナデ
黄茶色

石長(1～ 3)

◎

士霊
口径 (12,0)

残高 38
復合口縁。
拡張部端部はナデにより九く仕上
げる。拡張部下に横沈線文(3条 )。

②″`ケ0～Эヽ痢
→ ヨヨナ デー 施

文

ハケ(7～ 8本 /cm)
→ナデ

乳黄茶色
石長(1～ 2)

◎
%

士豆
口径 (216)

残高 66

そ りきみ に外 反す る口縁。瑞部 は

内外 に拡張す る。端面、三角形で

斜線 による充填。 その左右 に円形
貼付浮支あ リハ

c「H瑞め施文

◎ ハ ケ (7～ 8本 /cm)
→ ナデ

ハケ(5本/cH)→ ナ 茶色

乳茶色

石長(1～ 4)

◎
熟

重
口径 (145)
残高 2.6

口端部は粘土貼付により拡張し、
外側下方に垂下する。

Θナデ
②ハケ(5本/cm)

ハケ(5本/cm)→ ミ
ガキ

灰黄色土

乳責茶色

石長(1)

◎

一霊
口径 (134)
残高 13.5

短い頸部に外反する口縁部をもつ。
肩部に円形の竹管文(径 1 7cm)lヶ

所あり。

ケヽ (5本/cm) 目妙騨「
乳黄茶色

責茶色

石す長(1～ 5)

◎
黒班

一笠
国径 (156)
残高 4.9

顕部は外傾気味に立ち上がり、外反
する日縁をもつ。日縁部直下(外面)

に接合痕を残す。端部を肥厚する。

Θヨコナデ
⑮ハケ(9本/cm)

→ ヨヨナデ

ヨコナデ 黄茶色
石長(1～ 4)

◎

重
口径 (157)
残高 4.5

弱い稜をもってそり気味に外反す
る口縁部。日縁部は指押えにより
凹む。

Q⊃ 指オサエ
Θ⑩ハケ(8本/cm)

ハケ(8本/cm)
乳灰責色

乳灰色

石長(1～ 2)

◎

一笠 残高 80
頸部破片。
頸部下端が締 り、やや外傾する
細長い頸都をもつ。

ハケ(5本/cm)→
ガキ

ケヽ (5～6本 /cm)
黄茶色

茶色

石長(1～2)

◎

一堕 残高 34 直口気味に立ち上る長い頸部をも
つ。ヘラ状工具による横波線文。

ミガキ→施文 ナ デ 黄茶色
石長(1～ 2)

◎

士笠 残高 40
直口気味に立ち上がる長い顕部を
もつ。ヘラ状工具による横沈線文
(12条 )。

ミガキ→施文 ハケ(14～ 15本/cm)
赤黄茶色

黄茶色

石長(1)

◎
24

37 圭霊 残高 40
直口気味に立ち上がる長い頸部を
もつ。ヘラ状工具による横沈線文
(12条 )。

ミガキ→施文 ナ デ
黄茶色

暗責茶色

石長(1～ 4)

◎

一望
径
高

底
残 九味のある平底。 ⑩ハケ(不 明瞭)

①磨減のため不明
⑪ハケ(8本/cm)

①磨減の為不明
赤黄茶色

黄茶色

石長(1～ 6)

◎
黒 斑

鉢 残高 122
大型品。口縁部は反りぎみにゆる
やかに外反する。内面だけに弱い

稜をもつ。肩部が張る。 跡
デ
ヶ

ナ
ハ
ど
ヽ

”ガ舛蝉

Θョ絡
Θ磨減の為不明
廻⊃ケズリ→ナデ
⊂⊃ケズリ

乳黄茶色

乳灰茶色

石長(1～3)

◎
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東本遺跡 4次調査 2区

表1l SB203出 土遺物観察表 土製品 (3)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調 整 色調

1織目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

鉢
口径 (330)

残高 34

大型品。口縁部は「く」字状に短く

夕1反する。端面はヨヨナデによりや

や凹む。端部下方は若干突出する。

⊂DI延⊃ ヨコナデ

⊂⊃板ナデ(ケズリ風)

Θハケ(6本/cm)

⑩板ナデ(ケ ズリ風)

暗赤茶色
石長(1～2)

◎

鉢

日径 (160)

底径 13
残高 111

口縁言μま反り気味に大きくラツパ状
に開く。端都は「コ」字状。肩部が

張る。底部は突出したボタン】馬

OttD磨滅
廻⊃ ミガキ

⑮ナデ
踏痔

擦室
⑪灰茶色

暗赤茶色

石長(1～ 3)

金
◎

黒斑

42 鉢 残高 53 頸部接合部が鯖り、接合痕が顕著。

肩言防派 る。薄手。

ハケ(8本/帥 )→ ミ

ガキ (か な り磨減 )

羅雪畳ぞ争彗κ沼
⊂⊃ナデ

暗赤茶色

灰茶色

長

密

◎

鉢
口径 (188)

残高 6.4 直口口縄 端部 まう群田りで九い。

Θヨヨナデ
延⊃ナデ
∽ ハケG～明卜/cm)

ハケ(8～ 9本/Qn)
→ミガキ

乳赤茶色
石長(1～ 3)

◎

鉢

口径 (122)

底径 23
残高 8.6

直口口縁。日縁言μま指おさえにより
わずかに外反する。端部は部分的に

形状が異なる。小さな平底。

Θ指おさえ
⑩⑮ナデ

Θ指おさえ
⑩ケズリ

乳赤茶色

孝L黄灰色

石長(1～ 3)

◎
黒 斑 24

鉢

口径 (10.0)

底径 40
残高 110

深鉢。直口口縁。日縁部はやや内傾
し、先細り。平底だが、底部周辺が

/1ヽ さくイまオ韮とがる。

騒争蜂誅ぃ)

① ナデ

Θヨコナデ
⑩ナデ上げ
⑮指おさえ

乳赤黄色

赤茶色

石長(1～ 3)

◎
黒斑 24

鉢
径
高

口
残

直ロロ縁。端音μま丸味をもつ。日縁

部内面はヨコナデのため着千凹む。
かなり/日キ。

ハケ(8～ 9本/帥 )

→ナデ

⑤ヨコナデ
⑩ハケ俗～9本 /cm)

→ナデ
乳黄茶色

石長(1～ 3)

◎

鎌 残高 3.0
直口口縁。端部は如来のある「コ」
字状だが、下方がやや突出する。極
めて小片。

@Dヨ コナデ
Θミガキ

ミガキ 暗赤茶色
石長(1)

密
◎

48
(台付)

鉢

底径 7.0
残高 47

「ハ」字状の脚台をもつ。端言Ⅳま丸

味あり。指頭痕、粘土接合痕が顕著
に残る。

咆 タタキ(2～ 3本 /m)
→ナデ

廻⊃ 指おさえ→ヨコナデ

⑩指おさえ→ナデ

ナ デ
乳灰責色

乳茶色

石長(1～ 5)

◎

高杯 残高 40 口縁部は大きく外反する。屈曲部に

明瞭な段を有する。小片。
恩⊆只歩&本/ω
⊂Dヨ ヨナデ
⊂⊃ハケ

ミガキ
▼L茶色

暗茶色

石長(1～ 3)

◎

高杯 残高 3.3
口縁部は反り気味に外反する。屈曲
部に明瞭な稜を有する。イ叶。

ミガキ ミガキ
暗茶色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

高郭 残高 16 粘土を只M寸 し、日縁端部を拡藤する。

端面に半裁竹管文と円形浮文をもつ。
露覇なこ鵜

→ヨコナデ
⊂⊃ハケ

⊂⊃ヨコナデ→施文
◎ハケ6～7本/cm)
→ミガキ

茶色

灰茶色

石・長(1～ 2)

◎
課斑

高不 残高 100 杯底部は充填技法。脚部はゆるやか

に広力語。徴 8ctllの4方のWiあ り。
経3穴ア(9本 /帥 )

→ ミガキ

廻⊃ ヨコナデ

延⊃ナデ上げ
茶色

石,長
(1～ 5)

◎

高 郭 残高 62
柱部はややふくらみをもつ筒状。裾
部で大きく広がる器型と思われる。

脚音脱上半1ま器壁力平享▼ヽ。

⑩
四

ヨコナデ
ハケ(6本 /cm)
→ナデ

Gの不明
⊂⊃絞り痕
延Dナデ

乳赤茶色

乳仄色

石長(1～ 2)

◎

高14N
底径 (210)

残高 27
ゆるやかに広がる裾都。端部は丸味
のある「コ」刹烏

①ハケ(10本 /cm)→
ミガキ

∝Dヨ コナデ

ハケ(10本 /cm)→
ヨコナデ

乳灰責色

灰色

長(1)

◎
黒斑

高イ
底径 (%4)
残高 3.3

ゆるやかに広がる裾部をもつ。端部
1ま「コ」字状で、端面はヨヨナデの

ため凹む。円Tレ認ケ所残る。

①ミガキ
∈Dヨ コナデ

① ハケ(12本 /cm)

∈⊃ハケ→ヨコナデ

乳赤茶色

乳責茶色

石長(1～ 2)

◎

器台 残高 17
粘土を貼付し口縁端部を拡張する。

端部下方は「コJ字状。竹管文を施し
た円形浮文あり。

磨減のため不明

(端部下方 にわずか

にヨヨナデ残 る )

磨減のため不明 乳責茶色
石長(1～ 3)

◎

器台
口径 (220)
残高 10.7

口縁都はラッノ↓仄に広がる。端部に

粘上を貼付し、明瞭な「コ」字状。胴

部は筒りむ

⊂⊃ ヨコナデ
Θ⑩ハケo～Ю本たm)

―ミガキ

◎ハケO～ 10本 /cm)

一ミガキ

⑩絞り痕

赤茶色

石 長(1)

密

◎

器 台
底径 (244)

残高 27

幅広い端面 をもつ。端部内面 と端面

は強いヨコナデにより凹む。器壁 は

極めて厚い。

ヨコナデ ヨヨナデ
灰茶色

暗灰色

石,長
(1～ 4)

◎
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出土遺物観察表

表1l SB203出 土遺物観察表 土製品

表15 SB201出 土遺物観察表 土製品

(4)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調   整

色調
(外面)

(内面)

胎 土

焼 成
備 考 図版

外   面 内  面

支脚 残高 7,7 中空。受部を斜めにカットする。
Θナデ
⑩指おさえ→ハケ

(10本 /cm)

廻⊃ハケ(10本 /cm)

廻⊃絞り痕
⊂⊃ハケ

灰茶色
石,長

(1～ 4)

◎

支 脚 残長 54 中完 受部の角状突起の導 脇
ナデ

(指頭痕阪著)

乳
「

責色
石長(1～ 2)

◎

不 明 器高 22
口縁部は内湾ぎみに立ち上がり、先
細りとなる。lBk耳)部分か?極めて
/1サキ。

暦 滅 の ため不 明 ヨコナ デ 赤茶色
石長(1)

◎
黒斑

不 明 器高 18
国縁部は内湾ぎみに立ち上がる。端
部は如味のある「コ仰 耗 把莉 部
分か?極めて小片。

Θ ヨヨナデ

他はミガキか ?
ヨコナデ 茶色

石長(1)

◎

表12 SB203出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石 庖 丁 完  形 結晶片岩 055

石 庖 丁 完  形 結晶片岩 342

石 錘 完   形 砂 岩 258

表13 SB203出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残   存 材  質

法 〕重

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

不   明 完   形 鉄   製

表14 SB203出土遺物観察表 装身具

番号 器  種 残  存 材  質
法

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

小   玉 完  形
ガラス

青 色
035 005

番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 色調胤目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (150)

残高 18

口縁部は大きく外反する。中位でや
や肥厚し、外面に弱い稜をつくる。
端部は九味のある「コ」割荒

ハケ(10～ 12本 /cm)
→ヨコナデ ヨコナ デ 乳黄色

石 長(1～3)

金

◎

鉢

径

径

高

口

底

残

l■ 0

■7

70

直口口縁。端部は先湘 りになり若干
内湾する。九味のある小さい平底。

タタキ

(か なり磨減)

ハケ(8本/cm)→ナデ 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

75



束本遺跡 4次調査 2区

SB201出 土遺物観察表 土製品

表17 SB204出 土遺物観察表 土製品

(2)

(1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外 面 )

(内面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

奏
口径(182)

残高 28
口縁下端部は下方にやや突出する。
殺箋は厚い。

ヨコナデ
ハケ(8本 /c血 )→ ヨコ

ナデ

乳茶色

日き灰茶色

石長(1～ 2)

◎

鉢 残高 39
口縁は短く、急角度で外反。端都は

如味のある「コ」字状。内面に粘土接

額 力巌暗に残る。

藩f蜂竿m
⑮ ハケ

◎ヨコナデ
⑩ナデ

乳黄色
石長(1～ 3)

◎

奏
径
高

底
残

平底。底部周辺に小さな押圧痕力泣
ぶ。胴部は九昧をもって立ち上がる。

鉢の可能性も札

⑬ナデ
⑩ タタキ (3～ 4本 /cm)

ナ デ 灰茶色
石長(1～ 3)

◎

表16 SB202出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量(cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽唇|

土

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

甕
口径 (15.6)

残高 121

口縁部は長めで直口ぎみに立ち上が

り、中位付近でゆるやかに外反する。

結 Ыま剤未のある「コナ劇烏

Θ ヨコナデ
廻⊃ ハケ(13本/cm)

処⊃ ハ ケ (8本/cm)

Θヨヨナデ
⑩ハケ(18本 /cm)

暗茶色

乳茶色

石長(1～ 5)

多
◎

甕
口径(156)

残高 98

口縁部は短く外反する。端細 よ丸味
をもつ。内外面とも稜をもたない。
肩部力鞣る。

Θヨコナデ
⑩ハケ(5～ 6本/cm)

Θハケ

“

～6本/cm)
→ヨヨナデ

⑩ケズリ→ナデ

乳灰茶色

乳茶色

石長(1～ 3)

○

75 甕
口径 (180)

残高 27
口縁都中位で粘上を接合し、外面に
ごく耳説駿をつくる。船 μ鋤阿坤下コ」
執

⊂⊃ ヨヨナデ
◎ハケ(10本 /cm)

→ ヨコナ デ

⊂⊃ヨコナデ
⊂⊃ナデ

茶色

暗茶色

石長(1～ 3)

◎

弩
口径 (190)

残高 24

口脚 影引叉する。端倍Vi剤妨 る「コ」
字状だが下方がやや突出する。器壁
は薄い。

ヨコナデ ヨコナ デ
暗茶色

茶色

石長(1～ 2)

◎

甕
径
高

底
残

小さめの平底。月晴Ы部日長い。
⑩ 板ナデ (ケ ズリ風 )

①ナデ ケヽ (13本 /cm) 暗茶色
石長(1～ 5)

多
◎

黒斑

藷
径
高

底
残

やや丸味のある小さい平底。胴部は

細長い。

⑩ハケ

“

本/cm)

⑮ナデ

延⊃ハケ(5本/cm)

廻⊃板ナデ

①指おさえ
暗灰茶色

石長(1～ 3)

◎

79 残高 67

役 含日槌

⊂⊃接畝節故 7条。
⊂⊃波伏文7条、縦沈線文5条。

磨減のため不明 剥離のため不明 暗茶色
石長(1～ 3)

laJ色 粒
◎

重
径
高

底
残

突出ぎみの小さい平底。胴部は球形
に近い力やや肩部が張る。

紹漱縁 /耐
→ナデ

⑮ タタキ

ナ デ 灰赤茶色
石長(1～ 2)

◎

士霊
径
高

底
残

平底。胴部がストレートに広がりな
がら立ち上がる。 ナ デ ケズリ

茶色

黄茶色

石長(1～ 4)

◎
黒斑

甕
径
高

底
残

ミニチュア土器と思われる。平底。 ナ デ 指おさえ
赤茶色

灰責色

石長(1～ 4)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調胤目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

棗 残高 30 稜をもってクト反する口鱗 陀
端部はヨコナデにより面をもつ。

ヨコナデ ヨヨナデ
灰茶色

乳責茶色

石長(1～ 3)

◎

甕 残高 18 外反する口縁部。
鵜 Ⅳま尖り知未に九い。

ナ デ ナ デ 黄茶色
石長(1～ 2)

◎
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出土遺物観察表

出 物観察表 土製品 牲メ ズデ /
)

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調及目|

胎 土

焼 成
備考 図板

外   面 内  面

甕
径
高

底
残 コ 氏。 ケヽ (7本/伽 ) ナ デ

灰茶色

黒色

石長(1～ 3)

◎

甕
径
高

底
残 謂基 底部内面に段をもつ凹みあり。 ハ ケ (9本/cm)

ハケ(9本 /cm)→ ナ
デ上げ

乳茶色

黒色

石長(1～ 4)

◎
黒斑

奏
径
高

底
残 平底。胴都の叩き痕。顕者に残る。 平行タタキ9本 /cm) 板 ナデ 暗黄茶色

石長(1)

◎

奏 残高 62 翔床をおびる底乱
平行タタキ9本/帥 )

→ナデ

ハケQ5～ 16本 /cl)→

ヨコナデ
仄赤茶色

石長(1～ 2)

◎

発 残高 64 突出剣味の如未をおぴる底吉陀 平行タタキG本たm) ケヽ(5本/cm)
暗灰茶色

灰黄色

石長(1～ 3)

◎

士電 残高 23
複合日縁る口縁拡張部の破片。
測 轍 (4条 )

潟肘定(2期
ヨヨナデ→施文 ヨコナデ

乳黄茶色

乳仄茶色

石長(1～ 2)

◎

鉢 残高 18 回縁下に粘上を貼付て肥享さす。
鵜 Ыま「コ」字状を呈する。

Q⊃ ヨヨナデ
Θハケ(8本 /cln)

ヨコナデ 暗灰茶色
石・長(1)

◎

鉢 残高 40 大型品、外反する口縁部。端面はナ
デにより凹む。器壁力渾い。

QDヨ ヨナデ

Θハケ(7～ 8本 /cm)

一ナデ
ケヽ(7～ 8本 /cm) 乳茶色

石長(1～ 3)

◎
黒班

鉢
口径 (19.0)

残高 23
ゆるやかに外反する日縛 脇
瑞筆Ыま面をもつ。

CDヨ コナデ

Θハケ①～10A/帥 )

→ヨコナデ

⊂めヨコナデ
Θハケ⑬～10本 /cn
→ナデ

乳灰黄色土

乳灰黄茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
日径 (190)

残高 4.6
弱い稜をもって外反する日縁部。
嬬 Ыま、ヨコナデにより凹む。

Θヨヨナデ
⑩ハケ(6～ 7本/cm)
→ナデ

デ

げ

ナ

上
コ

デ

ヨ

ナ

Θ

⑩
乳茶色

石

◎

長(1)

鉢

国径  97
器高 9,8
底径  1.8

直口する日縁部、端部は先細り、九
みをもつ。底部にも口「き痕を残し不
安定である。全体的に叩き痕顔考。

Θタタキ(3本 /cm)→
ハケ(9～ 10本 /帥 )

⑩⑮タタキ
ケズリ→ナデ

暗灰黄色

暗灰黄茶色

石長(1)

◎

鉢
日径 96
残高 3.5

ゆるやかに如味をもって立ち上がる。
日縁都、端部は九く仕上げる。内面
に粘土接合痕力瀬者にみられる。

ナ デ
デナ↓けヽた本ガ

′ヽケｔ７
Θ
⑮

灰黄色
石 長(1～ 3)

金

◎

鉢
径
高

口
残 突出ぎみの小さな九底。 ナ デ

ハケ(跡 ～25本 /cm)
→ナデ

暗灰茶色

灰黄茶色

石長(1～ 3)

◎

支脚
口径
残高

中空。募 Ⅲま、角状の突起をもつ。
平 行 タ タキ (3～ 4

本 /cm)→ ナデ
ナ デ 灰黄茶色

石長(1～ 2)

◎

表18 SB205出 土遺物観察表 土製品 (1)

番号 器種 法量 (om) 形 態 。施 文

調 整 色調
1食目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

養

国イ垂 14,0

底径  3.2
器高 253

口縁部は「く」字状。端言μま九味を
もつ。胴きⅢよ張りが少なく、細長い。
小さな平底。胴部の器壁は薄い。

蘊テ縄7筆
球Θハケ(13本 /cめ

⑩ケズリ→ハケは本/cめ

Θナデ
赤茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢

口径 130
底径 (23)

残高 23.4

日縁部はやや反り気味に外反。端部は下
方力嗜干突出する。胴部は中位でやや張
る。底部は小さなコミになると思われる。

◎ハケ(7本 /m)→ ヨ
コナデ

⑩久ダ(2本 /側 )→

Θハケ(7本/m)→ ヨ
コナデ

⑩ケズリーハケ
赤茶色

石長(1～ 2)

◎
黒班

甕

口径 14.2

底径 26
器高 204

口縁端部力滑 や肥厚。端面はナデに
より若千凹む。胴部上位でやや張る。
/1ヽさしゞ p真。

緞
f:アii14iをまilI士 :|オ

Θハケ04～ 15本/鉤 )

⑩ハケ(6～ 7本たm)
→ナデ

⑮ハケ(6～ 7本/cm)

乳茶褐色
石長(1～ 5)

◎
黒斑
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東本遺跡 4次調査 2区

SB205出 土遺物観察表 土製品

表20 SD203出土遺物観察表 土製品

(2)

(1)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 支

調 整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

甕

径
径
高

口
底
器

口縁部は短く直口ぎみ。端部は丸麻
をもつ。内面だけに弱い稜をもつ。
胴部は底部に向かってすばまる。

Θヨヨナデ
⑩ハケ0～ 8本/cml

⑬ナデ

◎ハケ(13本 /tml

廻⊃ハケ(7～ 8本 /cm)

廻⊃ハケ→ナデ上げ
灰茶色

石長(1～ 3)

◎

箋
口径 (140)

残高 31

口縁端部でやや肥厚する。端面はナ
デにより凹む。内面だけに明瞭な稜
をもつ。

⊂⊃ ナデ

◎ハケ(10本 /cm)→ナデ
Θハケ10本 /cn

⑩ナデ

赤茶色

灰茶色

石長(1～ 4)

◎

鉢

口径 171

底径 (3.5)

器高 87

直口口縁。端部は九味ある「コ」字
状。体部は九味をもつ。底部は粘土
を貝BIIし突出ぎみに平底になす。

磨減のため不明 ハケ (6本/cm)
乳茶黄色

乳赤茶色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

表19 SB205出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 初 質

法 旦
里

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

鏃 茎一部を欠く 鉄 製 018

番 号 器種 法量(cm) 形 態・施 支
調 整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

甕
回径 (188)

残高 88

口縁部は短く、直立気味に立ち上が
る。端部は「コ」字状。胴部の張りは

少ない。器壁力たい。

◎ハケ18～ 9本/cm)
→ナデ

⑩4争夢
6～体/cω

⑤ハケ偲～9本 /cml

⑩ハケ→ナデ
乳茶色

石長(1～ 3)

◎

奏
口径 (160)

残高 89
口縁部は大きくタト反する。端都は強
いヨコナデにより上方にやや拡張す
る。月随Ⅲま張りをもつ。

Θヨコナデ

⑩磨減のため不明
Θヨコナデ
⑩ナデ

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

甕
口径 (16.3)

残高 99

口縁言Ыよやや反り気味にゆるやかに

外反する。端部は「コ」字状。胴部の

張りは少ない。

⊂Dヨ コナデ

Θ⑩板ナデ
⊂⊃Θヨヨナデ
⑩板ナデ

灰茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

霙
口径(179)

残高 90

口縁部はゆるやかに外反する。
は細く、下方がやや突出する。
の張りは少ない。

面

部

端

胴 馴耗左屎/⑪
→ヨコナデ

⑩タタキ→ハケ→ナデ

ハケ(5～ 6本 /cm)
→ナデ

乳茶色
石長(1～ 3)

金
◎

甕
口径 (183)

残高 73

口縁部はゆるやかに夕栃毛 端部は「コJ

字状。内面だけに明瞭な稜をもつ。
胴部の張りは少ない。

QDナデ
Θ⑩ハケ(6～ 7本 /

cm)→ナデ

ハケ (7～ 8本 /cm) 灰黄色
石長(1～ 3)

◎

甕
口径 (140)

残高 75

口縁部下半がやや肥厚する。端部は

先細りで九味あり。胴部は張りをも
つ。粘土接合痕力瀬著。

Θヨコナデ

⑩ナデ

デナコ

デ

ヨ

ナ

Θ

⑩
灰責色

石長(1～ 4)

多
◎

甕
国径 (140)

残高 62

口縁部下半がやや肥厚する。端部は

先細りで九味あり。内外面とも弱い

稜をもつ。掲晴μま張りをもつ。

◎ヨコナデ
⑮ハケ(8～ 9本 /cnl)

Θヨコナデ

⑩ア`ケ●～9本/cm)
→ナデ

灰黄色
石長(1～ 3)

◎

養
口径 (172)

残高 28

口縁部はやや反り剣味に大きく外反
する。端部は先細り。内面だけに明
瞭な稜をもつ。

磨減のため不明
◎磨減のため不明
⑩ナデ(ケ ズリ風)

灰茶色

茶色

石長(卜 5)

◎

菱
口径 (16.0)

残高 2.0

口縁部は短く、急角度で外反する。
端部はヨコナデにより上方にやや拡
張する。内外面とも稜をもたない。

ヨヨナデ
Θヨヨナデ

⑩ナデ
乳茶色

石長(1～ 2)

◎

養
口径 (12.0)

残高 3.1

「くJ字口縁。端部は先細り。日縁郡
中位に粘土接合痕あり。内外面とも
弱い稜をもつ。

ハ ケ (8本 /cnl)→ ヨ

コナデ

Θヨヨナデ
⑮ナデ

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

甕
日径(11.5)

残高 37
「く」字口縁。端部は丸味をもつ。外
内面とも明瞭な稜をもつ。

ヨヨナデ
Θヨコナデ
⑪ハケ01～ 12本/帥 )

乳茶色
石長(1～ 3)

◎
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出上遺物観察表

出土遺物観察表 土製品 (2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調   整 色調

1禽目|

胎 土

焼 成
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (12.0)

残高 27

日縁端郡はヨコナデにより上下にや
や突出する。外面だけに弱い稜をも ヨコナデ ヨコナデ 灰茶色

石 長(1)

◎
黒斑

発
口径(14.0)

残高 78

口縁端部は強いヨヨナデにより、上

方力ヽ 広張する。内外面とも弱い稜を
もつ。胴部は張りをもつ。

Θヨコナデ
⑩ハケ(15～ 16本/cO

→ ナデ

Θヨヨナデ
⑪ハケQ5ヽ 16本 /cm/
→ナデ

乳灰黄色
石長(1～ 3)

◎

甕
口径 (146)

残高 18
国縁端部は、ヨコナデにより上方に

拡張する。

ハケ(15～ 16本 /cal)

→ヨコナデ
ヨヨナデ 乳灰茶色

石長(1～ 3)

◎

霊
口径 (15.2)

残高 3.9

口縁部は反りぎみに大きく外反する。
端部は「コ」字状だが、上方にやや突
出する。内外面とも弱い稜をもつ。

Θ ヨヨナデ
⑩ハケ(6本 /cnl)→

ヨコナデ

Θハケ∞本/cl)

⑩ハケ→ナデ
茶色

石長(1～ 3)

◎

養
口径 (120)

残高 47

日縁部は短く外反する。端きμまヨコナデ

により上方にやや拡張する。内側だけに

弱い稜をもつ。胴部の張りは少ない。

Θ延⊃ヨヨナデ
CDハケ(10本 /帥 )

→ナデ
8貝屏乙系/m

乳黄茶色

乳灰茶色

石長(1～ 2)

◎

甕
口径 (110)

残高 50

口縁部は直口ぎみ。端部は九味をも
つ。胴部の張りは少ない。肩部に粘
土接合痕あり。

◎ナデ
⑩ タタキ(3本 /2crl) 板ナデ

赤茶色

暗赤茶色

石,長
(1～ 2)

◎

甕
口径 (130)

残高 30
口籍 Ыよ直口ぎみに開く。端部は「コ」
朝烏

⊂Dヨ コナデ
◎ハケ(10本 /cln)→

ヨヨナデ

ハケ(10本 /cm)→ナデ 茶色

石長(1)

少
◎

妻 残高 55
ほtミ墟 。胴音μま九味をもって立ち
上がる。底部は厚い。

タタキ(2本 /cm) ハケ(3本 /cln) 乳灰黄色
石長(4～ 5)

金 多
◎

甕 残高 38 ほぼ九底だが若干底部め淡 出ぎみ。 タタキ(2～ 3本 /cm) 板ナデ 乳灰茶色
石,長

(1～ 3)

◎
黒斑

甕
径

高

底

残

九底に近いが若干平坦な面をもつ。
器壁は厚い。

タタキ(3本 /cll)

ハケ(7～ 8本/cm)→
ナデ

暗茶色

石・長(2～ 4)

金

◎
黒斑

127 甕
径

高

底

残
平底。細長い胴部をもつ。 ⑩ハケ(15本 /cm)

⑮ナデ

⑩ハケ(2種類)

(15本 /帥)(10本 /cn)

⑬ハケ→ナデ

暗灰茶色

乳灰茶色

石長(1～3)

◎

箋
底径 (38)

残高 95
如来のある不安定な平底。

⑩タタキQ～ 3本/cn
→ハケ(11～ 12本 /cI)

⑮ナデ

ハケ(11～ 12本/cm)
→ナデ上げ

灰茶色
石長(1～ 5)

多
◎

黒斑

霊
径

高

底

残

3.8

1■8
剤味のある不安定なコ真。

⑩タタキ9～ 3本 /m)
→ハケ(11～ 12本/cm)

⑥ナデ

ハケ(11～ 12本/cr)
→ナデ上げ

灰茶色
浄

◎

長(1～ 3)

黒斑

箋
径

高

底

残

小さな平底。底内部に指頭痕力瀬著
に残る。

⑪タタキ0～ 3本/硼 )

→ハケ(10本 /2 5ctr)

〇タタキ
ナデ(指おさえ)

乳茶色

乳灰黄色

石長(1～ 4)

◎
黒 班

奏
底径 (30)

残高 57
小さな平底。底部を中心にタタキ痕
が賜引大t劫暗 に残る。約 W享い。

⑩タタキ
(7～ 9本/5cr)

①ナデ
ハケ(10本 /cm)→ナデ 乳灰黄色

浄

◎

長(1～3)

弩
径

高

底

残
平庭 器壁力淳 �ゝ。

延亘)ハ ケ(9～ 10本 /cH)

咆 タタキ(4本 /2cm)

① ナデ

ハケ(9～ 10本たm)
→ナデ

仄責色
石長(2～ 4)

◎

甕
底径 2.3

残高 69
期末のある小さな平底。

⑪タタキ(9本 /5c n)

→ハケ(12本 /cm)

① ナデ

⑩ハケ住2本 /cm)一

ナデ

①ナデ(指おさえ)

乳灰黄色
石長(1～ 3)

◎
黒斑

134 奏
底径 26
残高 83

小さな平底。 磨滅のため不明 板 ナデ
暗赤恭色

黒色

石・長(1～ 3)

多
◎

甕
底径 (32)

残高 40
4ヽさめの平底。月同畜blま ほtFス トレー

トに広力%。
①ナデ
⑩ハケ(8本 /cnl)

ハケ(8本/cm)→ナデ
茶色

黒色

石長(1～ 5)

◎

79



束本遺跡 4次調査 2区

SD203出土遺物観察表 土製品 (3)

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態・ 施 支

調 整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

甕
径
高

底
残

平底 底部周辺力Ⅵヽ さくはね上がる。胴
部はやや直立剣味に立ち上がり、ストレ
ートに広がる。底部に葉脈圧痕あり。

⑩タタキ(10～ H
本/5cm)

⑮葉脈圧痕あり

ハケ(12本 /2 5cm)
→ナデ

乳灰黄色

黒色

石 長(1～ 5)

金

◎

黒斑

甕 残高 43 期来のある匁桑 タタキ (2～ 3本/cm) ナ デ 乳灰茶色
石 長(1～ 3)

金

◎
黒斑

重
日径 (186)

残高 86
複合口儀

②櫛状工具による波状文(6条 )横沈
線文(9条)凋大文(3条 )。

②ヨヨナデー施文
⑮ハケ(4本 /cm)→

ナデ

デナコヨ

デ
↓
ナ

ケ

コ

ハ

ヨ

⑭

◎ H音灰茶色
石長(1～ 3)

◎

士電
国径 (224)

残高 66
複合口儀 拡張部ぶ ヽ こヽ内湾する。
帖 μま上方にわずかにつまむ。

②磨減のため不明
◎ハケ(10～ 12本 /

cm)→ナデ

⑭ナデ
◎ハケ僚～9本/cH) 赤茶色

砂 石長金

(1ヽ 3)

◎

〓霊 残高 30 複合口rth

口縁拡張部が欠損する。
ヨコナデ ②ヨコナデ

⑬ナデ 灰茶色
石,長

(1)

多
◎

士⊆
口径 (216)

残高 58
複合口縁。拡張部外面櫛状工具によ
る横沈線文 (14条 )縦沈線文 (7条×2)

波状文(2条)端部上方にす弼島

ヨコナデ→施文

⊂⊃ヨコナデ
⊆⊃ハケ(4本/cm)

→ナデ
灰茶色

石長(1～ 2)

多
◎

一霊
口径 (244)

残高 19
複合口縁。拡張都が剥落する。擬口
縁を看取する。接合部垂下し外面に
波状文(4条 )。

①ヨヨナデ→施文
⊆⊃ヨヨナデ
⑮ ハケ(10本 /cm)

磨減のため不明
乳灰茶色

乳茶色

石長(1～ 2)

◎

士堕
口径 (172)

残高 78
複合口縁。拡張部が内湾する。頸部
は貼付凸市に櫛状工具による斜格子
文を施す。

ハケ(10本 /cm)→
ナデ

②ヨコナデ

⑩ ハケ(5本 /cm)→ ナデ

饉⊃ナデ
灰黄色

石・長(1～ 4)

砂 多
◎

144 一璽
口径 (13.0)

残高 47
複合口縁。口縁接合部は肥享する。
端部上方につまむ。

②ハケG本/m)→ナデ
⑪ハケーナデ

②⑮ハケ(6本たm)
→ナデ 乳黄色

石.長
(1～ 2)

金

◎

黒斑

壷
口径 (137)

残高 56
複合口縁。顕部に射付凸帯と櫛状工

具による斜格子文を施す。
ナデ→施文

②ナデ

饉⊃ナデ
煙こDハケ(7～ 8本/m)→ ナデ

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

壺
口径 (155)
残高 4.6

複合口縁。拡張部わずかに外反し幅
広の渕大文を施すδ

②ナデ→施文
◎ナデ

⊂めナデ

④不明
⑮ナデ

灰黄色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎

士霊
口径 (87)

残高 6.0
複合口縁。拡張部肥厚し、端都は上
下に拡張する。

④ハケ0～膵子ω→ナデ
◎Θハケ(9本/cm)

→ ヨコナデ

④ヨヨナデ
⑮ハケ0)→ヨコナデ
Θハケーヨコナデ

乳茶色
石長(1～ 5)

◎
29

士霊
口径 (127)

残高 48
複合口縁。拡張部中心部分の内外面
共に稜がみられる。

② ヨヨナデ

◎ハケ(7本/cm)→

ナデ

ハケ (7本/cm) 乳黄色
石・粒(1～ 3)

◎

士霊
径
高

口
残

口縁端部を下方にぶ ヽ こヽ拡張する。
端面に板状工具で押圧による斜格子
兆

⊂め施文
Θヨヨナデ

ケヽ→ヨコナデ
乳茶色

黒色

石長(1)

◎
黒斑

士霊
口径 (182)

残高 58

口縁端部は粘上を貼り付け、下外方
に垂下する。端面に波状文 (6条 )

顕部貼付凸帯斜刻目文。

⊂⊃ ヨコナデ→施文
Θナデ

◎ ハケ(8本おmm)→ナデ

磨滅のため不明 乳茶色
石,長

(1～ 5)

◎

壷
口径 (182)
残高 61

外反する日縁部をもつ。口縁部外面
に接合痕を残す。

⊂⊃ ヨコナデ
Θハケ(5本 /clll)

ハケ(5本/cI)→ナデ
乳茶色

乳灰茶色

石'長 (1～ 3)

◎

152 士電
口径 (14,0)

残高 50
わずかに外反する日縁部をもつ。端
言Ⅲま「コ」コ大を呈する。

但⊃ ナデ
Θハケ

“

～8本/c→

ハケ(6～ 10本/cm)
→ナデ

茶色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎

一霊
口径 (111)

残高 5.5

口縁部わずかに内湾。日縁端面はナ
デによる四みをもつ。肩部内面接合
痕力瀬著。

◎ハケ→ヨヨナデ

⑤ハケ(12本 /cm)
→ナデ

Θハケ(10本 /cn)→
ヨコナデ

⑤ハケーナデ
乳責色

石 長(1～ 2)

金

◎
黒斑

士空
口径 (103)
残高 50

国縁部わずかに内湾。日縁端面はす
デによる凹みをもつ。

ハケ(12本 /cm)→
ヨコナデ

Θハケ(10本 /帥 )→
ヨコナデ

Θナデ
乳責色

石長(1～ 2)

◎
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出土遺物観察表

SD203出土遺物観察表 土製品 (4)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 色調

1禽目|

胎 土

焼 成
備 考 図版

外  面 内  面

一霊
口径 (114)

残高 41

直立気味に立ち上がる頸部にわずかに外
反する日縁部をもつ。端部は「コ」字】犬を
呈する。

ナ デ
Θハケ→ナデ
◎ハケ01～ 12本/cm)

乳灰茶色
長(1)

◎

口径 (211)

残高 5.6

二重日縁。大きく外反する拡張部外面に

山形文。接合部に円形貼付浮文。端部ナ
デにより九▼ヽ。

⊂⊃ ヨコナデ
⑭ヨコナデー施文
⑮ナデ

キガ

ナデ↓ガ
コ
　
コ

②
◎

乳茶色

黒色

石長(1～ 3)

金
◎

157 士璽
底径 (66)

残高 8.4

丸味のある平底。1同部は如味をもち、大

きく広がりながら立ち上がる。器壁は厚

ヤゝ。
Sゲ多峰ゼ奈チ留∫

→ハケ

ハ ケ (4～ 5本 /cI「 )

茶色

灰責色

石長(1～ 3)

◎
黒斑 29

童
底径 (35)

残高 4.6

如真に近い力やや平坦な面をもつ。月同部
は丸味をもって立ち上がる。底部は厚い。

胚浄ウサ鉢
廼Dタ タキ(12本/5c4)

⑩ハケ19本/cm)→

ナデ
①ナデ

灰茶色

灰色

石 長(1～ 3)

金

◎

黒斑

士霊
底径 (5.8)

残高 3.1

底部は九味のある不安定な平底。
大きく広がりながら立ち上がる。
厚い。

脚
継 本く７、

デ

デ

ケ

ナ

ナ

ハ

↓

Ｏ

⑩
ハケ (10～ 11本/cm)
→板 ナデ

乳灰茶色

乳茶色

石 長(1～ 2)

金

◎

士臣
径

高

底

残
突出した平島 磨減のため不明

ハケ(20本/cm)

(板 ナデ風 )

乳茶色

灰黄色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

士霊
底径 (50)

残高 39
高割大に大きく突出した平底。胴部は九
味をもって立ち上がる。

ナ デ ケヽ (5本/cm)
灰茶色

黒灰色

長(2～ 3)

金
◎

黒斑

士霊
底径 (48)

残高 5,0

高台状に大きく突出した平底。底部に葉
脈圧痕あり。

①葉脈圧痕あり
⑩ハケ03～ 14本/側 )

→ナデ

ハケ(13～ 14本/cm)
→ナデ

黒色
長(2～ 3)

○

鉢
口径 (320)

残高 63

大型品。日縁部は反りぎみにゆるやか
に外貯 る。瑞部は内面のヨコナデによ

り上方にやや拡張する。 昌腕 迅
豆⊃ハケ(8～ 9本 /cm)

→ヨヨナデ
巨⊃0ヽケ僣ヽ 9本 /m)

→ナデ

乳茶色

乳仄責色

石長(1～3)

少
◎

鉢
口径 (254)

残高 99
日縁部は短く外反する。端部下方力浄や

突出する。内面だけに弱い稜あり。
Θヨコナデ
⑩ハケ(7本/帥 )

Θヨコナデ
⑩ハケ(7本 /cm)→

ミガキ

乳茶色
石,長

(1～ 4)

◎

鉢
口径 (240)

残高 73

酢 削 まゆるや力ヽψ阪する。鵜 肘ま「コ」
字状を呈する。内面だけに弱�滅をもつ。
月隋脱こ剤味あり。

磨滅のため不明 磨滅のため不明
灰茶色

仄責色

石・長(1～ 2)

多
◎

166 鉢
口径 (20.8)

残高 35
日縁部は大きく外反する。端部は九味を
もつ。内面だけに弱セ逮 あり。

ヨヨナデ ミガキ 乳茶色
石長(1)

少
◎

鉢
回径 (205)

残高 23

日縁部は大きくストレートに外傾する。
端言Ⅲま如味をもつ。内外面とも明瞭な稜
あり6器壁は薄い。

ヨコナデ
ハケ (9～ 10本/cm)
→ ヨコナデ

乳灰茶色
石,長

(1)

少
◎

黒 斑

鉢
口径 (184)

残高 30

回縁部は外反する。端部は下方がやや突
出する。内外面とも明瞭な稜をもつ。器
壁は薄い。

，

キ

Ｃｍ

ガ
闘
↓ミ

サケぐ‐４、‐サ

ョ
　
ハ
　
↓

◎
⑪

着
秤寿く・４．‐

ヨ

ケ

，

∝
防
帥

赤茶色
粒砂

少
◎

鉢
口径 (19.0)

残高 5.5

日縁部は短めでやや外反する。端部は「コJ

引荒 内面だけにごく弱い稜をもつ。

⊂⊃ ヨヨナデ
Θ⑩ハケは～5本/卿 )

→ナデ

◎ハケ住5～ 16本 /ca)

⑩磨滅のため不明

乳茶色

乳灰黄色

石長(1～3)

多
◎

鉢
口径 (19.0)

残高 60
直日日縁。瑞き出ま先細りになリカ味をも ハケ(14～ 15本 /cm)

→ナデ

ハケ(14～ 15本/cm)

(磨 滅が激 しい )

乳茶色

乳灰黄色

石長(1～ 2)

◎
黒斑

鉢
口径 (180)

残高 37

直日日縁心端部は「コ」f翔大を呈し、わず
かに内湾する。外面に焼成時のひび割れ
カラ妨 る。

デナコ

デ

ヨ

ナ

Θ

⑩

Θヨコナデ
⑩ハケ17～ 8本 /cnl)

→ナデ
暗赤茶色

石長(1～ 2)

◎

172 鉢
口径(16.6)

残高 43
直日日縄
端部は翔味をもつ。

⑩ ヨコナデ
◎⑩ナデ

ハケ(7～8本/cm)→

ナデ上げ
灰責色

石.長 (卜 2)

◎
黒斑

鉢
口径 (131)

残高 37

日縁部はゆるや力ヽこ外反し、端部はやや
肥厚ぎみ。端面はヨコナデにより凹む。
内面だけに弱い稜をもつ。

⊂⊃ ヨコナデ

◎⑩ハケ6～6本 /cn)

→ナデ

Θハケ(5～ 6本 /cm)

⑩ヘラナデか?

(工 具痕あ り)

乳茶色

茶色

石長(1)

少
◎
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束本遺跡 4次調査 2区

SD203出土遺物観察表 土製品 (5)

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調 整 色調

1禽目|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内  面

鉢 残高 35
日縁端部がやや外反し、先細りになる。
内面に弱い稜をもつ。日縁部外面は、強
めのヨコナデにより凹む。

Θヨヨナデ
⑩ナデ

Θヨコナデ
⑩ナデ

灰赤茶色

灰色

石長(1)

◎

鉢 残高 42
日縁部は短くやや外反。端吉Ⅲま先綱りに

なる。内面だけに弱い稜をもつ。極めて

小片。

Θナデ

⑩タタキ鬱～3本 /cm)

→ナデ
ナ デ

乳灰色

乳茶色

石長(1～ 3)

◎
黒班

鉢 残高 27
日縁吉Rま、やや外反する。端吉限ま先細り
になり、端面はごく小さい。内外面とも
稜をもたない。極めて打司中。

◎ヨコナデ

⑩ハケ

“

本/cm)一
ナデ

Θヨコナデ
⑩ナデ

乳灰茶色
石長(1)

◎

177 鉢 残高 22 直日日縁。端部は九みをもつ。極めて小
片。

ナ デ
ハケ(13～ 14本 /cm)
→ナデ

乳灰色
石長(1)

◎

/fA 底径 61

残高 29
若干突出ぎみの九味のある平底。胴言Ⅲよ

大きく広がりながら立ち上がる。
⑮ナデ
①ケズリ

ハケ(15～ 16本 /cm)
→ミガキ

乳茶色
石長(1～ 2)

◎
黒斑

鉢

径

高

底

残

突出した平底。底部周辺は小さくはね上
がる。器壁はかなり薄い。

⑮ハケーナデ
⑩ ハケ(9～ 10本 /cm)

⑮指おさえ

⑩磨減のため不明
赤茶色

石長(1～ 3)

◎
黒 斑

鉢
底径 20

残高 26

手捏ね土器と思われる。
ボタン状に突出した平底。1同部外面は、
指頭痕のため凹凸力激しい。

⑮ナデ

⑩指おさえ
指おさえ→ナデ 灰黄色

石長(1～ 3)

◎
黒 斑

鉢
径

高

底

残

ボタン状に突出した九味のある平底。胴
部下半は底言脱こ向かってすぼまる。

⑬ナデ

⑩磨減のため調整
不明

板ナデ
灰茶色

乳茶色

石長(2～ 4)

◎
黒 斑

(台付)

鉢

底径 78

残高 21

大きく広がる「ハ」字状の脚台を
もつ。裾部は先細りになり、端部
は九味をもつ。

ナ デ ナデ(指頭痕顕著)

灰黄茶色

黒色

石 長(1～ 3)

多

◎

黒 斑

(台付)

鉢

底径 42
残高 2.2

「 」字状の脚台をもつ。 磨波のため不明 ナ デ 赤責茶色

石長(1～ 4)

多
◎

(台芍)

鉢
残高 36 「ハ」字状の脚台をもつ。 磨波のため不明 ナ デ 乳茶色

石長(1～ 3)

多
◎

高杯 残高 102
杯底部の充摸部力漂J離する。脚吉Ⅲま大き
く広がる。径1 3cmの円孔が2段残る。
(下段は、貫通していない。)

⑩
メヽケ (4本 /cm)→
ミガキ
〉ヽケ (6本/cm)⑤

絞 り痕 乳灰茶色
石長(1～ 3)

◎

高 J4N 残高 99
郭底部の充坂部力漂J離する。Al吉Ⅲよゆる
やかに広がる。

廼⊃ ハケ(12本 /cm)
→ヨヨナデ

ω ハケ(12本 /cm)

絞り痕
乳赤茶色

乳灰茶色

石長(1～ 2)

◎

高杯 残高 59
不部が接合面で剥離。脚部は大きく広が

る。4方 と思われる径 1 0cmの 円子L力滅

る。

ナ デ
延⊃ナデ

咆 ハケ(8～ 9本/帥 )

乳茶色

石長(1～ 3)

多
◎

高杯 残高 108
郭部は中位に稜をもつ。脚柱吉Ⅲま若干ふ

くらみをもつ円筒形。裾吉Ⅲま大きくひろ
がり4方に円孔力減る。

⑮磨減のため不明
⑩ミガキ

④磨減のため不明
廼⊃絞り痕
延⊃ナデ

乳茶色
石長(1)

◎

高 lTN 残高 102
不底部の充娯都カテ1離する。脚部はゆる
やかに広がる。3方と思われる径1 5cm
の円子働 2ヾ段残る。

ミガキ
磨減のため不明
(わずかに絞り痕)

赤茶色

乳黄色

石長(1～ 2)

◎

高杯 残高 64
必底部充壊法。脚者Ыよゆるや力ヽこ広がる。
径1 8cnの 円子LVJゞ 2段残る。 (上段は4

方、下段は不明)

ミガキ
⊂Dヘラミガキ

⑩ケズリ
赤茶色

石長(1ヽ 2)

◎

高杯
底径 (210)

残高 19
大きく広がる裾部をもつ。端部内面はや
や凹む。 最J離のため不明 剥離のため不明 赤茶色

石長(1)

多
◎

器 台 残高 232
大型品。筒状の厚手の柱部から裾部がゆ
るやかに広がる。4方に径2 2cmの 円孔
が4段残る。

ハケ(7本/cm)→
ガキ

延⊃ハケ(7本/cm)
→ナデ

⑮ ハケ(3～ 4本/帥 )

暗赤茶色
石長(1)

密
◎
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出土遺物観察表

SD203出土遺物観察表 土製品 (6)

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 文
調 整 色調絵目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

支脚
口径 (60)

残高 3.7
中空。上面全体を斜めにカットする。器
壁は厚い。

ナ デ ナ デ 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

支脚

口径 94
底径 83
器高 53

中実。上下面に凹みをもつ。受部を斜め

にカツトする。ヨ犬の突起力次損する。

指お さえ

ナデ

(指 頭痕顕著 )

指おさえ
ナデ

(指頭痕顕著)

乳灰赤茶色
石長(1～ 4)

◎

支脚

径
径
高

口
底
器

中空。日縁部は折り曲げて垂下させ、端

部にヘラ杖Ittに より大きな刻みを施す。

ナデ

(指頭痕顕著)

◎ナデ

⑪絞り痕
①ナデ(指頭痕顕著)

仄黄茶色

黒色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

支脚
口径 (8.2)

残高 115

中空七日縁部は直日。裾部に向かつてゆ
るやかに広がる。受部を斜めにカットす
る。

Θナデ

⑩ハケは本/cm)
ナ デ

茶内

灰色

石長(1～2)

◎

支脚
径
高

底
器 中空。受部に然の角状の突起をもつ。

タタキ(4本 /cm)→

ナデ

(指頭痕顕著 )

⑩絞り痕
⑬ハケ16本/cm)

灰茶色

灰色

石長(1)

多
◎

黒 斑

支脚 残高 119
中空。受部に然 の角状の突起をもつ。胴

部に穿孔あり。

⊂⊃ナデ
咆 タタキ(3本/cm)

一ナデ

ナ デ
乳黄灰色

黒色

石長(3～ 5)

多
◎

黒斑

表21 SP出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量(cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽目十

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

巽
底径 (4,0)

残高 25
平底。胴部はほぼストレートに広がる。

底都はかなり厚い。
⑩ハケ0～ 8本 /cln)

⑬ナデ
ケヽ (7～ 8本 /cm)

暗赤茶色

灰茶色

長(1～ 3)

◎
SP3

200 杯
口径 (132)

残高 35
体部はほぼストレートに広がりながら立

ち上がる。日縁端言Ⅲま剤味をもつ。
磨滅のため不明 磨減のため不明 乳責白色

砂粒(1～ 2)

少
◎

SP24

一霊
底径 (3.4)

残高 98
小さめの平底。肩部力淑る。胴部中位に

焼成後の穿孔あり。

⑮ナデ
⑩ハケ04～ 15本/c0

ハケ(6～ 7本 /cm)
茶色

黒色

長(1)

◎

SP34

黒斑

士霊
底径 (40)

残高 140
平氏 身をぞittΥ

⑬ナデ

ハケ(10～ 11本/cm)
茶色

灰色

石長(1)

◎
SP49

203 一霊
底径 (30)

残高 24
小さめのコ嘉 磨滅のため不明 ナ デ

黒赤茶色

茶色

石長(1～ 2)

◎
SP49

鉢

口径 124
底径 33
器高 69

日縁部はやや内湾する。端部は先細りに

なり剤味をもつ。やや如味のある判亀
⑩タタキ0本/cm)

①ナデ
ハケ(10～ ■本/cn) 茶 色

石・長(1～ 3)

◎
SP49

士電
口径 (150)

残高 119

剣大日縁。拡張部は短く内湾し、端部は

丸味ある「コ」引大。頸言Ⅲま長めで中位ま
で直立し、急に外反する。

聯縁

'献

夕
『

深怖
廻国)ハケ(10～ 12本 /m)→ ヨコ
ナデ∩ ハケ(lllヽ ワ本ノlu)

⊂⊃②⑭ヨコナデ
◎ハケ(10～ 12本 /cめ 暗茶色

石長(1～ 3)

◎

SP54
九州系
の上器

206 一霊
口径 102

残高 175

日頸部は長球形の胴部から稜をもたず、
なだらかに直日ぎみに立ち上がる。日縁

端部は「コ」字り電

⊂⊃ ナデ
Θ◎⑩ハケ6～ 6本 /c耐

Θゆ ケヽ6～ 6本 /c0

⊂⊃ナデ
延⊃ハケ

灰茶色
石'長 (2～ 4)

◎
SP54

甕
口径 (154)

残高 43

「く」字状日縁。端都は「コ」刹大だが

下方力やや突出する。内外とも明瞭な稜
をもつ。

Θ ヨヨナデ

⑩ タタキ(3本 /cI「 )

⊂Dヨ コナデ
Θアヽケ(11本 /cm)

灰黄色

乳茶色

石長(1～ 3)

多
◎

SP72

一璽
底径 (4,0)

残高 43
小さめの平風

⑩タタキ(3本 /cm)
→ハケ(10本 /cm)

① タタキ→ナデ
ナ デ

乳灰茶色

黒色

石長(1～ 4)

多
◎

SP73

黒斑

琵
口径 (140)

残高 106

日縁部は夕阪する。端部は先細りになる。
内外面とも明瞭な稜をもつ。 段を§チr/m

⑪タタキ(8本 /3cm)

◎曼Dハケ→ヨコナデ

咆 ハケ(7～ 8本 /cl)
乳黄灰色

石長(1～3)

多
◎

SP95

つ
０

０
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表22 SPl15出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備 考 図版
長 さ 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

敲   石 約 5/6 アプライト? 435.0

表23 その他の 出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量(cm) 形 態・施 文
調   整 色調胤目|

胎 土

焼 成
備考 図版

外   面 内  面

甕
口径 (125)

残高 169
そり気味に短 く外反する日縁部。日縁
外面、胴部内面に接合痕顕著に残る。

Θヨヨナデ

絡乃省簿李製
Θハケ→ヨコナデ
⑩ハケ(6～ 7本/c0 乳灰黄色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

甕 残高 100 不安定な底部片。丸味をもってやや突
出気味。器壁は厚い。

平行 タタキ (3本 /m)
→ハケ(8本 /cn)

ハケ (6本/em)→ ナ
デ上 げ 仄黄色

石長(1～ 2)

◎

甕 残高 18 やや丸底。底内面はナデにより凹む。 タタキ(3本 /伽 ) ナ デ
灰茶色

茶色

石長(1～ 3)

◎

董
口径 (118)

残高 87
複合日縁。無文。頸部は直立気味に立
ち上がり拡張部は内湾する。日縁端部
はヨコナデによりやや丸味をおびる。 誓蕩慟勃)

Uヨ コナデ
⑮ ハケ→ ナデ
αめ 指おさえ→ナデ
oゴ ⊃ハケ (0本 /cm)

乳灰責色
石長(1～ 3)

◎

士堕
口径 (138)

残高 46

複合日縁。無文。複合日縁接合部は九
味をもつ。日縁端面はヨコナデにより
凹む。

ハケ(6本 /帥 )一 ヨ
コナデ

②ヨコナデ
⑮ハケ∞本/m) 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢

(台付)

底径 (4.0)

残高 33
台付鉢底部。
くびれの上げ底。

ナ デ ナ デ 灰茶色
石・長(1～ 2)

◎

鉢
国径 (340)

残高 74
大型品。弱い稜をもって外反する日縁
部 。 職:海融就|

⊆⊃ ヨヨナデ
Θ⑮ハケ嶋ξ体/m) 灰乳黄色

石長(1～ 5)

◎

218 鉢
口径(239)

残高 88
浅鉢。直日日縁。底部は突出気味で丸
味をおびる。

Θ ヨヨナデ
他は磨減のため
不 明

Θヨヨナデ
⑩ぐ界筆本たm)→ 灰茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

32

鉢
径

高

底

残
突出する小さなボタン状の底部。 ミガキ ミガキ 茶色

乳茶色

石長(1～ 2)

◎
黒斑

高杯
口径 (250)

残高 1.2

日縁部の小片。日端部は上下に拡張。
端面には半裁竹管文を2段 と円形浮文
を貝占りつける。

⊂⊃ ヨコナデ→施文
Θヨコナデ

ヨコナデ 灰黄茶色
営

◎

器台
口径 (192)

残高 16

日縁端部は粘上を貼付 し垂下。端面に
は櫛描による波状文 (4条 )。 日縁外面
に接合痕を残す。

⊂⊃ヨヨナデー施文
Θハケ(8本 /帥 )

ヨコナデ
乳茶色

祭重包∫
~ 石,長

(1～ 3)

◎

222
ミニチュア

(高杯)

残高 42 脚部。直立気味の柱状部力浣 全に残る。
柱下部に径0 9cmの 円子しを3方 に施す。

ナ デ 乳灰茶色
石長(1～ 3)

◎

杯蓋
日径 (13.2)

残高 2.8
丸味をもって垂下 し、端部は九い 〇回転ヘラケズリ

Θ回転ヨヨナデ 回転 ヨコナデ 青灰色
石長(1)

◎

杯
口径 (100)

残高 24
内湾気味に立ち上がる日縁。端部は九
く細い。

Θヨコナデ
⑮糸切り痕

◎ヨコナデ
⑬ナデ 乳責茶色

石長(1～ 2)

◎

225 小 皿
径

高

口

器
外傾する日縁部。端部は丸い。 Θヨコナデ

⑬糸切り痕
ヨコナデ 茶色

長(1)

◎

226 皿
径

高

底

残
底部片。平底。底内面にナデによる溝
が顕著に残る。

デ
痕

ナ
リ
痕

コ
切
状

ョ
糸
板

Θ
②

Θヨヨナデ
〇ナデ 乳黄茶色 石長(1)

◎

郭
口径 (13.0)

残高 26

日縁部は若干内湾気味に立ち上が り、
端部は九い。磨滅のため底部の切 り離
しは不明。

ヨコナデ ヨヨナデ 乳灰黄色 石長(1)

◎

228 甕 残高 57
外反する日縁。端部はナデにより上下
に拡張され、端面は凹む。顕部の稜は
ゆるやか。器壁は厚い。

Θ格子タタキ→回転
ヨヨナデ

⑮格子タタキ
回転ヨコナデ 灰白色 石長(1～3)

◎

盤
∽

残高 12.0 三足付土釜 (鍋 )の 脚部。接合下部屈曲
し下方向にのびる。 ナ デ ナ デ 灰茶色 石。長(1～2)

◎
煤
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7章  3区の調査第

1.調査の経緯

3区 は南北に縦長い調査地の中央部に位置 し、調査面積は約730だである。

以下、作業工程を順次略記する。

① 3区では第Ⅲ層上面において遺物が多量に出土したため、第 I・ Ⅱ層は重機にて除去し、第Ⅲ層から

は手掘りにて掘り下げを行った。第Ⅲ層中位では遺物が少ないが、部分的に密集し比較的大きい破

片が出土した。遺物が密集して出土した部分の直下(第Ⅳ層上面)では遺構を検出したところもある。

② 遺構の検出は遺構埋土と第Ⅲ層が黒色土であることから、第Ⅲ層中位での遺構検出は困難であつ

た。よって、遺構検出は第Ⅳ層上面にて行った。ただし古墳時代の溝S D301は第Ⅲ層上面、大型

円形住居 S B 302は 第Ⅲ①層上面で検出した。

③ 遺構検出の後、各遺構を順次掘り下げ、測量を行った。

④ l・ 2区 の深掘りでAT火山灰が検出されているため、3区 においても西壁沿いを深掘りした。そ

の結果、3区 においてもAT火山灰層の堆積を検出した。

⑤ 調査区中央で検出した大型円形住居址 (S B302)ではガラス小玉を検出したため、土壌の採取

と洗浄作業を行った。また、各遺構においても必要に応じて土壌を採集し、洗浄作業を行い、自然

科学分析の資料を準備した。

③ 航空測量と写真撮影を行い、本調査区の調査を終了した。

2. 層  4眩 (第 4・ 51図 )

本調査区では第I層 から第Ⅷ層までの上層を確認した。遺構の検出は主に第Ⅳ層上面で行った。ま

た、第Ⅳ層から第Ⅷ層までは調査区西壁下のトレンチ (aト レンチ)と東西 トレンチ (bocト レン

チ)にて土層堆積状況と遺構・遺物の確認調査を行った。以下、本調査区の基本層位を記述する。

第 I層 :灰色上で、20cmの堆積を測る。現代の耕作上である。

第Ⅱ層 :第 Ⅱ①層一黄灰色砂質上で約15cmの 堆積を測り。耕作上の床上である。

第Ⅱ③層―黒色土 (上層の汚染を受ける)約 5cm～ 10cmの堆積を測り、調査区中央寄りで確

認された。土器を包含しているが、小片で磨減を受けているものが多い。

第Ⅲ層 :第 Ⅲ層は2層 に分層される。

第Ⅲ①層―黒色土約10cm～ 15cmの 堆積を測る。遺物が、部分的に密集して出土した。破片は

大きく磨減はほとんど受けていない。

第Ⅲ②層一黒褐色土約5cm～ 10cmの堆積を測る。この第Ⅲ②層は土壌分析の結果、鬼界アカ

ホヤ火山灰層 (約 6,300年前)と認められたが、一時堆積層としては検出されていない。こ

の層中からの遺物の出土はない。

第Ⅳ層から下層については、 aト レンチとbト レンチの調査結果からである。
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第Ⅳ層 :褐灰色土 (小礫石混入)約 10～30clnの 堆積である。遺物は、第Ⅳ層上面に遺物形態 (ス タン

プ)を残す状況で石器2点が出土した。また、第Ⅳ層中にて焼土を検出した。

第V層 :暗褐色上で約10～25cmの堆積を測る。

第Ⅵ層 :AT火山灰堆積層 (約2.2～ 2.5万年前)である。調査地全域では1次堆積層と2次堆積層に大

別され、さらに1。 2次 ともに3層 に細分できる。

第Ⅵ層2次堆積

砂 1～ 21ntl 本調査区では検出していない。

礫 2～ 5111111 aト レンチ北側で厚さ10cmを 測る。

風 黄色で小石 。礫混 じり a・ bト レンチで厚さ60cmを 測る。
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第Ⅵ層1次堆積

①乳褐色土 (黄色の細粒)a・ b・ cト レンチで厚さ10～ 70cmを 測る。

②乳暗褐色粘質土 (乳茶褐色と乳茶褐色粘質土がある)a・ bト レンチで10～ 40cmを 測る。

③淡責色粗粒 aト レンチ北側で厚さ5～ 10cmを 測る。

第Ⅶ層 :砂粒多い cト レンチで厚さ10cmを 測る。

各層位は、出土遺物や火山灰層の堆積などから、第 I・ Ⅱ①層は近現代、第Ⅱ③層は弥生～古墳時

代、第Ⅲ①層、第Ⅲ②層は縄文時代 (約6,300年前)、 第Ⅳ・V層 は約2.2～ 2.5万年以降、6,300年以前、

第Ⅵ層は約2.2～ 2.5万年前、第Ⅶ・Ⅷ層は約2.2～ 2.5万年以前に堆積したものと考えられる。

3.遺構 と遺物

〔1〕 先土器時代～縄文時代

当該期に属する遺構・遺物は第Ⅳ層上面で検出した焼痕1ケ 所 と、石器2点である。

1)焼痕 (第 53図 ) 調査地北部のB2区 で検出した。焼痕の平面形態は楕円形状で、範囲は長

さ102cm、 幅83cm、 深さ2.5cmを 測る。第Ⅳ層上面で検出されだが、第Ⅳ層中につづいていた。焼痕の

基底部は北東から南西への傾 きが見られるが、明確な掘 り方などは確認されなかった。焼痕の範囲か

らは、直径3～ 5cm大の焼土塊が検出された。遺物はない。

2)石器 (第 54図、図版59) 石器2点 は、調査区北寄 りのB4区 で出土 した。焼痕からは約8～

10m南 に位置する。2′点の石器は、遺物形状 (ス タンプ)を 第Ⅳ層に残す状況で検出した。

230、 スクレイパーの完形品である。法量は、長さ9.6cm、 幅3.6cm、 厚さ0.9cm、 重さ39.7gを 測る。

側面片方にブランティングを施す。231、 尖頭器の完形品である。法量は、長さ8.Ocm、 幅2.lcm、 厚さ

0.8cm、 重さ15,Ogを測る。基部にタール状の付着物が見られる。石材は不明である。

〇

第53図  第Ⅳ層中焼土測量図

92

〇

∂
Ｑ

告書覆〕。とば
0    っ       _つ°い

0。
①  てr at。



遺 構 と 遺 物

◇

◇

◇ 0                       5                      10cm

(S=2:3)

第54図 第V層上面出土遺物実測図

〔2〕 弥生時代

弥生時代の遺構は調査区全域で検出された。検出遺構は円形の大型住居l棟、方形の大型住居2棟、

方形の小型住居2棟、溝5条、土坑6基、柱穴108基である。住居址は調査区北部から中央部にかけて、

また柱穴は北部に密集 している。遺構はほとんどのものが第Ⅳ層上面で検出したが、 S B 302は 第Ⅲ

①層上面での検出である。



束本遺跡 4次調査 3区

1)竪穴式住居址 (SB)

(SB302調 査工程 )

住居の北半部は、既に第Ⅲ②層を剥ぎ取つたあとに遺構検出をしたため住居址の検出は第Ⅳ層とな

った。一方、西半部と南半部は第Ⅲ②層を残 した状態で遺構検出を行った。第Ⅲ②層と住居の埋土は黒

色上で、類似するものであったが、住居埋土には赤褐色土粒が混入するため、半径4mの半円形プラン

を検出することができた。この時点で調査区東壁を精査すると、住居址が第Ⅲ層中(第 Ⅲ①層上面)か ら

の掘 り込みであることが確認された。住居址は推定する調査対象地内にあるため、調査区の拡張を行

った。その結果東半部も検出するにいたった。遺構検出状況の写真が、東半部と西半部で段差があるの

はこのような理由によるものである。遺構の全体プランが確認された後、住居内の掘 り下げを行った。

遺構掘 り下げ時には遺物は小片が少量出土する状況であつた。その後、検出面より約25～ 30cm掘 り

下げた時点では東半部で弥生土器や焼上の出土が多 くなり、床面付近からは青銅鏡片も出土 した。青

銅鏡は出上 した時点では銀色に輝いており、金属遺物にしては錆ておらず、何が出土 したのか分から

なかった。遺物スタンプを残す状態で取 り上げてみると鋸歯文が見えたため鏡だと分かつた。出土状

況の写真撮 りや測量を行ったのち遺物を取 り上げたが (出 土から1時間)、 この時点では鏡面の輝きは

なくなっていた。住居址内の埋土は全てを採集 し、順次洗浄作業を行った。その結果、ガラス玉2点

を検出することができた。

遺物出土状況の写真撮影と測量を行い、住居址の埋土を全て取 り除 くと床面からは主柱穴の柱痕や

炉址、凹地状遺構、周壁溝を検出した。床面遺構の調査後、貼 り床の整地土を除去 し、柱穴掘 りかた

を調査 して、住居址の調査を終えた。

S B302は 住居の規模が大きいことや鏡が出土 したこともあり調査には約40日 を費やした。

SB302(第 55・ 59～62図 、図版35～ 39・ 49～ 51・ 59)

S B302は 調査区中央の第Ⅲ①層上面で検出した。北西で検出した S B301か らは約15m、 南で検出

した S B 303と は3.5mを 測る位置である。

平面形態は円形で、規模は東西890cm、 南北840cm、 深さ32cmを 測る。埋土は3層 に分層され、上層

は黒灰色土 (黒色上に灰色土が滲み混んだ状態)、 中層は黒色土 (褐色上の粒が粗に混入)、 下層は黒

褐色土 (褐色土の粒が密に混入)である。上層は厚さは5～ 8cmを 測る。第55図 では東部分に限り検出

されたことになっているが、おそらく全体に遺存 していたと思われる。中層は、住居址中央から東に

あり、凹レンズ状に堆積が見られた。下層は住居l■全体で見られた。

内部施設は、炉址 (炉内土坑を含む)、 周壁溝、主柱穴、貼 り床、凹地状遺構を検出した。

炉l■ (第 57図 )は住居中央の南寄 りで検出した。平面形態はやや東西方向が長い不整な方形である。

規模は東西165cm、 南北135cm、 深さ10cmを 測る。炉の周囲には炉堤が設けられてお り、幅10cm、 高さ

3cmを 測る。炉内の埋土は黒色 (炭黒 く)で、土質は軟質である。黒色土中には焼土や炭化物が混入

している。炉内からは弥生土器片が出土 した。

炉を完掘 した状態で炉の北にて土坑を1基検出した。平面形態は不整な長方形である。東西に長い

土坑は、東西70cm、 南北28cm、 深さ52cmを 測る。基底面は平坦である。埋土は黒色上で炭黒 く、土質

は軟質である。埋土からは弥生土器が出上 したが、炭化物や焼土は検出されなかった。この土坑は、

炉に付帯する施設と思われる。
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周壁溝は壁体にそって巡るが、住居北部で約70cm途切れる。規模は幅10～ 30cm、 深さ5～ 15cmを 測

る。埋土は黒褐色土である。遺物は弥生土器が少量と鉄製品が1点 出土 した。

主柱穴は周壁から160～ 180cm内 側の位置で10本 を検出した。主柱穴の柱痕は貼 り床上面で検出され、

柱穴掘 り方は貼 り床を掘 り下げた (除去)後に検出された。各柱穴間は140～ 220cmを測 り、住居址西

半分は柱間が狭 く (S P4～ 10)、 東半分では柱間が広い (S P10～4)こ とを確認 した。また、対面

する柱間は4.9～ 5.5mを 測 り、これらの交点は1対面を除いて、炉内土坑で交わる。主柱穴の平面形態

は円形もしくは楕円形で、径25～ 50cm、 深さ57～66cmを 測る。柱痕は全ての柱穴で確認することがで

き、規模は径12～28cmを 測る。柱穴埋土は黒灰色微粘性土、柱痕埋土は黒色土である。柱穴出上の遺

物は小片の弥生土器が少量と、 S P7よ り鉄製品が1点出土 している。

貼 り床は、住居内のほぼ全域で見られるが、主柱穴 S Plの周囲では見られなかった。貼 り床は黒

色土と茶褐色土 (第 Ⅳ層)の混合土からなり、厚さ2～ 5cmを 測る。部分的に、版築の様に横縞状の堆

積を見る部分もあり、やや硬 く締まっている。

凹地状遺構 (第58図 )は住居東狽1の北寄 りと西側の床面で20基検出された。平面形態は円形もしく

は楕円形で、径15～ 34cm、 深さ3～ 5cmを 測るが、明確な掘 り方をもたない浅い凹地である。埋土は黒

色上である。遺物の出土はなかったが、1基 については遺構上部において粘土塊が検出された。

住居からの出土遺物は弥生土器、銅鏡片1点 、鉄製の長頸鏃1点 と三角形鉄片1点、ガラス小玉6点 、

石鏃1点 の他に焼上、炭化物、粘土塊がある。

弥生土器は床面より少 し浮いた状況で住居全体に散在するが、炉の周辺で出土する傾向がある。器

種は甕形土器・壼形土器 。鉢形土器 。高杯形土器・器台形土器である。土器の復元作業の結果ほぼ完

形品になったのは高杯 (270)1点 に限られた。この高杯形土器は脚台部が住居北端やや東寄 りで出土

し、外部は南西側やや北寄 りの位置で出土 したものが接合 された。壺には胴部に線刻 されたもの

(250)が住居東側 (やや南)で出土 した。このほか、出上 した胴部片には器壁が薄手のものでヘラ磨

きの調整痕が見 られるものが多い。青銅鏡片 (290)住居東側で周壁から約40cm内側の床面直上より、

鏡面を上にした状態で出上 している。鏡片は櫛歯文帯から外縁にかけてのもので、長さ5.8cm、 幅2.6

cmを測る。鉄製長頸鏃 (288)主柱穴 P7の柱穴基底面より出上 した。三角形鉄片 (289)住居東側の

やや北寄 り、周壁からは1.2m内側の床面から少し浮いた状態で出土 した。

ガラス小玉 (281～ 286)イよ6点が出土 した。このうち4点は遺構掘 り下げ時に出上 し、2点 は埋土の

洗浄によって出上 したものである。ガラス小玉の出土地点は住居北東区より2点、南西区より3点が床

面直上ないし床面よりやや浮いた状態で出土し、1点 については出土地区がつかめていない。

石鏃 (287)炉の西縁から約60cmの位置で、床面からやや浮いた状態で出土 した。

焼土及び炭化物は住居全体で見られるが、西半部からの出上が多 く、焼上の範囲も西半部では広い

ものとなっている。住居の南西側の壁体に沿って検出された焼土は長さ300cm、 幅80cm、 厚 さ15cm

(最厚部)を 測る。これらの焼上の平面形態は不整形のもので、横断面は山形を呈する。焼土からは

弥生土器の小片が少量 と炭化物が出土 している。炭化物は固体で、3点検出され、炭化物の中には植

物遺体とわかるものもある。

出土遺物 (第 59～62図 、図版49～ 51)

甕形土器 (232～ 237)232・ 233は口縁部片、235～ 237は底部片である。口縁部は外反する。

重形土器 (238～ 254)250は胴部に、251は 底部に線刻が施される。
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鉢形土器 (255～ 269)255は大型品。260は羅線状に沈線を施す。

高杯形土器 (270～ 275)270は 完形品で口縁部は加飾され、脚部は円孔が穿たれる。

器台形土器 (276～ 278) 口縁部、脚裾部ともに加飾が施される。

装身具 (281～ 286) ガラス製小玉で、長さは0.2～ 0.35cm、 幅0。 25～ 0.4cm、 孔径0。 1～ 0,18cm、 重さ

は0,03～ 0.05gを 測る。色は青緑色、青色、濃い青色が見られる。

石製品 (287) 凹基式の石鏃で石材は赤色チャー トである。

金属製品 (288～290) 288は 鉄鏃の先端部分である。289は 三角形状鉄片である。290は銅鏡の外

縁部片である。鏡面、背面とも磨 き痕がみられる。

時期 :出土遺物の鉢形土器の形態と出土遺物に時期差が見られないため、弥生時代後期末に埋没し

たと考えられる。

SB301(第 51・ 63・ 64図 、図版40,41・ 52・ 59)

S B301は 調査区中央北寄 りのA5区で検出した。東の S B 304か らは約10m、 南東の S B302か らは

約15mの位置である。周囲にある小柱穴群との切 り合いはない。

本住居は、住居の西部が調査区外のため全容は不明であるが、コーナーを2ヶ 所検出していること

から平面形態は方形になるものと思われる。規模は南北360cm、 東西190(+α )cmで ある。壁高は完

掘 した状態で約20cmを 測る。ただし、西壁土層の精査では、本住居は第Ⅲ①層上面からの掘 り込みで

あることを確認 してお り、壁高は少なくとも35cm(第 Ⅲ①層上面から基底部までの深さ)以上はある

ものと思われる。坦土は黒褐色±1層 である。住居内施設は部分的な高床部1ケ 所、土坑1基、小 ピッ

ト28基がある。なお、周壁溝と炉は検出されていない。

高床部は住居llL北東隅に貼付けられている。平面形態は方形であるが、南西コーナー部はaト レン

チにより欠如 している。規模は南北226cm、 東西12cm、 厚さは8～ 10cmを 測る。高床部の構築は第Ⅳ層

の土を用いて築き固めており、硬 く締まっている。部分的に黒色上が混 じるところがある。

上坑は床面南東隅で検出した。平面形態は楕円形で、径42～ 50cm、 深さ21cmを 測る。埋土は住居址

内埋土と同じく黒褐色上である。遺物は弥生土器の小片が少量出土 している。住居に伴うものである

が、性格は判断できなかった。

小 ピットは床面全体で検出し、特に南東隅に集中している。ピットの並びに規則性はみられない。

平面形態は円形～楕円形を呈 し、径5～ 10cm、 深さ5～ 7cmを 測る。埋土は黒色土 (茶褐色土混入)で

ある。遺物の出土はない。

住居址内からは弥生土器と円礫石1個が出土 している。

弥生土器は住居llL全体より散在 して出土 したが、北半部と南端部にやや多 く、ほとんどの土器が床

面より浮いた状況での出土である。器種は甕形土器・壺形土器・鉢形土器・器台形土器がある。出土

土器は鉢形土器 (298)を 除くと破片であった。円礫石は住居北部 (調査地西壁)床面よりやや浮い

た状況で出土 した。円礫石の大きさは長さ20cm、 幅15cm、 厚さ12cmで石材は花商岩である。

出土遺物 (第64図 、図版52)

291～ 302は弥生式土器である。291～ 296は甕形土器である。291～294は外反する口縁部で口縁端部

は面をもつ。295。 296は平底の底部。297は複合口縁壼で、口縁部に波状文、接合部に刻目文を施す。

298・ 299は鉢形土器である。300は器台形土器で、口縁端部には波状文6条 を施す。301。 302は混入品

である。共に甕形土器で如意形の口縁部をもつ弥生時代前期。

96



SPtt OSttSPttΩ

7SP39
ＳＰ２９

◎

ＳＰ２８

烏

蜘
∝

ヮ彎pの St

↑

一翠
盛
離
　
〕
Φ
Ｏ

工
６
■
禦
ち
ヨ

(S=1:60)
I 黒灰色土 (黒 色上に灰色上がに しみ込んだ感 じがある)

2 黒色土 (掲 色上の粒状が粗 に混入 )

3  黒掲色上 (褐色上の粒状 が密 に混入 )

32 3 に焼上が多量 に混入

!:桑駐生哲瓢縫七刑}跡
6 黄色土 (ブロック )

7.焼土

8.黒灰色微粘1畦土

9.周 壁溝埋土①
O.  〃  ②

0                        4m

(S=1:80)

97

第55図  SB302測霞:Iコ 第56図 SB302遺物出土測量図



遺 構 と 遺 物

ｇ
０
０
ゆ
守
ｏ

エ

焼土

炭

ヒ

W    E

|

H34500m

1暗茶褐色土

2黒色土 (炭化物層 )

3黄橙色土

4焼土 (赤橙色土 )

5黒灰色土 (柔 かい )

〇 ～⑩ ,〇 分析番号

第57図  SB302炉 測量図

SB303(第 65～ 70図 、図版42～ 44・ 52・ 53)

S B 303は 調査区南部A～ B12区 にあり、 S B302の南西3.3mに位置する。 S B 303の 上部からは、

表土景Iぎ時に比較的大きな土器片が出上 していた。 S B303検出地点には本住居址以外の遺構がない

ため、表土景↓ぎ時の土器片が S B303の ものと思われる。よって S B303は 、第Ⅲ①層上面で検出しな

ければならなかったものである。平面形態はやや形が整わないものの長方形で、規模は東西380cm、

南北280cm、 壁高17cmを 測る。ただし、第Ⅲ①層上面から床面までの深さは約50cmを 測るため、壁高は

50cm以上あったものと考えてよい。掘 り方基底面は、東から西へ傾斜が見られ、比高差は16cmを 測る。

埋土は黒色土である。住居内からは部分的な高床部、炉址1基、主柱穴2基、小ピット42基 を検出した。

高床部は住居址を三分するかのように東半部に限 り検出された。平面形態は長方形で南北284cm、

東西200cm、 基底面からの高さは約10cmを 測る。地山を削 り出して作 られてお り、高床部の東半部に

は、上面を平坦にするための整地上が見られる。高床部上面は掘 り方基底部と同じように傾斜が見ら

れる。遺物は、高床部の整地上を取 り除いた後に検出したものがある。

炉 (第 66図 )は住居址のほぼ中央にあり、炉は炉堤が設けられている。炉堤内縁での平面形態は長

方形となり、規模は東西113cm、 南北56cm、 深さ14cmを 測る。炉の西半部は基底部から上部にいたる

まで貼 り土が見られ、不整形な炉の掘 り方は炉堤構築時に長方形になるように改修 したものとみてい

る。炉堤は高さ4～ 7cm、 幅10～ 20cmを 測る。炉堤の貼 り土は第Ⅳ層と黒色土の混合土で硬 く締まってい

る。炉内の埋土は上層が黒色土 (住居埋土より赤褐色上の混入が少ない)、 下層が黒褐色土 (黒色土

と焼上の混合)である。下層は炉内東半部の基底部から炉堤上部に渡 り堆積が見られ、さらに炉の東

縁に近い高床部の上部にも堆積が見られた。炉内からの遺物の出土はない。

主柱穴 (SPl)は 南壁狽上の中央やや西寄 りで検出した。平面形態は楕円形で、東西45cm、 南北20
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第58図 SB302凹地測量図

cm、 深さ22cmを測る。柱穴基底面には径15cm前後の柱痕が東西に検出されたため、柱材は2本であっ

たものと思われる。埋土は黒色土 (赤褐色土が粒状に混 じる)である。柱穴からの遺物の出土はない。

主柱穴 (SP2)(支柱穴)は南壁中央の壁下より検出した。主柱穴の柱穴中心間で約25cmを測る

掘 り方は壁面と床面より南方向へ斜めに掘 り込まれており、角度は約60° を測る。規模は径15～ 20cm、

深さ約20cmを 測る。埋土は主柱穴と同じ黒色土 (赤褐色上が粒状に混じる)で、遺物の出土はない。

小ピットは住居址全体で検出したが、東半部に多い。平面形態は円～楕円形を呈 し、大きいものは

径10～ 15cm、 小さいものは径8cm前後で深さは2～6cmを 測る。埋土は黒色上である。

このほかには、炉中央北側、炉堤に接 した位置で作業台を検出した。作業台は径30cm、 厚さ約15cm

を測 り、円礫石で上面は多少凹みが見られた。石材は花尚岩である。なお、炉の南半部の西寄 りには

70× 30cm規模の平坦面部分があり、中央は僅かに凹んでいた。この凹みと作業石底部の形状が似てい

るため、この位置に作業台が置かれていた可能性がある。

遺物出土状況 遺物には弥生土器、鉄製品、石製品、炭化材、焼土がある。弥生土器は遺構検出時に
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第59図 SB302出土遺物実測図 (1)
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束本遺跡 4次調査 3区
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第60図 SB302出土遺物実測図 (2)
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第61図  SB302出土遺物実測図 (3)

比較的大きい土器片が埋土から出土 した。土器は住居址の西側からの出土量が多 く、接合の結果ほぼ

1個体になった甕形土器もある。また、高床部側 (東側)では小片が少量の出上であった。鉄製品は、

鉄鏃1点が炉堤の北側上部から出上 した。石製品は管玉が1点住居北壁の中央やや東の壁で出上 した。

炭化材 (第 67図 )は住居址南東部分では少ないが、ほぼ住居全域でみられた。炭化材は焼土と混在

した状況にあり、住居址の掘 り方と並行するものと、斜めに位置するものが見られた。炭化材は断片

が多 く遺存状況は不良である。炭化材の規模は痕跡より、長いものでは約120cmを 測る。焼土は住居址

全域にあり、炭化材と混存 した状況で出土しているが、なかには炭化材をとり囲むように検出された

つ
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束本遺跡 4次調査 3区

(S-1:1)

第62図 SB302出土遺物実測図 (4)

ものもある。

出土遺物 (第68～ 70図 、図版52・ 53)

303～ 3151ま遺構中より出上したもの、316～323は表土剥ぎ時に出土したもので調査の結果 S B 303

に伴うと思われるものである。

303～ 313・ 316～ 323は弥生式上器、314は金属製品、315は石製品である。

甕形土器 (303～ 305、 316～ 318)303は 外傾する口縁部、304は「く」字状の口縁部、他は外反する

口縁部で口縁端部は面をもつ。底部はやや立ち上がりをもつ平底 (303)、 やや突出した (316)も の

がある。

壺形土器 (306～ 310)306～ 308は複合口縁壺である。306・ 307は 口縁部に4条の波状文を施す。

=~
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第63図  SB301測量図

309は ラッパ状に開く口縁部である。3101まやや丸味のある平底の底部である。外面には3カ 所に1籾庄|

痕がある。

鉢形土器 1311・ 319～322)3111ま底部片で底部内面中央が凹む。319。 321はゃや内湾気味に上外

方向へ立ち上がる口縁部である。320。 322は稜をもち外反する日縁部である。32olよ大型品。

高杯形土器 (312.313)3121ま外反する口縁部。313は脚柱部で3段に4方向の円孔を施す。

支脚形土器 (323) 体部‐でくびれをもち、受部は開く。器高は低く6cmを韻Iる 。

鉄鏃 (314) ほぼ完形品で長さ9,cm、 幅2.5cm、 重さ15,9gを測る。

管玉 1315) 薄い灰緑色を―呈する碧玉製の完形1品である。

SB304(第 51・ 71,72図、図版45・ 53)

S B 304は 調査区北寄りのD5～ 7区で検出した。西側のS B 301か らは約10m、 南西側のS B 302か

らは8.6mを 測る位置にある。他の方形住居址とは方向が多少異なり西へふる。

e:K〔
」 】

」
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束本遺跡 4次調査 3区
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第64図 SB301出土遺物実測図

住居址は北西隅と西壁の検出にとどまる。南束の壁際で掘 り方が少 しカーブを描いており、この部

分が南西隅になる可能性がある。よって、平面形態は方形を呈するものと思われる。住居址の西壁は

長さ約800cm、 北壁は検出長220cm、 壁高40cmを 測る。埋土は3層 に分層され、埋土①層は黒灰色上、埋

土②層は褐色上に茶褐色上が混 じるもの、埋土③層は黒色土に褐色上が混 じるものである。埋土③層

中には基本層位の第Ⅵ層がブロック状に混入している。内部施設は周壁溝と主柱穴1基がある。周壁溝

は幅16～ 33cm、 深さ2～9cmを測る。断面形態はレンズ状である。主柱穴の平面形態は円形で、径36cm、

深さ62cmを 測る。住居址からの出土遺物は奏形土器・壼形土器・鉢形土器他が床面から出上している。

出土遺物 (第72図 、図版53)

324～342は弥生式上器である。340の器種は不明。

甕形土器 (324～ 326)324は 外反する口縁部のものである。325・ 326は平底の底部である。

壷形土器 (327～332)327・ 331は複合口縁壺で3271ま 口縁部に6条 の波状文ののち4条の沈線文を

施す。329。 332は外反する日縁部をもち、328はタト傾する筒状の顎部をもつ。330は長径壷である。

鉢形土器 (333～ 387)337は 台付きのもので6方向に円孔を穿つ。

高杯形土器 (338・ 339)338は脚裾部で屈曲部に半裁竹管文 (二段の S字状)と 円了し (数は不明)

を穿つ。

支脚形土器 (341・ 342)341は器壁は厚 く「ハ」字状に開 く裾部。342は 外反する裾部である。

SB305(第 73図 )

S B 305は 調査区中央部のA8・ 9区 で確認された。 S B301か らは南7m、 S B302か らは北西2mの

位置である。基本土層確認のための aト レンチ掘削時に本住居の北東コーナーを検出し、平面形態は

竃Ы
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束本遺跡 4次調査 3区

(S=1:40)

第67図 SB303遺物出土測量図

(S=1:4)

第68図 SB303出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物
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第69図 SB303出土遺物実測図 (2)

(S-1:1)

323

20cm
322 トーー下~~~T~~~r~~可~~~十一――――――――――――――――引

(S-1:4)
第70図 SB303と思われる出土遺物実測図

方形であることを確認 した。ただし、土層確認のために北東コーナーを削平 してしまったために、結

果的には本住居址は西壁 (調査区)で確認するにすぎなくなった。住居の規模は調査区西壁では南北

443cmを 測るが、この数値は住居址の1辺長ではない。壁高は約70cmを測る。住居址の坦土は3層 に分

層でき、上層は黒色粘質土 (責色土ブロックが散在 )、 中層は上層土よりも黒色が強 く粘性 も強い土

と暗褐色粘質土 (焼土・黄色土ブロック混入)か らなる。下層は褐色粘質土 (焼土・黄色土ブロック

混入)である。なお、下層は上面が平坦であること、焼土や黄色上のブロックが混入すること、出土

土器が細片で少量であることから床面の整地上であると思われる (貼床 )。

住居の掘 り方は2段になってお り、上・下段の壁下には凹みが見られる。このうち下段の凹みは a

トレンチ掘削の際に平面で溝として確認されていたもので周壁溝 と考える。

遺物は西壁より弥生土器の小片が少量出土 した。

同

∵
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東本遺跡 4次調査 3区
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3埋当O(黒 灰色土)

4埋出②(褐色上に茶褐色土混)

5埋土③ (黒色上に褐色土混)

6茶掲色土

7黒色土

8黄茶褐色土

9 ATと 褐色土混

10 ATフ ロック

● 土器

(S=1160)

第71図 SB304測量図

2)溝 (SD)
SD201(第 74図 、図版54)

調査区北西のA2～ 5区 にある。第Ⅳ層上面で検出したが、本来は第Ⅲ①層上面からの切 り込みであ

る。この溝は2区 の S D201に続き、直線的な溝で、総長は72mを 測る。3区 での検出長は13m、 上場

幅は中央部で70cm、 深さは北部で10cm、 南部で17cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈する。基底面は

北から南へ傾斜 している。埋土は細分すれば6層 に分かれ、北部では1・ 2層が堆積 し、南部では1,2

層の堆積はみられず3～ 6層 が互層堆積 している。また、3～ 6層 中には石粒が混入しているため、若干

流水はあったものと考えられる。溝の南延長部はaト レンチで切 られている。西壁土層精査の結果、

竪穴住居址 S B 301と の切 り合い関係はなく、 S B301の 北側で西へ向 くものと思われる。遺物には弥
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第72図 SB304出土遺物実測図

生土器の甕形土器・重形土器・鉢形土器などがあり、甕形土器の破片は比較的大きく、基底面より浮

いた状態で検出した。

343～348は弥生式土器である。甕形土器 (343～ 345)343は外反する口縁部で長丸型の胴部である。

壷形土器 (346)平底。鉢形土器 (347・ 348)347は やや外傾、348は端部が外反する口縁部。

時期 :出土遺物の形態及び埋土より、弥生時代後期末に埋没 したと考えられる。

SD303(第 51図 )

調査区中央部のA6～ C6区で検出した。上場幅40cm、 深さ約10cm、 検出長9.5mを 測る。断面形態

はレンズ状を呈するが、掘 り方があまり明確でない。埋土は黒色上の単一層で、遺物の出土はない。

時期 :埋土より弥生時代後期末と考える。

SD304(第 51・ 75,76図、図版54)

調査区南部のA14～ C15区 での検出である。C14区 では直角に曲がる平面プランをもつ。上場幅は

最小26cm、 最大64cm、 コーナー部分は130cm、 深さは10～ 16cm、 検出長12.9mを 測る。断面形態は皿

状を呈する。基底部は南より北まではほぼ水平で、コーナー部分は少 し高 くなってお り、西下が りに

傾斜 している。埋土は黒色土 (やや粘性)の単一層である。遺物は弥生土器の鉢形土器、高杯形土器

等の破片がコーナー部に集中して出上 したが、全体では少量である。

時期 :出土遺物の形態及び埋土より、弥生時代後期末に埋没したと考えられる。

SD305(第 51・ 71図 、図版54)

調査区中央北部の東側D7・ 8区 で検出した。 S B304と S K303・ 304に切られ、 S D306を 切る。南

北方向の溝で、 S B 304と の切 り合い部分でやや東へ曲が り、 S D201と ほぼ並行する。上場幅約100



束本遺跡 4次調査 3区

H35000m

Ⅶ淡責掲色砂質土
AT

1黒色粘質±             4掲 色粘質土 (ATブロック混)

21よ り黒色,粘性ともに強い (ATブ ロック散在)5灰 掲色土

3暗掲色粘質土 (ATブロック混)                  0                    2m

(S=1:40)
第73図 SB305断面測量図

cm、 深さ約10cm、 検出長5mを測る。断面形態は段を2段 もち、皿状を呈 し、東側が深い。埋土は2層

に分かれ、上層は黒色土、下層は茶褐色土 (砂質に近い)である。遺物は弥生土器の甕形土器 。壺形

土器 。鉢形土器などが出土 したが、いずれも小片で少量である。

時期 :出土遺物の形態より、弥生時代後期末に埋没 したと考えられる。

SD306(第 51・ 78図 )

調査区中央のD7区 で検出し、 S D305に切 られる。上場幅50cm、 深さ約8cm、 検出長1.6mを 測る。

断面形態はレンズ状を呈する。埋土は黒色土の単一層で、遺物は弥生土器片が少量出上 した。

遺構の埋土・断面形態 。溝幅などから未調査部分で蛇行 しS D303に つながる可能性が考えられる。

時期 i S D3051こ 切 られるために、弥生時代後期末以前に埋没したと考える。

3)土坑 (SK)
SK303(第 51・ 81図 、図版55)

調査区中央東寄 りのC8・ D8区 で検出した。溝 S D305を 切る。平面形態は南壁 と西壁を撹乱で欠

如するが、方形を呈するものと思われる。規模は南北1.75m、 東西1,97m、 深さ19cmを 測る。断面形

態は残存部分で逆台形を呈する。埋土は黒色上である。遺物は弥生土器の甕形土器・壺形土器 。高杯

て、｀
 344

45

o                 lo               20cm

(S=1:4)

第74図  SD201出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

形土器が出土 したが、いずれも小片である。

時期 :出土遺物の形態及び埋土より、弥生時代末に埋没 したと考えられる。

SK304(第 51・ 81図 、図版46・ 55)

調査区中央東よりのD7区で検出した。 S D305を切る。平面形態は楕円形で、規模は長軸127cm、

短軸69cm、 深さ40cmを測る。断面形態は逆台形状を呈 し、基底面は2段である。埋土は黒色土である。

遺物は弥生土器の小片が少量出土 した。

時期 :出土遺物の形態より、弥生時代末に埋没したと考えられる。

SK305(第 51・ 79・ 81図 、図版46・ 55)

調査区北部のC4区で検出した。平面形態は円形で、径72～ 78cm、 深さ30cmを測る。断面形態は舟

底状を呈する。埋土は黒色粘質土である。遺物は弥生土器の甕形土器と鉢形土器が出土 した。遺構の

埋土は黒色粘質土である。本土坑は、埋土がやや泥炭土に似ていることや鉢形土器の破片が大きいこ

となどから貯蔵穴と考えられる。

時期 :出土 した鉢形土器の形態より弥生時代後期末に埋没 したと考えられる。

1

_≧
圭 峯

H34500m

~~五
翌ン全

H345∞m

(S=1:80)

第75図 SD304測 量図
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束本遺跡4次調査3区

SK306(第 51・ 81図 、図版47・ 55)

調査区北部のB5区 で検出した。 S K305か らは南西約4.5mの地点である。平面形態は円形で、径

約70cm、 深さ41cmを測る。断面形態は逆台形状を呈する。埋土は黒色粘性土 (黒色泥炭土に近い)で

ある。遺物は弥生土器の壺形土器 。鉢形土器の小片が出上 した。遺構の規模や埋土などが S K305と

似ていることから貯蔵穴と考えられる。

時期 :出土遺物の形態より弥生時代後期末に埋没 したと考えられる。

SK307(第 51・ 80,81図、図脱 7・ 55)

調査区南端西寄 りA15区で検出した。平面形態は楕円形で、規模は南北78cm、 東西45cm、 深さ18cm

を測る。断面形態は南北で皿状を呈する。埋土は黒灰色粘性上である。遺物は弥生土器片が少量と、

石器の素材 と思われる結晶片岩が壁際より出土 した。

時期 :出土遺物の形態より弥生時代後期末に埋没したと考えられる。

(S=2:3)

第76図  SD304出 土遺物実測図

(S=1:4)

第77図 SD305出 土遺物実測図

0                 1o               20cm

(S=1:4)

SD306出土遺物実測図

0

第78図
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遺 構 と 遺 物

SK308(第 51・ 81図 、図版55)

調査区南部のC15区 で検出した。平面形態は円形、規模は径55cm、 深さ35cmを 測る。断面形態は上

部が少 し広 くなるが「U」 字状を呈する。埋土は黒色上である。遺物は弥生土器の奏形土器・支脚形

土器などの小片が出土 した。この土坑も遺構の規模などから貯蔵穴と考えられる。

時期 :出土遺物の形態より弥生時代後期末に埋没 したと考える。

SK出土遺物 (第81図 ・図版55)

S K303出土 (358～ 363)。 S K304出 土 (364)。 S K305出 土 (365～ 367)。 S K306出 土 (368・ 369)。

S K307出 土 (370・ 371)。 S K308出 土 (372～ 374)。 器種は甕形土器358,365'366・ 372。 壺形土器

359・ 860・ 364・ 368・ 370。 鉢形土器367・ 369。 高杯形土器361・ 362。 器台形土器363。 支脚形土器

373・ 374。 石器の石材371。

4)柱穴 (SP)(第 51・ 82図、図版 59)

弥生時代 と思われる柱穴は、108基検出された。調査区全面に散在するが、北部側にやや密集する。

平面形態はほとんどのものが円形ないし楕円形である。埋土は黒色土～暗茶褐色土がある。規模は径

20cm前後から40cm前後を測るものが多い。遺物の出土はほとんどなく、数基の柱穴より弥生土器の小

片が少量出上 したにすぎない。

柱穴は埋上の違いにより少なくとも4分類される。

a類 :埋土は黒色上であるもの        67基

b類 :埋土は黒色土に似ているが混入 したもの 17基

c類 :埋土は茶褐色土に黒色上が混入したもの 6基

d類 :埋土は暗茶褐色上のもの 18基

a類は調査区全体で見られ、検出数も一番多い。b類は調査区全体に散在するが北部での検出が目

立つ。 c類は検出数も少なく、調査区北部に限り見られる。 d類は調査区全体に散在するが、b類 と

同様に北部に多く見られる。

次に柱穴の切り合い関係をみる。 a類 とc類には切り合い関係がなく、 a類 とc類はb類 に切られ

る。doc類はb類 に切られる。よって、柱穴はb類が新しく、次にd類、つづいて a類及びc類の

順となる。また、柱穴の形態・規模・埋土・切り合い関係などをもとにして掘立柱建物の復元に努め

たが、建物として確定できるものはなかった。

〔3〕 古墳時代

古墳時代の遺構は溝1条、土坑1基が確認された。溝は調査区南部、土坑は調査区北壁際で、ともに

3層 上面での検出である。

1)溝 (SD)
SD301(第 48・ 51・ 83図 、図版48・ 56)

調査区南側、A12～ C13区 で検出した。調査区を北東から南西に横切る溝である。規模は検出長14

m、 上場幅約4m、 深さは北側で36cm、 南側で56cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈 し、基底面は北側

が浅 く、2段の溝 となっている。埋土は2層 に大別され、上層は細砂質土と細砂の互相堆積上、下層は

粗砂質土である。遺物は上 。下層 ともに弥生土器 。土師器・須恵器・石製品が出土 した。上・下層 と

も弥生土器は小片で、角が九 く磨滅を受けている。須恵器は上層からの出上が多 く、下層からは小片

の出土である。埋土の堆積状況や混入遺物である弥生土器片の出土状況から、流水のある溝と判断さ
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東本遺跡 4次調査 3区

1黒色粘質土

第79図 SK305測量図

第30図  SK307測 量図
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遺 構 と 遺 物
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束本遺跡4次調査3区

れ、水路の可能性が考えられる。

出土遺物 (第85図 、図版56)

378～ 386は須恵器。387・ 388は 石製品である。

杯蓋 (378～ 381)378～ 380は天丼部との境にわずかに稜が残るものである。

郭身 (382～ 386) 立ち上が りは短 く内傾 し、受部は水平もしくはやや上外方に延びる。

石鏃 (387)ほ tF完形品。石材はサヌカイト。石錐 (388)約2/3残存。石材はサヌカイ ト。

時期 :出土遺物の郭の形態より6世紀末の溝と考える。

2)土坑 (SK)
SK302(第 51・ 85図 )

調査区北端部B2～ C2区での検出である。本土坑は調査区外の北へ伸びるものと思われ、全容は不

明である。検出された部分の規模は東西310cm、 南北120cm、 深さ25cmを 測る。断面形態は皿状である。

埋土は2層 に分層でき、上層は仄黄褐色砂、下層は灰黄茶褐色砂質上である。遺物は上・下層より弥

生土器・土師器 。須恵器が出上 したが、ほとんどのものが小片で角が九 く磨減している。

この上坑は埋上が砂質土ないし砂であること、遺物が小片で磨減を受けていることなどから、流路

の湾曲部の一部分とも考えられる。

出土遺物 (第85図 )

389は須恵器片で器種不明。390は弥生式土器の壺口縁部片。半裁竹管文を施す。

時期 :出土遺物力Mヽ片であり時期比定は難しいが、出土遣物と埋土より古墳時代以降と考える。

0                10              201

(S=1:4)

第32図 SP出土遺物実測図

〔4〕 その他の遺構 と遺物

倒木 (SX)

倒木痕跡は3基 を検出した。倒木痕の調査は調査期間の関係より平面形態と倒壊方向を調査するに

とどめた。

SX301

調査区中央のA・ B8区 で検出した。平面形態は楕円形で、径4～ 4.5mを 測る。平面での上層観察

では北半部で基本層位の第Ⅲ②層、南半部では基本層位の第Ⅵ層～第Ⅶ層が見られることから、北東

方向へ倒壊 したものと判断できる。なお、 S X301は S B305に 切られており弥生時代後期末以前のも

のである。

SX302

調査区中央A9区、 S X301の南で検出した。平面形態はほぼ円形で、径3mを測る。平面での土層観

察では北半部に第Ⅲ②層、南半部に第Ⅵ層・第Ⅶ層が見られ、北方向へ倒壊したものと判断できる。
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遺 構 と 遺 物

1灰黄褐色砂質土 (粗砂)

相③ lに黒色土混じり

相② ‖こ灰色土混じり

伸Э ‖こ灰色粘上の混合

十① lに灰黄色細砂の混じり

2暗灰掲色土

鰤02に黒色上が混じる

勢② 21こ緑色微砂混じり

3‐① 灰掲色粗砂

3・② 灰掲色微砂

4灰色粘土

5灰掲色砂

6黒色土

7暗灰色粗砂

8暗灰色砂

9灰黄色微砂

10黒掲色粘土と暗掲色混じりのブロック

11暗灰黄掲色土 ブロック

0                         4m

(S=1:80)

SD301測 と曇図第83図
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束本遺跡 4次調査 3区

共

↓

0           5         10Cm

(S=1:3)

第35図 SK302出土遺物実測図

S X302は S B303・ 305に切られており弥生時代後期末以前のものである。

SX303

調査区南寄 りのA ll区 で検出した。東半部はaト レンチにより欠除してお り、全容は不明である。

平面形態は残存部分で楕円形を呈 し、検出径112cmを 測る。倒木方向は、第Ⅵ層及び第Ⅶ層が aト レ

ンチに切られているため確認できなかった。

その他の出土遺物 (第86図 、図版56～ 58)

その他の出土遺物は第Ⅲ層を掘削中に取 り上げたものである。これらは第Ⅳ層中に部分的に密集 し
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小  結

て出土 (2.層位)したもので本来は何 らかの遺構に依存 していたと考えられる。

奏形土器 (391～398)外 反する口縁部で回縁端部は394は九 くおさめ他は面をもつ。

重形土器 (399～406)399～ 401は広回のもので400・ 401は 口縁端部に加飾を施す。403は複合口縁。

鉢形土器 (407～ 420)407・ 408は大型品である。410は 立ち上が りをもつ上げ底で口縁部は外反

する。411～415は底部よりやや内湾気味に上方へ立ち上がる口縁部をもつものである。

高14x形土器 (421～426)421～ 423は 17h部片で422は外部は深い。424～426は脚柱部で424は 円孔を

もつ。

支脚形土器 (427～429)427・ 428は脚底部片。429は受部片で回端面に刻目を施す。

ミニチュア土器 (430) 鉢形タイプのもので器壁は厚 く平底の底部。

土製品 (432,433)432は 中空柱状のもので器種不明。433は紡錘車で円孔は焼成前である。

石庖丁 (434) 外湾刃のもので両面に狭 りが施される。

4.小 結

この3区 においてもアカホヤ火山灰とAT火山灰を検出した。アカホヤ火山灰は調査地全域にあ り、

5～ 10cmの堆積である。AT火山灰も同じく調査区全域にあり、20～ 100cmの 堆積である。

(1)層 位

第Ⅲ層から下位層は、調査区D ll区からA12区 にかけて地形が低 くなっている。また、地形は東か

ら西へ傾斜 し、さらには調査区南へ徐々に高 くなっている。高 くなった部分では柱穴や土坑・溝など

を検出した。竪穴式住居址はA12区 より北側にあり、古墳時代の溝 S D301は A12～ D ll区 の低い地

形を利用 している。

(2)先土器時代 ～縄文時代

検出された石器 と焼痕は、時期決定に有効な土器の出上がないが、アカホヤ火山灰の下から検出さ

れたため、時期の下限は限定できるものである。また、アカホヤ火山灰 と石器・遺構がセットで検出

された例は四国初であり、貴重な資料である。

(3)弥生時代

弥生時代の遺構はほとんどのものが後期末に位置づけられる。

竪穴式住居址は円形で大型のもの1棟、方形で大型のもの2棟、小型のもの2棟を検出した。

大型の円形住居 S B302 大型円形住居址の類例は束本遺跡2次調査 (S B01)や本調査の2区の S

B203な どがある。2棟の住居址は炉が住居址の中央よりやや南側に位置 し、主柱穴が外側 と内側にあ

り2重 の構造 となる。一方、 S B302は 炉と主柱穴が外側に10本巡るが、炉を囲む主柱穴の構造に差が

認められる。この違いは上屋構造の差に関係するものと考えている。

大型円形住居址 S B302は出土遺物に銅鏡片、ガラス玉、完形の高杯形土器、線刻土器、多量の焼

土塊などがあり、祭祀がおこなわれた住居址であると考える。銅鏡片の出土は有力者の存在 も想定で

き、平野での中心的集落の一つであると考える。

大型の方形住居 S B304・ S B 305。 S B 304は 調査区外に延びるため全容は不明であるが、周壁溝

が巡 り、柱穴が未検出、検出した一辺が8mを 測ることなどから、大型の方形住居 と判断したもので

ある。 S B305は壁面だけの調査であるが、建て替えが確認でき、建て替え以前の住居基底面は深 さ

つ
０

９
２



束本遺跡4次調査3区

70cmを 測ることを確認 した。

小型の方形住居 S B301・ S B303か らは高床部・炉 。主柱穴・土坑・円礫石を検出した。

高床部は部分的に造 り付けるものがあ り、 S B301の高床部は古墳時代前期の住居址 (樽味四反地

遣跡2次調査地 S B6)に 類例がある。

炉址はS B 303か ら平面プランが長方形のものが検出された。炉の西半分は削 り出し、炉堤上部は貼 り

上をして1段高くしているものであった。炉と炉堤の形態や構造を考える上で好資料となるものである。

主柱穴は S B 303で 2基検出した。住居址の南壁に近い位置に2本が同時に建っていたと考えられる。

また、2基の柱を斜めに支える柱穴を住居址南壁中央より検出している。この柱穴は支柱穴 と考えて

いる。今後、支柱穴については、調査資料の追加 とともに検討 したい。

土坑は S B301よ り検出した。住居址の隅に位置 しており、東本遺跡3次調査検出の住居址 (弥生時

代後期 S B01)に類例がみられる。3次調査 S B01の土坑は貯蔵穴の可能性があると報告 されてお り、

本土坑 も同様であると考える。なお、住居の規模や時期は異なるが、樽味高木遺跡3次調査地 (古墳

時代中期後半～後期初頭 S Bl)検出の住居址においても類似する土坑が検出されている。

S B301・ 303か らは円礫が出土 した。 S B303で は円礫は炉の北縁に接する位置で出土 し、円礫の

上面には凹みが認められ、何 らかの作業を行った痕跡がうかがわれる。 S B301の 円礫はやや小ぶ り

であるが、作業台と考えている。

S B 303出 上の炭化材や焼土は、出土状況が小坂釜ノロ遺跡6次調査 S Blや 同7次調査地 S Blに類

似 している。よって、 S B303は 焼失住居 と思われる。

溝は'L格 を判断しがたいが、 S D201は 水利を目的としたものであり、 S D304は 区画溝 と考えられ

る。このほかの溝の性格は、今後の調査で解明していきたい。

土坑は貯蔵穴と考えるものを3基 (S K305。 306・ 308)検出した。小坂釜ノロ遺跡3次調査で検出

した明確な貯蔵穴とは断面形態や遺物の出土状況が異なるものであるが、埋土や遺物より貯蔵穴と考

えた。本例は集落内での住居と貯蔵穴の位置関係を示す一例 としておきたい。

(4)古墳時代

古墳時代の遺構は溝1条 と土坑1基である。

溝 S D301は土層の堆積状況から水路 と考えられるが、特定の機能を判断することはできなかった。

土坑302は 土坑としたが埋土が砂質土ないし砂であること、出土する遺物が小片で磨滅を受けている

ことから、流路の湾曲部の一部分と思われる。

遺構・遺物一覧 一凡例―

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は山本が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法  量  欄  ( ):復 元推定値

形態 。施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記 した。
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遺 構 一 覧

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。 ( )中の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、 多→「1～ 4mHl大 の砂粒 。長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表24 竪穴式住居l■ 一覧

竪穴

(S Bl
時   期 平 面 形

規 模

長さ(長径)X幅 (短径)×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周 壁 溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

弥生後期末 長 方 形 3.60× 19+α ×020 ○
aト レンチに切られる。調
査区外へ続 く。

弥生後期末 円  形 3,90× 840× 032 ◎ ○

弥生後期末 隅九方形 380× 2.80× 017 2 ○
S D301に 切 られる。

弥生後期末 方  形 800+α ×220+α ×0.40 (1) ○
調査区外へ続 く。

弥生後期末 方   形 α×007 aト レンチ に切 られ、西壁
で44mを 測 る。

◎副次的炉

表25 土坑 一覧

土坑

(SЮ
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時  期 備  考

方 形 逆台形状 127× 070× 0.21 灰 白 色 土 近 現 代 SB 302を 切 る

302 B2～ C2 半円形

(全容不明)

舟 底 状 350× 1.15× 019 灰黄褐色砂
灰責茶褐色砂質土

炭、焼土 古墳時代以降 調査区外へ続く

C8～ D8 楕円形 逆台形状 197× 175× 0.19 黒 色 土 弥 生 弥生後期末 S D305を 切る

304 D7 楕円形 逆台形状 1.27× 0.69× 040 黒 色 土 弥生 弥生後期末 S D305を 切る

C4 円 形 舟 底 状 078× 0,72× 030 黒色粘質土 弥生 弥生後期末

B5 円 形 逆台形状 070× 0.70× 041 黒色粘質土 弥 生 弥生後期末

A15 楕円形 皿   状 0,78× 045× 0.18 黒灰色粘質土 弥生 、石器 弥生後期末

C15 円  形 U字 状 055× 0.55× 035 黒 色 土 弥生 弥生後期末

表26 清 一覧

溝

ＳＤ
地    区 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
理   土 出土遺物 時   期 備   考

A13～ B ll 舟 底 状 7.21× 33× 053 灰黄褐色砂質土 土師器、須恵器 古墳後期 3TE→ SW

A2～ 5 レンズ状 13.0× 0,70× 017
黒色土

茶褐色土 弥生 弥生後期末 N→ S

A6～ C6 レンズ状 950× 0.40× 010 黒色土 弥生後期末

A14～ C15 阻   状 1290× 0.働×016 黒色土 弥 生 弥生後期末
S→ N
E→W

D7～ 8 レンズ状 520× 111× 0.11 黒色土 弥生 弥生後期末 鵠 304・ SK303・ 304
に初られる

C6～ D6 レンズ状 160× 050× 0.08 黒色土 弥生 弥生後期末以前 SD3Cbに切 られる。
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束本遺跡 4次調査 3区

表27 第Ⅳ層上面 出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残  存 材  質

法 旦
呈

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

スクレイパー 完  形 サヌカイト 397

尖 頭 器 完  形 不    明

表28 SB302出土遺物観察表 土製品 (1)

番 号 器種 法量(cm) 形 態・施 支
調   整 色調

1禽目|

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内   面

甕 口径 (16.0)

残高 3.3
「く」の字状日縁。端部は面をもつ。

Θナデ
ハケ(5本 /cm)
一ナデ

ナ デ
乳茶色

茶色

石 長(1～ 3)

◎

箋
国径 (14.6)

残高 26
外面媒付着。
国縁端部は面をもつ。

一部ハ ケ(3本/cm) ハケ(10本 /cm)
黒色

暗茶色

石長(1～ 2)

◎

外面

煤力M寸着

奏
径
高

瞑
残 やや上げ底の底部。

ハケ
ハケーヨコナデ

肖」り

⑮ナデ(指頭痕)

茶色
石長(1)

◎

235 甕
径
高

底
残 やや丸味の底部で厚手。

ハケ16～ ワVcm)

①ナデ
ハケ→ナデ 灰茶色

石長(1～ 2)

◎

236 甕
径
高

底
残 丸味の底部でやや突出する。

ハケ16～ 体 /cm)

⑩⑮ナデ
ナ デ 乳茶色

石。長(1)

◎

237 甕
径
高

底
残

平底。
底部外面にナデ調整。

ナデ
②ナデ

ナ デ 茶色
石 長(1～3)

◎

一笠
口径 (18.5)

残高 3.6
複合口縁。
5条の波状文が巡る。

Θヨヨナデ
ナデ

ナ デ 茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

壷
口径 (11.6)

残高 3.4 複合 口縁。 磨減のため不明 磨減のため不明 灰黄色
石

◎
長(1～ 4)

士霊
日径 (102)

残高 38
ラッパ状に開く口縁。
日縁端部は面をもつ。

Oナデ
ハケ(8本 /cll)
→ナデ

ハケ(7本/m)→
ヨコナデ(指圧痕)

茶色
石長(1～4)

◎

一電 残高 2,7 外反する国縁。
国縁端部は面をもつ。

ハケーヨコナデ

(指頭痕)

ナ デ 黒色
石 長(1～ 4)

◎

242 士霊
径
高

口
残

短顕壷

せ灸身携騒文}櫛状工具による
ミガキ ケヽ→ミガキ 乳茶色

石長(1～ 2)

◎

243 士霊 残高
長頸

=6条の沈線
16条 の沈線

ナ デ ナ デ
茶色

灰茶色

石'長 (1ヽ 3)

◎
49

244 重 残高 4.3
長頸壺

ウ姿身携掻}櫛
状工具による ミガキ ケヽ→ナデ 乳茶色

石 長(1～ 2)

◎

士霊
口径
残高

長胴タイプ
ロ縁端部下内面に接合痕

ハケ(9本 /m)→
ナデ

ハケ(9本/cn)→
ナデ

指圧痕あり

赤茶色

灰茶色

石長(1～ 5)

◎

士車
径
高

口
残

長頸重
内傾し直線的に立ち上がる口縁。
外面ミガキ、内面に接合痕。

'ヽ ケ(12本 /cm)→
ミガキ

ヨコナデ 乳茶色
石長(1～ 6)

◎
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出土遺物観察表

SB302出土遺物観察表 土製品 (2)

番号 器種 法量(cm) 形 態・施 文
調    整 色調

1織目|

胎 土

焼 成
備 考 図版

外   面 内   面

一霊 残高 100
刺 犬の月同言る。

播4案 ,好材と,3大文}鰤迂則こよる)

ハケー ミガキ
ハケ(9～ 10本んm)

指圧痕
乳茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

248 士豆 残高 44
上段 5条の櫛描湖大文
中段 凸帯の上に半裁竹管文
下段 6条の櫛構波状文

ハケ(9本/cm)→ナデ
ヘラ状工具により
ナデ上げ

赤茶色 石長(1～ 2)

◎

一更
径
高

底
残

やや如味の底言陀
内 外面ともハケ調整顕者。

ハ ケ(12本 /cm)

⑮ハケ
ハ ケ(Ю本/伽 ) 赤掲色 石長(1～ 3)

◎

250 士亜
径
高

底
残

外面中央に綜刻。
平底の底都。

儀～励ハ ケ (8本/cm)
一 ナデ

∽含Fナ
Дミガキ

観～祠ナデ (指 圧痕 )

餌～の肖」り(板状工具)

乳茶色

茶色
石長(1～ 5)

◎

径
高

底
残

底言FJ7卜面に「×Jの線刻。
やや如味をおびた平底の底部。

餌とのハ ケ (3～ 4本 /
cm)

餌中～つナデ
⑬ ナデ

ナデ上げ (指頭痕 ) 暗茶色 石長(1～ 4)

◎

252
径
高

底
残

如味のある平底。
底部より直線的に上外方向へ立ち上
がる。

ハケ(6本/cm)→ナデ ハケ(4本 /m)→ ナデ
乳茶色

灰色

石

◎

長(1～ 2)

一笠
径
高

底
残

(44)
70

底部よりやや内湾ぎみに上外方向ヘ

立ち上がる。

延Dハ ケ(9本/cm)

処⊃ ハケーナデ
⑮ ナデ

ハケーナデ上げ 茶色 石長(1～ 3)

◎

士更 残高 20 平底の底部。 ナ デ ナ デ 乳責色 石長(1)

◎

鉢
口径(330)

残高 178

「く」字状の日縁。
内 外面ともハケ調整顕者。

Θハケーナデ
ハケ(9本/cm)

⑤ハケ→ナデ
ハケ(9本 /cm)指

頭痕

乳茶色 石長(1～ 4)

◎

256 鉢

国径 (132)
底径 25
残高 92

底都より内湾して立ち上がる。
日縁端部内面に面をもつ。
九味のある底都。 ぐ８本／ｃｍ，６、７本／ｃｍ，”

ケ
Д
タ
デ

ハ
ハ
タ
ナ

Θ
蛹∽⑮

ナデ指頭痕 乳茶色 石長(1～ 3)

◎

鉢
口径 (176)
残高 46

内湾ぎみの口縁は端部がやや外反
する。

ナデ

ー部 タタキ
ハケ (6本/cm) 茶色

石

金

◎

長(1～ 3)

鉢
口径(166)
残高 42

外傾ぎみに立ち上がる国縁は直角
に屈曲する。

Θ ヨヨナデ
ナデ

Θヨコナデ
ハケ→ナデ
(指頭痕)

黒色

乳茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
口径(142)

残高 47
内湾ぎみに立ち上がる口縁は端部
がやや外反する。
端部外面に面をもつ。

ナ デ ナ デ
仄茶色

茶色

石長(1～ 4)

◎

260 然
口径(134)

残高 47
内湾ぎみに立ち上がる日縁は端部
がやや外反する。

Θ ナデ
ミガキ

Θナデ
ハケ→ミガキ

茶色
石

◎

長(1～ 4)

50

鉢
口径 (114)

残高 44
内湾ぎみに立ち上がる口縁は端部
内面に面をもつ。

◎ナデ
ハケ(12～ 16本 /

crl)一 ナデ

ハケーナデ
(Θ指頭痕)

色

色

茶

責

乳

灰

石 長(1～ 2)

金

◎

鉢
国径 (118)
残高 3.9

外反ぎみに立ち上がる□縁。
瑞部は面をもつ。

ケヽ (10本 /cm) ハケ (10本 /cm)
乳茶色

灰茶色

長(1)

◎

鉢 残高 35
外反ざみに立ち上がる国縁c

端部は九味。

ハケ(10～ 12本 /cm)
→ナデ

ハケ(9～ 11本/側 )

→ナデ
乳茶色

石長(1～ 4)

◎

鉢
径

高

底

残
底部より内湾ぎみに立ち上がる。
平底の底都。

ハケ→ミガキ
〇ナデ

ハケ(13本/cm)→ ナデ 赤茶色
石長(1～ 3)

◎

鉢
径
高

底
残

上げ底のややくびれをもつ底郡。
くびれ部に押圧痕。

ナデ

廻⊃ 押圧痕
ハケ

ハケ (5～ 6本 /cm)
灰茶色

赤茶色

石長(1～ 6)

◎

，
ｒ

９
β



SB302出 土遺物観察表 土製品

表29 SB302出土遺物観察表 装身具

束本遺跡 4次調査 3区

(3)

(1)

番 号 器 種 法量(cm) 形 態・施 文

調 整 色調胤目|

土
　
戊

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

266 鉢
径
高

底
残

やや上げ底の底部。
底部より内湾ざみに立ち上がる。

ハケ(9本 /cm)→ ナデ

⑥ナデ(指頭痕)

ハ ケ (9本 /cm)
ヘラ状工具による
ナデ上 げ→ ナ デ

〇 (指頭痕多い)

茶色
石 長(1～ 3)

◎

鉢
径
高

底
残 突出したやや九味の底部。

タタキーナデ
⑮ナデ

ハ ケ (6本 /cm)
赤茶色

茶色

石長(1～ 5)

◎
50

鉢 径
高

底
残

突出した底部。
底部より内湾ぎみに立ち上がる。

ナデ
⑮ナデ(指頭痕)

板状工具による

ナデ

⑥ 押圧痕
灰黄色

石長(1～ 2)

◎

鉢 底径 (52)
残高 31

平底の底部。
底部内面中央が指圧により凹む。

ナデ
たて ミガキの

可能性もある。

ナデ
⑮押圧痕

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

高杯

径
径
高

国
底
器

① 櫛樅I具 による4条 の波状文。◎ 黒斑有
り。円形浮文おツ個並びで全体に8ケ 所有り。
中央に竹管文が施されている。① 円孔(径杓

1 61em)上段中段は5ヶ 所、下段は10ケ 所。

Θ只扉と孫/cm)
―ミガキ

⑩ ミガキ
艶騒静ち
CttDハ ケ住2本/cm),ミ ガキ

茶色

赤茶色

砂

◎

高不
口径(307)
残高 93

外反する国縁部。口縁端部は九い。
充填技法。

デ
本ガ一”／ｃｍ，・ミガキ一

Θ
⑩
⑩⑩

◎ ナデ
① ハケ(14～ 15本/cm)… ミガキ
⊂Dナ デ
⑩ナデ

乳茶色

赤茶色

石長〈卜 5)

◎

高 年
□径 (273)

残高 22

外傾する口縁は中央で「へJ字状
に屈曲し、外方に突出する。端部
は九くおさめる。

Θナデ
ハケ(9～ 10本 /

cm)→ ミガキ

Θナデ
ハケ→ミガキ 赤茶色

石長(1ヽ 4)

◎

高 杯 残高 34 内湾して回縁へ立ち上がる。内
外面ともミガキ調整顕著。

ケヽ(13本 /cm)→
tガ キ

ミガキ
乳茶色

茶色

石 長(1～ 2)

金

◎

274 高杯 残高 29 接合部 は段 。

やや外反 ぎみの国縁。
磨減の為不明 磨減のため不 明 赤茶色

石長(1～ 3)

◎

275
高不

(脚 )

底径 (214)
残高 08

脚裾部。端部上面に面をもつ。端
部側より「く」字状刻目。竹管文
半裁竹管文がめぐる。

暦減の為不明 磨滅のため不 明
茶色

乳茶色

長 (3)

◎

器台
口径 (400)
残高 20

上下に拡張した国縁瑞部。
⊂め 5条の沈線 (凹線ぎみ)がめ

ぐる。浮文の痕跡有り。

ヨコナデ ミガキ
茶色

乳茶色

石 長(卜 4)

◎

器台 残高 10 口縁部垂下。日縁端面に刻目を施
した半円帯状の浮文を貼り付ける。

ナ デ ナ デ 茶 色
石長(1)

◎

278 器台
口径 (232)

残高 10
やや肥厚させた日縁端部。
⊂⊃半裁竹管文。

ハケ(8～ 9本 /cm)
→ナデ

ハケ(6本 /cm)→
ヨコナデ 茶色

石 長(1～ 3)

◎

不 明 残高 23 Θ粘上を折曲げて玉縁状に仕上げ
る。

ΘハケG～ 9本/cm)
→ナデ
ハケ→ナデ

ナ デ
暗灰茶色

灰黄色

石 長(1～ 2)

金

◎

士空 残高 40 Э3条の沈線。 ナ デ ナ デ 灰黄色
石 長(1～ 3)

金

◎

番号 器  種 残  存 材   質

法 』重

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) アL径 (cm) 重 さ

小   王 完   形

ガ ラ ス

薄い青色

小   玉 完  形

ガラス

薄い青緑色
025 004
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出土遺物観察表

SB302出土遺物観察表 装身具

表32 SB301出土遺物観察表 土製品

(2)

(1)

番 号 器  種 残  存 材   質

法 量

備 考 図 版

長さ (cm) 幅 (cm) 子し径  (cm) 重 さ

/1ヽ 玉 完  形
ガラス

薄い青緑色 0.35 003

/1ヽ 王 完   形
ガラス

青 色
035 005

玉 完  形
ガラス

濃い青色
0.35 004

/1ヽ 玉 完   形
ガラス

青 色 035 025

表30 SB302出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材   質

法 量

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石   鏃 完  形 赤色 チ ャー ト

表31 SB302出土遺物観察表 金属製品

番 号 器  種 残  存 材  質
法 里

黒
備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ

鏃 先端部が残る 鉄   製

289 鉄  片 ほぽ完形 鉄   製 ■7 025

290 鏡 小  片 鋼   製

び

磨

料

及

研

顔

面

面

色

着

破

表

赤

付

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態・ 施 支

調    整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内   面

奏
口径 (228)
残高 30

外反する口縁。国縁端部は面を
もつ。

Θ ヨコナデ
ハケ(6本/cm)→
ナデ

ハケ(6本 /cm)→

ナデ
乳灰責色

石長(1～ 2)

◎

292 甕
口径 (174)

残高 34
く

つ

字状 口縁。 口縁端部 は面 を Θ ヨコナデ
タタキ(8本 /5cm)
→ヨコナデ

Θヨコナデ
ハケ(12本 /cm)→

ナデ
灰茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

293 甕
口径 (15,0)

残高 2.6
外反する国縁。日縁端部は面をも ハケ(10本 /c rl)→

ヨコナデ
ハケ(10本 /cH)→
ヨコナデ

灰茶色
石,長

(1～ 2)

◎

294 甕
口径 (15,0)

残高 35
直線的に外傾する口縁。
国縁端部は面をもつ。

Θ ヨコナデ
ハケ(11本 /cln)

ハケ (10本 /cm) 乳黄色
石長(1)

◎

甕
径
高

口
残 平底の底部。 ⑬ハケ(10本 /cm)

ナデ ナデ指圧痕有 り 仄茶色
石長(1～2)

◎

129



東本遺跡 4次調査 3区

SB301出土遺物観察表 土製品

表33 SB303出土遺物観察表 土製品

2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 支

調 整 色調
1含目|

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

296 甕
底径 22
残高 34 わず力ヽ こ突出する小さな判表。 ハケ→ナデ ハケ→ナデ

暗灰色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎

一璽 残高 6.0
国縁部 〕期大文。

接鶴 ヘラ状工具による刻目。

Θ 磨減のため不明

⑪欠ラ(10本 /cm)
―ナデ

ヨコナデ
ナデ

茶色

茶褐色

石長(1～ 4)

○

鉢
口径
底径
器高

外反する口儀 口縁端軸ま面をもつ。
平底の底部。

ハケーナデ
⑮ タタキ

Θハケ→ナデ上げ
ナデ(指圧痕)

灰茶色
石長(1～ 4)

◎

鉢
口径 (142)

残高 31
やや内湾ぎみに立ち上がる口属
口縁端部 よ九くおさめる。

タタキーナデ
ハケ(10本 /cm)→
ナデ

乳茶色
石長(1～ 2)

◎

器台
口径 (288)

残高 17
上下に肥厚させた回縁端部には櫛描
波状文 (6条 )を施す。

◎ ヨコナデ

磨減のため不明
ヨコナデミガキ

乳灰褐色

乳仄黄色

石長(1～ 3)

◎

甕
口径 (167)

残高 14
如意形の国縁部。
□滸 研端にヘラ状二勲こよる刻目。

ヨコナ デ ヨコナデ 乳黄灰色
石 長(1～ 3)

金

◎

302 甕
口径(260)
残高 68

如意形の口縁部。国縁端部刻目。胴
部は2条の沈線文とその間に刺突文
を施す。

ヨヨナデ
ハケーナデ

ヨコナデ
ハケ→ナデ

乳色
石長(1～ 3)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整 色調
1禽目|

土

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内  面

甕

口径 (132)
底径 30
器高 207

直線的に外傾した口縁。国縁端部は
面をもつ。
平底の底都。

◎ ナデ
タタキ→ハケ(7

本/cm)

Oハ ケ
削り→ナテ
指圧痕

乳灰色
石長(1～ 5)

◎

甕
口径 150
残高 70

「くJ字状目縁。日縁端部は面をも Θナデ
ハケ→ナデ

Θハケ→ナデ
ハ ケ (5本/cn) 明茶褐色

石長(1～ 4)

○

甕
口径 (198)
残高 27

外傾する日縁は端部近くで外反する。
日縁端音μま面をもつ。

ナデ

◎ ハケ(10本 /伽 )

ナ デ
乳灰責色

黒灰色

石長(1～ 2)

◎

士堕
径
高

□
残

複合口儀
口縁部に,翔紋  (4条)を施す。

Θナデ
ハケ→ ミガキ

Θナデ
ミガキ
ハケ→ナデ

茶色
石長(1～ 3)

◎

307 と霊
国径 (131)
残高 24

複合口縁。
日縁部に波状文 (4条 )を施す。

⑤ ヨコナデ
ハケ Θヨヨナデ 暗茶色

石長(1～ 2)

◎

残高 39 複合口縁。
ヨヨナデ
ハケ(7本/cm)

ヨコナデ 赤茶色
石長(1～ 5)

◎

日径 (210)

残高 56
ラッパ状に開く日縁。日縁端部は面
をもつ。

Θ ナデ
ハケ(10本 /cm)

磨減のため不明 茶 色
石長(1～ 3)

◎

底径 4.1
残高 119

やや九味の平底の底都。外面底部付
近に3カ 所籾圧痕がある。

ハケーナデ ナデ(指圧痕)

明黄褐色

赤褐色

石(1～ 2)

◎

鉢
径
高

底
残

(17)
51

平底の小型の底部。
底部内面中央は凹む。

ナデ

⑮ ナデ
ハケ→ナデ

(板状工具による)
茶色

石長(1～4)

◎

高杯
口径(24,0)

残高 36
外反する口縁も日蹴 Ыよ面をもつ。
接併 Ⅲま段をなす。

磨滅 のため不明 ミガキ 茶褐色
石長(1～ 2)

◎

180



出土遺物観察表

SB303出土遺物観察表 土製品 (2)

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支

調   整 色調
1禽目|

土

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

高 郭 残高 13.2 脚鶴 陀 円孔を3段に4方向に穿つ。
内面しぼり嵐

ハ ケー ミガキ しば り痕
灰茶色

茶色

石長(1～ 3)

◎
52

表34 SB303出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 材   質
法 量

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

鏃 完  形 鉄 製 025 磁

表35 SB303出土遺物観察表 装身具

番号 器  種 残  を 材  質
法 里

呈
備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) サ軍さ (cm) 重さ (g)

管  玉 完   形
碧 王

薄い灰緑色
0.55 068

表36 SB303と 思われる 出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 支
調    整

色調
(外面)

(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (116)

残高 188

直線的に外傾した口縁。
底部は小さく突出する。
胴部外面は叩き調整顕著。

Θ指ナデ
⑪タタキ00～ ll本/5m)

廻⊃肖」り→ナデ

蝕
　
ヽ
′

解
鞠ノ、ヶ↓ナデノ、ヶｔ９本／ノ、ヶｔ５、６彿

Θ
◎
⑩
①

色

色

茶

茶

灰

乳

石長(1～ 3)

◎

養
日径 (155)

残高 12.0

く

つ

字状 日縁。口縁端部 は面 を
◎ハケ→ナデ

タタキ(8本 /5 cm)

→ハケ
働

'証

阜覇炉)

茶色
石長(1～4)

◎

甕
口径 (170)
残高 5,9

「く」字状口縁。日縁はやや外反
する。

Θヨヨナデ
⑩ タタキ(5本/2 5cm)

デ
　
本

ナ

⑬

コ
デ
ケ

ヨ
ナ

ハ

Θ

◎

⑩

乳灰色

乳責灰色

石長(1～3)

◎

鉢

国径 (19.3)

底径 2.3
残高 7.3

底部から内湾ざみに上外方向へ立
ち上がる。日縁端部は面をもつ。
やや突出する上げ底。

削 り風の強いナデ 俗会農
0本 /枷 )

暗茶色

暗灰茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
口径 (312)

残高 7.9

内湾ぎみに立ち上がり、日縁は外
傾する。日縁端部は九くおさめる。
器壁は厚手。

Θヨヨナデ
ハケ(10本 /cm)→
ナデ

Θ ヨヨナデ
ハケ→ナデ

⑭ 肖Uり
廻正Dハケ(6～ 3本/cm)‐すデ

茶色

石 長(1-2)

金

◎

鉢
口径(122)

残高 4.7

内湾ぎみに立ち上がる日縁。日縁
端部はやや九くおさめる。器壁は

厚手。

Θハケ(7本/cm)→ ョ
コナデ

⑩ハケ→ナデ

Θハケ(5～ 6本 /m)
→ヨコナデ
ハケ

茶色
石

◎

長(1～ 3)

鉢
径
高

口
残 外傾する口縁も日縁端部は面をもつ。

Θヨコナデ
ハケ(6本 /cm)

Θハケ(12本/cm)→

ナデ

乳灰茶色

黒色

石 長(1～ 2)

◎

支 脚
径
高

底
残

中空 柱状の体部。
受部は外傾し、端部は尖る。
器壁は厚手。

ナデ

(指頭痕)

⑮ナデ

ナデ

(指圧痕)

乳茶色

乳灰色

石長(1～ 5)

◎
53

つ
０



束本遺跡 4次調査 3区

表37 SB304出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 色調絵目|

胎 土

焼 成
備 考 図版

外   面 内   面

甕
口径 (150)

残高 28

やや外反ぎみの「くJ字状国縁。国

沐頚締Ыま面をもつ。
ヨコナ デ

◎ヨコナデ

ハケ→ヨコナデ

灰茶色

乳茶色

石長(2～ 4)

◎

発
底径 (29)

残高 33
やや立ち上がる底部。

ハケ(10本 /cm)

廻⊃ 指おさえ
チ デ

茶色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎

甕 残高 23 底部片。
磨減 の ため不 明

Θナデ
剥 離

乳茶色

乳灰色

石長(1～ 2)

◎

一霊
口径(264)

残高 46

複合口縁。国縁部櫛描波状文 (6

条)の のちヘラ描沈線文 (4条 )

を施す。

櫛帖文
ヨコナデ

(指頭痕)

茶色

灰茶色

石長(2～ 4)

◎

一霊
口径 (120)

残高 46
外傾する口縁。国縁端部は九くおさ

める。
ヨヨナ デ ヨコナデ 赤茶色

長(1～ 5)

◎

口径 110

残高 46
短い頸部に外反する日縁部をもつ。

国縁端卦は面をもつ。

ハケ(12本 /t‐m)→

ナデ
ハケ→ナデ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

330 士霊
口径 (82)

残高 150

長頸重。やや外傾して立ち上がる日

儀 口縁端音Ыよ面をもつ。

Θナデ
ハケーミガキ

(磨減が激 しい )

ハケ(10本 たm)一

ナデ上げ
茶色

石長(1～ 3)

◎

一霊 残高 20
複合口縁。

ヘラ鶴 嫌 を施す。
ヨコナデ ナ デ 暗茶色

石長(1～ 2)

◎

鉢
口径(300)

残高 27
夕抑質した国縁も国齢 Ыよ面をもつ。

Θヨコナデ

板 ナデ

ハケ(5～ 6本/cm)→

ナデ
乳茶色

石長(1～ 2)

◎

鎌
国径 (200)

残高 34

内湾ぎみに立ち上がる国縁。国縁端

言隅ま九くおさめる。

磨減の為不明

ハケ
磨減のため不明

暗茶色

茶色

石長(1～ 3)

◎

334 鉢 残高 28
直線的に上外方向へ立ち上がる口儀

口縁端き限ま突りぎみ。

Θヨコナデ
ハケ(8本/cm)→

ナデ
ヨコナデ

灰茶色

茶色

石長(1～ 3)

◎
路

鉢
底径 (23)

残高 30
小さな平底の底部。

底部内面は凹む。

ハケ(8本/cm)

指才甲え

⑬ ナデ

ハケ(8本/cm) 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

鉢
底径 (38)

残高 30
小さな平底の底部。

底部より内湾ざみに立ち上がる。

板ナデ

⑮ナデ
ナデ(指頭痕) 茶色

石長(1～ 3)

◎

337 鉢 残高 72
七∬す。

◎6方向に円孔を穿つ。

ハケーミガキ

⑥ ミガキ

ミガキ

⑥ハケ6～ 6本/c0
乳茶色

石長(1～ 3)

◎

高杯 残高 43
脚幡 る。

屈曲言μ∫降斯管 文を2段 (S¶洵
に施す。円孔を穿つ (円子1数不明)。

ナ デ 磨減のため不明 茶色
石長(1～ 4)

◎

高杯 残高 22
脚構 る。

裾縮 μま面をもつ。
ヨコナ デ ヨヨナデ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

高杯 残高 13 裾端部。 ミガキ ヨヨナ デ
乳茶色

暗茶色

石長(1～ 2)

◎

支 脚
底径 (80)

残高 38
裾部。設藍は厚い。

,照翻斬醇落に残る。

ミガキ指押 え

(指頭痕有 り)

かきとり
乳茶色

乳灰色

石長(2～ 4)

◎

支脚
底径 (80)

残高 32
和酔乱 裾端部は外反する。 ナデ (指頭痕 ) ナ デ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

９
留

つ
０



表38 SD201出土遺物観察表 土製品

表39 SD304出土遺物観察表 土製品

表40 SD304出土遺物観察表 金属製品

出土遺物観察表

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外 面 )

(内 面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

343 菱
口径(146)

残高 232

「く」字状口縁。国縁端部は面をも
つ。長九型の胴部。

(pハ ケ(5～ 8本 /cm)

延⊃ハケ(8本 /cm)

延Dタ タキーハケ
⑮ タタキ18蜘&m)→ナテ

Θハケ(7～ 10本 /cm)

⑮指頭痕
⑩ハケ6～ 10本 /cn

乳灰褐色

乳茶色

石長(1～ 5)

◎
馘

344 奏
口径 (126)

残高 46
やや外反する「く」字状口縁。日縁

端部は面をもつ。

◎只扉亀屎/cm)→
ヨコナ デ

⑩ハケ(7本 /cm)

Θハケ(3本 /cm)

(7本/cm)

⑩ナデ
暗茶褐色

石長(1～ 2)

◎
54

345 甕
口径 (136)

残高 23
直線的に外傾する国縁。国縁端言μま

ヘラ状工具による1尤線文を施す。

Θヨコナデ
ハケ(9本/cm)→

ナデ
ナ デ 暗茶掲色

石 長(1)

金

◎

346 一堕
底径 (73)

残高 26
平底の底部片。

⑩ ミガキ

⑮ナデ

ナデ

廻⊃指頭痕
乳茶色

石 長(1～ 2)

金

◎
割

347 鉢
日径(126)

残高 38
やや外傾する口縁。口縁端部は細丸

くおさめる。
ナ デ

ハケ(9～ 10本/cm)→

ナデ
赤掲色

石長(1)

◎

鉢 残高 49
日*藉pキ。
やや外反する国縁部。回縁端部は面
をもつ。

Θヨコナデ ◎ヨヨナデ 乳赤褐色
石長(1)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整

色調
(外面)

(内面)

胎 土

焼 成
偏 考 図版

外  面 内  面

鉢
口径 (140)

残高 31

国煽常FJI。

内1弯 ぎみの国縁。国縁端部は面をも
Θ ヨコナデ

(板 状工具と思わ
れる)ナデ

① ヨコナデ(板状工具
と思われる)磨減の
ため不明若干ハケ残
る(5本/cm)

乳赤茶色
密

◎

高杯
口径(300)

残高 24
婚 腑 。
外反する国縁も国縁端部は面をもつ。

磨減の為不明 磨減の為不明 茶褐色
石長(1～ 2)

◎

番号 器  種 残   存 材  質

法 首重

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 董 さ

石庖丁 約 2/3 結晶片岩 И

表41 SD305出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 色調
1禽目|

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

発
日径 (154)

残高 19 琳購 る日縁る日劇 結Hよ面をもつ。
ハケ(7～ 8本/cm)→
ヨヨナデ

ハケ(7～ 8本/cm)→

ヨコナデ
茶 色

石長(1～ 2)

◎

士堕 残高 41
複合日率乳
接合部は櫛状工具による斜格子文を施
す。

Θヨヨナデ
⑪ハヶ(▼～B本ため

ハケ
ナデ

赤茶色

み
金
◎

長(1～ 2)

鉢
口径(100)

残高 36
内湾する日縁。日縁端部は突りぎみに
おさめる。

ナデ? ナ デ 茶色
石長(1～ 2)

◎

鉢
底径 (48)

残高 20 底副キ。河ヽさくくび狛上 tデ底。
ヨコナデ

⑮ヨコナデ
ミガキ

鱗 減のため不明
暗褐色

密

◎

高イ
口径 (78)
残高 85

脚柱吉、単 から刺簸 。1翔大文 (4条)

沈線文 (5条 )。 裾端部は沈線文2条
を施す。

ヨコナデ

磨減多い

①絞り痕
①ナデ
④ヨヨナデ

茶褐色
石長(1)

◎
「D4
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束本遺跡 4次調査 3区

表42 SD306出 土遺物観察表 土製品

表43 SK303出土遺物観察表 土製品

表44 SK304出土遺物観察表 土製品

表45 SK305出土遺物観察表 土製品

表46 SK306出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外 面 )

(内 面 )

土

成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内   面

斐
底径 52
残高 46

くびれをもつ上り貞の底部。
⑩ ミガキ風ヘ ラナデ

⑪ナデ (指頭痕)

ナ デ
暗灰茶色

赤掲色

石長(1～ 3)

◎

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外面 )

(内面 )

生

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

発
口径 (133)

残高 22
直線的に外傾する日縁。日縁端部は

やや丸くおさめる。
ヨコナデ チ デ 茶色

石長(1ヽ 3)

◎

〓更 残高 17 複合日縁。 磨減のため不明 磨減のため不明
茶褐色

茶色

石長(1～ 3)

◎

一更
回径 (124)

残高 27
外反する日縁。日縁端部は面をもつ。

Θヨコナデ
ハケ(8本/cm)

ケヽ (6本 /cm) 乳茶色
長 (1～ 2)

◎

高朔( 残高 30
脚都片。

円孔有 り (円孔数不明)

ナ デ ハ ケ 乳茶褐色
長(1～ 2)

◎

高イ
径

昔
画

底

残

(18)

17
脚裾都。

ミガキ

③ヨコナデ
ヨコナデ 茶色

長(1～ 2)

◎

器台 残高 58 l条 づつ計18条 の沈線文を施す。 ハケー ミガキ
ハケーナデ
(指頭痕有 り)

暗茶色

茶色

石長(1ヽ 3)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整

色調
(外面)

(内面)

生

成

胎

焼
備 考 図 版

外  面 内   面

士⊆ 残高 12 外反する国縁。日縁端部はハケ状工
具による刻目文を施す。

ヨコナデ→ミガキ ヨコナデ 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整 色調絵目十
土

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

甕
口径 (170)

残高 112
外反する日縁。日縁端部は面をもつ。

Θ ヨコナデ (指頭痕 )

タタキ(10本 /5cm)
→ハケ(10～ 12本たm)

①浮ヨ百『デ鮨醐
°父ケ聖子乳げサデ

茶色
石

◎

長(1～ 4)

発
底径 40
残高 92

やや丸味をおびる平底の底部。
タタキ(跡1駐m)→
ハケ0本/16 cm)

①lk状工具によるナデ

ナデ上げ
延⊃ナデ(指頭痕)

暗茶色
石長(2～ 0
◎

367 鉢
口径(194)

器高 64
底部より内湾ぎみに上外方向へ立ち

上がる。日縁端部は面をもつ。九底。

帥 磨減のため不明
6下の肖11,

●→胴⑮ヨコナデ
6下のナデ

茶褐色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎
55

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外面 )

(内 面 )

胎 土

焼 成
備考 図版

外  面 内   面

士軍
口径 (160)

残高 60
直線的に外傾する口縁。日縁端部

は面をもつ。

⑤ハケ(Ю～ワ本/m)
→ヨコナデ

⑩ハケ後ナデ

Θヨコナデ
⑩ハケ僧～9本 /cm)

胴 ヨコナデ

茶色

乳茶色

石

◎

長(1ヽ 4)

369 鉢
口径 (252)

残高 79
内湾ぎみに立ち上がる国縁。口縁

端部は面をもつ。

Θヨヨナデ
タタキ(10本 /5枷 )

→ナデ

ハケ(12～ 14本 /cm)
→ミガキ

赤茶色

茶色

石長(2～ 5)

◎
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出土遺物観察表

表47 SK307出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整 色調
1含目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

一霊
底径

残高
やや九みのある平底の底部。

タタキ→ハケ(10～

12本 /cm)

⑬タタキーナデ

ハケ→ナデ
(工具痕力滅つている
指頭痕)

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

表48 SK307出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材   質

法

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) サ享さ (cm) 重 さ

石器素材 ほぼ完形 結晶片岩 21 2424

表49 SK308出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整 色調
1禽目|

胎 土

焼 成
備 考 図版

外   面 肉   面

372 発 残高 17 外反する日縁端部片。 ハケーナデ ケヽ→ナデ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

支脚

国径 (80)
底径 78
残高 57

中空、円柱状の体部。
器壁は厚い。

ナデ指頭痕 ナデ指頭痕 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

支脚

口径 (66)
底径 (72)
残高 58

中空、円柱状の体部。
胴中位でくびれる。

指押え指頭痕 ナデ指頭痕
色

色

責

茶

灰

灰

石長(1～ 3)

◎

表50 SP出土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整

色調
(外面)

(内面)

胎 土

焼 成
備 考 図版

外   面 肉   面

鉢
国径 (225)

残高 90
稜をもって外反する日縁部。日縁端部
は面をもつ。

◎ヨコナデ
ハ ケ(5本/cm)

ハケ (4本/cn)
乳茶色

乳灰茶色

長 (1)

◎
SP 28

奏
底径 (40)

残高 28 くびれをもつ上げ底の底部。
ハケ(9本 /cm)→ナデ
指頭痕

ケヽ→ナデ 茶色
石 長(1～ 3)

◎
SP 28

一豆
口径 (148)

残高 79
短く外反する日縁部。
顕部外面はヘラ状工具による沈線文 3

条が施される。

ナデ
ミガキ

ミガキ 乳黄色
石長(1～ 3)

◎
SP 82

表51 SD301出 土遺物観察表 土製品 (1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外面)

(内面)

生

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内  面

378 杯 蓋
口径 (12.2)

残高 32
天丼部との境にわずかに稜が残る。日

縁端都は内傾する。
回転 ヨコナ デ 回転 ヨコナデ

青灰色

灰色

長(1)

◎
黒斑

杯蓋
口径 (132)

残高 49

天丼部は比較的丸 く、稜は沈線によっ
て浮かび上がらせた感がある。
端部は内傾する。

回転ヘ ラ削 り

Θ回転ヨコナデ

回転ヨコナデ→

ナデ
Θ 回転ヨコナデ

青灰色
石長(1～ 3)

◎

杯蓋
国径 (122)

残高 36
稜は沈線によつて浮かび上がらせた感

じ。端部は内傾する。

回転ヘ ラ削 り

Θ回転ヨコナデ
回転 ヨヨナデ 乳灰色

長 (2)

◎

不蓋
口径 (140)

残高 48
天丼部からなだらかに日縁部に下がり

日縁端部は丸い。

回転ヘ ラ削 り

③回転ヨコナデ
回転 ヨコナデ 灰 色

長 (1～ 2)

◎

382 杯 身
口径 (11,8)

残高 28
立ち上がりは内傾 し、端部は尖 り気味

に丸い。受部はほぼ水平。
回転 ヨコナデ 回転 ヨコナデ 乳灰色

長 (1)

◎

383 杯 身
口径 (120)

残高 34
立ち上がりは短 く内傾。受部は上外方

に延びる。

回転ヘ ラ削 り

Θ回転ヨコナデ
回転 ヨコナデ

青灰色

灰色
長 (1)

◎

135



束本遺跡 4次調査 3区

SD301出土遺物観察表 土製品

表54 その他の 出土遺物観察表 土製品

(2)

(1)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整

色調
(外 面 )

(内 面 )

生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内   面

杯 身
口径 (108)

残高 32
立ち上が りは短 く内傾する。受部はほ
ぼ水平。

回転ヘラ削 り

Θ回転ヨヨナデ
回転 ヨコナデ 灰 色

長(1)

◎

14N身
底径 (120)

残高 35
肉厚の立ち上が りは短 く内傾する。受
都はやや上外方へ延びる。

回転ヘ ラ削 り

Θ回転ヨコナデ
回転 ヨコナデ 青灰色

長(1～ 3)

◎

不 身
口径 (138)

残高 30
立ち上が りは短 く内傾する。受部はほ
ぼ水平。底部は平底風

°
回転ヘ ラ削 り

回転 ヨヨナデ

回転ヨコナデ→

ナデ
Θ回転ヨコナデ

青灰色
長(1～ 3)

◎

表52 SD301出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残   存 材   質
法 旦

皇
備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) サ享さ (cm) 重 さ

石   鏃 ほぼ完形 サヌカイト

石   錐 約 2/3 サヌカイト 13

表53 SK302出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

不 明
口径 (90)

残高 24
須恵器口縁部。
外反する日縁部。端部は尖 りざみに丸 回転ナデ 回転 ナ デ 青灰色

長(1)

◎

390 一霊 残高 25 外下方に屈出した日縁端部。
端部には半載竹管文が 3段に施される。

ヨヨナデ ハケ→ヨコナデ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 (外面 )

色調
(内 面 )

土
　
成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

甕
口径 (140)

残高 57 外反する日縁部。日縁端郡はナデ凹む。
Θ ヨヨナデ

タタキ(4本 /3帥 )

→ナデ
噺買t塩本々耐→
ナデ

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

疑
国径 (150)

残高 55 外反する日縁部。日縁端部は面をもつ。
◎ヨコナデ

タタキ

◎ヨコナデ
ハケ

乳灰色

乳茶色

石長(1ヽ 3)

◎

甕
口径 (162)

残高 44
外反する日縁は端部内面がわずかにナ

デ凹む。日縁端著Hよ外下方に面をもつ。

◎ ヨコナデ
ハケ(12本 /cm)→
ナデ 指頭痕

⑤ヨコナデ
ハケ(12/cm)→ ナデ

乳茶色
石長(1～ 4)

◎

394 饗
口径 (136)

残高 60
外反する口縁部。日縁端部は九くおさ

める。

Θ ヨコナデ
ハケ(7本 /cm)→
ナデ

Θヨコナデナデ

指頭痕
乳茶色

こ

◎

長(1～ 3)

甕
口径 (138)

残高 37
外反する日縁部。やや丸 くおさめられ

る日縁端部は外下方に面をもつ。

◎ヨコナデO旨頭痕)

タタキ(3本/cm)

Θヨコナデ

ナデ

色

色

褐

茶

茶

乳

石

◎

長(1～ 4)

甕
口径 (170)

残高 27
外反する日縁は端部内面がわずかにナ

デ凹む。日縁端部は面をもつ。

Θ ヨコナデ

タタキ(3本/cm)

Θヨコナデ

ナデ

色

色

褐

茶

茶

乳

石長(1～ 3)

◎

甕
口径 (140)

残高 23
外反する日縁は端部内面がわずかにナ

デ凹む。日縁端部は面をもつ。
ヨコナデ ヨコナデ 乳茶色

石長(1～ 2)

◎

甕 残高 35 外反する日縁部。日縁端部は面をもつ。 ハケ(8本/cm) ハケ→ナデ上げ 乳灰色
石長(1～ 2)

◎

一豆
口径 (210)

残高 35
外反する日縁部。日縁端部は面をもち

ナデによりやや上下方に肥厚する。

Θヨヨナデ
ハ ケ (10本 /伽 )

Θヨコナデ
ハケ(10本/cm)→ ナデ

茶色

乳茶色

石長(1～ 2)

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整

色調
(外面)

(内面)

土
　
成

胎

焼
備 考 図 版

外  面 内   面

400 一堕
口径 (258)

残高 20

上下に拡張された端都。端部には波
状文を施した後、円形の浮文を貼り
付け浮文に半哉竹管文を施す。

ナ デ ハケーナデ 茶 色
石長(1～ 2)

◎

士霊
口径 (232)

残高 18
タト下方に拡張した口縁端部。端部に
は3無)92段の波状文め洵 される。

Θ ヨコナデ
ハケ(5本 /cn4)→

ナデ

ハケ→ヨコナデ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

士堕
日径 (174)

残高 33

上内方に拡張した口縁端都。端都に
は貝級による刺突文後に沈線文4条
を施す。

ハケ (5本/∽ )→ ヨ

コナデ
ヨコナテ

茶褐色

茶色

石長(1～ 3)

◎

一霊 残高 38 複合国縁。
日縁は山形文と竹管文力沌 される。

ケヽ→ナデ ヨコナ デ 乳灰色
石長(1～ 2)

◎

士霊 残高 40
外傾する日頸部。
上段は2条以上の沈線文下段に18条

の沈線文を施す。
ミガキ ヨコナデ 灰茶色

長(1)

◎

予亜
底径 (22)

残高 21
平底の底部。 ナ デ ナ デ 乳責色

石長(1～ 5)

◎

士車 残高 52 わず力ヽ こ突出する九底の底言陀 ハ ケ (9～ Ю本 /cm)
ナデ上げ
指頭痕 乳茶色

石 長(1～ 5)

金

◎

鉢
口径 (277)

残高 58

わずかに稜をもち外反する日縁郡。
日縁端言μま丸くおさめる。

Θヨコナデ
ハケ (9～ Ю本/m)

ハ ケ
乳灰黄色

黒色

石長(1～ 2)

◎

鉢
口径 (278)

残高 63
稜をもち外反する国縁部。日縁端部
は尖りぎみにおさめる。

Θナデ指頭痕
タタキ(6本/2cm)
→ ハケ (8本/cm)

Θハケ⇔～10本 /cml
→ヨコナデ
ハ ケ (9本 /cna)

暗茶色

黒色

石長(1～ 3)

◎

鉢
口径 (188)

残高 50
外傾する口縁部。国縁端部は九くお
さめる。

Θヨコナデ
タタキ(4本/2m)

Θヨヨナデ
ハケ(1本/cm)

黒灰色

黒色

石長(1～ 2)

◎

鉢

口径 (128)

底径 32
器高 80

底部よりやや内湾ぎみに上外方向へ

立ち上がり国縁は外反する。端部は
九い。立ち上がりをもつ上底のサ革 陀

Θ策夢写ナデ
廻⊃ 指圧痕
⑮指圧痕

◎ナデ
ミガキ 茶色

石長(1～ 3)

◎
57

鉢

口径 (134)

底径 40
器高 95

底部よりやや内湾ぎみに上方向へ立
ち上がる日縁部。日縁端部は面をも
つ。底言限よやや如末の平底。

タタキ(8本/5cm)

一 チデ

ハケ(8本 /cm)→

ナデ

①ナデ上げ
灰茶色

石長(2～ 5)

◎

鉢
口径 (116)

器高 58

底部より上外方向に内湾ぎみに立ち
上がる国縁部。□縁端部は尖りぎみ
に丸くおさめる。九底の底言陀

Θ ヨコナデ
ハケーナデ
(指頭痕 )

Θヨコナデ
ナデ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
国径 (104)

器高 53

底部より上外方向に内湾ぎみに立ち
上がる国縁部。国縁端部は尖りぎみ
に九くおさめる。九底の底部。

Θ指押え
ハケーナデ
(指 頭痕 )

ナデ

指頭痕 灰茶色
石長(1～ 3)

◎
57

鉢
口径 98

器高 57

底部よりやや内湾ぎみに上方向へ立
ち上がる国縁部。日縁端部は尖りぎ
みに九くおさめる。九底の底部。

磨減のため不 明 指押え 灰茶色
石長(1～ 5)

◎

鉢
国径 84
器高 38

底部よりやや内湾ぎみに上外方向へ

立ち上がる口縁部。国縁端部は尖り
ぎみに九くおさめる。九底の底部。

子旨才甲え
ハケ(14本 /cm)→

ナデ 茶色
石(1～ 2)

◎

鉢
底径 (25)

器高 46

ミニチュア。底部より内傾ぎみに上
外方向へ立ち上がる目縁部。端部は
九い。立ち上がりをもつ平底の底部。

磨減のため不明 ナデ (指 頭痕 ) 乳白色
石(1～ 2)

◎

鉢
口径 (138)

残高 50
やや内傾する日縁部。日縁端部はや
や外反し九くおさめる。

Θ ヨコナデ
ハケ(8本 /t‐ al)→

ナデ

Θヨコナデ
ナデ 灰茶色

長 (1)

◎

鉢
径

高

口

残

やや夕M賓する日縁部。口縁端言μま面
をもつ。口縁部に5条の沈線文を施
す。

ミガキ
Θヨコナデ

ハケ(10本 /cm)→

ナデ
茶褐色

長 (1)

金

◎
57

その他の 出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)
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東本遺跡 4次調査 3区

その他の 出土遺物観察表 土製品 (3)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調    整 色調

1禽目十
胎 土

焼 成
備考 図版

外   面 内   面

鉢
口径 (120)

残高 47
内湾して立ち上がる日縁部。日縁端部
は面をもつ。

Θヨコナデ
ハケ(6本 /c ll)→

ナデ

Θヨコナデ
ハケ(12本 /cm)
→ミガキ

茶褐色 曇(1)

◎

420 鉢 残高 2,7
日縁部片。
日縁端部は丸くおさめる。

ハケ→ナデ ミガキ 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

高杯
口径 (32.3)

残高 3■

外反する日縁部。
口縁内面にミガキ調整を施す。

剥離
ハケ(9～ 10本 /clll)

磨滅のため不明
ミガキ 茶色

石長(1～ 3)

◎

高不 残高 5.2
大きく広がる杯部。
内 外面ともミガキ調整力魂 される。

ナデ
ハケ(8本 /cln)→ ヘラ
ミガキ部分的に磨減

ヨヨナデ→ヘラミ
ガキ 乳赤色

石,長
(1～ 2)

金
◎

58

高杯 残高 54
杯都底部外面中央は突出する。
組み合せ技法 ?。

ハケ(9本 /cm)→ナデ
削り→ナデ

(指頭痕)

乳茶色
石長(1～3)

◎

高 杯 残高 53
円柱状の脚柱都。

円孔有り (円孔数は不明)

ナデ(指頭痕) 削り→ナデ
乳茶色

乳褐色

石長(1～ 3)

◎

高不 残高 38
短い脚柱部。
柱部内面にしぼり痕。

磨減の為不明
絞り痕
ナデ

乳茶色
石 長(1～3)

◎
58

高杯 残高 4.2 短い脚柱都。器壁は厚手6 ナ デ ナ デ 茶色
石 長(1～ 2)

◎
58

支 脚
底径 9.0

残高 3.9

中空、柱状のものと考えられる。
器壁は厚い。 ナデ(指頭痕) ナデ (指 頭痕 )

乳灰色

乳茶色

石長(1～2)

◎

428 支脚
径

高

底

残

脚裾部。

外面叩き整形力鞭 著に残る。
タタキ→ナデ ナ デ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

支脚
径

高

口

残

中空、柱状のものと考えられる。
受部は外反する。端部は刻目を施す。

ハケ(9本 /cln)→

ナデ
ナ デ

乳茶色

茶色

石長(1～ 2)

◎
路

ミユチュア
口径 43

器高 32

底き[よ り内傾ぎみに上外方向へ立ち上
がる日縁部。日縁端部は突りぎみ。や
や丸みの平底。

磨滅のため不明 ナデ指頭痕 乳白色
石(1～ 2)

◎
58

一笠 残高 6.2
3条の沈線 (ヘ ラ描)で木葉丈。
3条の沈線文。

ミガキ ナ デ 乳茶責色
石長(1～ 2)

◎

下明

長
幅
厚

筒状であるが片方端部でいつたんくび

れてやや広がる器形になると思われる。
ナデ(タ テ方向) ナ デ 乳茶色

石・長(1～ 3)

◎

重量

44.2g

紡錘車 さ
径

径
厚
孔

紡錘形断面をなす。中央部に焼成前の

円Tしあり。
指お さえ→ ナデ 絞 り痕 黒灰色

石'長 (1)

◎

重量

35.lg

表55 その他の 出土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材   質

法 量

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石庖丁 完  形 結 晶 片 岩 55.8 58
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■4区の調査下





1.調査の経緯

第 8章 4区の調査

4区 は3区 の南に位置する。調査区は3区 と同様に南北に縦長 く、調査面積は740だ である。3区 と4区

の境界には東西方向に生活道路が横切る。この生活道路を境に耕作面は南に一段低 くなる。また、4

区内には東西方向に農道があり、この農道を境に調査区は北区と南区に区分 した。

調査は黒色土 (第 Ⅲ層)を手掘 り作業により掘 り下げを行った。遺物の出土は少ないが、土器が部

分的に密集 して出上 した地点 もあった。これら密集地点の下位からは遺構を検出したところもある。

よって密集地点では遺構の埋上であると考えられた。

遺構の検出は第Ⅳ層上面にて行い、順次掘 り下げ図面記録作業を行った。他の調査区で検出されて

いるAT火山灰層の確認のため、遺構完掘後に調査区西壁下 (aト レンチ)と 北・南区に東西方向の

深掘 リトレンチ (b・ cト レンチ)を入れ確認作業を行った。

2. 層  位  (第 4・ 89図 )

本調査区では第 I層から第Ⅷ層までの土層を確認した。遺構の検出は第Ⅳ層上面で行い第Ⅳ層から

第Ⅷ層までは調査区西壁下の深掘 りにて確認調査を行った。以下、本調査区の基本層位を記述する。

第 I層 :灰色土で15～ 20cmの堆積を測る。現在の耕作土である。

第Ⅱ層 :黄灰色砂質土で5～ 10cmの 堆積を測る。耕作上の床土である。

第Ⅲ層 :第 Ⅲ層は2層 に分層される。

第Ⅲ①層黒色上で約5～ 12cmの 堆積を測る。北区の北半部で確認された。

第Ⅲ②層黒褐色土で約5～ 15cmの 堆積を測る。北区中央部から北区南端の間で確認された。

第Ⅳ層 :褐灰色土 1/Jヽ礫石混入)で約8～ 20cmの推積である。北区中央南から南区南端の間で確認され

た。

第 V層 :暗褐色土で約10～ 20cmの堆積である。北区中央部から南区南端まで確認された。

第Ⅵ層 :第Ⅵ層は3層 に分層される。

第Ⅵ層砂 層厚10～20cmを測 り、北区中央から南区南端の間で確認された。

第Ⅵ層風 層厚10～20cmを 測 り、南区に限り確認された。

第Ⅵ①層 責色土で10～ 35cmの堆積である。調査区全域で確認された。

第Ⅶ層 :第Ⅶ層は4層 に分層される。

第Ⅶ①層 黄褐色砂質土で20～ 40cmの堆積である。北区中央で確認された。

第Ⅶ③層 褐色砂質土で10～28cmの堆積である。北区北部で確認された。

第Ⅶ⑤層 黄灰色粘質土で約15cmの 堆積である。南区南端で確認された。

第Ⅶ⑨層 黄褐色砂礫で10～45cm以上の堆積である。調査区全体で確認された。

第Ⅷ層 :砂礫層で45cm以上の堆積である。
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東本遺跡 4次調査 4区

3.遺構と遺物

遺構は、弥生時代の竪穴式住居址4棟、溝1条、柱穴38基、中世の土坑1基、柱穴120基を検出した。

遺物は第Ⅲ層中と各遺構中より弥生土器、須恵器、土師器、土製品、鉄製品などが出上している。

〔1〕 弥生時代

1)竪穴式住居址 (SB)
SB401(第 89・ 91～95図 、図版63～ 66)

北区のC6～ D7区で検出した。 S B404か らは約15m、 南区の S B403か らは約40mを 測る。 SB

402と S D401を 切る。平面プランは多少歪んでいる。これは、大型機械の重圧によるもので、住居址

南西隅などは特に歪んだものである。

住居の東縁部は調査区外にあり全容は不明であるが、方形を呈するものと思われる。規模は東西

335cm+α 、南北450cm、 壁高26cmを 測る。埋土は黒褐色土で、部分的に明褐色上が混入する。

住居内からは高床部、土坑3基、溝1条 、主柱穴4基、作業台を検出した。遺物は弥生土器・土師

器・鉄製品の他、炭化材・焼土が出土した。

高床部 高床部は住居西端部で西縁 と平行するように検出された。平面形態は長方形で、規模は南

北450cm、 東西100～ 130cm、 厚さ15cmを 測る。高床部は削 り出しで作 られ、上面はほぼ水平で平坦で

ある。

土坑 (SKl)(第 91。 92図 ) 住居北西隅での検出である。平面形態は楕円形で、断面形態は南

北で「U」 字状を呈する。規模は長軸70cm、 短軸65cm、 深さ50cmを 測る。埋土は3層 に細分が可能で

①層黒色土 (やや明るい)、 ②層黒色土、③層黒色土 (やや赤味で柔らかい)である。②層は北側肩

部から堆積 し、③層にもぐり込む様に土坑中位まで堆積 し、その上部に焼上が密集する。遺物は弥生

土器の鉢形土器が焼土中より出上 した。

土坑 (SK2)(第 91・ 93図) 住居南東部での検出である。東部は未確認であるが、平面形態は

方形を呈するものと思われる。規模は東西80cm+α 、南北65cm、 深さ15cmを測る。東西断面形態は皿

状である。埋土は上層が茶褐色土、下層が黒褐色土となる。遺物は上・下層から弥生土器が出上 して

いる。土坑西端より出上した鉢形土器は比較的残 りが良いものである。また、床面西では凹地を検出

した。平面形態は円形で、規模は径20cm、 深さ15cmを 測る。埋土は責橙色土である。この凹地はSK

2に伴うものと思われる。

土坑 (SK3)(第 91・ 93図 ) S K2の北で、床面精査時に住居埋土と茶褐色土の混合土を除去 し

た後に検出した。平面形態は東部が未調査であり、南縁は S K21こ切 られることにより全容は不明で

あるが、北西コーナーが検出されていることから方形を呈するものと思われる。規模は東西100cm分

を検出、南北60cm、 深さ20cmを 測る。東西断面形は皿状を呈する。埋土は上層の茶褐色土に黒色混 じ

り、下層の黒褐色土の2層 である。上層の茶褐色土は焼上が混 じり西側に堆積 していた。遺物は上層

からは炭化物の小片が、下層からは弥生土器と鉄製品、炭化物の小片が出土した。なお、遺物は土坑

の西半部からの出上が目立つ。床面からは凹地を検出した。平面形は楕円形で、径39～ 45cm、 深さ7

cmを 測る。埋土は黒褐色土で、遺物の出土はない。

清 高床部の内側面に沿うように検出された。溝の南部は、住居南壁手前で東に曲が り徐々に南壁

へと接 して行 き、溝幅は徐々に狭 くなる。規模は検出長630cm、 上場幅20～ 30cm、 深さ15cmを 測る。
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第91図  SB401測量図

埋土は黒褐色土である。遺物の出土はない。

主柱穴 高床部内側の床面と住居北東隅で3基を検出した。南東の主柱穴は未確認であるが主柱穴

は4本柱 と考えられる。北西隅の主柱穴には切 り合いがあり、住居内側に旧柱穴、外側に新柱穴が位

置する。柱間隔は新柱穴間で東西280cm、 南北270cm、 旧柱穴間は東西間が約10cm短かいものである。

柱穴は円もしくは楕円形のプランで、径33～ 45cm、 深さ20～ 30cmを 測る。埋土は茶褐色上である。遺

物は出土 していない。

遺物出土状況

作業台 住居北壁から1.3m、 S K2か らは北西に2mの位置で、床面に据え置かれた状態で検出し

た。作業台は隅が九い花商岩である。長さ35cm、 幅20cm、 厚さ15cmを 測る。石の上面では顕著な使用

痕は確認されなかった。

弥生土器は土坑より出土 したが、特にS K2・ 3の周囲に分布が濃い。器種は奏形土器・鉢形土器・

器台形土器・支脚形土器である。上錘は北壁際の床面から、不明土製品は土錘のやや東側の床面より

はやや浮いた状態での出上であった。鉄製品はS K3か らの出上である。炭化材は主柱穴 S Pl・ 41こ

覆いかぶさるような形で出上 した。S P4の 北側にある東西方向のものは長さ35cm、 幅13cm、 厚さ7cm、
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束本遺跡 4次調査 4区

(S=1120)
第92図 SB401内 SKl測量図

0                    1m

(S=1:20)

SB401内 SK2・ 3測量図
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遺 構 と遺 物

S Pl・ 4を斜めにまたぐように出土 したものは長さ90cm、 幅8～ 15cm、 厚さ1.5cm(最 厚部)を測る。

これら炭化材の間には小さい炭化材が出土 している。

焼土は S Klの北縁部とS Plの北側から出土 した。 S Klの北縁部から検出されたものは楕円形状

に堆積 してお り、東西40cm、 南北30cmを 測る。焼土の南半分は S Klに つづき、厚さは6～ 8cmを 測る。

炭化材の北で検出されたものは、東西22cm、 南北30cmを 測 り、南北の断面形態は住居床面を基底部と

し、山形】犬に盛 り上がっているものである。焼土中からは遺物の出土はない。

出土遺物 (第 94・ 95図 、図版72)

甕形土器 (435) 口縁部片である。口縁端部は面をもつ。

壺形土器 (436～439)436～ 438は 口縁部片である。436・ 4371よ 口縁端部をやや肥厚させている。

436は 口縁端面に鋸歯文を施す。438は大きく開く口縁部である。口縁端部は面をもち、「ノ」字状の

文様を施す。439は底部片である。

鉢形土器 (440～ 447)440は底部から緩やかに立ち上がるものである。441は口縁部片で端部はや

や角張る。442は底部が欠損 している。ゆるやかに内湾気味に立ち上が り、端部付近で外湾 し端部は

尖る。443は突出した底部をもつ小型品で、口縁端部はあまり尖らず九味をもつ。444は逆「ハ」字状

に開く口縁部片で、端部はやや丸い。445～447は底部片である。445は わずかに突出した底部をもち、

緩やかに内湾気味に立ち上がる。446は平底の底部で、大きく外側へ開くように立ち上がる。447は小

型品でボタン状の底部はわずかに突出している。

器台形土器 (448) 受部の端部片である。端部が上下方向に突出する。

支脚形土器 (449。 450)449は 柱部から端部までの破片である。器壁は厚 く、作 りは雑である。

450は角状突起の受部片である。

土製品 (451・ 452)451は 土錘である。棒状工具に粘土を巻 き付け形成 したと思われるもので、

指圧痕がみられる。452は器種不明品である。器面はミガキ調整が見られる。

時期 :出土遺物の鉢形土器の形態より弥生時代後期末に埋没 したと考える。

%       ~発 蒋

Cm

第94図  SB401出土遺物実測図 (1)
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束本遺跡 4次調査 4区

(S=1:4)
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第95図 SB401出土遺物実測図 (2)

SB402(第 89。 96図 、図版63)

S B402は調査区中央のC7～ D8区で検出した。 S B401に 切 られ、 S D401を 切る。住居床面西半

部は重機による歪みをもつ。

住居の東壁は調査区外にあるが、南西コーナーを検出したため平面形態は方形を呈するものと思わ

れる。検出された東西長は200cm、 南北長は320cm、 壁高は5cmを 測る。埋土は黒褐色上の単一層であ

る。住居内からの遺構は検出されなかった。なお、土層観察用のベル トでは住居埋土 (黒褐色土)に

焼上の混入がみられる部分が観察できた。ただし、この上は上面からの切 り込みのものであり、かつ

住居床面は変化がみられなかったため、住居に伴うものではないと判断した。

遺物は弥生土器の小片が少量出土 したが図化はできなかった。

時期 :S B401に 切られるが、坦土及び遺物よりS B401と 同時期の弥生時代後期末と考えられる。

SB403(第 89。 97。 98図 、図版66～ 69)

S B403は 4区南端のA15～ B16区 で検出した。住居の南壁部分は近現代に削平されているが、北東

コーナーを検出しているため平面形は隅丸方形を呈するものと思われる。規模は東西530cm、 南北520

cm(十 α)、 壁高15cmを 測る。埋土は黒褐色土 (焼上を含む)である。住居址内からは炉址、周壁溝、

主柱穴、貼 り床を検出した。遺物は、弥生土器、円礫石、焼土、炭化物がある。

炉址 (第 98図 )は住居中央南寄りに位置し2基検出した。南側の炉①の平面形態は楕円形を呈し、

東西121cm、 南北48cm、 深さ50cmを 測る。坦土は黒色上である。炉の北 。南縁には炉内の埋土を覆う

ように焼上の堆積がみられた。また、炉①の北側より炉②を検出した。炉②の平面形は不整な円形で、
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遺 構 と 遺 物

1黒掲色土

2明褐色土

31に焼土混じり

4灰色土

3m

(S=1:60)

第96図 SB402測量図

径42～ 54cm、 深さ45cmを 測る。埋土は茶褐色土に黒褐色上が混ざるものである。この炉①と炉②の境

には土堤がみられる。

周壁溝は壁体に沿って検出された。北東のコーナーから西約2m間は検出されなかった。規模は幅

15～ 20cm、 深さ約8cmを 測る。埋土は黒褐色土であり、住居埋土と同じである。北西では周壁溝は部

分的に途切れ、小ピットにかわる所がある。周壁溝からは遺物の出土はない。

主柱穴は4基検出した。柱穴は正方形に配置し、柱間は250cmを 測り、ほぼ住居の壁と平行する。柱

穴は円形及び楕円形を呈し、規模は径33～ 40cm、 深さ50～60cmを 測る。埋土は黒褐色土と黄褐色土で

ある。柱穴からは遺物の出土はない。

貼り床は住居の西半部より検出した。貼り床の西辺は住居のやや中央北側を通るように弧を描いて

検出された。規模は南北長400cm、 東西235cm、 厚さ5～ 8cmを 測る。この貼り床土は基本層位の第Ⅳ層

と黒色上の混合上である。

遺物出土状況 弥生土器は住居全体に散在していたが、特に北側に出土が多い。器種は甕形土器、

重形土器、鉢形土器、高杯形土器、土製紡錘車 (1点)がある。

円礫石が1点 出上した。北側主柱穴とほぼ一直線に並びS Plの西lmの位置である。材質は花商岩

で長さ35cm、 幅25cm、 厚さ25cmを 測る。

焼土は主柱穴S Plと S P4を 結んだ線から南西部で検出した。炉の上面では堆積は見られない。北
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束本遺跡 4次調査 4区

H34200m
1黒褐色土 (焼土混)

2茶掲色土 (黒掲色土混)

3焼土

4黒色土

5焼土 (茶褐色混じり)

6灰色土

●土器
▲石

0～ 0・ ⑩ 分析番号

(S=1:60)
第97図  SB403測量図

西方向に延びる焼土は炉の中心から2.3m、 幅lm、 厚さ約10cmを 測 り、横断面形は山形状を呈 してい

る。炉の南で検出されたものは東西2.5m、 幅約0,9m、 厚さ10cmを 測 り、横断面形は山形状を呈する。

焼土中からは炭化物が出土 している。

炭化物は炉の南西にあり楕円形を呈 し、径100cm、厚さ2～ 3cmを測る。炭化物からは遺物の出土はない。

出土遺物 (第99図 、図版73)

奏形土器 (454・ 455)454は 底部を欠損 しているもので、「く」の字状に折 り曲げられる口縁部は短

い。胴部の器壁は厚 く、内面は板状工兵でカキ取 りされたもので調整は粗雑である。455は 口頸部片

である。「く」の字状に折れ曲がるもので、明瞭な稜は見られない。

壷形土器 (456)月 さヽく突出する底部をもち、胴部は少 し横へ張 り出す球形をなす。器壁はやや薄

手で、外面は細かくミガキ調整がなされる。長頸壷と想定される。

鉢形土器 (457～459)457は平底で突出した底部をもち、内湾気味に立ち上がる口縁部は薄手に仕

上げられ、端部は九味をもつ。458は口縁部片である。日縁部及び端部は457と 類似する。459は小さく

」
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遺 構 と遺 物

上げ底となるくびれの底部をもち、底端部は尖る。胴部は器壁が厚 く、タト方へ開くものである。

高杯形土器 (460)柱部の破片である。柱部は杯部に差 し込み接合する。脚柱内面の天丼部には棒

状工具で穿った小円孔が見られる。裾部には円孔が3方向に残 り、全体 として4方向が想定される。

土製品 (461)紡錘車である。

時期 :鉢形土器の形態より弥生時代後期後葉～末に埋没 したと考える。

1焼土

2黒色土(炭 を含む)

3茶褐色土

0                    1m

(S=1:20)

第98図  SB403カ百沢」量図
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0                 10               20cm

|

(S=1:4)

第99図

(S=1:2)

SB403出土遺物実測図
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束本遺跡4次調査4区

SB404(第 89。 100図 、図版69～ 71)

S B 404は 調査区北部のD2～ 3区 で検出 した。住居の西隅コーナーは削平 を受け欠除 し、東隅は調

査区外 にあ り全容は不明であるが、北隅を検出 したため平面形態は方形 を呈するものと思われる。規

模は、確認で きた周壁の推定線上では北西～南東420cm+α 、北東～南西440cm+α を測る。壁高は残

存部分で約10cmを 測る。埋土は4層 に分層ができ、①層赤褐色土、②層責色上、③層茶褐色土、④層

茶褐色土 (黄色土混入)である。住居址内からは土坑2基、主柱穴3基、柱穴2基 を検出した。遺物は

弥生土器と土製勾玉が出上した。

土坑 (SKl) 主柱穴 S P2の南隣りで検出した。平面形態は楕円形を呈し、径60～ 68cm、 深さ

60cmを 測る。埋土は上層の赤茶褐色土と下層の暗茶褐色土に分層できる。遺物は下層中の上坑基底面

より上製勾玉が出土した。住居址内の貯蔵穴と考えられる。

く
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帯
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王
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|

H34500m

Ⅱ床土

1赤茶掲色土

2責色土

H34500m   3茶 掲色土

4茶掲色土 (責色混)

5貼床

6黒色土

7晴茶掲色土

⑩分析番号

3m

(S=1:60)

第100図  SB404測 :曇図
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遺 構 と 遺 物

土坑 (SK2)(第 100。 101図)住 居 l■北隅で検出 した。平面形態はやや不整の楕円形 を呈 し、

径65～ 68cm、 深 さ53cmを 測る。埋土は5層 に分層がで きる。遺物は基底面 より弥生土器 と礫石、焼土

が出土 した。弥生土器 にはほぼ完形 に近い小型の鉢形土器が2点 ある。礫石は花商岩で、大 きさは

18× 6× 5cmを 測る。使用痕は見られない。焼土は土坑中位で埋土④層の下部に堆積 し、厚さは15cmを

測る部分がある。住居内の貯蔵穴と考えられる。

主柱穴 (第 100図 ) 住居l■の北西～南東壁に沿って検出された。平面形態は楕円形で S P2は 径40

～50cm、 深さ28cm、 S P3は径11～ 21cm、 深さ33cmを 測る。埋土は黒色上である。柱穴からの出土は

ない。

柱穴 2基の柱穴は住居址北西部で検出した。S P4の 平面形態は楕円形を呈 し、規模は径35～ 45cm、

深さ47cmを 測る。 S P5は 円形を呈 し、規模は径20cm、 深さ1lcmを 測る。埋土は黒色土である。遺物

の出土はない。埋土が住居址埋土と同じであるため、住居に伴うものであるが、柱穴の性格は判断で

きない。

遺物出土状況 弥生土器は住居址埋土及び土坑から出土 してお り、甕形土器・壼形土器・鉢形土

器・土製勾玉がある。住居の遺存状況が悪 く遺物の出土も少量である。図化できたものには鉢形土器

が多い。

出土遺物 (第 102図 、図版73)

甕形土器 (462・ 463)底 部片である。462は やや尖 り気味の丸底である。外面は細かいミガキが

施され丁寧に仕上げられる。463は平底である。

¬
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」
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Ｏ
Ｏ
製
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〇

正

1黒掲色土 (焼土散在,炭化物を含む)

2掲色粘質土

3黒色土 (焼土混)

4灰掲色砂質土

6灰掲色砂(02～ lcm程度のレキ混)

⑩,O分析番号

焼土

(S-1 :20)
第101図 SB404内 SK2測量図
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束本遺跡 4次調査 4区

董形土器 (464) 複合口縁壺の口縁部片である。多条沈線の最下段には波状文が施されている。

鉢形土器 (465～ 472)469は 小 さい平底で、内湾気味に立ち上がる日縁端部は尖 り気味である。

470は平底で、口縁部は外方へ開き端部は尖 り気味である。外面はタタキ痕跡が顕著に残る。465は 口

縁部片で「く」の字状に折れ曲が り、内面では稜が見られる。日縁端部は面をもつ。外面はタタキの

みで、仕上げの調整は見 られない。内面はハケ調整である。大型品。467は底部が欠損する。内湾気

味に立ち上がる口縁部はやや外反する。口縁端部は九い。内・外面とも細かくミガキ調整されている。

466は 口縁部が玉縁状に仕上げられている。内・外面ともミガキ調整されているが、外面にはタタキ

の痕跡が残る。468・ 471は 回縁部が内湾気味に立ち上が り、回縁端部は九 く仕上げられる。472は底

部片で突出する上げ底をもつ。

土製品 (473)勾 玉である。

時期 :出土遺物の鉢形土器の形態より弥生時代後期末に埋没 したと考えられる。

澪
多＼

区 を3

□
~已

4コ
龍` 72

0                 10               20cm

(S=1:4)

第102図  SB404出土遺物実測図

2)溝 (SD)
SD401(第 89。 103図 )

調査区中央部のC7～ A ll区 で検出し、 S B401・ 402に切 られる。検出長17m、 上場幅90～ 130cm、

深さ16～ 28cmを測る。断面形はレンズ状を呈する。埋土は上・下層に大別され、下層は細分される。

上層は 1層黒色土 (砂粒混 じり)であり、下層は3分され 2層黒褐色土 (やや灰色気味)、 3層黒褐色

土 (2層 よりやや暗い)、 4層黒褐色土 (2層 よりやや褐色気味)と なる。基底部は傾斜 (南部が低

い)し比高差は約10cmを 測る。遺物は弥生土器の小片が少量出上 したが、図化できるものはない。

時期 i S B401と S B402に 切られるため、弥生時代後期末以前に埋没したと考えられる。

▽∈64

0                5cm

(S-1:2)
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遺 構 と 遺 物

礎萎黎
鯉∞m

上層…1黒色土(砂粒混)

下層…2.黒褐色土(や や灰色ぎみ)

3.2よ り暗い

4.2よ り褐色ぎみ

0                         4m

(S=1:80)

第103図  SD401測 :孟図

3)柱穴 (SP)

弥生時代の柱穴は38基である。柱穴は調査区全体に散在するが、北区の南部には多 くみられた。平

面形態は円形ないし楕円形を呈 し、径15～ 50cm、 深さ12～40cmを測る。坦土は黒色である。遺物は弥

生土器の小片が少量出上 したものもあるが図化はしきれない。遺物の出土がない柱穴は、埋土が黒色

上であることから弥生時代 と判断した。

た基髯垂
理m

2
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東本遺跡 4次調査 4区

〔2〕 中世～近世代

中世～近世代の遣構は土坑1基 と柱穴120基である。

1)土坑 (SK)
SK401(第 89図 )

調査区北部のB2区で検出した。平面形態は長楕円形を呈 し、規模は長さ115cm、 幅70～ 90cm、 深さ

27cmを 測る。埋土は暗灰褐色上である。断面形態は縦断面で逆台形状を呈 し、南壁はなだらかに傾斜

している。遣物は土師器 (かわらけ)の小片が少量出土するが図化 しきれなかった。

時期 :出土遺物と埋土より中世以降と考える。

2)柱穴 (SP)

北区のほぼ全面で検出したが南端部では見られない。また、柱穴は中央部から北部にかけて密集 し

ている。柱穴の平面形態は円形ないし楕円形を呈 し、径20～ 50cm、 深さ10～40cmを 測る。遺物の出土

はほとんどなく、数基の柱穴より土師器の小片が少量出上 したが器種の判断はしがたい。また、図化

したものには土師器 (古墳時代)が1点 あるが埋土は中世～近世代の柱穴に似ており混入品と考える。

柱穴は埋土の違いにより少なくとも3分類される。

a類 :埋土が灰褐色上であるもの  67基

b類 :埋上が暗灰褐色土であるもの 44基

c類 :埋土が暗茶褐色土であるもの  9基

マ

~476

482

ゝ

"f77

474:SP出土

0                 5cm

(S=1:2)

第104図 その他の出土遺物実測図 (1)

｀`
_ヽ____1_とことくラ多

チ
480

4馴

o                10               20cm

(S=1:4)
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遺 構 と遺 物

a類は北区の中央から北で集中して検出された。規模は径20～ 40cmで小型～中型のものである。

類は北区の全体に散在するが北側での検出が多 く、規模は径30～ 50cmの 中型～大型のものである。

類は調査地全体に散在 してお り、規模は径8～ 50cmで中型のものである。

柱穴の規模・埋土からは、掘立柱建物の復元にはいたらなかった。

出土遺物 (第 1髄図、図版72)                            、

土師器 (474) 鉢形土器の口縁部片である。日縁端部は面をもつ。

〔3〕 その他の遺構。遺物

南区南端部と北区北西部で倒木 4基、近現代坑を検出した。第Ⅱ層と近現代坑の埋土からは弥生土

器と土師器 (かわらけ)が出上した。

1)倒木 (SX)(第 89図 )

SX401

北区A～ B4区 で検出された。倒木方向は北西方向である。痕跡の北西半分は黒色土、南東半分は

AT火山灰が確認された。

SX402

北区B5・ 6区で検出された。倒木方向は北西方向である。痕跡の北西半分は黒色上、南東半分はA
T火山灰が確認された。

SX403

南区C13で検出された。倒木方向は北東方向である。北東半分は黒色土、南西半分はAT火山灰が

確認された。

SX404

北区のC2・ 3区で検出された。倒木方向は北西方向である。北西半分は黒色土、南東半分はAT火
山灰であり、南東端部ではAT火山灰下位層が確認された。                _

ｂ

　

　

ｃ

0                 10               20cm

(S=1:4)

第105図 その他の出土遺物実測図 (2)
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束本遺跡 4次調査 4区

2)その他の出土遺物 (1)(第 104図 、図版72)

弥生土器 (475～ 479)475は甕形土器の口縁部片である。「く」の字状に折れ曲が り、内外面とも

稜をもつ。口縁端部は面をもつ。477は 甕形土器の底部片で、平底である。外面はタタキ痕が見られ

る。476は 甕形土器の口縁部片で、口縁端部は九い。478は高杯形土器の柱部片で、充填技法である。

柱・裾部境には円孔をもつ。 479は鉢形土器の口縁部片で、やや内湾気味に立ち上がる口縁部はや

や尖 り気味に面をもつ。

瓦器 (480)娩 の底部片で、断面が逆三角形の輪高台をもつ。

備前陶器 (481)壺形土器で回縁部から肩部へかけての破片である。頸部はやや外へ開き、口縁

端部は折 り曲げ玉縁をなす。

3)その他の出土遺物 (2)(第 105。 106図 、図版72)

弥生土器 (483～ 489)483は甕形土器の口縁部片である。「く」の字状に折れ曲が り、口縁端部は

面をなす。内・外面 ともに稜をもつ。484は壺形土器の口縁部片で、端面は下方へ拡張する。端部に

は斜格子目文が施される。485は鉢形土器の口縁部片で、端部は九い。487は高郭形土器の柱部で、充

填技法がみられる。486・ 488・ 489は支脚形土器である。488は受部を「U」 字状にカットしたもので、

489は角状の突起をもつものである。

瓦器 (490)娩 の底部片である。輪高台は断面が逆三角形状を呈する。

土師器 (491～ 494)491～498は杯である。491は底面が回転糸切 りである。492・ 493は底部片で、

底面には糸切 り痕跡が見 られる。494は 口縁部片である。端部は尖ってお り、口径が小さく皿であろ

う。

第106図 その他の出土遺物実測図 (3)
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結

4.小 結

(1)層 位

本調査区においても第Ⅲ②層 (ア カホヤ火山灰)と 第Ⅵ層 (AT火山灰)を検出した。第Ⅲ②層は

北区中央から南部で検出したが、南区は近現代に削平を受けたと考えられ検出されなかった。第Ⅵ層

は調査区全域で厚い堆積をなすが、本調査区では2次堆積層の第Ⅵ砂層が部分的な堆積であった。こ

れは、地形が要因と考える。

なお、第皿②層を検出した地点では、第Ⅳ層上面にアカホヤ火山灰降下以前の生活面が残っていた

と考えている。

(2)弥生時代

4区で確認された竪穴式住居址は方形プランカ認棟、隅丸方形プランが1棟である。方形プランの3棟

は調査区北部に集中している。

S B401で は土坑3基 を検出した。S K2と S K3は 遺物の出土状況や埋土中に炭化物と焼上が確認さ

れたことから炉の可能性がある。また、 S B401ではS K2と S K31ま 切り合い関係にあり、主柱穴に

も切り合いがみられることから、建て替えの可能性がある。

S B403検出の焼土と炭化物は、3区 S B302検出の焼土・炭化物と出土状況が類似している。ただ

し、S B403の ものは炉に近い位置にあり、炉から掻き出された焼土・炭化物と考えられ、S B302は

焼土・炭化物は住居址全体に広がる様相を異にしている。

S B401と 403か ら出土した礫石は、3区 S B303で 出上した礫石と石材 (花筒岩)が類似することか

ら、用途は作業台と考えられる。

(3)中世～近世

柱穴からは明確に時期決定できる遺物の出土はなかった。ただし、調査区北西部の現代坑より出土

した遺物は本来これらの柱穴に帰属していた可能性がある。よって、柱穴は中～近世のものと判断し

た。なお、柱穴群は掘立建物の復元にはいたらないが、中～近世の集落に伴う構築物と思われる。

以上より、本調査区は弥生時代後期末は住居地であり、以降中世までは土地利用の痕跡がなく、中

～近世になり住居地帯として再度利用されたものと推察される。

＾
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束本遺跡 4次調査 4区

遺構・遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査区検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は山本が作成した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法  量  欄   ( ):復 元推定値

形態・施文欄   土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄   胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中 の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 4)、 多→「1～ 4a14大 の砂粒・長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表56 竪穴式住居l■ 一覧

穴

働

竪

岱
時   期 平 面 形

規   模

長さ(長径)×幅(短径)×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周 壁 溝 備 考

高床 土坑 炉 カマド

弥生後期末 方   形 330+α ×450× 0.26 ○ ○ ○ S D401を 切 る。

弥生後期末 方   形 320× 20+α ×005 ○ S D401を 切る。

弥生後期末 隅九方形 530× 5.20× 0.15 ◎ S B401に 切られる。

404
期

末

後

一

生

棄

株

後
方   形 440+α ×420+α ×010 ○ ○

◎副次的炉

表57土 坑 一覧

土坑

(SK)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時  期 備  考

B2 長楕円 逆台形状 115× 0,9× 027 暗灰褐色土 土師器 中世 ～近世

表58 溝 一覧

溝
⑩

地    区 断 面 形
規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋  土 出土遺物 時  期 備  考

AH～ C7 レンズ状 170× 130× 028 黒色土 弥生土器 弥生後期末以前
S B401・ 402に切
られる
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出土遣物観察表

表59 SB401出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調   整 色調

1含目|

止

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径 (198)

残高 30
外反する日縁都。日縁端部は面をも

ヨコナデ ヨコナデ
乳黄色

乳茶色

石長(1～ 3)

◎

口径 (215)

残高 1.3

水平に延びる口縁部。口縁端部は上
下方向に拡張する。端部は鋸歯文を

施す。

ハケ(5～ 6本/cm)→

ナデ
ヨコナデ 乳茶色

石(1～ 3)

◎
穆

口径不明

残高 15

上下方向に剛享する口縁端部。端部
にはヘラ状工具による細い線】犬の文
様力潮められる。

ヨコナデ ヨヨナデ 乳茶色
石(1～ 2)

◎
72

士堕
口径 (188)

残高 37

大きく外反する口縁部。口縁端部は

面をもつ。端部にはハケ状工具によ
る刻目を施す。

◎ヨコナデ
ハケ(7～ 8本 /cnl)

Θヨコナデ
ハケ(7本 /cln)

茶褐色

黒色

石長(1～ 2)

◎
惚

｝霊
底径 (40)

残高 4.0
平底の底部。

ハケ(8～ Ю本たm)

→ナデ

① タタキ

ハケ(5～ 6本 /cm)
→ナデ

乳茶色
石長(1～ 5)

◎

鉢
口径 (192)

残高 58

やや内湾ざみに上タト方向へ立ち上が
る日縁部。端部は尖りぎみに九くお
さめる。九底の底吾陀

Θヨコナデ Oヨ コナデ
ハケ(5～ 7本/cm)

乳茶色
石長(1～ 5)

◎
72

鉢
日径 (222)

残高 48
やや内湾ぎみに上外方向へ立ち上が
る国縁部。日齢 Ыま面をもつ。

Θヨコナデ
タタキ (4本 /2cm)
→ハケ (10本 /cm)

ナ デ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

鉢
口径 128

残高 50

やや内湾ぎみに上外方向へ立ち上が
る口繕 陀 口縁瑞軸ま外反し、尖る。
底部は欠損して不明。

Θ ヨコナデ
タタキ→ナデ

Θヨコナデ
ハケ(12本 /cn)→

ナデ

茶掲色

黒色

石̀長 (1～ 2)

◎

443 鉢

口径 (118)

底径 26
残高 5,1

やや直線的に上外方向へ立ち上がる
口縁部。日縁端部は九くおさめる。
立ち上がりをもつ平底の底音陀

ケヽ(6～ 7本 /帥 )
ハケ(12本 /cl)→ナデ

乳褐色

乳黄色

石 長(1～ 5)

◎
72

鎌
口径 (100)

残高 46
直線的に上外方向へ立ち上がる口縁
議 口疹堺倍Ыよ尖る。黒渕有 り。

ナ デ
◎ナデ

ハケーナデ
乳茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
径

高

底

残
わず力斗こ立ち上がる平底の底部。 ナ デ

ミガキ

①ナデ

茶褐色

茶色

石長(1～4)

◎

鉢
底径 28
残高 38

打ヽさVヽ平底の底
=陀

タタキーハケ

⑬ナデ
ハケ→ナデ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
底径 14
残高 33

わずかに立ち上がる小さい平底の底
吉[。

ハケ→ナデ

⑬ナデ
ケヽ→ナデ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

器台
口径 (272)

残高 24
辞 Ыよ端部力辻下方向に拡張する。

◎ ヨヨナデ
ミガキ

ヨヨナデ

Θハケ(11本 /cm)

茶色

乳茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

支脚
口径 (96)

残高 84
褐鞘まレヽ」争伏に開く

ナデ

指圧痕
ナ デ

乳茶色

乳 色

石長(1～ 3)

◎

支脚 残高 87 角】た短起の雰 陀 指圧痕 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

土錘 酵
離確

外面指E痕顕著。
指圧痕
ナデ

黒灰色

部分的に

責灰色

石

◎

重量

1870g

不明 残高 4.65
球状を呈するものと思われる。
器面はミガキ調整が施される。

ミガキ

磨減のため不明の
ところもある。

黒色

H旨茶色

石長(1～ 3)

◎

つ
υ

沢
υ



表60 SB401出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 羽 質

法 星

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 1享 さ (cm) 重 さ

刀 子 茎部片 鉄 製

表62 SB404出土遺物観察表 土製品

東本遺跡 4次調査 4区

(1)

表61 SB403出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調及目|

土

成

胎

焼
備 考 図版

タト  面 内  面

454 奏
口径 112

残高 112

短い「く」宇状国縁部。口縁端部は

尖り気味に九くおさめる。
ナ デ

Θナデ

⊂D肖 Jり

廻⊃ナデ

暗褐色
石長(2～ 3)

◎

甕
口径(184)

残高 53
外反する国縁端都。□縁端部は面を

もつ。

Θヨコナデ
ハケ(10本 /cm)

Θハケ(10本 /cm)
→ヨコナデ

指圧痕

乳茶色

乳灰白色

石長(1～ 3)

◎

士笠
底径 27

残高 101

羽犬の胴言脇
立ち上がりをもつ底部は小さくやや
上十拘等砂札

ハケ(レ～お本/伽 )

→ヘラミガキ

⑮ナデ

$中 0ヽハケ(12～ 13

本/cml

ナデ

赤茶色
石長(1)

◎

鉢
径
径
高

国
底
器

やや内湾気味に上外方向へ立ち上が
る口縁部。国縁端音日ま丸い。立ち上
がりをもつ平底の底部。

Θヨコナデ
ハケ(5～

"Vそ

m)→ナデ
⑮ナデ

Θヨコナデ
ナデ→ハケ(5～ 6

本/cm)

暗褐色
石長(1～ 3)

◎

‐
3

/fI 口径 (134)

残高 52

やや内湾気味に上外方向へ立ち上が

る国縁義 口縁瑞ζⅢよ尖る。

ハケ(7～ 8本/cm)→

ナデ
ハケ(6～ 7本/cm)→ ナデ

明黄褐色

明黄赤褐色

石長(1～ 4)

◎

鉢
底径 (38)

残高 53

河ヽさくくびれる上底の底
=る

。

内面底部中央力やや凹む。

ハケ(7本/cm)

ナデ

⑮磨減のため不明

ハケ(7本 /cm)→ ナデ
乳白色

乳責色

石長(1～ 3)

◎

高杯 残高 107
円錐状の脚柱部。
円孔を4方向に穿つ。内面天丼部に
工具痕残る。

ケヽ→ミガキ ハケ→ナデ
乳茶責色

茶色

石長(1～ 3)

◎

紡蝕軍

最大径61
厚さ 13
孔径 07

紡錘形断面をなす。中央部に焼成前

の円7しあり。

すデ
ー都指おさえ

乳灰茶色

(表面黒色)

石長(1)

◎

重量

267g ℃

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支

調 整

色調
(外面 )

(内 面 )

生

成

胎

焼
備考 図版

夕I   E5 内  面

甕 残高 52 極小の平底の底部が残る。
器壁は厚い。

'ヽ ケ→ナデ
ミガキ ナ デ 茶 色

石長(1～ 3)

◎

菱
底径 26
残高 18

平底の底部。 ケヽ(10本 /1 5cm) ナ デ
黒色

乳茶色

石 長(1～ 3)

金

◎

士臣 残高 57
複合口縁。
17条の沈線文と1条の波状文を施
す。

ケヽ ハケ→ナデ 茶色
石長(1～ 3)

◎

鉢
口径(298)

残高 45
外反する国縁部。口縁端部は面を
もつ。

◎ナデ
タタキ (7本/4駐m)

ハケ(8本/cm) 暗本色
石長(1～ 3)

◎

鉢
口径 (180)

残高 51
内湾ぎみに上外方向に立ち上がる
国縁部。日縁端部外面に面をもつ。

Θヨコナデ
タタキ→ナデ
ミガキ

'ヽ ケ(8本 /cm)→
ミガキ

暗灰色

乳灰色

石長(1～ 3)

◎

鉢
口径 154

残高 88

やや内湾ぎみに上外方向へ立ち上
がり口縁部はやや外傾する。国縁
端

=印

よ九い。
ケヽ→ミガキ ハケ→ミガキ 7L茶色

石長(1～ 7)

◎
絡
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出土遺物観察表

SB404出 土遺物観察表 土製品 (2)

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調   整 色調絵目|

胎 土

焼 成
備考 図版

外  面 内   面

鉢
回径 (130)

残高 48
やや内湾ぎみに上方向へ立ち上がる

国縁部。口縁端部は九い。

Θナデ

タタキ
ハケ(9本/cm)→ ナデ

暗灰色

乳灰色

石長(1～ 3)

◎

鉢
国径 107

器高 47

やや内湾気味に上外方向へ立ち上が
る国縁部。端部は尖り気味に九くお
さめる。やや力味の平底。

タタキーナデ ハケ(9本 /cm)→ ナデ
茶色

暗茶色

石長(1～ 5)

◎

鉢
径

高

口

器

やや直線的に上外方向へ立ち上がる
国縁部。端部は尖る。やや九みの平
底。

タタキ→ナデ ハケ→ナデ 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

鉢 残高 35
やや内湾ぎみの口縁部。国縁端音Ыま

尖る。
磨滅のため不明 ハケ(8本/cm) 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

甕
径

高

底

残
立ち上がりをもつ上明氏の小さな底部。 ナ デ ナ デ 乳茶色

石長(1～ 2)

◎

勾 玉

長  34
幅  13
孔径 03

表面は丁寧にナデられ九味をもつ。

心鷺LIHlま 1ま ほf]腕
ナ デ 乳黄色

石長(1)

◎

重量

74g 73

表63 SP出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調    整

色調
(外 面 )

(内面 )

胎 土

焼 成
備考 図版

外   面 内   面

鉢
口径(244)

残高 52
外傾する国縁部。国縁端部は面

をもつ。

ヨコナデ

ナデ

ヨヨナデ
ハケ→ヨコナデ

臆栞夕昂會り)

灰茶色

子L茶色

長 (1)

◎

表64 その他の出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支

調   整

色調
(外 面 )

(内 面 )

胎 土

焼 成
備考 図版

外   面 内   面

甕
国径 (180)

残高 36
外反する日縁部。日縁端菩Ⅲま面をもつ。 Θヨコナデ

ハケ→ナデ
ヨコナデ 子L灰色

石長(1～ 3)

◎

疑 残 高
外反する日鱒 陀 回縁端吉Hま九くおさめ

る。
ナ デ ナデ 乳茶色

石長(1～ 3)

◎

饗
底径 28
残高 25

コ氏の底部。

外面 底音防卜面タタキ痕顕著。
タタキ ハケ→ナデ

黒色

乳灰色

石長(1～ 5)

◎

高杯 残高 52
円榔大の脚柱部。

柱吉Hま繹壁は厚い。
ミガキ ハケ→ナテ 茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
国径(216)

残高 90
やや内湾ざみに上外方向へ立ち上がる日

縁部。日綴楠隅ま三角渤大に尖る。
Oヨ コナデ

タタキ→ナデ

Θ ヨコナデ
ハケ(7本/cm)→

ミガキ
茶色

石長(1～ 3)

◎

娩

径

吉向

底

残

底部片。

高台は低く断面三角脇
磨減のため不明 磨滅のため不明

黄茶色

黄色

石長(1～ 3)

◎

備 前
口径(122)

残高 58
やや外傾する口頸部。日縁端音鳳ま折曲げ

玉縁状におさめる。
回転ナデ 回転ナデ

灰色

白灰色

石長(1～ 3)

◎
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表65 その他の出土遺物観察表 金属製品

表66 その他の 出土遺物観察表 土製品

東本遺跡 4次調査 4区

番号 器  種 残  存 材   質

法 量

備 考 図 版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

刀  子 ≧部片 鉄 製

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整

色調
(外面)

(内面)

胎 土

焼 成
備考 図 版

外  面 内  面

甕
口径 (144)

残高 3.8
外反する日縁部。日劇 鰭Rま面をもつ。 Θ磨減のため不明

タタキ

Θ磨滅のため不明
ヨコナデ
ハケ(7～ 8本 /側 )

茶色
石,長

(1～ 4)

◎

壺
口径 (248)

残高 2.0

口縁部垂下。口縁端部に斜格子文を
施す。

◎ヨコナデ
ナデ
ハケ (6本/帥 )

ハケ(6本/cn)→ ヨコ

ナデ

乳黄灰色

乳茶色

石長(1～ 3)

◎

鉢
残高 3.4 やや内湾ぎみに上外方向へ立ち上が

る口翻 亀口縁端部は九くおさめる。
タタキ→ナデ ハケ(9本 /m)→ ミガキ

暗茶色

灰茶色

石長(1～ 3)

◎

支脚
径

高

底

残
脚底部片。上げ底の底剖毛 ナ デ

しぼり痕
削り

灰茶色
石長(1～ 6)

◎

487 高杯 残高 8.4 円柱状の脚t諄乱 ハ ケ
しぼり痕
削り

茶色
石長(1～ 3)

◎

488 支脚
底径 90
器高 695

「U」

=利
央の悸い倍際をもつ妥常院

器高低く、器壁は厚い。 指圧痕 指圧痕
乳茶色

茶色

石長(1～ 4)

◎

支 脚 最大厚 45
受け部に2本の角状突起、円子眺 後
面に小さい突起が付くものと推定さ
れる。

指 ナデ 指ナデ 乳茶色
石長(1～ 5)

◎

490 婉
底径 (5,4)

残高 11
底言pキ。
高台は低く断面三角協

磨減のため不明
延⊃板ナデ

⑮ナデ
磨減のため不明 乳色

長 (1)

◎
犯

杯
底径 5.2

残高 1.6

コ真の螂 。
回転旅切り。

ヨコナデ
②回転糸切り

ヨコナデ
ナデ

乳黄白色
長(1～ 2)

◎
η

不

口径 (11.8)

底径 70
器高 33

底部よりやや内湾ぎみに上外方向ヘ

立ち上がる。平底の底部。回転糸切
り。

ヨコナデ
⑮回転糸切り痕
板圧痕

ヨコナデ

Θナデ
乳茶色

長 (1)

◎
穆

林
径

高

底

残

平底の底議
回転孫切り。

磨滅のため不明
⑬回転糸切り痕

磨減のため不明
乳色

乳茶色

石・長 (1)

◎

494 皿
口径 (8.6)

残高 22

内湾ぎみに立ち上がる口縁部。
日縁端部は尖がりぎみに九くおさめ
る。

ヨコナデ ヨコナデ 乳茶色
石。長 (1)

◎
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第 9章

束1本1遺1跡141-1次

■ 5区 AIの調―査■





第 圭早 5区 Aの調査

1.調査の経緯                       ャ

調査区は、調査地の南部に位置し、調査以前は造成地であった。調査対象面積は960♂であったが、

安全対策及び排土置き場を確保したため、最終的な調査面積は498♂余りとなった。以下調査工程を

略記する。

1994年 2月 24日 から重機により西壁に土層確認のためのトレンチ (aト レンチ)を掘り、土層確認

後、表土剥ぎ取り作業を行った。

3月 2日 から第Ⅱ②層及び第Ⅱ③層の掘り下げを行う。3月 15日 、第Ⅲ①層上面で柱穴・溝等の遺構

を検出する。

3月 17日 から遺構の掘り下げ及び遺物の取り上げと測量を行い、第Ⅲ①層上面での調査を終了する。

4月 6日 から第Ⅲ①層中での遺構検出を行う。慎重に掘り下げを行ったが、第Ⅲ①層中では遺構が明確

に確認できなかったため、第Ⅳ層上面で遺構検出を行った。

4月 27日 から検出された柱穴・溝等の掘 り下げと、遺物の取り上げを行った。5月 9日 に調査区北側

を5m拡張し、竪穴式住居址を1棟検出した。その後、遺構の測量及び写真撮影を行った。

5月 24日 に航空測量を実施した。その後、AT火山灰の堆積状況を確認するのため、東西にトレン

チ (bト レンチ)を掘り、写真撮影と測量を行ない調査を終了した (野外調査終了)。

2.層 位 (第 109図 )

本調査地は石手川左岸の標高33,600mに 立地する。

基本層位は、第 I層表上、第Ⅱ①層床土、第Ⅱ②層黒色土 (灰 白色粗砂混)、 第Ⅱ③層暗灰褐色上、

第Ⅲ①層黒色上、第Ⅲ②層黒褐色土 (ア カホヤ火山灰)、 第Ⅳ層茶褐色土、第V層褐色粘質土、第Ⅵ

層責色土 (AT火山灰、2次堆積 。1次堆積)、 第Ⅵ①層、第Ⅵ②層、第Ⅶ層、第Ⅷ層である。

第 I層 近現代の造成上及び、耕作上である (18～ 60cm)。

第Ⅱ①層 水田耕作に伴う床上である (10～ 20cm)。

第Ⅱ②層 調査区南半分に堆積が見られ、厚さ3～ 15cmを 測る。須恵器、土師器、白磁、青磁、石

器、鉄器の遺物を包含する。

第Ⅱ③層 調査区南西部に堆積し、厚さ5～ 10cmを 測る。1～ 6区 の中で、本調査区に限り検出され

た土層である。

第Ⅲ①層 調査区全域に15～ 40cmの堆積が見られる。

第Ⅲ②層 アカホヤ火山灰。調査区全域に平均して堆積が見られる (15～ 30cm)。

第 Ⅳ 層 調査区全域に10～30cmの堆積が見られる。第Ⅳ層は最終遣構検出面であり、上面の標高

を測量すると北から南へ向かって緩傾斜している。

第 V層 第Ⅳ層に比べて粘性が強く、2～ 3Hlmの 砂礫を多く含む。10～ 30cmの堆積である。

第 Ⅵ 層 第Ⅵ層はAT火山灰の堆積層である。AT火山灰は大きく、1次堆積と2次堆積に分けら

れ、さらに3層 に細分することがで きた。

9
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束本遺跡 4次調査 5区 A

第107図 調査区位置図

げ
熟
犠

中村ハ f+

次調査地
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位

2次堆積

第Ⅵ層砂 1～ 241mの 砂粒を含む。 aト レンチの北部を除く全域で8～ 34cmの厚さで検出した。

bト レンチでは、西側と東側で8～ 14cmの厚さで検出した。

第Ⅵ層礫 2～ 5nlmの 砂礫を含む。 aト レンチの北部を除く全域で厚さ10～30cmを 測る。bト レンチ

の全域で厚さ8～ 28cmを 測る。

第Ⅵ層風 責色土 (小礫混じり)。 a・ bト レンチの中央部で厚さ4～ 16cmを 測る。

第Ⅵ①層 責色土 (細粒)。 aト レンチの北側と中央部で厚さ16～ 30cmを測る。bト レンチでは東

側を除く全域で厚さ16～ 32cmを 測る。

第Ⅵ②層 乳黄褐色粘質土。 aト レンチの北側を除く全域で厚さ10～20cmを 測る。bト レンチ全域

で厚さ10cmを 測る。

第Ⅵ③層 乳褐色粘質土。 aト レンチの北側を除く全域で検出した。 bト レンチの東側では厚さ8～

10cmを波!る 。

これより下層はbト レンチでの堆積状況である。

第Ⅶ①層 黄褐色砂質土。西側で24cmの厚さを測る。

第Ⅶ④層 灰色砂 (粗砂)。 東側で24～ 36cmの厚さを測る。

第Ⅶ⑤層 黄白色粘土。全域で10～ 20cmの厚さを測る。

第Ⅶ③層 黄褐色砂礫 (3～ 5cmの礫多し)。 全域で10～ 20cmの厚さを測る。

第 Ⅷ 層 砂礫層 (10～ 20cmの円礫を含む)。

遺構は、第Ⅲ①層上面及び第Ⅳ層上面の2面で検出した。第Ⅲ①層上面では溝10条、土坑5基、柱

穴42基 を検出した。第Ⅳ層上面では竪穴式住居址1棟、堀立柱建物址 1棟、溝3条、土坑2基、柱穴88

基、不明遺構1基、倒木痕3基を検出した。第Ⅳ層上面検出の遺構は本来は第Ⅲ①層中からの掘り込み

であるが、遺構埋土が第Ⅲ①層と類似しており、第Ⅲ①層中で明確に確認できなかった。そのため最

終的に第Ⅳ層上面での検出となったものである。

3.遺構 と遺物

〔1〕 先土器～縄文時代

調査区A8区の第Ⅲ②層中 (ア カホヤ火山灰土)か ら石鏃が1′点出土した。アカホヤ火山灰土から石

鏃が出土したことよリアカホヤ火山灰降下以前の生活遺構が検出できるものと考える。出土遺物 (第

108図 、図版81)石鏃495は、先端部を欠失している。長さ1.4cm、 幅1.6cm、 厚さ0.3cm、 重さ0.5gを 測

る。小型の石鏃で基部の扶 りが深い。材質はサヌカイトである。

典
-

第108図

|
495        0                      5cm

(S=2:3)

第Ⅳ層上面出土遺物実測図

171



歎
一
・
Ю
Ю
・③
・①
Ю
ｖ
Ｖ
酌
岬
甑
Ю
噂
ゆ
蔵
Ю
Ю
Ю
Ю
Ю
Ю
Ю
Ю
Ю
Ю
Ⅷ
②
Ｏ

束本遺跡4次調査 5区A

i~~… ……Ⅲ Ⅲ…
0~~~~~―

 ― ― _‐  ‐‐ ―――一一――
覧om

(S-1:200)

第lo9図 調査区第Ⅳ層遺構配置図

0                2m

(S‐ l iao)

（常
〓

▼――
の
）

「
＝
Ｈ

ｏ
ョ

。,0

0

SD512

一陀



遺 構 と 遺 物

(S=1:200)

第110図 調査区第Ⅲ層遺構配置図
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束本遺跡 4次調査 5区 A

〔2〕 弥生時代

本調査において確認された遺構は、竪穴式住居址1棟、掘立柱建物l■ 1棟、溝 3条である。

1)竪穴式住居址 (SB)

SB501(第 109,111図、図版77)

調査区北壁中央部BO～ Cl区 に位置する。平面形態は北側が調査区外へ続き、南壁の中央部が突出

するが、隅丸方形を呈すると考える。規模は東西270cm、 南北300cm+α 、壁高は12cmを 測る。埋土は

黒褐色土である。主柱穴・周壁溝などの内部施設は未検出である。遺物は弥生土器片が住居址北東部

より少量出土 し、床面からは弥生土器の鉢形土器口縁部片1点が出上 した。

出土遺物 (第 112図 、図版81)

496は鉢形土器の口縁部片である。緩やかに外反する口縁部で、口縁端部は「コ」字状に仕上げる。

内面にヨコナデ、タト面にナデ調整が施される。

時期 :出土遺物から弥生時代後期末の遺構と考えられる。

H33200m

1黒褐色土

(S-1:40)

第111図  SB50刊 測量図

第112図  SB50刊 出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

2)掘立柱建物址 (掘立 )

掘立501(第 109,■3図 )

調査区南側B8～ D9区で1間 ×3間 を検出した。南側は調査区外に続くものと思われる。桁行長は

6,7m、 梁行は2.6mを 測る。各柱穴間は210～ 230cmと ほぼ一定している。 S P 109と S P lllの 平面形

態は円形及び楕円形を呈し、規模は径25cm、 深さ10～ 45cmを測る。径・深さともに小さく浅い。この

2本以外の柱穴の平面形態は円形で規模は、径60～ 70cm、 深さ60cm～ 100cmを 測る。埋土は黒色土に明

褐色土が混入するものである。柱穴内からの出土遺物はない。

時期 :南壁にかかっている柱穴は第Ⅲ①層上面からの掘り込みであることから弥生時代後期末以前

の遺構と考えられる。

‐ T―

棚
Ｅ
ｏ
ｏ
ｏ
∞
∞

エ

工
　
ω
ω

Ｏ
Ｏ
Ｏ
∃

1黒色土 (掲色土混入)

2黒色土

第113図 掘立501沢」量図

3)溝 (SD)
SD511(第 109図 、図版77)

調査区☆3～ D4区 に位置する。わずかに北に膨らみながら東西にのびる。規模は上場幅81cm、 深さ

26cm、 検出長14.6mを 測る。溝底は、比較的平坦である。断面形態は皿状を呈する。埋土は黒色土で

ある。遺物の出土はない。

時期 :西壁の層位関係から弥生時代の溝と考えられる。

SD512

調査区A8～ 9区 に位置する。溝はaト レンチに削平され不明瞭であるが、断面形態を南壁と西壁で

検出したことから、南へのびる溝と判断した。規模は上場幅63cm、 深さ25cm、 検出長5mを測る。断

紳N

(S=1:80)

L
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束本遺跡4次調査 5区 A

面形態はレンズ状である。埋土は黒色土である。遺物は出上 していない。南側に隣接する5区 Bで検

出した S D519と 埋土・断面形態が類似 しており、溝の方向性 も同じことから、 S D5191こ 合流するも

のと考えられる。

時期 :西壁の層位関係から弥生時代の溝 と考えられる。

SD513(第 109図 )

調査区北東部のCO～ Dl区 に位置する。規模は上場幅110cm、 深さ30cm、 検出長5.5mを 測る。断面

形態はレンズ状である。埋土は黒色上である。遺物は出上していない。

時期 :北壁と西壁の層位関係と埋土より弥生時代の溝と考える。

〔3〕 古墳時代～古代

1)溝 (SD)(第 110。 114図 )

SD501(図 版78'79)

調査区Al～ D7区 に位置し、北西から南東に走る。 S D 506と S D511を 切 り、 S D502と S D 509に

切 られる。規模は上場幅84cm、 深さ25cm、 検出長26.5mを 測る。断面形態はレンズ状である。埋土は

灰色砂質上である。出土遺物は土師器の羽釜が1点 出土 している。

出土遺物 (第 115図 )

497は 土師器羽釜の鍔片である。鍔はやや上向きで外方向の延びる。鍔端部は九 く仕上げられる。

上部にハケメ、下部にヨコナデ調整が施される。また下部に煤が付着 している。

時期 :中世の溝 S D5021こ切 られていることより、古墳時代以降、古代以前に時期比定される。

SD503(図 版78)

調査区AO～ D6区 に位置し、 S D 501と 平行に北西から南東に走る溝である。 S D511を 切 り、SD

507と S D 509に 切 られる。規模は上場幅■Ocm、 深さ20cm、 検出長26mを 測る。断面形態はレンズ状

を呈 し、溝底は北西から南東に向けて緩傾斜 となる。埋土は灰色砂質土である。出土遺物は土師器の

甕・lTk、 須恵器の杯蓋片と鉄製の摘鎌が出上した。

出土遺物 (第 115図 、図版81)

498は土師器甕の口縁部である。「 く」字状に折れ曲がる口縁部をもち、端部は九 く仕上げる。500

は須恵器の杯蓋である。天丼部と口縁部を分ける稜は明瞭であり、断面は三角形を呈する。4991よ土

師器の郭である。日縁部は内湾ぎみに立ち上がり回縁端部は九 く仕上げる。501は摘鎌のほぼ完形品。

長さ2.lcm、 幅7.3cm、 厚さ0。 lcmを測る。長方形の鉄板の左右を折 り曲げ木質部を装着する袋部を作る。

袋部はlcmの幅で折 り返される。

時期 :S D501と 規模・断面形態・方向・埋土などが同じであり、古墳時代以降、古代以前と考える。

SD504

調査区のC9～ D8区 に位置し、 S D 502に 切られる。規模は上場幅65cm、 深さ18cm、 検出長5.6mを

測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰色砂質上である。遺物は出上 していない。

時期 i S D502に 切 られていること、埋土等より古墳時代以降の溝と考える。

SD505

調査区C8～ D9区 に位置 し、S D502に 切られる。規模は上場幅55cm、 深さ18cm、 検出長5mを 測る。

断面形態は皿状を呈する。埋土は灰色砂質土である。遺物は須恵器の杯蓋と石鏃が出土 している。
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遺 構 と 遺 物

a         H 35 000m

辛
上基零窒

亀卿

1灰色砂質土(細砂 )

2黒色土

3灰色砂質土(粗砂)

4灰掲色土(や や粘質)

5灰色砂質土(粗砂)

出土遺物 (第 115図 、図版81)

502は須恵器の杯蓋であり、口縁端部は九 く凹みがある。503は石鏃。凹基無茎式である。長さ3.1

cm、 幅1,7cm、 厚さ0.4cm、 重さ1.9gを 測る。石材はアプライ トである。

時期 i S D502に 切 られていること、出土遺物の形態等より古墳時代以降の溝と考えられる。

SD506

調査区南東のC7～ D7区 に位置 し、 S D501に 切られる。規模は上場幅60cm、 深さ14cm、 検出長7.2

mを測る。断面形態はレンズ状を呈する。埋土は明灰褐色上である。遺物は出土 していない。

時期 :S D 501に 切 られており下限を古代 と考える。

弟 114図  SD501・ 503測量図
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東本遺跡 4次調査 5区 A
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(S=司 :3)

第115図 SD出土遺物実測図

2)土坑 (SK)
SK503(第 110。 ■6図 )

調査区D7区 に位置する。平面形態は西側をS D5011こ切られてお り、全容は明らかではないが精円

形を呈すると思われる。規模は長軸73cm、 短軸33cm、 深さ8cmを測る。断面形態はレンズ状を呈 し、

埋土は明灰褐色土である。遺物は出土していない。

時期 :S D 501に 切られており下限を古代 と考える。

SK506(第 110・ ■7図 )

調査区C7区 に位置する。平面形態は東側をS D5011こ 切られているため、全容は明らかではないが

楕円形を呈すると思われる。規模は長軸114cm、 短軸44cm、 深さ9cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、

埋土は明灰褐色土である。遺物は出上 していない。

時期 :S D 501に 切られており下限を古代とする。

SK507

調査区C3～ 4区 に位置し、第Ⅳ層上面で検出した。 S D 503に切られる。平面形態は隅丸方形を呈 し

規模は長軸109cm、 短軸87cm、 深さ1lcmを測る。断面形態は皿状を呈し、埋土は黒色上である。遺物の

式
|1 500

10cm

SD501 :497

SD503:498～ 501

SD504 1 502, 503

(S=1:3)

0                 5               10Cm

|

(S=1:2)

0                      5cm

(S=2:3)

(1)
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遺 構 と 遺 物

明灰褐色土

SD501      ↑

H33200m

1明灰掲色土

第117図 SK506測量図

出土はない。

時期 :S D 503に 切られているため古代以前の上坑と考える。

SK508

調査区D6区 に位置 し、第Ⅳ層上面で検出した。S D5091こ切 られている。平面形態は楕円形である。

規模は長軸170cm、 短軸113cm、 深さ16cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は黒色土と明褐色上で

ある。遺物は出土 していない。

時期 :S D5091こ 切られていること、埋土等より古代以前の上坑と考える。
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第116図 SK503測量図
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東本遺跡 4次調査 5区 A

〔4〕 中 世

1)溝 (SD)
SD502(第 ■0。 118図 、図版79・ 80)

調査区A7～ D8区 に位置 し、東西に走る溝である。 S D501・ S D 504・ S D505。 S D510を 切って

いる。規模は上場最大幅330cm、 深さ14cm、 検出長13mを測る。溝の西部では幅300cmを越えるが、中

央部では80cmと 細 くなる。断面形態は皿状を呈する。溝底は凸凹が激 しく、東から西へ緩傾斜 してい

る。埋土は灰色砂質土 (細砂)に粗砂がブロック状に混入するものである。

出土遺物は、土師器郭の口縁部と底部、及び鉄製品が出土 している。

1灰色砂質土(粗砂)

2灰色砂質■(細砂 )

3灰褐色砂質土(細砂)

4灰掲色砂 (細砂)

第118図  SD510測 量図
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遺 構 と遺 物

出土遺物 (第■9図、図版81)

504～ 5081よ 口縁部片である。504は外反 し端部は九 く仕上げる。507は 内湾気味に立ち上がる。

505・ 506・ 508の 口径は14～ 16cmを 測る。内湾気味に立ち上が り、端部付近でわずかに外反する。口

縁部に弱い稜をもち端部は九 く仕上げている。調整は内外面ともに、ヨコナデ調整を施す。509～ 514

は土師器娩の底部である。いずれも底部に断面三角形状の高台を貼付する。高台端部は先細 りし、口

縁端部は丸 く仕上げる。調整は内面が回転ナデとナデ、外面はナデ調整が施される。517器種不明鉄

製品。長さ2.Ocm、 幅0.8cm、 厚さ0.3cmを 測る。断面は長方形である。錆が厚 く付着する。

時期 :出土遺物の形態より12世紀後半の溝と考える。

SD510(第 110。 118図、図版79)

調査区A7～ D8区 に位置 し、西から東に走る溝である。 S D 503,S D 504・ S D 505を 切 り、SD

502に切 られる。規模は上場幅60cm、 深さ17cm、 検出長13mを 測る。断面形態は皿状を呈 し、溝底は

比較的平坦であるが、西から東へ向けて緩傾斜をなす。埋土は上層が灰褐色土、下層が灰褐色砂質土

である。出土遺物は土師器杯の回縁部、底部が1点づつ出上している。

出土遺物 (第 119図 )

515は底部である。円盤高台の底部をもつ。516イま口縁部である。内湾気味に立ち上がり端部でわず

かに外反する口縁部をもつ。端部は先細 りし、九 く仕上げられている。口縁部下に弱い稜を残す。

時期 :出土遺物の形態と、 S D502と の切 り合い関係から12世紀以前の溝と考えられる。

｀
＼    0 12

-   14
卜 引 r=♂S5

SD502!504～514, 517

SD510:515, 516

第119図 SD出土遺物実測図 (2)

0           5          10Cm

(S=1:3)

CEDttw
0                 5cm

(S=1:2)
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束本遺跡4次調査5区 A

SD509(第 110図 )

調査区C5～ D6区 に位置 し、 S D 501と S D 503を 切る。規模は上場幅148cm、 深さ34cm、 検出長4.4

mを測る。断面形態は皿状を呈する。埋土は灰黄褐色上である。遺物は出土 していない。

時期 i S D501と S D503の 切 り合い関係より古代以降の溝である。

SD507(第 ■0図 )

調査区中央東壁 D3～ 5区 に位置する。規模は上場幅50cm、 深さ16cm、 検出長9mを測る。断面形態

は東壁に切られるため不明である。埋土は灰褐色土である。遺物は出上 していない。

時期 :埋土と東壁での上層関係より近世の溝と思われる。

SD508(第 110図 )

調査区東壁D2・ 3区 に位置する。規模は上場幅42cm、 深さ4cm、 検出長4.3mを 測る。断面形態は東

壁に切られるため不明である。埋土は灰褐色上である。遺物は出上 していない。

時期 :坦土と東壁での上層関係より近世の溝と思われる。

2)土坑 (SK)
SK501(第 120図 )

調査区B3区 に位置する。 S D 501を 切る。平面形態は楕円形で、規模は長軸116cm、 短軸62cm、 深

さ32cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は灰色砂質土である。遺物の出土はない。

時期 :S D 501を 切つているために古代以降の土坑と考える。

SK505(第 120図 )

調査区B2～ C2区 に位置 し、 S D 503を 切 り、南側を撹乱に切られる。平面形態は撹乱に切られて

いるために全容は明らかではないが、楕円形を呈すると思われる。規模は長軸103cm、 短軸46cm、 深

さ17cmを 測る。埋土は明灰褐色土である。遺物の出土はない。

時期 :S D503を 切つているため古代以降の上坑と考える。

1灰色砂質土

(S=1:40)

第 120図  SK501・505測量 図
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遺 構 と 遺 物

〔5〕 その他の遺構

1)土坑 (SK)
SK502(第 110図 )

調査区D7区に位置する。東壁に切 られる。平面形態は楕円形を呈すると思われる。規模は長軸50

cm、 短軸48cm、 深さ13cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は明灰褐色土である。遺物は出土 して

いない。

SK504(第 110図 )

調査区C7区 に位置する。平面形態は楕円形を呈すると思われる。規模は長軸86cm、 短軸26cm、 深

さ5cmを 測る。断面形態は皿状を呈 し、埋土は明灰褐色上である。遺物は出土 していない。

2)性格不明遺構及び倒木 (SX)

性格不明遺構 (SX501)

調査地A8区 に位置する。平面形態は楕円形を呈 し、規模は南北270cm、 東西130cm、 深さ10cmを 測

る。埋上の上層は黒色上、下層は灰褐色土の2層 に分かれる。遺物の出土はない。

倒木l■ (SX502・ 503・ 504)

調査区中央部B4～ 6区 に位置する。平面形態は円形 と楕円形である。規模は2.1～4.8mを 測る。倒

壊方向は S X502北西、 S X503は北西、 S X5041よ 西である。今回倒木址の調査は時間的な関係で、

平面形態と規模及び倒壊方向の調査にとどめた。

3)柱穴 (SP)

本調査において確認された柱穴は123基である。 S Pl～ 42は第Ⅲ①層上面で検出し、 S P43～ 131

は第Ⅳ層上面で検出した。これらの柱穴の平面形態は円形及び楕円形である。埋土は、5種類に分か

れる。

i)明灰褐色土を埋上にもつものは40基である。この内遺物が出土 したのは S P14と S P20で ある。

�)黒色上で明褐色上を含む埋土をもつものは73基である。 S Pl18か ら遺物が出土 している。

�)黒色土を埋上にもつものは1基。遺物の出土はない。

�)灰褐色土を埋上にもつものは5基。遺物の出土はない。

v)灰色砂質土を埋土にもつものは4基である。遺物の出土はない。

S P14。 20

第Ⅲ①層上面A8区からは S P14、 C8区からは S P20を 検出した。平面形態はともに円形で、埋土

は明褐色土である。出土遺物は S P14か らは土師器小皿、 S P20か らは瓦器婉が出土 している。

出土遺物 (第 121図 、図版82)

518は土師器小皿である。日縁部は外反 しながら緩やかに立ち上がる。端部付近でわずかに外反 し

端部は九 く仕上げる。底部は回転糸切 りである。内外面共ナデ調整が施される。

519は 瓦器婉の口縁部片である。復元口径 15。 7cmを 測る。口縁部は外反 し、端部は丸 く仕上げる。

調整は外面にヨコナデが施される。

SPl18(第 121図 )

第Ⅳ層上面A9区に位置する。平面形態は円形、埋土は黒色土に明褐色土が混入する。出土遺物520

は弥生土器の甕形土器の底部片である。平底の底部で内面はケズリが施される。

つ
０

０
０



束本遺跡 4次調査 5区 A

0                      10cm

(S=1:3)

第12刊 図 SP出土遺物実測図

第Ⅱ②層出土遺物 (第 122・ 123、 図版82)

521は青磁皿の口縁部片である。外反する口縁部をもち、口縁端部は九く仕上げる。内外面ともに

ヨコナデ調整を施し、灰オリーブ色の釉がかかっている。龍泉窯系のものと考えられる。522・ 525は

土師器杯の口縁部片である。口縁は内湾ぎみに立ち上がり、日縁部下に弱い稜をもつ。525は緩やか

に外反する口縁部をもつ。522・ 525は ともに端部は丸く仕上げる。5231よ 弥生土器の口縁部片である。

内湾ぎみに立ち上がる口縁端部は「コ」字状に仕上げる。外面に19本のヘラ描き沈線が施される。

524・ 527は須恵器婉の底部である。524・ 527と もに円盤高台で内外面は回転ナデ調整が施される。

527は わずかに上げ底になっている。528は 白磁婉の底部で、削り出し高台である。灰色の釉がかかっ

ているが底部はかかっていない。529・ 530は須恵器のこね鉢の口縁部片である。529は直立ぎみに立

ち上がる口縁部をもち、口縁部は上方に拡張され外面は明瞭な稜が残る。内外面ともに、回転ナデ調

整が施される。5301よ 緩やかに外反する国縁部をもつ、口縁部端部は強い回転ナデにより上下方向に

拡張されて、外面は明瞭な段に仕上げられている。529・ 530と もに東播系こね鉢と思われる。

Ы8

SP14:513
SP20:519
SPl18:520

豊
=′

星4

―~碧~下た6

0                      10cm

(S=1:3)

第122図 第Ⅱ②層出土遺物実測図 (1)
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遺 構 と遺 物

531は、器種不明石器、径2.lcm、 厚さ0.3cm、 重さ2.4gを 測る。532・

がる刃部をもち、藝工具の可能性が考えられる。533・ 534は、坑形滓。

部に薄 く炉底の付着物が見られる。

533は、茎部から緩やかに広

533は上面に気泡が多い。底

Ａ

ＩＩ

ＩＩ‐

Ｖ

C.:ライIニテ盪34

卿

鵬

船

(S=1:2)

第司23図 第Ⅱ②層出土遺物実測図 (2)

その他の出土遺物 (第 124・ 125図、図82・ 83)

535は弥生土器の奏形土器の口縁部で、直立 ぎみに立ち上が り外反する口縁部をもつ。端部は先細

りし、九 く仕上げる。内・外面ともハケメ調整が施 している。

536は弥生土器の直口口縁壼の口縁部片である。直立 して立ち上が り、やや長い口縁部をもつ。端

部付近でわずかに内湾し、口縁端部は九 く仕上げる。

537は 土師器の上鍋の口縁部片である。口縁部はタト傾 し斜め上方にのび、端部はわずかに内湾する。

端部は九 く仕上げる。外面はヨコナデ、内面は口縁部がヨコナデ、胴部はハケメ調整を施す。

538は須恵器の平瓶の口縁部である。

539は ほぼ完形の上師器杯である。体部は外反 しながら立ち上が り端部は九 く仕上げる。底部は回

転糸切 りである。内外面ともヨコナデ調整が施される。

0                     10Cm

(S=1:3)

第124図 その他の出土遣物実測図 (1)

o                      5cm

(S=2:3)

Ⅷ
|十‖‖十ヾヽヽミ
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束本遺跡4次調査5区 A

540は磨石である。長さ7.lcm、 幅3.9cm、 厚さ2,7cmを 測る。片面に研磨が呈されている。541は石庖

丁の側部片で、長さ3.5cm、 幅3.Ocm、 厚さ0.55cmを 測る。両面に研磨が丁寧に呈される。543は鋤先。

長方形の鉄板の左右を折 り曲げ風呂部を挿入するために袋部を作る。袋部は1.9cmの 幅で折 り返され

る。544は刀子・刀身部と茎端部を欠 く。長さ■.4cm、 幅1.lcm、 厚さ0.3cmを 測る。鉄板を2つ折 りに

し製作する。緩やかな関部をもち、身部断面は刃 と棟が明瞭である。≧部断面は長方形を呈する。

546は 器種不明。円形で中央に径lcmの 円孔あり。

0                                              1ocm

(S=2:3)

‖  546
10cm

(S=1:2)

その他の出土遺物実測図 (2)
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4.小 結

1)層 位

本調査区においても第Ⅲ②層 (ア カホヤ火山灰)と 第Ⅵ層 (AT火山灰)を検出した。また、第Ⅳ

層上面からは石器を2点検出した。このことは本調査地周辺にアカホヤ火山灰降下以前に生活址が存

在する可能性を示唆した資料である。

2)遺 構

①弥生時代

遺構は、竪穴式住居l■l棟、掘立柱建物式址1棟、溝3条である。

住居址 S B 501は 、東西3mを測る小型方形住居である。住居址南壁の中央部では、幅80cm、 突出部

25cmの張り出し部を検出している。張り出し部は、検出の位置より入回の可能性を考える。時期は住

居址床面出上の上器より弥生時代後期後葉～末と考える。松山平野では、主柱穴をもたない小型住居

の構築方法は明確でないため、今後の調査において解明したい。

掘立501、 S D511・ 512・ 513は遺物の出上がないが、埋土と土層関係よりS B 501と 同時期の弥生

時代後期後葉～末とした。これ等の遣構は同一時期に認定することで、本調査区は弥生時代後期後葉

～末の住居域であったと考えられる。

②古墳時代～古代

本調査区で検出した遺構は溝4条である。

S D 501と S D 503は 、調査区の北西から南東にかけて検出した。2条の溝は1.8mの 間隔を保ち併走

する。断面形態はレンズ状を呈し、埋土は砂を含んでおり流水の跡が確認できた。

本調査区では住居は未検出であり、居住区は本調査区の東西に位置するものと考える。出土遺物に

はS D 503よ り鉄製の摘鎌が出土している。摘鎌は、松山平野では3例 目の出土であり、鉄製品の研

究をする上での一資料となるものである。

③中 世

溝を3条検出した。明確に時期特定ができるのは、 S D 502と S D510で ある。

S D510は S D502の 溝底からの検出で、幅60cm、 深さ17cm、 東から西までは同一規模を測る。一方

S D 502の溝幅は、西側と東側では3m、 中央部では80cmを 測り、溝幅に大きな差がある。規格性がな

いことより人為的な溝ではなく、 S D510上面で生じた自然流路と考える。出土遺物は、12世紀後半

の上師器が S D510・ 502よ り出上している。

本調査区では柱穴を123基検出した。埋土は土色より5種類に分けられる。数少ない遺物から時期比

定するならば、 iと �は土師器と瓦器が出土しており中世の柱穴と考える。�、�、 vは、遺物が出

上していないために、他の調査区との比較により判断したい。(第 16章 を参照)

遺構 。遺物一覧 ―凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は相原が作成した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法 量 欄  ( ):復 元推定値

形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

ウ
ｒ

Ｏ
Ｏ



胎土・焼成欄

束本遺跡4次調査5区 A

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土I関では混和剤 を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。 ( )中 の数値 は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、

焼成I関の略記について。

多→「1～4nm大の砂粒 。長石を多く含む」である。

◎→良好、○→良、△→不良。

表67 竪穴式住居 l■ 一覧

穴

Ｄ

竪

Ｇ
時   期 平 面 形

規 模

長さ(長径)×幅 (短径)× 深さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周 壁 溝 備 考

高 床 土坑 炉 カマド

弥生後期末 隅丸方形 30+α ×2.70× 012 調査 区外 に続 く

表68 掘立柱建物 l■ 一覧

表69土 坑 一覧

表 70 溝 一覧

掘立
規 模

(問 )

方 位

桁   行 梁   行 床 面 積

(∬ )

時  期 備  考

実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

501 3× 1+a 東 西 675(225) 71 77 77 260(87) 175 弥生後期末以降
S Pl14に切られ

土坑

(S Kl
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長 さ×幅×深 さ (m) 埋  土 出土遺物 時   期 備  考

楕円形 皿   状 116× 062× 032 灰色砂質土 古代以降 S D 501を 切る

502 D7 橋円形 皿  状 050× 048× 0.13 明灰掲色土

D7 楕 円形 レンズ状 073× 0.33× 008 明灰褐色土 古墳 ～古代 S D 501に 切られる

504 C7 楕円形 Bll  状 086× 026× 005 明灰褐色土

505 B2～ C2 楕円形 Ill  状 103× 046× 017 明反褐色土 中 世 S D 501を 切 る

506 C7 楕 円形 llll  状 l14× 044× 009 明灰褐色土 古墳 ～古代 S D501に 切られる

507 C3～ C4 楕円形 皿  状 109× 087× 0,11 黒 色 土 古墳～古代 S D 503に 切られる

D6 楕 円形 皿   状 170× 113× 016
土
土色髄

黒
明

古墳 ～古代 SDF。 09に切 られる

清
ω

地    区 断 面 形
規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備   考

Al～ D7 レンズ状 28,0× 0,84× 0% 灰色砂質土 土 師器 古墳 ～古代
SD502 509に 切られる。
SD506 511を 切る。

A7～ D8 皿  状 130× 33× 014 灰色砂質土 土 師器 鉄 中世
SD501・ 5髄
505 510を 切る。

AO～ D6 レンズ状 260× 110× 020 灰色砂質土 土師器 須恵器 鉄 古墳～古代
SD511を切 る。
SDm7 5091こ 切られるハ

C9～ D8 Bll  状 56× 065× 0.18 灰色砂質土
SD502 510に切ら
れる^

C8～ D9 Ell   】夫 50× 055× 0.18 灰色砂質土 須恵器・石鏃 古墳 ～古代 SD502 510に 切 ら

506 C7～ D7 レンズ状 72× 06× 014 明灰褐色土 古代以前 SD501に切 られる。

507 D3～ D5 不   明 90× 05× 016 灰褐色土 近 世 SD503に 9」 らオιる。

D2～ D3 不   明 4.3× 042× 002 明灰褐色土 近世

509 C5～ D6 皿   状 4.4× ■48× 034 灰黄褐色土 古代以降 SD501 503を 切る。

A7～ D8 レンズ状 138× 06× 0_17 灰掲色土 土 師器 中 世
SD503・ 504505を切る。
SD開2に切られる。

A3～ D4 レンズ状 146× 081× 026 黒色土 弥生後期末

A8～ A9 レンズ状 50× 063× 025 黒色土 弥生後期末 SD519と 同一 か ?

CO～ Dl レンズ状 55× 110× 030 黒色土 弥生後期末
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出土遺物観察表

表71 第Ⅳ層 出土遺物観察表 金属製品

番 号 器  種 残   存 材  質

法 量
呈

備考 図 版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石鏃 約3/4 サヌカイト

表72 SB501出土遺物観察表 土製品

表73 SD501出土遺物観察表 土製品

表76 SD505出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調    整 色調胤目|

土

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内  面

鉢
口径 (244)

残高 48
ゆるやかに外反する口縁部をもつ。

端
=卜

1ま 「コ」字伏を呈する。
ナ デ

板状工具 に よる

ヨコナデ 暗仄茶色
石長(1～ 3)

○

番号 器 種 法量 (om) 形 態 。施 文

調   整 (外面)

色調
(内面)

土
　
成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

羽 金
鍔径 (280)

残高 16
貼り付けられた鍔は、やや上向きで
外方向にのびる。
鍔端部は九く仕上げられている。

ヨコナ デ 磨滅の為不明
黒茶色

暗茶色

石 長(2)

○

表74 SD503出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 支

調    整 色調
1織目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

琵
口径 (100)

残高 30
口縁部片。「くJ字状に折れまがる日
縁部をもつ。端言Ыまわずかに内湾し九
い。頸部内面に明瞬な稜をもつ。

ハケ (6～ 7本 /cm)→

ヨコナデ
ヨコナデ 赤茶色

密

◎

婉
口径 (124)

残高 36
内湾ぎみに立ち上がる口縁。

端部は九い。

◎ヨコナデ

⑩ナデ
Θヨヨナデ

⑩ヘラミガキ
乳灰茶色

径

○

500 杯蓋 残高 30 明瞭な稜をもつ。稜の断面は三角

形である。
回転ナデ 回転 ナデ

灰色

青灰色
長 (1)

◎

表75 SD503出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 材  質

法 里
皇

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ 重 さ

摘   鎌 ほぼ完形 鉄  製

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調   整 色調
1禽目|

胎 土

焼  成
偏 考 図版

外  面 内   面

502 不蓋
口径 (12.8)

残高 24 口齢 Ⅲよ、九く凹み力湧る。 回転ナデ 回転 ナデ
青灰色

灰色

密

◎

表77 SD505出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残  存 材  質

法 百三
備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) サ享さ (cm) 重 さ

石   鏃 ほぼ完形 アプライト
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表78 SD502出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽目|

胎 土

焼 成
備考 図版

外   面 内   面

504 坑
口径 (155)

残高 43
口縁部小片。口縁部分沙卜反 し、端郡

を九 く仕上ι>Cい る。
ヨコナデ ヨコナデ 乳灰責色

密

◎

坑
口径 (16.2)

残高 28

口筋日開コキ。
口縁部が内湾ぎみに立ち上がり、端
部付近でわずかに外反する。

ヨコナデ ヨコナデ 乳茶色
密

◎

婉
口径 (151)

残高 4,3

口縁部小片。日縁部が内湾ぎみに立
ち上がり、端部付近でわずかに外反
する。聴 Ыよ九く仕上げる。

磨減のため不明 磨減のため不明 乳灰茶色
密

◎

婉
口径 (13.7)

残高 4.4

口縁部が外反し、端部を九く仕上げ
ている。

Θヨコナデ
⑩ナデ

Θ ヨヨナデ

⑩ハケ(4本/0 5cm)

乳責茶色

乳赤茶色

密

◎

508 婉
口径 (14.2)

残高 43

口縁部が内湾ぎみに立ち上がり、端
部付近でわずかに外反する。端部は

先細りで九く仕上サ■る。

ヨヨナ デ ナ デ 乳灰茶色
密

◎

509 娩
底径 (5.6)

残高 2.1
高台付婉ふ輪高台の底乱 ナ デ ナ デ 黄白色

密

◎

坑
底径 (6.2)

残高 1.5

高台付婉。輸高台の底部。底部に指
頭痕あり。高台の断面三角脇

磨減のため不明 磨滅のため不明 乳責色
密

◎

婉
底径 (7.5)

残高 1.5

高台付娩。輸高台の底部。高台貼り
付けの際の暖浴痕残る。

ナ デ 磨滅のため不明 乳赤茶色
密

◎

流
底径 (6.3)

残高 14
高台付婉。輪高台の底部。高台断面
三角形でシヤープ。

ナ デ ナ デ
乳赤茶色

乳責茶色

密

◎

婉
底径 5,1

残高 19
高台付坑。輪高台の底部。高台断面
三角協

ナデ ナ デ 黄白色
密

◎

流
底径 6.6

残高 ]5

高台付坑。輪高台の底部。高台貼り
付けの際の接合痕残る。高台断面三

角腕

ヨコナデ 磨滅の為不明 乳黄茶色
密

◎

束本遺跡 4次調査 5区 A

表79 SD510出 土遺物観察表 土製品

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態 。施 文
調 整 色調

1禽目|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

杯
底径 (72)

残高 12
底部片。円盤高台をもつ。 ②磨滅の為不明

ヨヨナデ 磨減の為不明 乳灰黄色
密

○

杯
底径 (150)

残高 42
口疹鞘勁叛 し、端潮∽りしい。 磨滅の為不明 磨減の為不明 乳茶色

密

○

表80 SD502出 土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 材  質

法 里
里

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) (cm)厚 さ 重 さ

不 明 小   片 鉄 製 0,8
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表82 第Ⅱ②層出土遺物観察表 土製品

表83 第Ⅱ②層出土遺物観察表 石製品

出土遺物観察表

表81 SP出土遺物観察表 土製品

番号 経 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

小 皿

径
径
高

口
底
器

(78)
49
■2

回蜘 り。
外反する日尻 瑞 Ⅲま九い。
底倍Бに桐為虞あり。

回転ナデ 回転 ナデ 乳責茶色
密

◎
S P 14

婉
口径 (157)

残高 40
日縁部カン阪 し、帖 Ⅲま九い。 ヨコナデ 磨減の為不明 乳灰色

密

◎
S P20

奏
底径 (34)

残高 2.4
底言lh~、 小型品?平底。 ナデ上げ ケズリ→ナデ 暗灰茶色

石 長(1～ 8)

○
S P l18

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1含目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

521 皿
口径 (114)

残高 20 日縁部は外反し、端部 ま丸い。 ヨコナデ ヨヨナデ 灰オリープ
密

◎

イ
口径 (12.3)

残高 33 口縁言眸列・Fし、端部は九い。 磨減の為不明 ナ デ
乳色

(一 部赤色)

密

○

523 重
口径 (10.6)

残高 34

口縁部片。内湾ぎみに立ち上がる国
縁部。輔 μま「コ」刹 大に仕上げる。19

本のヘラ描き瀧

廻⊃ ヘラ描 き沈線
廻Dヘ ラミガキ

⊂⊃ヨコナデ
⑮ ハケ(10本/0 7cm)

赤茶色
石 長(1～ 3)

◎
82

524 婉
底径 (7.2)

残高 1.6
底部片。円盤高台の購 陀 回転 ナデ 回転ナデ 仄 色

長 (1)

◎

郭
口径 (134)
残高 25 口繍訥ま夕阪 し、端舶よ九い。 ナ デ ナデ 乳灰黄色

長 (2)

◎
82

526 杯身
口径 (100)

残高 27
口縁端部九い。受部凹みシャープで
ない。 回転ナデ 回転ナデ 灰 色

長 (1)

◎

527 娩
底径 (7.0)

残高 12
底部片。円盤高台の底部。わずかに
上嘲喚になっている。 回転ナデ 回転ナデ

青灰色

仄色

密

◎
82

婉
底径 (76)

残高 2,0
底部片。削り出し高台の底部。高台
部に釉はかかっていない。

ケズリ
(ロ クロ使用)

施釉の為不明 灰 色

密

◎

こね鉢
口径 (291)

残高 4.5
口縁言μま上方向につまみ上げられて
ヤヽる。 回転ナデ 回転ナデ 青灰色

密

◎

こね鉢
口径 (29,7)

残高 3.5
口縁部は上方向につまみ上げられ、
端訥ま九い。 回転 ナデ 回転ナデ

暗灰色青灰色

青灰色

石 長(1～ 2)

◎

番号 器  種 残  存 材  質
法 量

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

不   明 ほぽ完形 頁岩 ? 径21

191



束本遺跡 4次調査 5区 A

表84 第Ⅱ②層 出土遺物観察表 金属製品

表85 その他の 出土遺物観察表 土製品

表86 その他の 出土遺物観察表 石製品

表87 その他の 出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残  存 材   質

法 白重
備 考 図 版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

532 藝 完   形 鉄   製

rrk  揮 小  片 鉄  製 299

鉄   津 小   片 鉄   製

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調    整 色調
1禽目|

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内   面

535 奏
口径 (173)

残高 59
口縁部は外反しながら立ち上がる。
縮 Ыま丸く仕上t■る。

ケヽ (9本/1,9cH) ハ ケ (6本/cm)

乳赤茶色

乳赤茶色

(一部黒色)

石 長(1～ 3)

◎
82

一霊
口径 (9,0)

残高 4.8
直口口縁壺。直立に立ち上がる国縁
言陀琳詰μま九く仕上↓→る。

ヨコナデ ナ デ
灰茶色

茶色

石 長(1～ 2)

◎

537 土鍋
口径 (350)

残高 65
口縁部片。日縁部は外反しながら立
ち上力落。結 Ⅲま丸く仕上げる。

ヨコナデ Θヨコナデ
⑩ハケ

乳灰茶色

乳茶色

石 長(1～ 4)

◎

平瓶
口径 (56)

残高 37
口縁削キ。端訥 ま丸い。 回転 ナデ 回転ナデ 暗灰色

長 (1)

◎

杯

口径 (14.0)

器高 34
底径 73

体部は外反しながら立ち上がる。端
部は九く仕上げる。底部は回転糸切
り。楓ん真あり。

ヨコナデ

⑬回転糸切り
ヨコナデ 乳責色

密

○

番 号 器  種 残  存 材  質
法 量

備考 図版

長 さ 幅 (cm) サ享さ (cm) 重 さ

540 磨   石 完  形 安山岩系 ? 1210

石 庖 丁 側部破片 結晶片岩 055

542 不   明 小 破 片 不   明 0,65

番 号 器  種 残  存 材  質

法

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

鋤  先
片側袋部

付近が残る 鉄  製 25,7 83

544 刀   子
刀身端部と

茎端部を欠く
鉄   製 1■

545 刀  子 茎 部 片 鉄   製 83

不   明 完  形 鉄   製 径 24
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第 10章 5区 Bの調査

1.調査の経緯

5区 Bは 5区 を北からA・ BoC区 と小区分した中央部に位置し、調査以前は住宅であったため造成

上が80cmと 厚い。調査面積は320♂ である。遺構検出面の第Ⅳ層上面までは地表下120cmと 深いため、

第Ⅳ層上面までは重機を使用して掘削を行い、排土は搬出することにした。遺構は、第Ⅳ層上面で溝

5条、土坑1基、柱穴22基を検出した。その一部は住宅建設によって消滅している。遺構検出後は掘 り

下げを行い、遺構と遺4//v出土状況の測量を写真撮影を行った。

調査区西壁下にトレンチ (aト レンチ)を掘り上層の確認を行つた。 5区 Bにおいても第Ⅲ②層

(ア カホヤ火山灰)と 第Ⅵ層のAT火山灰を検出した。調査の最後には、東西にトレンチ (bト レン

チ)を入れAT火山灰の広がりとⅣ層以下の堆積状況の調査を行った。

2.層 位 (第 4・ 128図 )

本調査区では、第 I層 ～第Ⅶ層までの土層を検出した。

第 I層は造成土及び耕作上で厚さ100cmを測る。

第Ⅱ層床土は調査区全体で2～ 7cmの厚 さを測る。

第Ⅲ①層黒色土は西壁では10～ 20cmを 測る。なお、例外的に東壁では検出されない地点があるが、

ほぼ全域で検出される。

第Ⅲ②層黒褐色土はアカホヤ火山灰を含む層であり石器を検出している。このアカホヤ火山灰は分

析の結果、二次的な堆積であることを確認している。調査区の北側で部分的に検出されないところが

あるがほぼ全域で厚さ5～ 10cmの堆積をみる。

第Ⅳ層以下は、 aト レンチとbト レンチでの確認である。

第Ⅳ層褐灰色土と第V層暗褐色土は、5～ 15cmの厚さを測り、 a・ bト レンチ全域で検出した。

第Ⅵ層AT火山灰は、1次堆積と2次堆積の2種類に分けられ、それぞれが3分層でき、2次堆積は

風・礫 。砂、1次堆積は第Ⅵ①層・第Ⅵ②層 。第Ⅵ③層と呼称した。

第Ⅶ層は黄白色砂質土で調査区西壁中央より南側で検出した。

遺構は第Ⅳ層上面で検出した。
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第126図 調査区位置図
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層

12

14

17

(S=1:200)

第127図 区 割 図
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― ― ― ◎

|
|

(S=1:200)

第128図 第Ⅳ層上面遺構配置図

基本土層

‐
・①Ю
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Ⅲ①
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ｗ
ｖ叩
囃
甑
Ю
Ⅵ②Ａ
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Ⅵ②Ｃ
Ⅵ③Ю
咆
Ⅶ③咆
咆
咆
Ю
Ⅶ①
Ⅶ③
Ⅷ②
Ｏ
⑮
⑬
⑫
①
⑩
⑩

表上

黄灰色砂質土

黄灰色土 (粘性が強い)

黒色土 (灰色混じり)

黒色土

黒掲色土 (ア カホヤ火山灰)

掲色砂質土

暗掲色祐質土

)AT2次

推積

§:::言::牟:|IAT,次

堆積

黄掲色砂質土

黄掲色砂質土

掲色砂質土

灰色砂

黄灰色粘土

黄自色砂質土 (硬質)

乳灰掲色粘質土

暗茶褐色粘土

黄掲色砂礫

砂蝶

黒掲色粘質土

掲色粘質生

掲色土

暗茶掲色粘質土

黄自色粘土

細砂

暗茶掲色砂質土

粗砂
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遺 構 と 遺 物

3。 遺構 と遺物

〔1〕 縄文時代

本調査で縄文時代の遺構は検出されなかうたが、第Ⅲ②層中 (ア カホヤ火山灰)よ り石鏃が出土し

た。この石鏃は第Ⅲ②層中である事と形態より、縄文時代早期のものである。

石鏃 (第 129図)は、凹基式である。基部の狭りがかなり深い。法量は長さ3.3cm、 幅2.4cm、 厚さ

0.3cmを 測る。材質はサヌカイトである。

~   547
(S=2:3)

第129図 第Ⅲ②層出土遺物実測図

〔2〕 弥生時代

1)溝 (SD)
SD520(第 128。 130図 )

調査区中央東側のC14～ D15区で検出しS D518に 切られる。規模は上場幅170cm、 深さ27cmを 測 り、

長さは S D5181こ切られているために、576clnを 検出したにとどまった。埋土は黒褐色土である。出土

遺物は弥生土器片が少量出上 した。

第130図 SD520測 量図

ハ

猟

―――

‐――

――Ｉ

Ⅲ

げ
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東本遺跡4次調査 5区 B

出土遺物 (第 131図 )

548・ 549は 複合口縁。548は 短 く内傾する拡張部。端部は九味をもつ。549は外反 し内傾する拡張部

片。端部は「コ」字状を呈 しナデにより凹む。外面に6条 の波状文を施す。551壺形土器の底部片、小

さな平底。550・ 552甕形土器の底部片。550は丸味のある不安定な平底。553器台の口縁部片。口縁部

に粘土を貼 り付け拡張 し垂下させる。端面に2条の波状文とキザミのある棒状浮文を貼 り付ける。

＼

∩ 曳 ∩ え

553       =~~■
~――T――~「~~可~~~キ~――――――――――――――――引

(S=1:4)

第13刊 図 SD520出土遺物実測図

SD519(第 132図 )

調査区北側のA12～ C14区で検出し、S D516・ 517・ 518に切 られ「 L」 字状に折れ曲がる溝であ

る。規模は上場幅117cm、 深さ24～ 35cm、 検出長14mを測る。断面形態は逆台形状を呈 し、埋土は黒

色粘質土である。遺物は出土 しなかったが、S D516・ 517の古墳時代以降の溝に切られていることと、

北壁の土層で第Ⅲ①層中からの掘 り込みであることより、古墳時代以前の溝と考えられる。

2)土坑 (SK)
SK510(第 133図 )

調査区北側のC13区で検出しS D516に 切られる。平面形態は隅丸方形を呈し規模は長軸146cm、 短

軸105cm、 深さ17cmを 測る。断面形態は逆台形状で、埋土は黒色上である。遺物は検出されなっかた

が埋土とS D516(古墳時代以降)に切られていることより古墳時代以前の土坑と思われる。

〔3〕 古墳時代以降

SD516(第 135図 )

調査区北側のA14～ C12区 で検出し、 S D519と S K510を 切る。さらに一部を現状の撹乱に切られ

ている。規模は上場幅10～ 87cm、 深さ12cm、 検出長12.8mを 測 り、断面形態はレンズ状を呈する。坦

土は明灰色砂である。

SD517(第 135図 )

調査区北側のA14～ C12区 で検出し、一部近現代の上坑に切 られる。規模は上場幅41～ 71cm、 深さ

1lcm、 検出長14.2mを 測る。断面形態はレンズ状で埋土は明灰色砂である。 S D517は S D516と 50cm

の間隔をへだてて、並行に走る溝で規模・埋土も同じものである。出土遺物は弥生土器の甕形土器、

壼形土器、高杯形土器、石器などがある。溝の埋土は西壁土層では第Ⅲ①層 (弥生時代)を切つてお

り、流れ込みの可能性の高いものである。
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(S=1:80)

第132図  SD519測 量図

1黒色土
(疫彊E4キ撼混)

2 明灰色砂 (SD516)

0         呵m

(S=1:40)

第133図  SK510瀕J量図
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(S=1:200)

第134図 第Ⅲ層上面遺構配置図
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1     1
H33000m

遺 構 と 遺 物

SD517

b b'

H33000m

4

1明灰色砂 (1～ 2mm大 の粒)

2灰色砂 (3～ 5mm大の小円レキを多く含む)

3.灰褐色粘質砂 (微砂)

4灰色細砂(lmm大の粒)

第135図  SD516・ 517損 Jこ曇図

出土遺物 (第 136・ 137図 )

554甕形土器の底部片、やや丸味をもつ平底。557ミ ニチュア品。555～561は董形土器、555複合口

縁、外反気味に内傾する国縁部。タト面に5条の波状文を施す。556複合口縁、外反 して内傾する口縁部。

端部はつまみにより外方向にわずかに拡張する。558～561は平底の底部片。562鉢形土器、くばれて

わずかに上げ底。くびれ部に指頭痕が顕者に残る。563鉢の口縁部片。564・ 565は 高杯の柱部。5641よ

径2.lcmの 円孔を4方向に上下2段施す。565は径1.8cmの 円孔を4方向に施す。566は、長さ10.3cm、 幅

7.3cm、 厚さ5.2cmを 測る。上面中央部と小口に使用痕が見られ、敲石と凹石の両方の用途として使用

されている。567は 台石である。長さ7.2cm、 幅■.3cm、 厚さ4.2cmを 測る。上面がわずかに凹む。

時期 :西壁土層と埋土より古墳時代以降と思われる。
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(S=2:3)

第136図  SD517出 土遺物実測図 (1)
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遺 構 と 遺 物

第137図 SD517出 土遺物実測図 (2)

SD518(第 138図 )

調査区中央のA16～ D13区で検出し、 S D519と S D 520を 切っている。規模は上場幅177cm、 深さ

24～ 35cm、 検出長14.7mを 測る。断面形態は舟底状を呈 し、埋土は灰褐色砂である。出土遺物は、弥

生土器の壼形土器と器台形土器、須恵器の杯蓋と不身、石庖丁が出土 している。

出土遺物 (第 139。 140図 )

568壺形土器、外傾する口縁部の端部はわずかに内傾する。569壷形土器、突出気味の平底。570器

台、口縁部に粘上を貼 り付 し拡張する。端面に1条、日縁内側に2条の竹管文を施す。571～ 574は須恵

器。571・ 572郭蓋、内湾する口縁部。口縁部 と天丼部を分ける境に断面三角形の稜をもつ。573蓋 、

中央部に大きく凹むつまみをもつ。天丼部は扁平である。574杯 身 。日縁部、立ち上が りは短 く内傾

する。受部はやや外上方に伸びる。575石庖丁である。長さ8.lcm、 幅3.7cm、 厚さ0,7cmを 測る。研磨

段階の未製品である。石材は結晶片岩である。

時期 :出土 した須恵器の杯身より古墳時代後期以降の溝と考えられる。

その他の出土遺物 (第 141図 )

576・ 577複合口縁の口縁部片、577外面に櫛描 き沈線を4条施す。578甕形土器の底部片。平底。

＼ヽド
ノ
ノ

―
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b'

H33000m

1灰掲色砂(粗砂-1～ 3mmの小レキ)    '  3

2灰色砂 (微砂 )

212に灰色組砂が混入

3暗灰黄掲色砂 (粗砂)

4暗灰褐色粘質砂 (灰色粗砂がブロック状に混入)

5暗灰黄褐色砂 (組砂)(灰色組砂がブロック状に混入)

6灰色砂 (粗砂)5mm大の小レキ

7黒禍色土(AT混 )

87に灰色砂がわずかに混入
    0

力
ヽ

＼
＼

ヒ              1              9Pm
(S=1:4)

0                      10Cm

(S=1:3)

(S=1:80)

第138図 SD518測 量図

5和  ｀
5`P/

SD518出 土遺物実測図 (1)
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第140図  SD518出土遺物実測図 (2)

578

(S=2:3)

「
④開

~栢
霜И

0                                  20cm

(S=1:4)

第141図  その他の出土遣物実測図

4.小 結

土層 :調査区全域でアカホヤ火山灰土とAT火山灰土を検出した。アカホヤ火山灰上の下層からは

石鏃を検出している。石鏃は、縄文時代早期の遺物であり、調査地周辺に縄文時代の遺跡をうかがわ

せる一資料である。

遺構 :本調査区では弥生時代以降の遺構と遺物を検出した。弥生時代の遺構は溝2条 、土坑1基、古

墳時代以後の遺構は溝3状である。

弥生時代

S D 519は 遺物は検出されなかったが、北壁土層では第Ⅲ①層中からの掘 り込みであることを確認

し、さらに古墳時代以降の S D 516に 切 られているため、弥生時代の溝 と考える。 S D519は、「 L」

字状に折れ曲がる溝で、埋土は黒色粘質上の砂を含まないものであり、水路ではなく区画溝と考える。

なお、埋土、断面形態、方向より5区 Aの南西部で検出した S D512と 同一の溝と考える。

S D520は 調査区中央東側で S D5181こ切られる形で検出した。検出長は短いが、溝底部は東から西

に傾斜 している。埋土は黒褐色土で弥生の遺物を検出している。 S D 520は S D519と は検出位置、上

場幅、断面形態、埋土が異なるため、 S D519(区 画溝)と は別な性格をもつと考える。

S K510は 遺物の出土は見られなかったが、古墳時代以降の S D516に 切られているために弥生時代

の遺構 とした。

古墳時代

S D516・ 517は、北東から南西に併走する溝で、埋土は灰色砂、断面はレンズ状である。2条 は5区

Aで検出した S D501及び S D 503と 埋土 (灰色砂 )、 断面 (レ ンズ状)が同じである。よって、SD
516・ 517は 、調査区間の道路 (未調査地)で湾曲してS D501・ 503に 各々続 くものと考えられる。

S D518は調査区中央部より、北東から南西に走る溝である。出土遺物は須恵器と弥生土器が出土

207



東本遺跡4次調査 5区 B

している。 S D518は 、S D516・ 517と 同一方向の溝であるが、規模はS D516・ 517に比べ上場幅は

広 く深さは深いものであり、 S D516・ 517と は異なる用途と考えられる。

本調査区では弥生時代 と古墳時代以降の溝を検出したが、竪穴式住居址は検出されなかった。しか

し、検出した溝からは弥生土器や須恵器が出土 しており、周辺地域に弥生時代～古墳時代の生活址が

あるものと思われる。今後の東西近隣地域の調査に期待 したい。

遺構 。遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は高尾・田崎 。中村が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法 量 欄   ( ):復 元推定値

形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中 の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、 多→「1～ 44m大の砂粒 。長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表88 清 一覧

溝

ＳＤ
地   区 断 面 形

規  模

長さ(長径)× 幅(短岱 X深 さ(m)

埋   土 出土遺物 時  期 備   考

A14～ C12 レンズ状 1280× 0,87× 012 明灰色砂 古墳以降 SD519、 Ы610を 切る。

517 A14～ C12 レンズ状 1420× 071× 0.11 明灰色砂 弥生 古墳以降

A16～ D13 舟 底 状 14.70× 177× 0.35 灰掲色砂 弥生 須恵器 s勇19 52Clを 切る。

A12～ C14 逆台形状 1400× 117× 035 黒色粘質土
SD516 517・ 518

に切られる。

520 C14～ D15 576× 170× 027 黒褐色土 弥 生 弥生後期末 SD518に 切られる。

表89 土坑 一覧

土坑

(SK)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時  期 備   考

隔九方形 逆台形 1.46× 105× 017 黒色土 古墳以前 SD516に切られる。

表90 第Ⅲ②層出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残  存 材  質

法 白車
備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ 重 さ

547 石   鏃 ほぼ完形 サヌカイト
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出土遺物観察表

表91 SD520出土遺物観察表 土製品

表92 SD517出土遺物観察表 土製品

番号 維 法量(cm) 形 態・施 文
調 整 色調

1賞目|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内   面

重
口径(163)

残高 3.9

複合口縁。拡張部は短く、ゆるやか

に内傾する。端部は如床をもつ。
磨減のため不明 磨滅のため不 明 仄茶色

石長(1～ 4)

◎
87

549 一璽
口径 (180)

残高 52

複合口縁。端部は「コ」字状。端面
はヨコナデによりやや凹む。外面に6

条の洟伏文あり。
ヨコナデ ヨコナデ

乳茶色

灰茶色

石,長
(1～ 3)

◎

甕
底径 41
残高 77

九味のある不安定な平底。胴部は底
部に向ってすぼまる。底部周辺にハ
ケロ木口痕が多数残る。

⑬ナデ

⑩ハケ(10本 /cm)

強い板ナデ

(ケ ズリ風)

灰茶色

茶色

石 長(1～ 4)

◎
黒斑

士霊
底径 (32)

残高 28
小さな平底。胴部は大きく広がりな

がら立ち上がる。

⑬ナデ

⑩ハケ(7本/cm)
ナ デ

乳茶色

乳責茶色

石,長
(1～ 3)

◎

552 発
径

高

底

残
小さな平底。

⑬ナデ

⑩ハケ6～ 6本/cm)
ナ デ

黒色

乳灰黄色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

553 器台o虚

口径 (224)

残高 19

口縁部に粘上を接合し、端部を拡張
し垂下させる。端部には12条の波状
文とキザミのある榛解 鬼

ナ デ ヨコナデ 乳赤茶色
石長(1～ 2)

◎

番号 器種 法量(cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽目|

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

554 養
底径 (44)

残高 38
平底。胴部はやや丸味 をもって立ち

上がる。

⑩ハケ(10本 /∞ )

⑬ナデ
ナ デ

乳茶色

仄茶色

石長(1～ 4)

◎
黒斑

555 一空
口径(134)

残高 53
複合口縁。拡張部外面波状文6条 )。

②ヨコナデ

⑮ナデ
ヨコナデ 乳茶色

石長(1～ 5)

◎

一霊
口径 (160)

残高 39
複合口縁。拡張部端部は外方に突出

するイコ■。
⑭ハケ(5本/cm)

⑮ ヨコナデ
ヨコナデ 茶色

石長(1～ 3)

◎

ミニチュア
底径 19
残高 24

詔 貞。 ナ デ
ハケ(6本/0 5cn)→

ナデ

灰茶色

黒色

石。長(1～3)

◎
黒斑

558 士霊
底径 (7.6)

残高 53
平底。胴部はやや九味をもってゆる

やかに立ち上がる。
ケヽ (一部磨滅 ) 磨減のため不明 茶色

石長(1～4)

◎
黒 斑

559 士笠
底径 (70)

残高 51
詔真。 ケヽ (6本/cm) 磨減のため不明

茶色

乳灰色

石長(1～ 7)

◎

560 一霊
径

高

底

残

平底。底部と胴部の境に押圧痕を顕

者に残し、器壁は凹凸が著しい。

⑩磨減のため不明

①ナデ

ハケ(7～ 8本 /cm)

→ナデ

茶色

灰茶色

石長(1～ 8)

◎

一霊
底径 70
残高 51

平底。直立気味に立ち上がり、タト面

に稜線をもつ。

⑮磨滅のため不明

Θナデ
磨減のため不明

乳茶色

茶色

石長(1～ 3)

◎

562
底径 10.4

残高 30

くびれをもつ。わずかな上げ底。外
面くびれ部に指頭痕顕著で器壁は凹
凸が者しい。

ナデ

指頭痕
ケズリ→ナデ 乳茶色

石長(1～ 5)

◎ 黒斑

563 鉢

口径 (小片の
ため不明)

残高 2.6

口縁部よわずかに内湾する。
/1リキ。

磨減のため不明 ナ デ 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

高邦 残高 72
柱部に径2 1cmの 円孔を4方向に上T2
段施す。

磨滅のため不明
⊂Dミ ガキ

①ケズリ(ヨ コ)

乳茶色
石長(1～ 3)

◎ 黒斑

高杯 残高 52 柱部に径1 8cmの 円孔を笏 向に施す。
磨滅が著 しいがハ

ケ (7本/m)残 る

⊂Dミ ガキ

①ケズリ

灰責色

茶色

石・長(1～ 3)

◎
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表93 SD517出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残  存 材  質

法 白理

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

566
石

石

敲

凹
約 2/3 不   明

567 台石 約 2/3 不   明 「●60.0 88

束本遺跡 4次調査 5区 B

表94 SD518出土遺物観察表 土製品

番号 器 種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調   整 (外面)

色調
(内面)

土

成

胎

焼
備 考 図版

外  面 内  面

口径 (160)

残高 56
口縁端部はやや内傾し、「コ」字状を
呈する。

⊂めヨヨナデ
Θヨコナデ
◎ハケ(10本 /cm)

◎ヨコナデ

⑮ ハケ(10本 /cm)
→ナデ

乳茶責色
石長(1～ 3)

◎

一霊
径

高

底

残

突出ぎみの平底。胴部は大きく広が

りながら立ち上がる。
ナ デ ハケ(12～ 14本 /cl) 乳茶色

石'長 (1～ 3)

◎
黒 斑

570 器台
口径 (260)

残高 21

口縁端部に粘上を貼付し、拡張。端

面に1条、日縁内側に2条の竹管文を

施す。円形浮文 棒状浮文あり。

⊂⊃ヨヨナデ
Θミガキ

⊂⊃ ヨコナデ

Θ ミガキ
茶色

石長(1～ 3)

◎

杯蓋
口径(130)

残高 3.4

口縁部は内湾する。端部は凹面をな

して内傾する。天丼都と口縁部との

段差によるLFm三角形の梅

o1/2回転ヘラケズリ
Θ回転ヨコナデ

回転 ヨコナデ 灰 色
長(1～ 2)

◎

572 杯 蓋
口径 (110)

残高 25

口縁部はほぼ直に下る。端部は凹面

をなして内傾する。天丼都と口縁都
とを分ける稜は断面三角脇

回転 ヨコナデ 回転 ヨヨナデ 灰 色
長(1～ 2)

◎
88

573 蓋 残高 2.2
中央部が大きく凹むつまみをもつ。

天丼はかなり扁平。

〇まの回転ヨコナデ

○回転ヘラケズリ
回転ヨヨナデ

灰色

青灰色

長(1～ 2)

◎

不身
口径 (137)

残高 31

口縁部立ち上がりは短く、反り気味

に内傾する。端善Ⅲよ先細り。受部は

比較的長くやや外上方。

Θ回転ヨコナデ
Θ1/2回 転ヘラケズ

リ
回転 ヨコナデ

青灰色

仄色

長(1～ 2)

◎

表95 SD518出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残  存 材  質

法 量
備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石庖丁 完  形 結晶片岩 26.7

表96 その他の 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量(cm) 形 態・ 施 文

調   整 (外面)

色調
(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

一軍
口径不明

残高 4.0
複合日紘 端部は内傾し、剤末をもつ。

⑭ ナデ

CDハケ(10本 /cm)
ナ デ

乳茶色

茶色

石長(1～ 3)

◎

577 一堕
口径不明

残高 31

複合口縁。端部は内傾月D享 し、「コJ

字状を呈する。拡張部外面に、櫛描

脚 条あり。

ヨヨナデ
@Dヨ コナデ

◎ナデ

茶色

乳茶色

石'長 (1～ 3)

◎

甕
底径 (34)

残高 25
平底。器壁は薄め。

⑬ナデ

⑮ハケ(10本 /cm)
板 ナデ

暗茶色

黒色

石長(1～ 2)

◎
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第 H章 5区 Cの調査

1.調査の経過

調査区は、調査以前は既存宅地であった。調査対象面積は560♂ であるが、安全対策及び排土置き

場を確保 したために、最終的な発掘調査面積は約248.5ぽ となった。以下、調査工程を略記する。

調査区の西壁に土層観察用の トレンチ (aト レンチ)を掘 り、土層確認後地表下70cmま で掘 り下げ

た。排土は調査区外に搬出した。つづいて、遺構検出作業を行い竪穴式住居址・溝・柱穴を検出し、

写真撮影を行う。竪穴式住居址など遺構の掘 り下げを行ない、出土遺物及び遺構の測量を完了する。

7月 20日 に、航空写真撮影を行い野外調査を終了する。

2.層 位 (第 143図 )

本調査区は松山平野の東部に広がる。石手川左岸の低位段丘上、標高33.300mに立地する。

基本層位は、第 I層表土、第Ⅱ層床土、第Ⅲ①層黒色上、第Ⅲ②層黒褐色土 (ア カホヤ)火山灰、第

Ⅳ層茶褐色土、第V層褐色粘質上、第Ⅵ層2次堆積は、第Ⅵ層砂、第Ⅵ層礫、第Ⅵ層風、第Ⅵ層1次堆

積は、第Ⅵ②B層乳褐色粘質上、第Ⅵ② C層乳黄褐色粘質土、第Ⅵ③層、第Ⅶ⑥層黄白色砂質土(硬質)

第 I層表土 近現代の造成工事及び農耕による客土である。(40～ 140cm)

第Ⅱ層床土 水田耕作に伴う床土である。 (6～ 14cm)

第Ⅲ①層 調査区北部を除く全域で検出する。 (4～ 14cm)

第Ⅲ②層 調査区全域に堆積する。 (ア カホヤ火山灰)(8～ 20cm)

第Ⅳ層 調査区全域に堆積する。第Ⅳ層上面の標高を測量すると東から西へ緩傾斜している。

第V層 第Ⅳ層と類似するが粘性が強く2～ 311mの砂礫を多く含む。調査区全域に堆積する。 (6～

25cm)

第Ⅵ層より下層はbト レンチで検出した。

第Ⅵ砂 1～24mの砂粒を含む。調査区全域にブロック状に堆積している。(6～ 10cm)

第Ⅵ礫 2～ 511mの 砂粒を含む。調査区全域にブロック状に堆積している。(8～ 20cm)

第Ⅵ風 小石 。礫混じり、 a・ bト レンチともに部分的に堆積が見られる。(6～ 10cm)

第Ⅵ②B層 乳褐色粘質土、調査区全域に堆積している。(14～ 30cm)

第Ⅵ② C層 乳黄褐色粘質土、調査区全域に堆積している。 (15～ 20cm)

第Ⅵ③層 調査区の aト レンチで部分的に堆積が見られる。 (2～ 4cm)

第Ⅶ⑥層 黄灰色砂質土 (硬質)部分的に堆積が見られている。 (7～ 10cm)
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(S-1:200)

第144図 区 割 図

3.遺構と遺物

〔1〕 弥生時代

本調査において弥生時代の竪穴式住居址l棟 と土坑1基 を確認 した。第Ⅳ層上面での検出である。

1)竪穴式住居址 (SB)
S B502調査工程

第Ⅲ層上面で遺構検出を行い、調査区中央部でわずかに土質の違いと、土色の違う部分に亀裂が入

っているのを検出した。土色の違いが明確でないため、亀裂をたよりに検出を行った。調査区の写真

撮影を行うため高所作業車で上方から見ると、住居との上色の違いが分かり5× 5mの竪穴式住居址と

dト レンチ
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遺 構 と 遺 物

確認した。まず始めに、住呂の埋土と深さを確認するために十字にベルトを残しトレンチを掘る。そ

の結果、深さは70cmを測り、埋土は3層 に分層できた。住居址内を北東より時計廻りに①～④に区分

けし、掘り下げを行つた。遺物は埋土①からはわずかの出土であるが、③区の埋土②より、まとまっ

て土器が出土した。特に、大型の複合回縁壷が2個体分が上部より、押しつぶされた形で検出した。

埋土③からは、弥生土器と砥石2点 を検出した。この大型複合口縁壼と2種類の砥石が出土したことよ

り、鍛治遺構の可能性を考え金属探知器を使用して、鉄片などの検出につとめたが明確な金属反能は

えられなかった。また、床面付近の土壌を採取し洗浄を行ったが、これも遺物の検出にはいたらなか

った。次に遺物を取り上げ土層の測量を行いベルトを撤去し内部施設の検出を行った。内部施設は周

壁溝と炉と主柱穴を検出した。周壁溝は床面を入念に調査したが部分的な検出である。炉は、住居の

中央部で2基 を検出した。炉は北側は浅く南側は深い作りである。主柱穴は4本 を検出した。柱穴埋土

と床面との土色が類似しており、貼り床がなされているのではと考え、十字にトレンチを掘った。そ

の結果、床全体に硬く突き固めた厚さ10cmの 貼り床を検出した。次に貼り床を掘り下げると、掘り方

の床面より「U」 字状の溝を検出した。この掘り方床面は基本土層の第Ⅵ層の火山灰層である。そし

て、この溝の底は砂の層まで達している。「U」 字状溝の埋上のサンプルと住居の測量及び写真撮影

を行い住居址の調査を終了する。

SB502(第 145・ 146図、図版91～ 96)

調査区中央部のA29～ B30区 に位置する。平面形態は隅丸方形を呈する。規模は東西・南北ともに

550cm、 壁高60cmを測る。非常に残りのよい住居である。内部施設は炉・主柱穴・周壁溝・貼り床と

貼り床の下より「U」 字状の溝を検出した。

炉 (第 146図 )は、住居の中央南よりで2基検出した。南側の炉 (炉①)の平面形態は長方形である。

規模は、長軸104cm、 短軸42cm、 深さ1lcmを 測る。断面形態はレンズ状で埋土は黒色上である。遺物は

弥生土器片が出土している。北側の炉 (炉②)の平面形態は隅九三角形である。規模は長軸101cm、 短

軸74cm、 深さ15cmを 測る。断面形態はレンズ状で、埋土は黒褐色土と茶褐色上である。遺物は炭化物

と焼上が出土している。

主柱穴はS Pl～ 4の4本 を検出した。平面形態は円形である。規模は径34～ Mcm、 深さ36cmを 測る。

埋土は暗灰褐色上に灰色砂礫混である。この4本の柱穴より径15cmの柱痕を検出した。遺物は出上し

ていない。

周壁溝は、北側と東側及び南側より部分的に検出した。規模は幅7～ 22cm、 深さ5～ 12cmを 測る。断

面形態は「U」 字状である。貼り床は、床面全域で厚さ10cmを 測る。貼り床は灰褐色上に黄色土混じ

りの上を貼り付ける。

特種溝は、貼り床を掘り下げた後に壁より80cmの位置で検出した。平面形態は北側が開く形で「U」

字状である。規模は、幅30～ 100cm、 深さ14cmを 波1る 。断面形態は皿状である。埋土は黄色土 (AT

火山灰に黒色土混じり)である。遺物は出上していない。

遺物は、埋土中及び床面から出上した。特に南西部の③区より多量に出上した。出土遺物は弥生土

器の甕形土器・壷形土器・外形土器・高杯形土器 。砥石・石包丁・鉄鏃が出上している。

出土遺物 (第 148～ 154図 、図版98～ 103)

甕形土器 (579～ 592) 579は底部を欠損するがほぼ完形品である。「く」字状に折れ曲がる口縁部

をもつ。日縁端部は先細りし内外面ともハケメ調整が施される。底部付近は器壁が厚 くなっている。
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束本遺跡 4次調査 5区 C

3             4

1黒掲色±           4黒 色土(AT混 )

2暗掲色土(茶褐色粘質土,AT混)5灰 黄掲色土〈貼床〉学

3黒 色土 6.黄色土 (黒色土混)

第145図 SB502測量図

H32000m

1黒掲色土

2茶掲色土

3黒色土(AT混 )

第146図 SB502炉測量図

(S=1:80)
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遺 構 と 遺 物

580は 一部欠損するがほぼ完形品である。口縁部は「 く」字状 に折れ曲がる口縁部である。底部は平底

であ り、調整は内外面 ともハケメが施 されている。581は小型甕で炉址か らの出土である。口縁部は

「く」字状に折れ曲がり、口端部は先細りし、九く仕上げる。内面はケズリが施される。584。 585'

586は緩やかに外反する口縁部をもつ。584・ 585の 口縁部は九く仕上げる。586の 口縁端部は「コ」字

状に仕上げる。582・ 583・ 587～ 589は 「く」字状に折れ曲がる口縁部をもつ。口縁端部は「コ」宇状

に仕上げる。585の 口縁端部はヨコナデにより上下に拡張する。587の 口縁端部は上方に拡張する。内

面はハケメ調整が施される。

第148図  SB502出土遺物実測図 (1)
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束本遺跡4次調査5区 C

590～ 592は 甕の底部である。590は 丸味のある平底である。タト面にタタキが施されている。591は厚

みのある平底で内外面ともハケメ調整が施される。592は平底で器壁が厚 く、外面はハケメ、内面は

ケズリが施される。

壺形土器 (598～ 608)

598～ 601は複合口縁壺。593・ 594は大型品。593は 大きく内傾する拡張部に波状文 と沈線文を施す。

595は 口縁部 と接合部が、たが状を呈する。拡張部は内傾 し、端部は「コ」字状に仕上げる。また拡張

部に櫛描沈線が5'6条施される。596の拡張部は内傾 し、端部は「コ」字状に仕上げる。内外面ともハ

ケメ調整が施される。597の 拡張部は短 く大きく内傾 し、端部は丸 く仕上げる。調整は、磨滅のため不

明である。598は拡張部に櫛描で波状文が施されている。内外面 ともハケメ調整である。599の 拡張部

はわずかに内傾 し、口縁端部は丸 く仕上げる。拡張部に櫛描による波状文が5条施される。内面はハケ

o                                  20cm

(S=1:4)

第149図  SB502出土遺物実測図 (2)
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遺 構 と遺 物

メ調整である。600の 口縁部はわずかに内傾 し、口縁端部は丸 く仕上げる。601は大形の複合口縁壷の

口縁部片である。口縁部はゆるく内傾 し端部は「コ」字状に仕上げる。拡張部に櫛描による沈線3条 、

中央部に波状文3条施されている。602は長頸重の回縁部片である。口縁部はわずかに外傾 し端部は九

く仕上げる。603の 口縁部はわずかに外湾 し、端部は九 く仕上げる。604・ 605は長頸重でともに大型

品である。604は 頸部に列点文が施されてお り、外面はハケメ調整後、ヘラミガキが施されている。

605は、わずかに外反する口縁部をもち端部は九 く仕上げる。607は九味をおびた平底である。器壁が

厚 く内外面 ともハケメ調整が施される。608は平底である。外面ヘラケズリで内面はハケメ調整であ

る。606は 大型品の底部である。器壁は厚い平底である。内外面ともハケメ調整を施す。

鎌形土器 (609～632) 6091ま 底部を欠損するがほぼ完形の鉢である。ゆるやかに外反する口縁部

で端面は丸 く仕上げる。610は完形品で内外面ともヘラミガキが施されている。611・ 612は底部を欠

損するがほぼ完形品でゆるやかに外反する口縁部をもつ。内外面 ともヘラミガキが施される。609～

613は類似 した形態をしている。616・ 617は短い口縁部をもつ。調整はハケ後ヘラミガキが施されて

いる。617は端部付近でわずかに外反 し、端部は先細 りし九 く仕上げる。内外面はヘラミガキ調整で

ある。618は 口縁部が大きく外反し端部はヨコナデにより下方へ拡張する。底部はボタン状を呈する。

619は 口縁部が一部欠損するほぼ完形品である。底部はボタン状に突出する平底である。622～ 624は

直口口縁である。6201ま完形品で底部はボタン状に突出しわずかに上げ底である。内外面 ともハケメ

調整である。620～ 625は直口口縁で小型品である。口縁部は直線的に立ち上が り、端部は九 く仕上げ

る。平底の底部である。外面はナデで内面はハケメ調整が施される。6221よ くびれの上げ底をもち、

内外面とも丁寧にヘラミガキが施されている。623は直口口縁の鉢で小型品である。口縁部はやや内

湾し、口縁端部は先細 りである。外面ハケメ調整、内面はハケメ調整後ナデが施されている。

(S=1:4)

第150図 SB502出土遺物実測図 (3)
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東本遺跡 4次調査 5区 C
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為 腑
0                                  20cm

(S=1:4)

第151図 SB502出土遺物実測図 (4)



遺 構 と 遺 物

第152図 SB502出土遺物実測図 (5)

高イ形土器 (633～ 637)

634は裾部に円孔 と段をもち外反 し、段部に半裁竹管文を施す。外面にヘラミガキ、内面はナデ調

整が施されている。6331ま柱部から口縁部である。4方向2段の円孔が穿たれている。外面と杯部内面

はヘラミガキ調整。636は膨らみをもつ柱部。器壁が厚い。637は 口縁部小片である。

638は支脚の脚部。6391ま不明土製品。641は杏仁形石庖丁。研磨丁寧。640・ 642は 大小の砥石。

時期 :出土遺物の形態より、弥生時代後期後葉～末に埋没 したと考える。
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束本遺LI・ 4次調査 5区 C
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SB502出 1土遺物実測図 (6)第153図
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遺 構 と 遺 物

第154図  SB502出土遺物実測図 (7)
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束本遺跡 4次調査 5区 C

2)土坑 (SK)
SK511(第 155図 、図版97)

調査区南東のC31区 で検出した。 SB 502か ら南東に3.2mの 位置である。平面形態は楕円形である。

規模は長軸50cm、 短軸27cm、 深さ32cmを測る。断面形態は「U」 字状である。埋土は黒褐色土である。

出土遺物は、鉢形土器、高杯形土器が出土 している。

出土遺物 (第 155図、図版103)

643・ 644は鉢形土器。643は外反口縁、端部は「コ」字状を呈する。底部はわずかにくびれ突出す

る。644は 、やや突出する平底。645は高杯形土器の脚部である。裾部はゆるやかに開き柱部に4段の

円子しが穿たれている。外面ヘラミガキ、内面ヨコナデ調整が施されている。

時期 :出土遺物の鉢の形態より弥生時代後期後葉～末に埋没 したと考える。

(S=1:4)

第155図  SK511測 量図。出土遺物実測図
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遺 構 と 遺 物

3)溝 (SD)
SD515(第 156図 )

調査区北部のA28～ D27区 に位置する。規模は、幅93cm、 深さ7cm、 検出長1lmを測る。断面形態

は、レンズ状を呈する。埋土は黒掲色砂質上である。遺物は出上していない。

時期 :遺物が出土しておらず西壁の土層と埋土より弥生時代後期末以降に埋没したと考える。

1黒褐色砂質土

2暗灰色砂

3茶褐色砂質土

4黒褐色砂質土(黄掲色粒混)

5黄掲色土

第156図] SD51制量図

4)柱穴 (SP)(第 157図、図版103)

本調査区で168基 を検出した。埋土により2種類に分けられる。 a類 :黒褐色土を土層にもつもの

159基は、調査区全域で検出した。S P160よ り弥生土器が出土した。b類 :黒色土を埋土にもつもの

9基は調査区に散在する。

647は胴部片である。外面は櫛描による沈線が施される。

H33000m
1

義

― 堺 06“

(S=1:80)

649

0

⑭
　
　
□

647  
卜__T_――

「

――T~~~F~~十――――――――――一―――――引

(S=1:4)

第157図  SP及びその他の出土遺物実測図
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束本遺跡 4次調査 5区 C

4.小 結

本調査区からは、竪穴式住居址1棟、土坑1基、溝1条、柱穴170基 を確認 した。なかでも注目される

のは、竪穴式住居址 S B 502で ある。住居l■ の掘方床面からは平面形態が「 U」 字状の溝が確認され

た。「 U」 宇状の溝は筋違 C遺跡に類例がある。床面の湿気抜 きや排水を目的にしたものではないか

と思われる。

S K511か らは鉢形土器と高杯形土器の出土があ り、祭祀的な意味がある土坑と考えている。

柱穴168基 の時期は他の遣構の埋土を参考にすると、 a類・ b類 ともに弥生時代後期後葉以降の柱

穴 と考える。

以上より、本調査区では、竪穴式住居址の内部構造 と祭祀形態を研究する上での資料を得ることに

なった。

遺構 。遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査地検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は相原、田崎が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法 量 欄   ( ):復 元推定値

形態・施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。 ( )中の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 4)、 多→「1～ 4nlm大 の砂粒・長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表97 竪穴式住居址 一覧

穴

Ｄ

竪

俗
時  期 平 面 形

規 模

長さ(長径)×幅(短径)X深 さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周 壁 清 備  考
高床 土 坑 炉 カマド

弥生後期

後葉～末
隅丸方形 550× 550× 070 4 ◎ ○ 貼り床。 EU」 字状溝。

◎副次的炉

表98 清 一覧

清

ＳＤ
地   区 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋  土 出土遺物 時  期 備   考

A28～ D27 レンズ状 1105× 093× 0,07 黒掲色砂質土 弥生後期末以降

表99 土坑 一覧

土坑

(SK)
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋  土 出土遺物 時  期 備   考

C31 楕円形 U字状 0.50× 027× 032 黒褐色土 弥生 弥生後期末
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番 号 器 種 法量(cm) 形 態・施 文

調 整 (外面)

色調
(内面)

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内  面

甕
国径 (15.2)

残高 216

底部が欠損するが、ほぼ完形品。口
縁部は「くJ字状を呈する。端吉μま先
細りする。内面に明瞭な稜をもつ。

ハケ(10～ 11本/1駐m)
⑪ハケ(Ю～11本/1&n
⑩指頭痕

暗茶色

茶色

石長(1～ 2)

◎

奏
日径 155

底径 3.4

ほ1巧む腕 日儲 Ыま「くr抑犬を呈する。
端都は九くおさめる。胴部やや上部
に張りをもつ。購 hは平底。

ハ ケ (7本 /cnl) ケヽ (7本 /cm)
暗茶色

(一部黒色)

石長(1～ 2)

◎
煤付着

箋
口径(122)

残高 138

小型の箋。一部欠損する力Ч藪ぼ完形。日

縁は外反し、端言Ыま先細り。胴部の張り
はやや下方にある。接合痕顕著。

Θ指頭痕
⑪ハケ(8～ 9本 /cm)

Θハケ(8～ 9本/m)
⑩ケズリ

乳茶色

茶黄色

石長(1～ 3)

◎

甕
口径 (146)

残高 52

日縁部片。日縁端吉μま「く」割大を呈する。
端部は「コ帝状を呈し、やマ高″寸

'張

し、
日縁部内面に明瞭な稜をもつ。

Θヨヨナデ
⑩ハケ(15本 /cm)

Θハケ(10本 /cm)一
ヨコナデ

⑩ハケ

“

本/cnl)

灰茶色

灰色

石長t～ 5)

◎

餐
口径(143)

残高 42
口縁部片。口縁端部はナデにより拡

張され、下方に張り出す。

◎ヨコナデ

⑩ハケ(18本 /cm)一
ヘラミガキ

デ

ズ

ナ

ケ

コ
　
ラ

ヨ
　
ヘ

Θ

⑩ 乳灰茶色
石(1)

◎

発
口径(148)

残高 52
口縁部片。ゆるやかに折れ曲がる国

縁部をもつ。端部 よ九 くおさめる。
磨滅のため不明 磨減のため不明 乳茶色

石 長(1～ 6)

◎

585 妻
口径 (151)

残高 97

ゆるやかに折れ曲がる日縁部をもつ。
端部は丸くおさめる。口縁内面に稜
をもつ。

⑤ヨコナデ
⑩ハケ(7～ 10本/cm)

Θヨコナデ
⑩ハケ(7本/1 5cm)

(4本/0 5cm)

乳茶色
石 長(1～ 5)

◎

586 奏
口径 (157)

残高 107

ゆるやかに折れ曲がる国縁部をもつ。
端訥よ「コ」

=却
犬を呈する。

○ ヨコナデ
⑩ハケ(7本/cm)

ハケ (6本/1.5帥 ) 乳茶色
石長(1～ 5)

◎

587 霙
口径(177)

残高 34
国縁部片。国縁端部はヨコナデによ

り上方に拡張する。
ケ` (7～ 8本 /側 ) ヨコナデ 灰茶色

石長(卜 3)

◎

588 発
国径 (173)

残高 112

口縁部は大きく外反する。端部は九
味のある「コ仰 烏 胴郡が張る。

Θ ヨヨナデ
⑪ハケ(6～ 7本 /cm)

Oヨ コナデ
⑪ハケ(8本/cm)

乳茶色
石長(1～ 3)

◎

甕
口径 154

残高 151

ゆるやかに折れ曲がる国縁部をもつ。
端部は「コ」字状を呈しヨコナデによ

り上方へ拡張する。

Oヨ ヨナデ
⑩ タクキ→ハケ(8本

/■ 2cm)

ハ ケ(6～ 7本 /cm)
乳茶責色

茶色

石長(1～ 3)

◎

棗
底径 (30)

残高 40
剤床のあるコミ。 タタキ ナ デ

灰色

乳茶色

石長(1～ 3)

◎

斐
底径 (27)

残高 80
厚みのある平底。胴部は直線的に外
反し内湾する。

ケヽ (8本/cm) ハケ (7本 /cm)→ナデ

赤茶色

(一 部黒色 )

乳茶色

石長(1～ 5)

◎
煤付蒲

奏
底径 38

残高 86
平底。器壁力渾い。

ハケ(6本 /1 3cm)→

ナデ
ヘラケズリ

乳灰茶色

黒色

石長(1～ 5)

○
黒斑

一亜

口径 144

底径 96
器高 632

複合日縁。
②櫛描波状文7条 、横沈線文7条、

波状文7条。

獅　謗
Ｗノ、ヶノ、ヶ↓ガ

②
⑭
⑪
①

ｍ
デ囲

期
ガ
く‐０、
・ナ

コ

ケ

ヶ

ョ

ハ

ハ

②

⑪

⑪
乳茶色

石長(1～ 3)

◎

一室
日径 181

残高 349

①
'櫛
描横沈線文υV段、脚大文6条、

横沈線文6条。
¢⇔櫛描横沈線文6条。

②ハケ0～ n本 /tml

∈⊃ヨコナデ
⑤ハケ
延)タ タキ→ハケ‐ミガキ

②ヨコナデ
⑪ハケ∞～10本 /cm)

廻⊃ナデ
廻⊃ハケ→ナデ

乳茶色
石長(1～ 4)

◎

595 一堕

口径 (110)

残高 55

複合国縁壺。日縁部と拡張部の接合
都た力Ч烏 内傾する拡張部の瑞軸よ「コ」
刹犬を呈する。沈線6条、5条施す。

磨滅のため不明 磨減のため不明 茶黄色
石長(1～ 2)

○

士車

口径 122

残高 5,4

口縁拡張部は弓状にそる。日縁端部
は「コ」字伏を呈する。

Θハケ(10本 /cm)

⑫ ヨコナデ
①ハケ

Θハケ(6本/0 5cm)

◎ハケ(15～ 16本/cm)
暗茶色

石 長(1～ 5)

○
100

597 一亜

口径(107)

残高 31
複合口艦 鵬 Ыよ大きく内傾し、

短い。嬬 Ыま先細りで九くおさめる。
磨減のため不明 磨減のため不明 乳茶色

石長(1)

○
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番号 器 種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整 色調胤目|

胎 土

焼 戊
備 考 図 版

外   面 内  面

598 一鍾 残高 24 複合国縁壷。拡張部に櫛枯きで湖 大
文が施されている。

②ヨコナデ
◎ハケ(10本 /cm)

ハケ (10本 /cm) 乳茶色
石長(1～ 3)

◎

士霊
口径 (150)

残高 35

複合口縁三。拡張部はわずかに内傾
する。口縁端都は九くおさめる。拡
職 Ⅲこ櫛描による5条の波状文。

② ヨヨナデ
◎指頭痕

ハケ (10本 /cm) 乳灰茶色
石長(1～ 3)

◎

600 一堕
回径 (100)

残高 30
複合口縁こ。拡張部はわずかに内傾
する。国齢 Ыま丸くおさめる。

磨滅のため不明
わずかにハケ(5本
/0 5cm)

ヨコナデ

指頭痕 乳灰茶色
石長(1)

◎

士空
口径 (205)

残高 59

複合口縁壺。大型品。拡張部はゆる
やかに内傾する。上部に櫛描による

沈線3条。中部に湖大文影粍

oヨ コナデ
①ハケ(6～ 7本 /cm)

① ヘラミガキ

ハケ (7～ 8本/cm)→
ヘラミガキ

指頭痕

茶色

黒色

石長(1～ 5)

◎

602 一堕
口径 (88)

残高 49
長頸この口縁部片。粘土接合痕が残
る。端著騨ま「コ」f翔犬に仕上げる。

ヨコナデ ケヽ (6～ 7本/cm) 乳仄茶色
石長(1～ 2)

◎

士霊
口径 (97)

残高 63

長頸重の国縁部片。直立気味に立ち
上がり、わずかに外反する。端吉騨ま

丸く仕上げる。

ハケ(7本 /13cm)
板状工具によるナデ
ーハケ(4本 /0 5cm)

乳茶色
石長(1～ 2)

◎

士笠 残高 105 長頸重。直立気味にのびる頸部。頸
きⅢこ列点文力洵 されている。大型品。

ハケ(7～ 8本 /cm)
→ヘラミガキ

磨滅のため不明だが部
分的にハケ(7本 /cm)が

残る。
茶色

石長(1～ 2)

◎
100

605 一霊
口径 (119)

残高 14.1

長頸立。わずかに外反する口縁部を
もつ。端吾Ⅲま九くおさめる。

磨滅のため不 明

磨減のため不明だが部

分的にハケ(5本ん 6cm)

が残る。

茶色

黒色

石長(1～ 3)

◎

606 甕
底径 80
残高 139

大型品。平底。器凹享い。 ケヽ(4～ 5本 /cm)
⑩ハケ仰～5本 /cm)

①ナデ

茶色

(一 部黒色 )

黒色

石長(8)

○

607 一霊
底径 (19)

残高 69
翔末をおびた平底。器凹享い。

ハケ(12本 /2cm)

指頭痕
ハ ケ (5本/cm)

茶色

(一部黒色)

黒色

石長(1～ 3)

○

608 士霊
底径 (66)

残高 46
平底。器凹享い。 ヘラケスリ ハケ (8本/帥 )

茶色

(一 部黒色 )

灰黄色

石長(1～ 2)

◎

鉢

回径 (234)

残高 85
外反口縁。端部はわずかに下方へ拡
張。不明瞭な稜をもつ。

ヘラミガキ ヘラミガキ 暗茶色
石長(1～ 5)

◎

鉢
口径 (223)

残高 79

外反□縁。端都は九くおさめる。内
外面共、不明瞭な稜を残す。ボタン

状の平底で、わずかに上1〕表。

Θ ヨコナデ
⑩ヘラミガキ

ヘラミガキ 乳茶色
石長(1～ 4)

◎

鉢

口径 (221)

残高 85
端部はヨコナデによりわずかに上方
に拡張している。内面に稜をもつ。

ヘラミガキ
Θヨコナデ→ヘラ

ミガキ
⑩ヘラミガキ

暗赤茶色

(一 部黒色)

暗赤茶色

石 長(1～ 4)

◎

鉢
口径 23.5

残高 69

口縁言日まゆるやかに外反し、端部は
ヨコナデによりわずかに下方に拡張
している。

Θヨコナデ
他 は磨減 の為不 明

ヘラミガキ 灰茶色
石長(1～ 3)

◎

鉢

口径 (186)

残高 4.0
口縁

=日

まゆるやかに外反し、端都は

丸くおさめる。内面に稜をもつ。

Θヨコナデ
⑩ハケ

“

本/0 6cm)

Θヘラミガキ
⑩ハケ●～4本 /03ω

乳茶色

(一 部黒色 )

石 長(1～ 5)

◎

鉢

口径 (265)

残高 50
外反口縁。端言μま「コ」字状。内面に

稜をもつ。
ハケ(8～ 10本/cm)

ハケ(10本 /cm)→ヘ

ラミガキ 乳茶色
石長(1～ 2)

○

鉢 残高 35 日縁部小片。端部は「コ」宇状を呈する。
但⊃ヨコナデ
⊂⊃ハケ(8本 /cm)

⊂Dヨ コナデ

⊂⊃ハケ(5～ 6本

/0 5cm)

茶色

茶色

(一 部黒色)

石長(1～ 3)

◎

鉢

口径 (215)

残高 60
口縁部片。外反口縁。端言Ыよヨコナ
デにより上下に拡張する。

◎ヨコナデ
⑩ハケ住2本 /1 2cnl)

Θヨコナデ
⑩ハケ(10本 /帥 )

乳茶黄色
石長(1～ 5)

◎

SB502出土遺物観察表 土製品
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出土遺物観察表

SB502出土遺物観察表 土製品 (3)

番号 器種 法量(cm) 形 態 。施 文

調   整 色調
1禽目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

鉢
口径 (223)

残高 39
短く外反する日縁部をもつ。器壁う
すい。内面に明瞭な稜をもつ。

◎ ヨコナデ
⑩ハケ(9～ 10本 /伽 )

→ヘラミガキ

Θ ヨコナデ
⑩ハケ(9～ 10本/

cm)→ ヘラミガキ

暗赤茶色

(一部黒色)

石長(1～ 2)

◎

鉢

口径 136

底径 20
器高 129

口縁部は大きくクト反し、端部はヨコ

ナデにより下方へ拡張する。胴部中
位は著しく張る。

ガく‐０本／ｃｍ料力
◎ョコ］叫叫

Θヘラミガキ
⑩ナデ
Θヘラミガキ

赤茶色

(一部黒色 )

赤茶色

石長(卜 3)

◎
黒斑

鉢
底径 12
残高 70

小型品。口縁部を欠損する。胴都中

位が著しく張る。ボタン】夫に突出す
るコ式をもつ。

ハケ(10本 /cnl)→ヘ

ラミガキ

ハケ(10本 /crla)

指頭痕

乳灰茶色

(一部黒色)

乳灰茶色

石長(1～ 4)

◎
黒斑

鉢
口径 168

残高 83

直口国縁。端部はわずかにタト反し突
出する。底都はボタン状に突出し、
わず力ヽ こ上り麦である。

ケヽ (7本 /0 7cm)

(10本 /1 lcm)

ケヽ (7本/0 7cm)

(10本 /1 lcm)

茶 色

茶色

(一部黒色)

石(1■ 3)

◎

鉢
口径(161)

残高 28
口縁部 まやや内湾剣味に立ち上がる。

男倍Ыよ先細りで九くおさめる。
ヨコナ デ ヨコナデ 乳灰茶色

長(1～ 2)

◎

622 鉢

口径 (133)

底径 40
器高 123

小型品。直日日縁。日縁端部は先細り
で九くおさめる。胴上著脱こ張りをもつ。
底部はくびれて上げ底である。

デ着卿ガ

ナ

ミ
ケ

コ

Θヨコ峙∝∝

Θヨヨナデ

⑩ハケに本/cm)→
ヘラミガキ

乳嗜茶色
石長(1～ 4)

◎
黒 斑

623 鉢

径
径
高

口
底
器

完成品。小型の直日口縁。日縁部はや
や内湾している。端部は先細り。胴都
上方に張りをもつ。突出するコ藁

Θ⑩ハケ0本/13帥 )

①指頭痕

ハケ(9本/1 2cm)→

ナデ

茶 色

(一部黒色 )

茶色

石長(1～ 5)

◎
黒 斑

鉢

口径 111

底径 42
器高 106

小型品。口縁部SD学
=Б

欠損している。
ほぼ完形。直国の口縁部をもつ。端
部は九い。平底である。

ナ デ ハケ (9～ 10本 /crl)

茶 色

(一部黒色)

茶色

石長(1～ 5)

◎
黒斑

鉢

口径 128
底径 21
器高 77

小型品。日縁部ゆるや力ヽこタト財 る。

端部は先細りし九くおさめる。平底。

Θヨコナデ
⑩ ヘラミガキ

◎ハケ(8本/1 5cm)

⑮ハケ→ヘラミガキ
乳灰茶色

(一部黒色)

石 長(1～ 4)

◎
黒斑

626 鉢
径

高

底

残
如味をおびた平底。器凹享い。 ハケ(8本/帥 )

ハケ(8本/cm)

孝し亦余g

(一部黒色)

黒色

石長(1～ 2)

○

鉢
底径 (44)

残高 40
わず力ヽ こくびれる突出した上

'jlA。

ハケ(15～ 16本 /伽 )

→ヘラミガキ
磨減のため不 明

黒灰色

乳茶色

石長(1～ 3)

◎

628 鉢
底径

残高

大型品。九味をおびる平底。器壁厚
⑩ハケ(10本 /cm)→

ヘラミガキ
⑮蟹襟テ景

による
⑩ハケ(4～ 5本/cm)

Θ板状工具による
強いナデ

乳 茶 色

(一部黒色)

茶色

石長(1～ 3)

◎
黒 斑

629 鉢
底径 33
残高 30

突出した平底でわずかに上げ底であ
る。底部を指でつまみあげたあとが

残る。

ハケ(9本/0 8cm)→
ヘラミガキ

ヘラミガキ 茶 色
石長(1～ 3)

◎

甕
底径 29
残高 35

平底。内面欄 犬工具で強 くなでる。

①ヘラミガキ

⑩ハケ(10本 /cm)
→ヘラミガキ

板ナデ (ケ ズ リ風 )

茶色

(一部黒色 )

茶色

石長(1～ 3)

◎
黒斑

鉢

回径 (23)

残高 19
ボタン状に突出した平底。 ヘラミガキ ヘラミガキ 乳茶色

石長(1)

◎

鉢

口径 (12)

残高 15
ボタン状に突出した平底。 ヘラミガキ ヘラミガキ 茶色

石長(1)

◎

高邦

径
径
高

口
底
器

大きく広がる国縁部。屈曲部は明瞭
な段を有する。脚部はラツパ状に広
がる。4方の円子L/1認段残る。

Oヨ ヨナデ
⊆Dハ ケ(12本 /cm)一

駐9て 踏加 識 、ミ
!与で
ガ

乳茶色
石長(1～ 3)

◎
102

高杯 残高 31
脚部。裾

=Ы

ま段をもって外反する。
半裁十性争⊃穆段。PJT眺

ヘラミガキ ナ デ 赤茶色
石長(1)

◎
102

635 高杯 残高 18
裾部小片。段をもって外反する。半

嬢
磨波のため不明 ヨヨナ デ 赤茶色

石長(1)

◎
102

３つ
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束本遺跡 4次調査 5区 C

SB502出 土遺物観察表 土製品 (4)

番号 器 種 法量(cm) 形 態 。施 文

調 整

色調
(外面 )

(内面 )

胎 土

焼  成
備 考 図 版

外   面 内  面

高坪 残高 77 脚柱 。膨 らみ を もつ柱部。 ヘラミガキ
ハケ(5本/0 6cm)
指頭痕

暗茶色
石長(1～ 3)

◎

637 高年 残高 09 口縁部小片。端部 は ヨコナデによ
り上下 に拡張す る。

ヨコナデ ヨコナ デ 茶 色
長 (1)

◎

支 Ijll

口径 (98)

残高 4,0
脚都端面丸 くお さめる。 ヘラナデ ハ ケ (10本 /cm) 灰茶色

石

◎

長(1～ 2)

不 明

長 120
中目  66
厚 44

棒状であるが端部 は指 お さえ t(

りやや凹む。断面は半円形に近し
よ 指おさえ

ナデ
暗茶色

石長(1)

◎

重量

3400g

表101 SB502出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残   存 材   質

法

備 考 図 版

長さ (m) 幅 (cm) サ軍さ 重 さ

砥   石 ほぼ完形 砂岩系 ? l■9

石 庖 丁 約 2/3 結晶片岩 57

642 砥   石 ほぼ完形 砂岩系 ? 182 16100

表102 SK511出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態 。施 文

調 整

色調
(タト面 )

(内面 )

胎 土

焼 成
備 考 図 版

タト  面 内   面

643 鉢

つ
Ю
ユ

径
径
高

口
底
器

小型品。外反日縁の鉢。端部は「コ」
字状を呈する。わずかにくびれ突出す
る平底である。

Θハケ0～ 11本Ю&n
⑩タタキ→ナデ

ケヽ (14本 /2帥 )

茶色
(一 部黒色)

茶色

Ｆ
金
◎

長(1～ 3)

黒 斑 103

鉢
径

高

底

残

22
72 やや突出ざみの小さな平底。

⑪ハケ(7～ 8本 /cm)

⑥ナデ
ミガキ

茶色
(一部黒色)

赤茶色

石 長(1～ 3)

金

◎
黒 斑

高 不
底径 222

残高 218
脚部、裾部はゆるやかに開く

柱部に4段 に円孔を穿つ。

① ヘラミガキ

⑩ ヨコナデ 刺
２Ｃｍ，

噸鵬陀

絞
磨

ケ

〇
〇
⑩ノヽ

赤茶色 石長(1～ 4)

◎ 黒 斑 103

表103 SP出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支

調 整 色調
1禽目|

土
　
成

胎

焼
備 考 図 版

外   面 内   面

646 一豆 残高 35
複合日縁壺。日縁部片。拡張部は大き
く内傾する。瑞部は「コJ字状を呈す
る。

タタキ ヨコナデ 乳灰茶色
長(1～ 2)

◎
103

士電 残高 58
櫛竹横沈線部b条、斜線充填の三角文、

櫛描横沈線文26条 。
施文の為不明

ハケ (10本 /cm)→ 工

具によるナデ上 げ

赤茶色

黒色

石 長(1)

金

◎

648 鉢
径

高

底

残

(16)

■9

ボタン状に突出する底部をもつ。底部

に指頭痕あり。

⑩ハケ脩～7本 /05c耐
→ヘラミガキ

⑥ヘラミガキ

ナデ

指頭痕

黒色

灰色

石長(1)

◎

表104 その他の 出土遺物観察表 金属製品

番 号 器  種 残  存 材   質

法

備 考 図 版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚 さ (cm) 重 さ

工 具 ? 先端部を久く 鉄   製 103

４つ
υ

９
留
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12章   6区 Aの調査第

1.調査の経緯

調査区は調査以前は既存宅地であった。調査対象面積は530♂ であるが排土置き場の都合上、最終

的な発掘調査面積は約140ポ となった。以下、調査工程を略記する。

1994(平成6)年6月 9日 より調査区の西壁に土層観察用の トレンチを掘 り、土層確認後地表下1.lm

まで掘 り下げた。排土は調査地外へ搬出した。6月 13日 より作業員を増員 し遺構検出を実施する。つ

づいて、柱穴の掘 り下げを開始する。7月 11日 、遺構の測量をすべて完了する。7月 12日 、出土遺物や

調査用具等を撤去する (野外調査終了)。

2.層  位 (第 159図、図版10め

本遺跡は、松山平野東部に広がる石手川左岸の低位段丘上、標高33.40mに 立地する。

基本層位は、第 I層造成上、第Ⅱ層水田床上、第Ⅲ層黒色上、第Ⅳ層責褐色土、第V層褐色粘質上、

第Ⅵ層乳褐色粘質土、第Ⅶ層淡褐色砂質上である。第 I層 ～第Ⅳ層までは調査区全域を調査 した。第

Ⅳ層以下は西壁 トレンチ (aト レンチ)と 東西 トレンチ (bト レンチ)で調査を行った。

第 I層 は調査区全域で厚さを76.5cm測 る。

第Ⅱ層は調査区全域で厚さを2～ 8.5cm測 る。

第Ⅲ層は粘性の違いにより2層 に分けられる。第Ⅲ①層は黒色土で厚さ2～ 9.5cmの堆積であり、調

査区中央～南にかけて検出した。第Ⅲ②層は黒灰色土のアカホヤ火山灰で、厚さ2～ 12.5cmの 堆積を

測る。調査区中央北側と南側で検出した。

第Ⅳ層は褐色土で厚さ2～ 18.5cmの 堆積であり、調査区全域で検出した。第Ⅳ層上面で遺構を検出。

第V層 は褐色粘質土で厚さ2～ 23cmの 堆積である。 a・ bト レンチ全域で検出した。

第Ⅵ層はAT火山灰層である。分析の結果をもとに1次堆積層と2次堆積層のものに分層 し、さらに

2次堆積層は砂・礫・風、1次堆積層は3層 (①・②・③)に細分層した。

第Ⅵ層砂は1～ 2Hlm大 の砂粒が混じり、厚さ2～ 17.5cmの 堆積である。 aト レンチで検出したが、中

央～南側は、2ケ 所途切れているところがある。

第Ⅵ層礫は2～ 511m大の砂粒が混じり、厚さ2～ 20cmの 堆積である。 a・ bト レンチで検出し、中央

北側が一部途切れる。

第Ⅵ層風は黄色に小石・礫混じり、厚さ2～ 6cmの堆積である。 aト レンチ中央から南と、 bト レン

チで検出し、西側はブロック状になっている。

第Ⅵ①層は黄褐色を呈し、厚さ4～ 30cmの 堆積である。 aト レンチ中央とbト レンチ中央から東に

かけてプロック状で検出した。

第Ⅵ②層は色調に若千の違いがみられ、乳暗褐色粘質土と乳褐色粘質土と乳責掲色粘質土からなる。

乳暗褐色粘質土は厚さ5～ 28cmの堆積である。 aト レンチの中央から南側にかけてブロック状で検出

″
イ

Ｏ
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位

した。乳褐色粘質土は厚さ5.5～ 9.5cmの堆積である。 a・ bト レンチの全域で検出した。乳責褐色粘

質土は厚さ2～ 12.5cmの 堆積である。 aト レンチ中央から南側とbト レンチ西側で検出した。

第Ⅵ③層は淡黄粗砂混じりを呈し、厚さ2～ 6cmの堆積である。 aト レンチ全域とbト レンチ西側で

検出した。

第Ⅶ層は黄白色粘土 (硬質)、 灰色砂礫、淡褐色砂質土 (白 色砂粒多し)か らなる。

責白色粘土 (硬質)は厚さ1～ 6cmの堆積である。 aト レンチ中央とbト レンチ西側で検出した。灰

色砂礫は厚さ20～ 30cmの堆積である。bト レンチの全域で確認した。淡責褐色砂質土 (白 色砂粒多し)

は厚さ15～ 36cmの堆積である。 aト レンチの全域で検出した。

第Ⅳ層上面で柱穴27基、倒木址1基 を検出した。第Ⅳ層上面の標高を測量すると、調査区北東から

南西へ、漸次緩傾斜をなしている。

なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた。グリットは西から東へA・ B,C、

南から北へ1・ 2・ 3と し、第160図 に示した。

3.遺構と遺物

1)柱 穴 (第 160図 )

第Ⅳ層上面で確認された柱穴は27基である。埋上の違いにより黒色土、灰色土、灰色土に黒色土が

混 じるもの、茶色上の4つ に分けられる。柱穴からの出土遺物がないため、時期はいずれも特定でき

ない。

i黒色土を埋土にもつ柱穴は17基である。調査区全域Al～ C3区で検出した。柱穴の平面形態は、円

形・楕円形・方形・不整形である。規模は径15～47cm、 深さ3～ 15cmを 測る。

市灰色土を埋上にもつ柱穴は7基である。

調査区Al～ B2区 に位置 し、柱穴の平面形態は円形・楕円形・方形である。規模は径15.5～ 46.5cm、

深さ13～27cmを 測る。遺物は出土 しなかった。

市灰色土に黒色土を埋土にもつ柱穴は2基である。

日 33000m

第159図 土層柱状図
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I   表土

Ⅱ①  責灰色砂質土

Ⅱ②  黄灰色土 (粘性が強い)

Ⅱ③   黒色土 (灰色混じり)

Ⅲ①   黒色土

Ⅱ②   黒掲色土 (7カ ホヤ火山灰)

W  掲色砂質土

V  階褐色粘質土

羊1尊  )AT2次
推積

盤§:::言 ::|:|IAT‖

次嫌

Ⅶ① 黄掲色砂質土
Ⅶ② 黄掲色砂質土
VI③ 掲色砂質土
Щヽ④ 灰色砂
VI⑤ 黄灰色粘土
巧Щ③ 黄自色砂買土 (綴貿)

刊ЩЭ 早恢掲色粕質土
Ⅷ③ 皓茶褐色粘土
Ⅷ③ 黄褐色砂礫
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第160図 遺構配置図

bト レンチ
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小  結

調査区A2～ B3区に位置 し、柱穴の平面形態は円形・半円形で、規模 は径 15.5～ 18.5cm、 深 さ3～

6cmを 測る。

�茶色土を埋土にもつ柱穴は1基である。

調査区A2区に位置 し、柱穴の平面形態は円形で、規模 は長軸32cm、 短軸20cm、 深 さ18cmを 測る。

2)倒木 (SX)
SX604

調査区北東部のB3～ C3区 に位置 し、第Ⅳ層上面で検出 した。平面形態は円形で、規模は長軸

192cm、 短軸172cmである。倒壊方向は北である。今回の調査では、時間的な関係より平面形態と規模

及び倒壊方向の記録にとどめた。

小 結

(1)層 位

土壌分析により地表下80～ 95cm及 び110～ 130cmの 間で2種類の火山灰を確認している。前者はアカ

ホヤ火山灰 (6,300年前)、 後者はAT火山灰 (約22,000～25,000年前)である。6区 Aは6区 Bと 5区 C

の間にあり、アカホヤ火山灰とAT火山灰とが両地区と同じ堆積状況であることを確認した。

(2)遺 構

6区 Aでは、第Ⅳ層上面で柱穴27基、倒木l■ 1基を検出した。遺構からは遺物が出上しなかったため

時期は不明である。ただし、他の調査地と比較検討すれば埋上により時期特定は可能である (第 16章

まとめ参照)。

東本遺跡4次調査地の中では、弥生時代及び中世の集落跡が確認されているが、6区 Aでは住居址な

どが検出されなかった。よって、当地区は、同時代において居住空間として使用されなかった場所と

考えられる。
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第 13 立早 6区 Bの調査

1.調査の経緯

調査区は北から南へ向かって6区画に区分した南方部に位置し、調査以前は果樹園であつた為、部

分的に撹乱を受けている。調査対象面積は720ぽであるが、調査区周縁の安全対策及び排土置き場を

確保したため最終的な調査面積は215ぽ となった。1994年 (平成6)5月 16日 から重機を使用して、調

査区西壁に土層観察用のトレンチ (aト レンチ)を掘り上層を確認後、地表下約50cmま で掘り下げた。

5月 25日 よりⅢ①層を人力で掘り下げ、6月 6日 に第Ⅳ層上面にて遺構を検出した。検出遺構は竪穴式

住居址1棟、溝1条、土坑5基、柱穴125基等である。6月 7日 より遺構の掘り下げを行い。遺物の取り上

げ及び測量と写真の撮影を行った。その後、東西にトレンチ (bト レンチ)を掘りAT火山灰の堆積

状況の測量と写真撮影を行い調査を終了する。

2.層 位 (第 4・ 163図 )

本調査地は石手川左岸の標高32,500m前 後に立地する。基本層位は、第 I層表上、第Ⅱ層床土、第

Ⅲ①層黒色土、第Ⅲ②層黒褐色土、(ア カホヤ火山灰)、 第Ⅳ層茶褐色土、第V層褐色粘質上、第Ⅵ層

AT火山灰 (2次堆積)、 第Ⅵ層砂、第Ⅵ層礫、第Ⅵ層風AT火山灰 (1次堆積)、 第Ⅵ層①、第Ⅵ層②

乳責褐色粘質上、第Ⅵ層③、第Ⅶ層灰色砂礫、灰褐色砂質土、第Ⅶ層黄褐色粘質上、第Ⅷ層砂礫層で

ある。

Ⅳ層以下の堆積状況は、 aト レンチとbト レンチの上層での確認である。

第I層 近現代の造成工事及び農耕による客上である (20～ 120cm)。

第Ⅱ層 水田耕作に伴う床土である (15～ 20cm)。

第Ⅲ①層 調査区全域に厚さ10～20cm堆積する。

第Ⅲ②層  (ア カホヤ火山灰)調査区全域に5～ 10cmの 堆積である。

第Ⅳ層 調査区中央以南の全域で7～ 18cmの堆積である。

第V層 第Ⅳ層に比べて粘性が強く、径2～ 34unの砂礫を多く含む。調査区全域に7～ 30cmの堆積で

ある。

第Ⅵ層 AT火山灰は1次堆積と2次堆積に分層し、さらに2次堆積は砂、礫、風 1次堆積は①・

② o③の3種類に細分した。

第Ⅵ層砂 aト レンチ全域で部分的に5～ 15cmの堆積である。北から南へ緩傾斜している。

第Ⅵ層礫 aト レンチの北端で厚さ7～ 15cmの堆積を測る。ほぼ水平に堆積している。

第Ⅵ層風 a・ bト レンチとも、厚さ8～ 25cmの堆積である。bト レンチで東から西へ、 aト レン

チで北から南へ緩傾斜している。

第Ⅵ①層 a・ bト レンチとも厚さ15～ 30cmの堆積を測るが、aト レンチでは、部分的にとぎれる。

aト レンチは北から南へ、bト レンチでは東から西へ緩傾斜している。

第Ⅵ②Att bト レンチの中央部で5～ 12cmの堆積を測り、東から西へ緩傾斜している。
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位

第Ⅵ③層 aobト レンチとも3～ 10cmと 薄い堆積である。aト レンチで北から南へ緩傾斜している。

第Ⅶ①層灰掲色砂質土 bト レンチ全域で堆積が見られる。

第Ⅶ②C層乳責褐色粘質土 aト レンチで部分的な堆積である。

第Ⅶ④層灰色砂礫 2～ 5cmの小礫を含む。aト レンチ全域で8～40cmの堆積を測る。bト レンチで

20～ 40cmの堆積を測り、東から西へ緩傾斜している。

第Ⅶ⑥層灰褐色砂質土 bト レンチの東で堆積が見られる。

(S=1:200)

第162図 区 割 図

5m

bト レンチ

247



〇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
〇
∃

肝

日

日

日

巳

Π

＝

＝

＝

Ｌ

（∽
＝
ユ
【
］
ｏ
９

（
〇
∞

中　
ｒ
＝
＝
∽
）

Ｅ

山
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｏ

Ⅶ①咆
咆
咆
咆
咆
咆
咆
Ю

‐・①Ⅱ②Π③Ⅲ①Ⅱ②ⅣｖЮ暖颯Ⅵ①Ｍ②ＡｐⅥ②ＣⅥ③

束本遺跡 4次調査 6区 B

第163図 遺構配置図

(S=1:200)

H32500m
③

表士

黄灰色砂質土

黄灰乞土 (粘性が強い)

景色土 (灰色混じり)

黒色土

黒掲色土 (ア カホヤ火山灰)

掲色砂質土

階掲色粘質土

)AT2次

離積

g:::言

::牟:|IATI次

雉積

黄掲色砂質土

黄掲色砂買土

lB色砂質土

灰色砂

黄灰色粘土

黄自色砂質土 (硬質)

乳灰掲色粘質土

暗茶掲色粘土

黄掲色砂礫

(S=1:200)
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遺 構 と 遺 物

第Ⅶ層淡黄褐色砂質土  bト レンチ全域で厚 さ16～ 44cmの堆積 を測る。

第Ⅶ層黄褐色粘質土  bト レンチ全域で厚 さ7～ 23cmの堆積 を測る。

第Ⅷ層礫層

遺構は調査期間の関係上、第Ⅳ層上面での検出であるが、遺構の深 さなどか ら考えると、本来は第

Ⅲ①層上面から掘り込まれていたと考えられる。

3.遺構 と遺物

〔1〕 弥生時代

本調査において竪穴式住居址1棟 と溝を1条検出した。

1)竪穴式住居址 (SB)
SB603(第 164・ 165図 、図版108～ 110)

調査区南部 C2区 に位置 し、北西部をS D603に 切られる。平面形態は隅九方形を呈 し、規模は東西

360cm、 南北280cm、 壁高8cmを 測る。埋土は黒褐色上である。内部施設として炉 。大小のピットを検

出した。炉址は住居址中央部で検出した。平面形態は楕円形で、規模は、南北74cm、 東西56cm、 深さ

40cmを 測る。断面形態は皿状を呈する。炉内の埋土は、黒色土 (焼土混 じり)と 明茶褐色土 (焼土混

じり)である。黒色土中に20× 20cm範囲で厚さ5cmの焼土を検出した。

賂 賂
引 憚

Ｅ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
『
∞

王

1 黒色二L(SD603)
2暗褐色土

3黒掲色土

4黒色土(焼土混) 第司64図  SB603測量図

◎
ピえ

°③◎ヽ も
鬼鋳  饉典 ◎
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束本遺跡4次調査6区 B

炉内から弥生土器片が数点と炉内及び周辺で焼土が出上 している。周壁溝は検出されなかったが、

大小のピットを住居址全域で72基検出し壁体沿いに18基 を検出した。規模は径5～ 20cm、 深さ2～ 12cm

を測る。床面はほぼ平坦であるが、住居址南東隅で径ユmの範囲でわずかに盛 り上がった部分を確認

した。この盛 り上がりはわずかなものであり、内部施設なのかは不明である。埋土は黒褐色土である。

埋土中より弥生時代の甕形土器、壺形土器、高杯形土器と石庖丁1点が出上 している。

¬

↑

1黒色土

2黒色土(焼上が散在)

3茶掲色土(焼土混じり)

4黒褐色土(Ⅳ層よりやや晴い)

＝

Ｎ

ＩＩ

＝

―――

―――

測

‐――

＝

И

ＩＩ

Ｅ
Ｏ
Ｏ
∞
ｒ
∞

王

劃

J

(S=1:20)

第 165図  SB603炉 測量 図

出土遺物 (第 166図 、図版111)

650は甕の口縁部片である。大きく外反する口縁部をもち端部は「コ」字状を呈する。内外面とも

にハケメ調整を施 している。

651・ 652は重である。651は平底の底部である。6521よ 口縁部が欠損 している胴～底部である。胴上

部に張 りをもち、九みのある平底である。651・ 652と もに器壁は厚い。

653は高杯の杯部小片である。屈曲部に段をもち、内外面に明瞭な稜をもつ。654は 石庖丁の側部片。

長さ5,9cm、 幅2.7cm、 厚さ0.55cmを 測る。研磨段階のものと思われ一部自然面が残る。石材は結晶片

岩である。

時期 :出土遺物より弥生時代後期後葉～末の住居址であると考えられる。

2)溝 (SD)
SD603(第 167図 、図版108)

調査区C2～ B3区 に位置する。 S B603を 切 り途中消滅する。規模は幅100cm、 深さ15～ 20cm、 検出

長6mを測る。断面形態はレンズ状を呈する。北東から南西への傾斜がみられる。埋土は黒色上であ

る。遺物の出土はない。

時期 I S B603を 切っているため、弥生時代後期末以降の溝と考える。
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遺 構 と 遺 物

(S=1:4)

0                                                  10cm

(S=2:3)

第166図 SB603出土遺物実測図

〔2〕 古墳時代

1)掘立柱建物址 (掘立 )

掘立 601(第 168図 )

調査区B3～ C4区に位置する。規模は1間 ×2間 の東西棟で、桁行425cm、 梁行230cmを 測る。柱穴の

平面形態は、円形及び楕円形を呈する。規模は、四隅の柱穴は径30～ 50cm、 深さ35～ 80cmを 測 り、残

りの2基 (S P201、 203)は径16～ 34cm、 深さ9～ 15cmを 測る。埋土は灰黄色上である。柱穴内から遺

物の出土はない。

時期 :遺物が出上 しておらず、埋土から考えると古墳時代以降とする。

〔3〕 その他の遺構と遺物

1)土坑 (SK)

本調査区で検出した土坑は5基である。平面形態は楕円形 もしくは不整形を呈する。規模は40～

100cm、 深さ8～ 30cmを 測る。断面形態は皿状である。埋土は灰黄色上である。遺物は出土 していない。

時期 :遺物が出上 しておらず不明であるが、他の遺構埋土から考えると弥生時代 と古墳時代の2時

期に分かれると考える。

2)柱穴 (SP)

本調査区で検出した柱穴は118基である。この柱穴を埋上の色調で分けると3グ ループに分けられる。

a類黒色土を埋土にもつもの39基、 b類黒褐色上を埋土にもつもの32基、 c類灰責色土を埋土にもつ

もの47基 に分けられる。

その他の出土遺物 (第 169、 図版111)

命
日
日
唱
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束本遺跡4次調査6区 B

655～658は複合口縁壼である。655の 口縁拡張部には、ヨコナデ後櫛描波状文、接合部には刻目列

点文が施される。

656・ 658は口縁拡張部が「く」字状を呈 し、口縁端部は「コ」字状に仕上げられる。外面はヨコナ

デ後ハケ、内面はヨコナデ調整である。657の 国縁拡張部は内湾する。659,6601よ 壷の底部である。

ともに厚みのある平底である。659は突出する。

661～664は鉢である。661は外反 しながら長 くのびる国縁部をもつ。端部はヨコナデにより、わず

かに下方に拡張される。662の 回縁部は短い。663・ 664は鉢の底部。663は突出する平底である。664

は突出しわずかに上げ底である。665は高杯の裾部である。緩やかに開き屈折部には刻目列点文が施

される。

/  /
/  ノ

第 167図  SD603測量図
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Ｅ
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ｏ
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『
∞

エ

汁―

2茶灰色土

(S=1:40)

第168図 掘立601測量図
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ヽヽヽハ
６５

~P∞
7 下三は覇

~税
弱

20cm

(S=1:4)

第169図 その他の出土遺物実測図

4.小 結

1)層 位

本調査区においても第Ⅲ②層 (ア カホヤ火山灰)と 第Ⅵ層 (AT火山灰)を検出した。遺物は出土

しなかったが、他の調査区と同様に第Ⅳ層上面には5～ 10cmの堆積がある。第Ⅳ層上面はアカホヤ火

山灰降下以前の生活面であつたと考える。

2)遺 構

①弥生時代の遺構は竪穴式住居址1棟 と溝1条 である。

住居址 S B6031よ 、小型隅丸方形住居址で東西3.6mを 浪1る 。内部施設には炉と小ピットがある。

S D603は 、 S B 603を北東から南西に切る形で検出した。住居址と溝を検出したことより本調査区は

弥生時代後期後葉～末において集落域であったと考えられる。また、 S B6031ま 主柱穴をもたない小

型住居であり、当該資料を研究するうえで一つの資料になるものである。

②古墳時代以降の遺構は、掘立柱建物址を1棟検出している。掘立601は 1間 X2間であり、四隅の柱

穴が大きく深い構造である。本調査区では掘立柱建物址を検出したことより、古墳時代以降も居住域

として土地利用されたものと考えられる。

本調査区で検出した柱穴の時期は他の遺構埋土を参考にすると、 a類黒色土は弥生時代後期末以

降、b類黒褐色土は弥生時代後期末、 c類灰責色土は古墳時代以降と考えられる。住居址や溝と同一

時期を示すものであり、集落構造の分析資料となるものである。
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遺 溝 一 覧

遺構 。遺物一覧 一凡例一

(1)以下の表は、本調査区検出の遺構・遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は相原が作成 した。

(2)遺物観察表の各掲載について。

法  量  欄   ( ):復 元推定値

形態 。施文欄  土器の各部位名称を略記。

例)口→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄  胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中 の数値は混和

剤粒子の大きさを示す。

例)砂・長 (1～ 4)、 多→「1～ 411m大 の砂粒 。長石を多 く含む」である。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表105 竪穴式住居l■ 一覧

穴

働

竪

岱
時   期 平 面 図

規   模

長さ(長径)×幅(短径)×深さ(m

穴

，

柱

本

主

く

内 部 施 設

周 壁 溝 備   考
高床 土坑 炉 カマド

弥生後期後葉～末 隅丸方形 363× 282× 0.08 ○ S D603に 切 られる。

表106 掘立柱建物l■ 一覧

jFH立 麟
働

方 位

桁  行 梁   行 床 面 積

(ポ )

時  期 備  考
実長 (m) 柱間寸法 (m) 実長 (m) 柱間寸法 (m)

2× 2 東西 425(141) 78    63 230(70) 893 古墳時代以降

表107 土坑 一覧

土坑

(SKl
地   区 平面形 断面形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備  考

A6 楕 円 形 皿   状 0.85× 060× 014 灰黄色土 古  墳 調査区外に続く

不 整 形 皿   状 058× 0.40× 0.08 灰責色土 古  墳

A4 隅九方形 レンズ状 0,73× 061× 0.12 黒褐色土 弥   生

楕 円 形 逆台形状 1.08× 0.54× 0.30 黒褐色土 弥   生

A3 不 整 形 レンズ状 116× 006× 026 黒褐色土 弥   生

表108 清 一覧

清
勒

地    区 断 面 形
規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時  期 備  考

603 A2～ B3 レンズ】犬 6.00× 100× 023 黒色土 弥生後期末以降 S B 603を 切 る。
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表109 SB603出 土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽唇|

土

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内  面

甕
口径(20.3)

残高 27

口縁部片。口縁部は大きく外反。端
部は「コ」字状を呈する。国縁部に指
球 を射 。

ハケ (7本/cm)

指頭痕

ハケ(6～ 7本 /cm)

指頭痕
赤茶色

石長(1～ 5)

◎

重
底径 30
残高 44

購 叶 。謂桑 ハケ(6本/cm)
ナデ上げ

指頭痕
暗茶色

石長(1～ 3)

◎

652 士更
底径 (32)

残高 145

口縁部が欠損している底部と胴部。
九味のある平底。胴部の張りは胴上
部にある。

⑩ハケ

①ハケ(5本/cm)

⑩ナデ上げ

①指頭痕

乳灰茶色
(一部黒色)

乳灰茶色

石長(1～ 2)

◎

高杯 残高 31
郭部小片。屈曲部に段をもつ。内外
面とも明瞭な稜をもつ。口縁言Ыま外
反する。

磨減のため不明 磨滅のため不明 赤茶色
石長(1～ 2)

◎

表110 SB603出 土遺物観察表 石製品

番号 器  種 残  存 材  質

法 量

備考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石庖丁 側部破片 結晶片岩 0.55 16.5

表111 その他の出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文
調 整 色調

1織目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

残高 27
複合口縁重。国縁拡張部片。日縁拡
張部には櫛描波状文、接合部には列
点文を施す。

②施文
⑮ハケ(6本/0 5cm)

ヨコナデ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

口径(137)

残高 25

複合口縁童の日縁拡張割毛 接併 μま
「く」引犬である。日縁拡張部は内湾
し端訥ま「コ」字伏を呈する。

Θヨコナデ
他は磨滅のため不明

◎ヨコナデ
指頭痕

茶色
石長(1～ 2)

◎

残高 31 複合口縁壺。日向 藤張部は内湾する。
◎ヨヨナデ
②ハケ(6～ 7本 /ω )

ヨコナデ 赤茶色
長(1)

◎

士堕
口径 (9,3)

残高 34

複合口縁重。日縁接合部は「く」字状
である。 口縁拡張部は内湾し端帥ま
「コ」字状を呈する。

ハケ(8本/cm) ヨコナデ 灰黄色
石長(1～4)

◎

659 士節
底径 (66)

残高 31
底部片。突出する平底をもつ。

ヘラミガキ
ハケ(7本 /0 8cm)

ハケ(8本/0 8cm)

指頭痕

赤茶色

(一部黒色)

黒色

石長(1～ 4)

◎

一笠
底径 (4,3)

残高 38
底部片。平底である。 板状工具によるナデ

板状工具によるナデ

指頭痕
暗茶色

石長(1～ 3)

◎

外
口径 (23,7)

残高 19
口縁端部ヨコナデによりわずかに下
方に拡張される。

Θハケ(15～ 164/cm)
→ヘラミガキ

⑪ヨコナデ

ヘ ラ ガ キ

灰茶色

(一部黒色)

灰茶色

長 (1)

◎

鉢
口径 (165)

残高 36

外反する国縁部。国縁端部はヨヨナ
デによりわずかに拡張。頸部内面に

明瞭な稜力泌える。

Θヨコナデ
⑩ハケ骸～B本たm)

Θヨコナデ→ヘラミガキ

Φ⊃ハケ(12～ 13本 /cm)

∽ ヨコナデ→ヘラミガキ

赤茶色
石長(1～3)

◎

鉢
底径 (28)

残高 24
底部片。 突出し如末のある平底をも

ナ デ
ハケ(4本/0 3cm)→
ヘラミガキ

灰黄色

(一部黒色)

茶色

石長(1～ 2)

◎

鉢
底径 (37)

残高 28
底部片。わずかにくびれる 突出する
上げ底をもつ。

ハケ(10本 /帥)→ヘ

ラミガキ

ハケ(10本 /∞ )→
ヘラミガキ

乳赤茶色
石長(1～ 5)

◎

665 高杯 残高 70
裾郡片。裾上部 と下部に段 をもつ。

段部にキザ ミロ列点文が交差 される

様に施 される。

⊂⊃ハケ(9本/cm)
→ヘラミガキ

廻⊃キザミロ列点文

ハ ケ(7本 /0 8cm) 赤茶色
石長(1～ 2)

◎
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第 14章 6区 Cの調査

1.調査の経緯

調査地は調査以前は既存宅地であった。調査対象面積は840ぽ であるが排土置き場の都合上、最終

的な発掘調査面積は約325♂余 りとなった。以下、調査工程を略記する。

1994年 (平成6)3月 22日 より重機による表土剖ぎ取 り作業を開始 した。表土剥ぎは、試掘調査の結

果をもとに地表下約70cmま で掘 り下げを行い、フF土 は調査地外へ搬出した。そのため表土剥ぎ取 り作

業は2日 間を費やした。3月 29日 より作業員を増員し本格的な調査を実施する。西壁に深掘 リトレンチ

(aト レンチ)を掘り、遺構面を第Ⅲ①層上面と第Ⅳ層上面の2面検出した。まずは第Ⅲ①層上面で遺

構検出を行った。遺構検出は4月 ■日に終了し、その後、土坑・柱穴・性格不明遺構の掘 り下げを行

い、遺構の測量は4月 22日 に完了する。つづいて第Ⅳ層上面で遺構検出を行った。遺構検出は4月 28日

に終了し、その後、竪穴式住居址・溝・土坑・柱穴・サ
l■格不明遺構の掘 り下げを開始する。6月 10日

遺構の測量を完了し東西にトレンチ (bト レンチ)を掘り第Ⅳ層以下の調査を行う。6月 13日 出土遺

物や調査用具等を撤去する (野外調査終了)。

2. 層  1と (第 4・ 171図 )

調査地は、松山平野東部に広がる石手川左岸の低位段丘上、標高32,00mに 立地する。

基本層位は、第 I層 表土 (造成上 。耕作土 )、 第Ⅱ層水田床土、第Ⅲ層黒色土、第Ⅳ層褐色土、第

V層 暗褐色粘質上、第Ⅵ層黄褐色上、第Ⅶ層褐色砂である。第 I層 ～第Ⅲ層までは調査区全域を調査

した。

第Ⅳ層以下は、 a・ bト レンチでの調査である。

第 I層 は31～ 43cmの厚さを測る。調査区全域で検出した。

第Ⅱ①層は調査区全域で2～ 14cmの厚さを測るが、 aト レンチの北～中央にかけてはブロック状で

検出した。

第Ⅱ②層は灰褐色土で、調査区中央～南にかけて厚さ2～ 17cmを 測る。弥生土器・須恵器・土師

器・石鏃・鉄の遺物を包含する。

第Ⅲ層は粘性の違いにより2層 に分層される。

第Ⅲ①層は黒色上である。調査区全域で、厚さ3～ 45cmを 測る。弥生土器を包含する。第Ⅲ①層上

面で遺構を検出した。

第Ⅲ②層は黒灰色土 (ア カホヤ火山灰)である。調査区全域で厚さ2～ 12cmの 堆積を測るが、 aト

レンチの中央～南と中央北側2ケ 所は途切れている。遺物は先土器～縄文時代の石器が1点 出土した。

第Ⅳ層は褐色土である。調査区全域で厚さ4～ 15cmを 測る。 aト レンチでは中央～南側にかけて途

切れているところがある。第Ⅳ層上面では遺構を検出し、縄文時代の石器が1点 出上している。

第V層 は褐色粘質土である。bト レンチとaト レンチの中央と中央北側を除く全域で、厚さ2～

40cmを 測る。
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第170図 調査区位置図
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位

第Ⅵ層はAT火山灰層である。分析の結果をもとに1次堆積と2次堆積のものに分層し、さらに2次

堆積は砂・礫・風、1次堆積では粒子の大きさにより3層 (① o②・③)に分層した。

第Ⅵ層砂は1～ 241m大 の砂粒が混じり、厚さ2～ 28cmの 堆積である。 aト レンチの北側と中央及び、

bト レンチ全域で検出した。

第Ⅵ層礫は2～ 511m大の砂粒が混じる。厚さ2～ 20cmの堆積である。 aト レンチの中央部で部分的に

途切れているところがあるが、全域で検出した。

第Ⅵ層風は責色に小石・礫が混じり、bト レンチとaト レンチの北側と中央北側を除く全域で、厚

さ3～23cmを 波Jる 。

第Ⅵ①層は黄褐色を呈する。 a・ bト レンチの北側を除き、厚さ2～ 36.5cmを 測る。

第Ⅵ②層は乳暗褐色粘質土と乳褐色粘質土と乳責褐色粘質土からなる。

乳暗褐色粘質土は、 aト レンチの南側で、厚さ3～ 18cmを 測る。

乳褐色粘質土は、 aト レンチの北～中央にかけて、厚さ1～ 14.5cmを 測る。乳責褐色粘質土は、 a

トレンチの南側で厚さ4～ 10cmを測る。

第Ⅵ③層は淡黄色粗粒混じりであり、 aト レンチの北側と南側及びbト レンチ全域で、厚さ2～6cm

を測る。

第Ⅶ層は第Ⅶ④層灰色砂と第Ⅶ⑤層責灰色粘土と第Ⅶ①層淡黄褐色砂質土からなる。

第Ⅶ④層灰色砂は a・ bト レンチ南側を除く全域で、厚さ2～25cmを 測る。

第Ⅶ⑤層黄白色粘土はaト レンチの南側で、厚さ1～ 10cmを測る。

第Ⅶ①層淡黄褐色砂質土はbト レンチの全域で、厚さ20～ 30cmを 測る。

H32000m

(S=1:20)

第171図 土層柱状図
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東本遺跡 4次調査 6区 C

遺構は、第Ⅲ①層上面では土坑3基・柱穴75基 。性格不明遺穂 基を検出し、第Ⅳ層上面では、竪穴

住居址2棟・土坑6基・柱穴58基 を検出するに至った。第Ⅲ①層及び第Ⅳ層上面の標高を測量すると、

調査区北東から南西へ漸次緩傾斜をなしている。

なお、調査にあたり調査区内を4m四方のグリットに分けた。

北から南へ1・ 2・ 3・ …8と し、第172図 に示すようにAl・ A2・

5m

(S=1:200)

第172図 区 割 図
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A3・ …D8と グリット名を呼称した。
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第173図 遺構配置図
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3.遺構 と遺物

〔1〕 先土器～縄文時代 (第 174図、図版122)

本調査においては石鏃が2点 出上した。第Ⅲ②層アカホヤ火山灰 (6,300年前)の埋土中からは石鏃

が1点 、第Ⅳ層上面から石鏃が1点 出上した。

石鏃666は 、アカホヤ火山灰からの出土である。凹基式で縁辺部が鋸歯状である。長さ2.5cm、 幅

1.4cm、 厚さ0.3cm、 重さ0。7gを測る。石鏃667は、凹基式で基部の決りが深く縁辺部が鋸歯状である。

長さ1.5cm、 幅1.3cm、 厚さ0.25cm、 重さ0.3gを 測る。

姿

Ａ
１

６６６

―」爾竜-4
→   667

0                      5cm

(S=2:3)

第174図 第Ⅲ②層及び第Ⅳ層上面出土遺物実測図

〔2〕 弥生時代

本調査区において弥生時代に時期比定できる遺構は、竪穴式住居址2棟・溝2条・土坑3基である。

1)竪穴式住居址 (SB)
SB601(第 175図、図版■4～ 116)

調査区南A7～ C81こ位置し、住居址北西部はS K613を切り、北壁中央部はS P108に 切られている。

平面形態は隅九方形を呈し、規模は南北540cm、 東西490cm、 壁高は32cmを測る。内部施設は貼り床、

周壁溝、主柱穴、炉がある。貼 り床は住居址の床面全体になされ、厚さ5～ 16cmを 測る。貼り床上面

では黒色粘質土を検出した。床面は比較的硬く平坦である。周壁溝は、住居址北西コーナーを除くほ

ぼ全域で検出され、幅10～ 15cm、 深さ10～21cmを 測る。埋土は黒褐色土である。

主柱穴は、 S Pl・ 2・ 4・ 6の4本である。各柱穴は円形を呈し、径20～ 34cm、 深さ28～ 51cm、 柱穴

間は210～250cmを測る。炉は、住居址中央部やや南よりに位置する。平面形態は精円形である。規模

は長軸■3cm、 短軸78cm、 深さ■cmを 測り、断面形態は皿状を呈する。炉内にて焼土及び炭を確認し

ている。

その他、焼上を住居址北東部の埋土中で検出した。焼土の広が りは、東西87cm、 南北85cm、 厚さ8

～■cmを測る。この焼土は住居址床面に焼けた痕跡が無いことから、おそらく住居址外からの流れ込

みだと思われる。また、住居址床面にて主柱穴以外に3基の柱穴を検出したが、本住居址に伴 うもの

であるかは判断できなかった。

遺物は住居址全体に散在 している。ほとんどが埋土中から出上 したものである。埋土中からは、複

合口縁壷の口縁部が2点・直口縁重の口縁部が1点・鉢の口縁部が1点・鉢の底部が2点・ミニチュア土

器の底部が1点 。高杯の脚部が1点 出上し、床面付近からは壷の底部片が1点 出土 した。
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遺 構 と遺 物

出土遺物 (第 177図 、図版122)

壷形土器 (668～ 670)668・ 669は複合口縁壼である。668は 口縁端部に平坦面をもつ。調整は外面

がハケロ、内面はヨコナデ調整を施す。669は小片で、口縁端部は丸 く仕上げる。調整は内外共にヨ

コナデである。6701ま直口口縁壺である。口縁部はわずかに外反 し、口縁端部は、細 く九 く仕上げて

いる。調整は内外面共に磨滅のため不明である。

鉢形土器 (691～ 673)671は外反する口縁部をもつ。口縁端部は「コ」字状に仕上げる。口縁部内面

¬

J

1黒掲色土

2黒色粘性土

3黒色土+w層のまじり〈周壁溝埋土〉

43+AT小 ブロック十小レキ(約 3mm大 多含粘性土)(購 床〉

5灰色粘性土

0,⑮ 分析番号

焼土

0                        3m

(S=1:60)

第175図 SB601測量図

SP4
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1黒掲色土 (粘質 )

2黒褐色土 (茶色混 )

0分 析番号

●土器

▲石

(S=1:40)

第176図 SB60刊 炉測量図

に明瞭な稜をもつ。調整は、外面の口縁部がヨコナデ、胴部がハケロ、内面はハケ後ヘラミガキ調整

を施す。672・ 673は底部片である。672は ボタン状にやや突出した平底の底部である。調整は、胴部

内タト面ともハケロ、底部内面はナデ調整を施す。

高杯形土器 (677)高杯の脚部片で、脚部端面はヨコナデにより凹みをもつ。調整は柱部外面ハケ

後 ミガキ調整、裾端部はヨコナデ、内面はヨコナデ調整を施す。

674～676は底部片である。674は床面出土品である。壺の底部片で平底である。調整は外面はハケ

目、内面はナデ調整を施す。675は甕の底部片で平底である。調整は外面は磨減のため不明、内面は

ハケ後ナデ調整を施す。676は ミニチュア土器の底部片で、不安定である。調整は内外面ともにナデ

調整で外面に指頭痕が残る。

時期 :出土遺物より弥生時代後期後葉～末に比定されるものであろう。よって、本住居址の廃棄・

埋没時期は弥生時代後期後葉～末と考えられる。

毯 :6

0                10               20cm

(S=1:4)

師
1 670

８

６

―
堺

第177図  SB601出土遺物実測図



遺 構 と遺 物

SB602(第 178・ 179図 、図版117～ 119)

調査区西A4～ B5区 に位置し、第Ⅳ層上面で検出した。住居址北壁中央部及び南西隅は試掘 トレン

チに切 られ、住居址北西はaト レンチに切 られ、住居址北東部は S K607に 切られている。平面形態

は隅九方形を呈するものと考えられ、規模は南北検出長500cm、 東西検出長430cm、 壁高は28cmを 測る。

内部施設は貼 り床、壁体溝、主柱穴、炉がある。貼 り床は住居址の床面全体になされ、厚さ5～ 7cmを

測る。また、住居llL東半部では、貼 り床上面で黒色粘質土を検出した。床面は硬 く平坦である。周壁

溝は、幅10～ 15cm、 深さ20～ 24cmを 測る。埋土は黒褐色土である。主柱穴は、S Pl・ 2,3・ 4の4本

である。各柱穴は円形を呈 し、径19～ 27cm、 深さ29～ 53cm、 柱穴間は190～ 260cmを 測る。柱穴の埋土

は黒褐色土と黄褐色粘性上に褐色が混 じるものである。炉は住居址中央部やや南よりに位置し、西側

は試掘 トレンチに切 られている。平面形態は楕円形である。炉の規模は、東西検出長■Ocm、 南北

69cm・ 深さ16cmを 測 り、断面形態は皿状を呈する。炉内にて焼土及び炭を確認 している。また、住居

址床面にて主柱穴以外に4基の柱穴を検出したが、本住居址に伴うものであるかは判断できなかった。

1黒褐色土

2黒色土

3黒色土(V層 混〉

4V層 に黒色フロック,ATブ ロック混入(貼床)

(S=1:60)

第178図 SB602測量図
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束本遺跡 4次調査 6区 C

1暗褐色土

2黒灰色土

3V層 +1(2mm大 レキ混〉

42よ り黒色が濃い

⑭ ,② 分析番号

第179図 SB602炉 測量図

遺物は、住居l■東半分に散在 している。ほとんどが坦土中にある。埋土からは、甕の口縁部が1点、

底部が2点、壷の口縁部と胴部が各1点、鉢の口縁部が3点、高杯の脚部片が1点 出上 した。炉の床面付

近で鉢 (683)が出土 した。

出土遺物 (第 180図 ・図版122)

甕形土器 (678)外反する甕の口縁部である。口縁端部は九 く、口縁部の内面は稜をもつ。調整は

外面の口縁端部がヨコナデ、その他は内外面共にハケ後ヨヨナデ調整を施す。

壺形土器 (679・ 680)679は 広口壼の口縁部片で、口縁部は外反 し口縁端部は九い。調整は外面の

口縁端部はヨコナデ、他は内外面共にハケ後 ミガキ調整を施す。6801ま胴部片で、直径1.4cm大の円形

の竹管文が見られる。調整は内外面共にハケ後ナデ調整を施す。内面に指頭痕を残す。

鉢形土器 (681～ 684)681・ 682は外反口縁、683は 直口口縁をもつ鉢である。681は 口縁部外面に粘

土を貼 り付け肥厚させている。調整は内外面共ハケ後ヨコナデ調整を施す。682は 口縁端部を丸 く仕

上げる。調整は内外面共ヨコナデ調整を施す。6831ま炉内の出土品である。わずかに突出している平

底の底部で、口縁端部は先細 りである。調整は外面は口縁部がナデ、胴部はハケロ (部分的に磨減)

後ナデ、底部はナデ、内面はハケロ調整を施す。

高杯形土器 (685)高杯の脚部片で、裾端部は九みのある「コ」字状に仕上げている。調整は内外

面共に磨滅のため不明である。

686・ 687は甕の底部で平底である。686は 内面はナデ調整を施 し、外面は磨滅のため調整は不明で

ある。687は内外面共に磨減のため調整は不明である。

時期 :炉の床面付近出上の鉢形土器683が時期特定に有効な資料である。その特徴 より、本住居址

の廃棄・坦没時期は弥生時代後期後葉～末と考えられる。
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0                                  20cm

1

(S=1:4)

第180図 SB602出土遺物実測図

2)溝 (SD)(第 173図 )

SD601(図 版120)

調査区南西部A6～ B81こ位置し、北は試掘 トレンチに切られている。第Ⅳ層上面で検出し、規模は

幅70cm、 深さ1lcm、 検出長930cmを 測る。断面形態はレンズ状を呈する。溝底は比較的平坦であるが、

北から南に向けて僅かに傾斜をなす。埋土は黒褐色上である。遣物は出土しなかった。

時期 :遺物が出土していないため不明であるが、南壁において第Ⅲ①層中から掘られているため、

時期はS B 601,S B 602と 同じ弥生時代後期後葉～末と考えられる。

SD602

調査区東部 C5～ 6区 に位置し、 S K605を 切つている。第Ⅳ層上面で検出し、規模は幅100cm、 深さ

14cm、 検出長620cmを 測る。埋土は黒褐色上で、断面形態はレンズ状を呈する。溝底は北東側から南

西側へ緩やかに傾斜 している。遺物は出土 しなかった。

時期 :遺物が出土していないため不明であるが、S D602は東壁において第Ⅲ①層中から掘られて

いるため、時期はS B601・ S B 602と 同じ弥生時代後期後葉～末と考えられる。

3)土坑 (SK)(第 173図 )

SK605

調査区中央南東側 C5,6区 に位置 し、 S D602に 切られている。第Ⅳ層上面で検出した。平面形態

は楕円形を呈する。規模は長軸135cm、 短軸130cm、 深さ13cmを 測 り断面形態は皿状である。埋土は上

層が黒褐色上に褐色混じり、下層が褐色上に暗灰色シル ト混 じりである。遺物は出土 しなかった。

時期 :S D602に 切られているために、弥生時代後期末以前の上坑である。

SK613(図 版120)

調査区南西A7～ B7区 に位置 し、第Ⅳ層上面で検出した。 S K6131よ S B 601及 び S P llolこ 切られ

ている。平面形態は円形を呈すると考えられる。規模は南北74cm、 東西検出長50cm、 深さ45cmを 測 り、
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断面形態は舟底状である。埋土は黒灰色上である。遺物は出上 しなかった。

時期 :遺物が出上 していないため不明であるが、 S B 601に 切 られており、弥生時代後期末以前で

あると考えられる。

SK614(第 120図 )

調査区南西B7区 に位置 し、 S B 601掘 り下げの時、埋土中にて検出した。平面形態は楕円形を呈す

る。規模は長軸110cm、 短軸105cm、 深さ32cmを 測 り、断面形態は「U」 字状である。埋土は上層が黒

褐色土、中層が褐色土に黒褐色 (ATの小ブロックを含有 してお り311m大の小礫を含んでいる)混 じ

り、下層が褐色上に暗灰色混じりである。遺物は出土 しなかった。

時期 :遺物が出土 していないため不明であるが、 S B 601を 切つているが埋上が同じであり、弥生

時代後期後葉～末の同時期に比定されよう。

SK607

調査区中央B4区 に位置 し、第Ⅳ層上面で検出した。西側はS B 602を 切つている。平面形態は方形

で、規模は南北検出長100cm、 東西92cm、 深さ22cmを測 り、断面形態は舟底状である。埋土は暗灰褐

色土、下層が黒仄色上である。遺物は出土 しなかった。

時期 :遺物が出上 していないため不明であるが、 S B 602よ り新 しい時期であるが、埋土 もあまり

変わらないもので弥生時代後期末以降であると考えられる。

〔3〕 中 世

土坑 (SK)
土坑は9基を検出した。そのうち確実に時期比定できる遺構は、土坑 S K601'S K602の 2基である。

SK601(第 181・ 183図 )

調査区南B8区 に位置し、第Ⅲ①層上面で検出した。平面形態は方形を呈する。規模は長軸145cm、

短軸137cm、 深さ13.5cmを 測り、断面形態は皿状である。埋土は灰色上に黒色上の小ブロック混じり

である。遺物は土坑の床面付近から、土師器の杯の底部片が1点出上した。688の底部切り離しは回転

糸切り手法である。調整はタト面がヨコナデ、内面はナデ調整を施す。

時期 i13～ 14世紀である。

↑

1灰色土(黒色土混)

H31800m

o                        2m

(S=1:40)
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SK602(第 182・ 183図 、図版12卜 123)

調査区中央部西よりB5区に位置し、第Ⅲ①層上面で検出した。平面形態は不整楕円形を呈する。

規模は長軸185cm、 短軸110cm、 深さ10cmを 測り、断面形態は皿状である。埋土は明灰色上である。遺

物は、床面付近から、土師器の上金の口縁部が1点 出上した。689は土師器の上金の口縁部片で、回縁

部はやや内湾し、口縁端部は面取りする。口縁下部に断面三角形の凸帯を貼り付ける。調整は外面の

口縁部はヨコナデ、胴部はナデ、内面はヨコナデ調整を施す。

時期 :出土遺物より13～ 14世紀である。
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悧
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0                      10cm
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● 土器

第182図  SK602測量図

第183図 SK出土遺物実測図

1.茶灰色土

0          1m
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〔4〕 時期不明遺構

本調査において時期不明遺構は、土坑S K603～ S K606の 4基である。

1)土坑 (SK)

第Ⅳ層上面で確認した土坑は、S K604～ S K606の 3基であり、第Ⅲ①層上面で確認した土坑はS

K603の 1基を検出した。

SK604

調査区南東 C8区 に位置 し南側は調査区外へ続 く。第Ⅳ層上面で検出した。平面形態は方形である。

規模は長軸507cm、 短軸135cm、 深さ27～ 37cmを 測 り断面形態は逆台形状である。埋土は上層が黒色土

に灰白色粗砂混じり、中層が黒色土、下層が黒灰色上である。遺物は出土 しなかった。

SK606(図 版121)

調査区中央東側 B5～ C5区に位置し、第Ⅳ層上面で検出した。平面形態は不整楕円形を呈する。規

模は長軸100cm、 短軸70cm、 深さ20cmを測 り、断面形態は舟底状である。埋土は黒色土 (灰 白色粗砂

混)である。遺物は出土しなかった。

SK603

調査区西側A5区に位置し、第Ⅲ①層上面で検出した。平面形態は西側をaト レンチ、東側は試掘

トレンチに切られているために不明である。規模は長軸198cm、 短軸75+α cm、 深さ12cmを 測り、断

面形態は皿状である。埋土は灰色土に黒褐色と茶色が混じる。遺物は弥生土器片が2点 出上した。時

期は弥生土器片が出土しているが混入だと思われる。

〔5〕 その他の遺構と遺物

本調査において柱穴133基と性格不明遺構3基を検出した。

柱穴133基のうち第Ⅳ層上面では58基を検出し、第Ⅲ層上面では75基を検出した。

(1)柱穴 (SP)
1)第 Ⅳ層上面の柱穴

第Ⅳ層上面で検出した柱穴の埋土は茶色土、黒色上、黒褐色上、明灰色土に分けられる。柱穴内か

らの遺物の出土は少ないため、時期を特定できるものは極めて少ない。ただし、数少ない遺物から時

期を推察すると、茶色土と黒色上の埋土をもつ柱穴は中世と考えられる。黒褐色土と明灰色土を埋土

にもつ柱穴については時期比定することは困難である。

①中世 (第 184図 )

i茶色土を埋土にもつ柱穴は9基である。

調査区中央以南にある。平面形態は円形で、規模は径16～ 42cm、 深さ2.5cmを 沢1る 。遺物はS P 108

の柱痕内から土師器の杯が1点 出上している。

SP108出 土遺物 690は土師器杯の口縁部片で、口縁部は内湾している。調整は内外面ともに

ナデ調整を施す。時期は13～ 14世紀に比定できる。

�黒色土を埋土にもつ柱穴は9基である。

調査区中央以南にあたる。平面形態は円形・楕円形・方形があり、規模は径22～ 34.5cmを測る。遺

物はS P 103の柱痕内から土師器の杯の口縁部が1点 出土している。

SP103出 土遺物 691は 土師器杯の口縁部片で、口縁部は内湾し、口縁端部は九く仕上げてい

る。調整は内外面共ヨコナデ調整を施す。遺物は13～ 14世紀に比定できよう。

９
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②時期不明

i黒褐色上を埋上にもつ柱穴は24基である。

調査区の全域に散在する。柱穴の平面形態は円形と楕円形で、規模は径16～ 42.5cm、 深さ3.8～

39.4cmを 測る。これらの柱穴からは遺物は出上しなかった。

�明灰色土を埋上にもつ柱穴は1基である。

調査区中央東側C4区 に位置し、柱穴の平面形態は円形で、規模は長軸25cm、 短軸24cm、 深さ8.5cm

を測る。遺物は出上しなかった。

2)第Ⅲ①層上面柱穴

第Ⅲ①層上面で検出した柱穴の埋土は茶灰色土、茶灰色土に黒色が混じるもの、茶色土、茶色土に

黒色が混じるもの、黒色土、黒色土に茶色が混じるもの、黒色に灰色が混じるものの7つがある。柱

穴内からの遣物は少量であり、時期を特定できるものは少ない。出土遺物より中世の柱穴だと思われ

る埋土は、茶灰色上、茶色土に黒色が混じるものの2つである。茶色土、茶色土に黒色が混じるもの、

黒色土、黒色土に茶色が混じるもの、黒色土に灰色が混じるものについては時期特定はできない。

①中世 (第 184図 、図版123)

i茶色土を埋土にもつ柱穴は28基である。

調査区中央以南にある。平面形態は円形・楕円形・不整形がある。規模は径13～ 40cm、 深さ5～

19cmを 測る。遺物はS P50の柱穴からは土師器の鉢が1点出土し、 S P57か らは土師器の杯の底部

が1点 出土している。

SP57出 土遺物 692は土師器の杯で、体部は内湾気味に立ち上がり、口縁部は欠損している。

体部は多段のヨコナデが見られ、底部は回転糸切りによる切り離し手法である。調整は外面が体部は

ヨコナデ、内面はナデ調整を施し、指頭痕が残る。時期は13～ 14世紀に比定できよう。

SP50出 土遺物 693は 東播系の鉢の小片である。口縁端部はわずかに平坦面をもち、口縁部は

屈曲する。調整は内外面共にナデ調整を施す。時期は13～ 14世紀に比定できよう。

�茶灰色土に黒色混じりを埋土にもつ柱穴は2基である。

調査区南東C8区 に位置する。柱穴の平面形態は円形・楕円形である。規模は径38～ 46cm、 深さ15

～21cmを 測る。遺物はS P61の柱穴から土師器の釜の口縁部が1点 出土した。

SP61出 土遺物 694は 土師質のコネ鉢である。口縁部は内湾し、回縁直下に下膨れの凸帯を貼

り付けている。調整は内外面共ナデ調整を施す。時期は13～ 14世紀に比定できよう。

②時期不明

i茶色土を埋土にもつ柱穴は10基である。

調査区中央～南東A3～ C8区に位置し、柱穴の平面形態は円形 。楕円形である。規模は径13～ 32cm、

深さ7～ 17cmを 測る。これらの柱穴からは遺物は出土しなかった。

�茶色土に黒色混じりの埋土をもつ柱穴は、S P8の 1基である。

調査区中央北側B3区 に位置し、柱穴の平面形態は円形である。規模は径30～ 34cm、 深さ13cmを 測

る。遺物は出土しなかった。

�黒色土を埋上にもつ柱穴は18基である。

調査区北～南西Al～ B6区 に位置し、柱穴の平面形態は円形・楕円形である。規模は径19～ 38.5cm、

深さ9～ 1lcmを 測る。これらの柱穴からは遺物は出土しなかった。
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�黒色土に茶色混 じりを埋上にもつ柱穴は1基である。

調査区南B8区 に位置 し、柱穴の平面形態は円形である。規模は長軸32cm、 短軸29cm、 深さ8cmを 測

る。遺物は出土 しなかった。

v黒色土に灰色混 じりを埋土にもつ柱穴は1基である。

調査区中央北側 B3区 に位置 し柱穴の平面形態は楕円形である。規模は長軸41cm、 短軸34cm、 深さ

7cmを 測る。遺物は出上 しなかった。

(2)性格不明遺構 (SX)

本調査において確認された性格不明遺構は3基である。

S X601

調査区南C8区 に位置し、第Ⅲ①層上面で検出した。平面形態は不整形を呈し、規模は長軸141cm、

短軸95cm、 深さ8cmを 測り、埋土は黒色土 (灰 白色粗砂混じり)である。遺物は出土しなかった。

S X602

調査区北Bl～ C2区 に位置し、 S X602の北東部は撹乱に切られている。第Ⅲ①層上面で検出し、

平面形態は不整形を呈する。規模は長軸376cm、 短軸205cm、 深さ12cmを 測る。埋土は明灰色土である。

遺物は棒状鉄製品が出土した。時期は古墳時代以降と考えられる。

S X603

調査区中央北側B3～ B4区 に位置し、S X603の 西側はS P24に 、北東部はS P25に 切られている。

第Ⅲ①層上面で検出した。規模は長軸100cm、 短軸90cm、 深さ3～4cmを測る。埋土は明灰色土である。

遺物は出土しなかった。
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第184図 SP出土遺物実測図
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(3)第 Ⅱ②層出土遺物 (第 185図、図版123)

695,696は土釜の口縁部片、695'696の 口縁端部はやや平坦面をもち、日縁端部よりやや下がつた

ところに断面三角形状の凸帯を貼り付けている。調整は内外面共ヨコナデ調整を施す。697・ 698は 土

釜の脚部片である。調整はナデ調整を施す。699・ 700は 土師器の皿。底部切り離しは回転糸切り手法

である。699の体部はやや内湾気味に立ち上がる。700の体部はわずかに外反する。699,700共 内外面

はヨコナデ調整を施す。701は 弥生土器の童の回縁部片である。口縁端部は上下に拡張する。口縁端

面にはヘラ描きの山形文を施す。調整は外面の口縁端面がヨコナデ、その他は内外面共にヨコナデと

ハケロ調整を施す。703・ 704は 古墳～古代の鉄製品である。703の 鉄製品は娩形津の可能性があるが、

不明である。704は 婉形津である。炉底の土が厚く付着している。
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帝 695

K696

0 698

第185図 第Ⅱ②層出土遺物実測図

(4)その他の出土遺物 (第 186図 、図版123)

705・ 706は鉢である。口縁部は外反し、国縁部内面は稜をもつ。705の外面は口縁部がナデ、胴部

はハケロ、内面はハケロ調整を施す。706の 回縁端部は「コ」字状に仕上げている。外面は口縁部が

ヨコナデ、胴部はハケロ後ナデ、内面はハケロ後ミガキ調整を施す。
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706

20cm

(S=1:4)

第186図 その他の出土遺物実測図

4.小 結

本調査区ではアカホヤ火山灰とAT火山灰を検出し先土器～縄文時代、弥生時代、古代～中世の遺

構と遺物を確認することができた。

(1)層 位

土壌分析により地表下50～ 65cm及 び80～ 130cmの 間で2種類の火山灰を確認した。前者はアカホヤ火

山灰 (6,300年前)、 後者はAT火山灰 (約 22,000～25,000年前)である。6区 Cは今回の調査地の最南

端にあたり、調査対象地の南端部域にも2種類の火山灰が分布することを示す資料となった。

(2)遺構 と遺物

1)先土器～縄文時代

第Ⅲ②層アカホヤ火山灰 (6,300年 前)の 中からは石鏃が1点 、第Ⅳ層上面からも石鏃が1点出上し

ている。当地に先土器～縄文時代の遺跡が存在することを示す貴重な資料である。

2)弥生時代

弥生時代に時期比定できるものはS B 601と S B 602で ある。住居址の平面形態は隅丸方形を呈し、

規模は一辺が5m四方の同規模である。内部施設は貼り床、周壁溝、炉、主柱穴を検出している。炉

は住居址中央部やや南よりで検出し、平面形態は楕円形である。主柱穴は4本柱で平面形態も円形で

ある。遺物は、 S B 601の 床面付近から壷の底部片が1点 、 S B 602か らは炉の床面にて鉢が1点 出土し

ている。時期はいずれも弥生時代後期後葉～末である。 S B 601・ 602は規模と内部構造、さらに出土

遺物に時期差が認められないことより、ほぼ同時期に建てられたものと考えられる。

3)中 世

中世に時期比定できるものは、 S K601・ 602、 S P50・ 57・ 61である。S K601か らは土師器の郭、

S K602か らは土師器の土釜、 S P50か らは東播系の鉢とコネ鉢、 S P61か らは土師質のコネ鉢が出

土した。時期はいずれも13～ 14世紀に比定されるものである。これ等の検出遺構より、6区 Cに は中

世の集落が存在したことが明らかになった。

4)包含層出土品

第Ⅱ②層からは弥生時代後期の鉢、古墳～古代の鉄製品、中世の土釜と皿が出土している。第Ⅲ①

層からは弥生時代後期の鉢が出土している。よって、第Ⅱ②層は中世までの堆積層、第Ⅲ①層は弥生

時代後期の堆積層であることがわかる。

以上より、6区 Cは 、弥生時代と中世の住居区域であったことが明らかとなった。また、第Ⅲ②層

であるアカホヤ火山灰出上の石鏃は束本遺跡4次調査地内においてしばしば検出されるものであり、

同層が縄文時代に生活面となっていたことを裏付ける一資料である。
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小  結

さて、第Ⅳ層上面 と第Ⅲ層検出の柱穴を、埋土により整理すると以下 となる。

第Ⅳ層上面では茶色土 と黒色土は中世であ り、第Ⅲ層では茶灰色 (黒混)と 茶灰色が中世に特定で

きる。また第Ⅲ層で特定で きなっかた茶色土 と黒色土は第Ⅳ層 に準 じると中世に時期比定 される可能

性 をもっている。時期が全 く想定で きないのは、黒褐色土、明灰褐色土、茶色の黒混 じり上、黒色の

茶混 じり上、黒色灰色混 じり上の5つ である。不明の ものについては、他の調査区資料 と比較検討す

ることで、時期が特定で きると思われる (第 16章  まとめを参照 )。

遺構・遺物一覧 ―凡例 ―

(1)以下の表は、本調査区検出の遺構 。遺物の計測値及び観察一覧である。

遺構一覧は志賀、遺物観察表は水本が作成 した

(2)遺物観察表の各掲載について

法  則  欄  (  ):復 元推定値

形態・施文欄 :土器の各部位名称を略記。

例)日→口縁部、胴中→胴部中位、柱→柱部、胴底→胴部～底部。

胎土・焼成欄 胎土欄では混和剤を略記 した。

例)砂→砂粒、長→長石、石→石英、密→精製土。( )中 の数値は混和剤粒子の大き

さを示す。

例)砂 。長 (1～ 4)、 多→「 1～ 4 大の砂粒・石長を多 く含むJである。

焼成欄の略記について。◎→良好、○→良、△→不良。

表112 竪穴式住居址 一覧

穴

働

竪

俗
時  期 平 面 形

規 模

長さ(長径)×幅(短径)×深さ(m)

主柱穴

(本 )

内 部 施 設

周 壁 清 備 考
高床 土 坑 炉 貝占り床

弥生後期後葉～末 隅九方形 540× 490× 032 4 ○ ○ ○ ○
説硲13を切る。SP108に 切ら
れる。

602 弥生後期後茉～末 隅九方形 500× 430X028 4 ○ ○ ○
試堀トレンチ、西トレンチに切
られる。SK607に 切られる。

表113 土坑 一覧

坑

Ю

土

俗
地   区 平 面 形 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備  考

方  形 皿   】夫 145× 137× 014
灰色土

(黒色土ブロック混)

土 師 13～ 14世紀

不整形 皿   状 185× 108× 010 明灰色土 土 師 13～ 14世紀

A5 方  形 皿   状 198× 075× 012 灰色土

(黒褐色土、茶色土)

弥生

もKOυjり 四lll外側 は許ヽ

堀トレンチに切られる。

C8 方  形 逆台形状 507× 135× 027～ 037 目艶響
605 C56 楕円形 皿   状 135× 130× 013

上

＞

ル騒 弥生後期末以前 SD602に 切らオをる

不整楕円形 舟 底 状 100× 070× 020
黒色土

(灰 白色粗砂混)

方  形 舟 底 状 100× 092× 022
〇暗灰褐色土

①黒仄色土 弥生後期末以前 SB 602を切 つている

A7～ B7 円 形 舟 底 状 074× 050× 045 暗灰色土 弥生後期末以前 SB601に切られている

B7 楕円形 「u」骨三状 1.10× 105× 032 混

混

色

色

褐

灰

土
碍
∝

色

土

土

∪
＠
①

弥生後期末以前 SB601を 切つている
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表114 溝 一覧

清

(SD)
地    区 断 面 形

規  模

長さ×幅×深さ (m)
埋   土 出土遺物 時   期 備   考

A6～ B8 レンズ状 930× 070× 011 黒褐色土 弥生時代後期末

C5～ 6 レンズ状 620× 100× 014 黒褐色土 弥生時代後期末

表117 8B602出 土遺物観察表 土製品

束本遺跡 4次調査 6区 C

(1)

表115 第Ⅲ②層及び第Ⅳ層上面 出土遺物観察表 石製品

番 号 器  種 残  存 材   質
法 量

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

石   鏃 ほぼ完形 サヌカイト

石   鏃 ほぼ完形 サヌカイト 025

表116 SB601出 土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調   整 (外面 )

色調
(内面 )

生
　
成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内   面

一亜
口径 (138)

残高 30
複合日縁壺。
日縁端都は平坦面をもつ。

②磨減
(一部ハケ ヨコナデ)

⑬ ハケ(10～ ■本/cm)

ヨヨナデ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎

一笠 残高 33
複合日縁壺。小片。日縁端部は丸く仕
上げる。

ヨコナデ ヨコナ デ 茶 色

石 長(1)

金

◎

670 一堕
口径 (64)

残高 35
直日日縁壺。 わずかに外反する日縁
部。日縁端部は細く九く仕上げる。

磨減 のため不明 磨減のため不明 灰黄色
石 長 (1)

掲色粒を含む

◎

鉢
口径 (159)

残高 51

外反する日縁部。日縁部内面に明瞭な

稜をもつ。 日縁端部やや「コJ字状で

ある。

Θヨコナデ
⑩ハケ(10本 /cm 20

本/cm)→ナデ ”↓ヨヨナデ
ケ↓ョコ耕
舛

∝
①
は

赤茶色
石 長(1)

精良な土
◎

672 鉢
径

高

底

残

鉢の底部片。

ボタン状にやや突出した底部。
ハケ(8本んm 12本/cm)

煙)ハケ(8本 たm 12本 /cm)

①ナデ

灰茶色

灰色

石 長(1)

◎

673 鉢
底径 (34)

残高 (43)

鉢の底部片。
底部が突出している。
平底の底部である。

廻同つハケ(抑嫉上,m)→ナデ

昴⊃ 指おさえ

⑮ナデ

⑩ハケ(11本 /ent)

Θナデ
灰茶色

石 長(1)

◎

一璽

径

古［

底

残

壼の底部片。

平底。
⑩ハケ(11～鬱本/cn

⑮ナデ
ナ デ

赤茶色

(一部早色)

灰色

石 長(1)

◎

菱
底径 25
残高 34

甕の底部片。
平底。

磨減のため不明
⑩ハケ02～ 13本 /cm)

→ナデ
乳茶色

石 長(1～ 5)

◎

ニチェア
径

高

底

残

15

28

ミニチュア土器の底部片。

底部は不安定である。
⑮指おさえ→ナデ
①ナデ

ナ デ 灰茶色
石 長(1)

◎

677 高 杯
底径 (208)

残高 22
高杯の脚部片。
脚部瑞面はヨコナデにより凹みをもつ。

①ハケ(10本 /cm)

―ミガキ
⊂Dヨ コナデ

ヨコナ デ 乳茶色
石 長(1)

◎
122

番 号 器 種 法量 (cm) 形 態・施 支

調   整 色調
1禽目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

奎
口径 (170)

残高 39
外反する菱の日縁部。日縁部が丸い。

日縁部の内狽1は稜をもつ炉内出土遺物。

●Ю ヨヨナデ
◎⑩ハケ僚本/cm)

→ヨコナデ

Θ曾空γ会/伽)~

⑩磨減
子L茶色

石長(1～ 3)

◎

士霊
口径 (238)

残高 45
広日壺の日縁部。日縁端部が丸い。

日縁部が外反する。
磨減のため不明 磨減のため不明 茶色

石長(1～4)

○

士宣 残高 38
壷の1同部片。

直径1生m大の円形竹管文が見られる。
ナ デ

ハケ(12本 /cm)→

ナデ

乳赤茶色

灰色

石長(1)

◎
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番 号 器種 法量 (cm) 形 態・施 文

調 整 色調胤目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

鉢
口径 (21.0)

残高 2.6

外反する国翻 監
口縁端部の外面に粘上を貼り付けて

廻享させている。

⊂めヨコナデ
⑩ ハケ(10本 /cm)

一ヨコナデ

ハケ(10本 /cm)→

ナデ
仄赤茶色

石 長(1)

金

◎

鉢
口径 (150)

残高 29
外反する日緒 陀
口瘤錦緒Бカツト 。ヽ

ヨコナデ ヨヨナデ
乳茶色

黒茶色

石長(1)

◎

鉢

口径 (13.2)

底径30～ 34
器高 97

わず力ヽ こ突出している平底である。
琳経邪イま知 り。

⊂⊃ ナデ
延重)ハケ(■～12本/cm)

廻⊃ハケ住1～セ本gI)→ナデ
① ナデ

″ヽケ(7～ 8本 /cm) 茶 色
石長少

◎

鉢 残高 25 釘Wンl司キ。
口籾酬緒防沈い。

ミガキか ? ヨコナデ 黒色

角色粒を若干
含む

◎

122

高杯
底径 (200)

残高 2.1

舶 鵬 叶。
脚端部は丸味をもつ「コ」字状に仕上
イデる。

⑬ハケ(5本/cm)→
ミガキ

⊂⊃ヨヨナデ

ハケ(8本 /cm)― ミ
ガキ

茶 色

石 長(1～3)

金

◎
122

甕
底径 (34)

残高 4.6
,勇部は平坦である。 ⑩磨減のため不明

⑮ナデ 磨減のため不明 茶色
石長(1～3)

◎
122

霙
底径 (60)

残高 43
底部は平坦である。 磨減 のため不明 ナ デ

灰黄色

乳灰色

石'長 (1～3)

◎

SB602出土遺物観察表 土製品

出土遺物観察表

(2)

表118 SK出土遺物観察表 土製品

番 号 器種 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備 考 図版

外   面 内  面

イ
径
高

底
残

(61)
と3

底部は回転系切りである。
⑮回転糸切り

⑩ヨコナデ
ナ デ

乳灰色

乳白色

石長(1～4)

◎
SK601

689 土 釜
口径 (227)

残高 8,3

国縁端部は面取りする。断面三角形
の凸帯を回縁下部に貼り付ける。国

繍 Ыまやや内湾する。

◎ヨコナデ

⑩ナデ
ヨコナデ 暗茶褐色

石長(1～ 5)

◎
SK602

表119 SP出土遺物観察表 土製品

番 号 維 法量 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1禽目|

生

成

胎

焼
備考 図版

外   面 内  面

郭 残高 31 口縁力油 湾 している。 ヨコナデ ヨコナデ 乳 白色
石長(1～ 2)

◎
SP 108

691 不

口径 (126)

残高 2.3
口縁誇油湾している。
口帥 は九く仕上げている。

ヨコナデ ヨヨナデ 乳茶色
石。長(1～ 2)

◎
SP 103

692 杯
底径 (70)

残高 2.1
底部は回転糸切りである。
日縁力油湾している。

⑬回転糸切り
⑮ヨコナデ

④ナデ
⑬ヨコナデ

乳灰色

乳茶色

石長(1～ 2)

◎
SP57

693 鉢 残高 28
ガコ■である。
日齢 Ыよわず力Чこ平坦面をもつ。
口縁削 よ屈曲する。

ヨコナデ ヨコナデ 乳茶色
石長(1～ 2)

◎
SP 50 123

鉢 残高 37
口縁細 ま内湾している。
口縁直下に下膨れの突帯を貼り付け
る。

@め ヨコナデ
◎ ナデ

ヨコナデ
茶色

乳茶色

石・長(1～ 3)

◎
SP 61
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東本遺跡 4次調査 6区 C

表120 第Ⅱ②層 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法量 (cm) 形 態・施 支
調 整

色調
(外面)

(内面)

生

成

胎

焼
備考 図版

外  面 内   面

695 釜
口径 (236)

残高 30

耐籐聴軸ま平坦面をもつ。
日縁よりやや下がつたところに断面
三角形状の突帯を貼り付けている。

ナ デ ナ デ 茶 色
石長(1～ 3)

◎

釜
口径 (24.0)

残高 34

口縁よりやや下がつたところに断面
三角形状の突帯を貼り付けている。
口縁瑞軸よ平坦面をもつ。

ナ デ ナ デ 茶色
長 (1～ 2)

◎
123

三足付

上 金
残高 47 釜の脚部である。 ナ デ

茶色

黒色

石長(1～ 2)

◎

三足付

土 釜
残高  5.4 釜の脚部である。 ナ デ 茶 色

長 (1)

◎
123

皿

口径 (84)

底径 (6.4)

残高 1.3

底部切り離しは回転糸切りである。
体言騨よやや内湾剣味に立ち上がる

④ヨヨナデ
⑧回転糸切り

ヨヨナデ 乳仄色
石長(1～ 2)

◎

皿
底径 (50)

残高 18
底部切り離しは回転糸切りである。
体帥よわずか,ψ l反する。

④ヨコナデ
⑮回転糸切り

ナ デ 乳色
石,長

(1)

◎

士電
国径 (220)

残高 32

口縁端部は粘上を貼付し上下に拡張
する。日縁端面はヘラ描きの山形文
を施す。

Θヨコナデ
◎ハケ(8～ 9本 /cm)

→ナデ

◎ナデ
⑮ハケ(3本/0 2cm)→

ミガキ

灰茶色

茶褐色

石長(1)

◎

表121 第Ⅱ②層 出土遺物観察表 金属製品

番号 器  種 残   存 材  質
法 量

備 考 図版

長さ (cm) 幅 (cm) 厚さ (cm) 重 さ

702 棒状鉄製品 端部片 鉄 製

不明 小  片 鉄 製

鉄滓 小  片 鉄 製 69,8 婉形津

表122 その他の 出土遺物観察表 土製品

番号 器種 法豊 (cm) 形 態・ 施 文

調 整 色調
1含目|

生
　
成

胎

焼
備考 図版

外   面 内   面

鉢
口径 (18.6)

器高 61
外反する国縁部。日縁部内面には稜

をもつ。

Θナデ

⑩ハケ(10本 /cm)

Θハケ(■本/cln)

⑭ハケ(7本/cm)
茶 色

石長(1～ 3)

◎

鉢
国径 (168)

残高 58

外反する日縁部。口縁端部は「コ」
剰 犬に仕上げる。口縁部内面には稜
をもつ。

Θヨヨナデ
⑮ハケ(11～ ワ本/cm)
→ナデ

ハケ(11～ 12本 /cr)

→ ミガキ
茶色

石 長(1～ 2)

◎
123
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